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（あれ……ここはどこだ……？）

　どこにでもいる普通の高校生、小お沢ざわ広ひろ宣のぶは目を開けて、そんなことを思っていた。

　周りは、まるで靄がかかったかのように何も見えないのだ。

　ぼんやりとした明かりだけが、この世界を作っている。

（これは夢だろうな……）

　ふわふわした感覚に、意味不明な風景。高確率でこれは夢の中であると広宣は思う。

（せっかく夢の世界に来たんだから……）

　そう思った広宣は、夢の世界を散歩してみることにした。ここまではっきりと意識を保てるのは初めてで、これはいい経験になると感じ、適当に歩いてみる。

　しかし、いくら歩いても風景が変わることはない。

　まったくと言っていいほど面白くない状況だったのだ。

（ちっ……つまんねーの）

　寝る前にゲームをやっていたためか、せめてモンスターが出てきて戦うみたいなシーンがあってもいいのではないかと思う。

　モンスターと戦って死んだり、痛い思いをするのは勘弁だが、もう少し変化があったほうが嬉しい。

（何もないなら……せめて美少女くらい出てきてもいいじゃんかよ）

　スリリングな経験をとは言わない。だが、美少女とお話しするくらいのサービスがあってもいいだろう。

（ま、俺の場合、それが最大のサービスになるんだけどな）

　広宣はどこにでもいる普通の高校生だ。

　当然、学校に行けば、少しではあるが友達がいる。エロゲを貸し借りするようなオタク友達であるが。

（あいつのせいで……！）

　広宣は学校で……いや、とくに女子の間で有名人になってしまっていた。

　それは、オタク友達が学校にエロゲを持ってきたときのこと。

　新作ゲームを貸してくれるということで、広宣はソフトを受け取ったのだった。

　だが、その友達は致命的なミスをしていた。

　エロゲ仲間の間では、貸し借りをするときに必ず、袋か何かに入れて、エロゲだとはわからないように渡さなければならないというルールがある。

　これは自分たちの名誉を保つためでもあり、仲間として絶対に破ってはならない掟。

　事もあろうに、その友達はそれを忘れてしまったのだ。

　新作ということで袋なしでも受け取った広宣だが、帰りのとき……隣の女子クラスの前で壮大に転んでしまい、そのままゲームがカバンから飛び出してしまった。

　あとは細かく説明するまでもない。

　次の日から学校中の女子から──エロノブというアダ名で呼ばれることになったのだ。

　驚くことは一つ。

　その女子クラスの影響力だ。

　一学年に一つは女子クラスがあるのだが、そこは優秀な女子生徒たちが集められる場所で、ものすごい団結力があった。

　加えて学校中の女子からすれば、一つ上の存在。──カリスマ性があるのだ（しかも、やたらと美人が揃っている）。

　そのためか、あっという間にエロノブというアダ名が広がってしまったのだった。

　この程度なら笑い話で済むのだが、男子のエロに対してやたらと厳しい女子クラスであるため、広宣への当たりも辛いものになっていった。

　男子の何人かはかばおうとしてくれたのだが、女子たちの圧倒的な抵抗の前に虚しく撃沈。

　スクールカーストの上位にいる女クラの面々の前に、誰も抵抗することができなくなった。

（思い出しただけでもムカムカしてくるぜ……）

　この夢が覚めたら、また学校に行くんだと思うと気が滅入ってくる。

（お願いだから美女を出してくれよ）

　せめて夢の中ではいい思いをしたいと考える広宣。

　エロノブというアダ名であるが、実際にも、その名に恥じないくらい広宣はエロい。

　毎日、オナニーをしているし、いやらしい妄想ばかりを繰り返している。

　夢は女クラの女たちを奴隷のように扱い、ハーレムを築くことだ。

（ま、無理だけどな……）

　世界が変わることがないと覆らない差。これは仕方のないことだ。

「おーい！　誰かいないのかよっ！　美少女なら大歓迎だぞーっ！」

　思わず叫んでみる広宣。意外と声が出たことに驚き、何度も叫んでみせる。

「って……誰もいるわけないよな」

　広宣が踵を返えそうとすると、

「あの……」

　どこからか、か細い声が聞こえてきた。

　辺りを見渡して、確かめてみる。しかし、見つかることもなく……。

（……だよな。何を期待したんだか……）

　女の声がした。なんとなくだが、すごい可愛い子のような気がする……！

　だが、現実は違うものだった。夢の世界に自分以外、存在するわけがないのだ。

　そう諦めかけていると、

「えっと……あの……！」

　やはり声がする。広宣は聞こえたほうに走って向かって行った。

　すると、

「あ……！」

　靄の中からひとりの少女が現れた。

　見た目は、まるでお姫様。

　可憐なドレスを着て、水色の髪は肩に届くくらいの長さ、その目はどこまでも透き通っている。

　まるでアニメやゲームの中に登場するヒロインみたいな子だ。

（め、めちゃくちゃ可愛い……！）

　一瞬にして恋に落ちる広宣。

　頭の中ではいやらしい妄想ばかりをエンドレスでリピートしていた。

（大人しそうな感じだし、上品な雰囲気もするし……そして、何より──巨乳だし！）

　谷間が見えるドレスを着ているため、広宣はそこばかりを見てしまう。

　同年代の女の子の胸をここまで凝視したのは初めてだ。

　童貞である広宣からすれば、興奮を抑えることはできない。

（あーこのまま押し倒してぇ！）

　押し倒して、胸を鷲掴みにして、満足するまで揉みしだきたい。

　夢の世界であるのをいいことに、広宣の妄想……欲望は留まることがなかった。

　だが、夢の世界でも大胆には行動できないところが彼の性さがだ。

　ある意味、押し倒すほどの度胸があれば、今ごろ彼女のひとりやふたりくらいいただろう。

　それができないからエロゲ三昧の日々なのである。

（くそぉ……！　俺は夢の世界でも……！）

　膨らむのは欲望と股間のみ。

　夢の世界でも広宣の股間はテントのように大きく盛り上がってしまっていたのだ。

（リ、リアリティのある夢だぜ……！）

　亀頭部分が布に当たって痛い。こんなところまでリアルに再現されている。

　しかも、目の前の女の子の目線が下のほうに行っている。

「……っ！」

　何も言わず頬を染める。

　こんな仕草も可愛らしくて、さらに広宣の股間を痛くするのだった。

（やべぇ……チラチラ見てるし、もしかして嫌われてしまったかな……）

　夢の中でも女の子に嫌われるなんて最悪だ。

　やっぱりロクな夢ではないな……と意気消沈していると、

「あの……私を」

「ん？」

「私を──抱いて下さい!!」

　少女はそう叫んだのだった。
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「だ、抱く!?」

　唐突なことに、広宣は頓狂な声を上げる。

（抱くというのはどういう意味なんだよ!?　……ハグということなのか、それとも……）

　いくら考えても、答えはでない。

　かと言って、少女に聞いて確認することもできないから困ったものだった。

　広宣が返答に困っていると、少女は小首を傾げ、

「ダメ……ですか？」

　と可愛らしく尋ねてくるのだった。

（この可愛さ、犯罪級だろう……！　どんな意味でも抱きしめてやるよぉぉぉ！）

　心の中で叫ぶ広宣は、小さく答えたのだった。

「ま、まあ……いいよ」

　あくまでも冷静のつもりだが……完全に女の子慣れしていない童貞ボーイの受け答えである。

　普通の女子なら、ちょっと気取っているところに嫌悪感を覚えるものだろう。

　しかし、目の前の少女は、

「ありがとうございます！」

　にっこりと笑って、頷いたのだった。

　その笑顔は、まさに汚れのないもの。

　もしこれが腹黒い意味での笑顔だとしたら、広宣は世界の全てを信じることができなくなってしまうだろう。

　そんなことを考えていると少女は、広宣の手を掴んだ。

「こっちへ来て下さい」

「お、おう……」

　初めて女の子に手を握られてしまった。

　柔らかさと嬉しさでどうにかなってしまいそうなくらい、心臓がバクバクいっている。

（こ、これが女の子の手……あ、あっさり握れちゃったな……）

　今まで触れられなかったのが嘘だと思えるほど、簡単に女の子と手を繋ぐことに成功した。

　これが夢の世界なんだと、広宣は少し感謝しているのだった。

　進んでいくと、もやの向こうに何かが見えてきた。

「あれは何？」

「ベッドです」

「ベ、ベッド……？」

　おいおい、嘘だろ……と思いながら、前に進むと本当にベッドがあった。

　一般的なベッドよりも少し豪盛な感じがするが、紛れもなくベッドだろう。

（ベッドってことは……）

　まさかと思う広宣は、少女に尋ねてみることにした。

「だ、抱いてくれって言ってたけど……どういう意味？」

「決まっています……私と……その、エッチをしてほしいということです」

「マ、マジか……！」

　さすが自分の夢だ。いろいろとはっしょってエッチまでたどり着くことができた。

「エッチってその……セックスってことだよな？」

「そうです」

「ほ、本当に……いいの？」

「お願いします」

　これが現実世界だったら美人局とかを考えて、欲望をさらけ出すことはできなかったはずだ。

　だが、夢であるということは当然、自分にとっても都合がいいということ。

　ここまでリアリティのある夢なんだ。

　夢の中で童貞を卒業したっていいと思う。

　そんなことを考えていると、

「お名前を教えて下さい。私の運命の人」

　彼女は広宣に抱きついてきた。

　あまりにもぎゅっと抱きついてくるので、巨乳が当たって心地いい。

　勃起した肉棒も彼女のお腹の部分をつついてしまっているし、嬉しいやら恥ずかしいやら、複雑な気分になってくる。

「俺の名前は……小沢広宣。あなたは？」

「私は……フィラナ・エル・セインドーラです。フィラナと呼んで下さい」

　ものすごくファンタジックなお名前。

　やっぱりゲームの影響なのか、ファンタジー世界の少女みたいだ。

「フィラナ……」

　広宣は彼女のことを強く抱きしめる。

　夢の世界であるにもかかわらず、いい匂いはするし、肌も柔らかいのだ。

　この感触を存分に味わっておかないと、もったいないという気持ちになる。

「ヒロノブ様……」

「フィラナ……俺、これからどうしたらいいのか、わからないんだけど？」

「え……？」

「実は……経験がないんだ」

　本当にどうしていいかわからないため、広宣は正直にカミングアウトしてみた。

（夢だしいいよな……）

　彼女は少し驚いた表情になったが、優しく笑って、

「私も同じです」

　と言った。

「ただ、こういうのは……誰かに習うものではないと思います。ヒロノブ様がしたいようにしてみるのはいかがでしょうか？」

「俺がしたいように……」

「あっ、困ってしまいましたか？　ごめんなさい」

「あ、謝らなくていいよ」

　自分のことをこんなにも気遣ってくれている。本当にいい子なんだと広宣は感じていた。

「では、私がしたいことをしていただくのはできますか？」

「フィラナがしたいこと？」

「私……ヒロノブ様と……キスがしたいです」

　フィラナは広宣の首のところに腕を回し、そのまま背伸びをしてきた。

　すると、柔らかい感触が唇に伝わってくる。

　フィラナが自分に口づけをしたと気がついたのは、数秒経ってからのことだった。

（俺……キスしてる……!?）

　しかも、目を見張るほど可愛い女の子とだ。

　柔らかい感触と甘い味が広がってきて、広宣の欲望も爆発してしまう。

「フィラナ……！」

　やや強引に、広宣はフィラナを抱き寄せ、獣のように口づけを繰り返していく。

「あん……ヒロノブ様……」

「フィラナ……俺……！」

「ヒロノブ様……私も我慢できなくって……舌を絡めて……」

　フィラナはもっともっとと言わんばかりに、広宣の口内に舌を忍び込ませてくる。

　広宣も彼女の舌を受け入れ、自分の舌を絡ませていく。

「んちゅる……ンチュ……ちゅぱぱぱ……！」

　卑猥な水音がふたりの間に響いていったのだった。

（舌も柔らけぇ……こんなのしてたら出ちまいそうだよ……）

　ディープキスだけで射精してしまいそうな勢いだ。

　さっきまで限界に勃起していると思っていたのだが、まだ肉棒は大きくなることができるみたいである。

　ズボンを突き破ってしまうのではないかという勢いで、大きく膨らんでしまっているのだった。

「ヒロノブ様……私のお腹に当たっております……」

「う……ごめん」

「い、いえ……謝ってほしいのではなく、ここまでパンパンに膨らんでおりますので、苦しそうだなと思って……」

「そ、そうだね……かなり苦しいかも」

「では……」

　フィラナはベッドのほうへ広宣を導いていった。

「ズボンを脱がせてあげますね」

　彼女はベッドの上で四つん這いになると、ベルトに手を当てた。

　カチャカチャと金属の音が響きながら、ベルトを外していく。

「下ろしますね」

　ズボンを下ろすと、勃起した肉棒が勢いよく飛び出していく。

　すでに赤黒く勃起していて、先端から我慢汁が漏れだしていた。

（こんな可愛い子に……見られている）

　鼓動に合わせてヒクヒクと動く肉槍を見つめられ、広宣は恥ずかしさが増していく。

　しかし彼女は嫌な顔一つせずに黙ってペニスを見つめていた。

「これが……ッ！　たくましくて、大きいのですね」

「そ、そうかな……」

「こんなに雄々しいものを見ていたら……私……あぅ」

　フィラナが股間に手を挟んでモジモジしている。

「ほ、ほしくなってしまいます……！」

「お、俺もフィラナに入れたい……！」

「さあ……！　きて下さい！」

　我慢できないのかフィラナは、自ら下着を脱いで、仰向けで寝る。

　そして脚を開いて、

「ヒロノブ様……私の中に入れて下さい」

　もう広宣は我慢できなかった。
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（夢の世界……最高だぁぁ！）

　超絶かわいい女の子と、これからセックスをすることができるのだから、広宣のテンションも上がってしまう。

　これが付き合いたての彼女とかだったら、いろいろと気を使う点も多いのだろうが、相手は妄想の産物。

　むしろ、ここでセックスの楽しさをしっかりと認識しておかないと、もったいないということになるだろう。

　見ると、フィラナのアソコもかなりトロトロになっていて、甘い蜜を垂らしている。

　二次元の裸ばかり見てきたせいか、妄想彼女の恥丘に毛は一本も生えていない。

　白い肌はその滑らかさで、光り輝いているようにも見えるのだった。

「行くよ……」

　勃起した剛直を、秘部へと当てる。

　筋に沿うように肉棒を動かすと、彼女は身をよじりながら悶え、頬を真っ赤に染めていた。

　目元には涙を浮かべ、ものほしそうに自分のことを見つめてくる。

　そんな瞳で見つめられてしまったら、広宣も入れないわけにはいかない。

「ヒロノブ様……もう入れて下さい。私、我慢できないのですぅ」

「わかってるよ」

　腰を動かしながら、穴に肉棒を当てる。

　ゆっくりと腰を押し込んでいくと、ミチミチと亀頭を包み込んでいく感触がした。

（マジか……こんなに気持ちいいのか……！）

　今までのオナニーがバカらしくなってしまうほど、フィラナのアソコは強烈な締め付けだった。

　入り口からこんなに締めてくることを考えると、あっという間に果ててしまうかもしれない。

　広宣は歯を食いしばりながら、さらに奥へと侵入していった。

「あっ、ひぅ……！　入って、きて、ます……！　ヒロノブ、様、の……あっ、あっ、あっ！」

　フィラナの綺麗で甲高い声が脳に響いていく。

　この喘ぎ声を聞いているだけでも射精してしまいそうなほど官能的な響きになっていた。

「私……初めてなのに……あんっ、んんんっ、感じて、しまい、ます……！」

「感じやすいんだね、フィラナは」

「そ、そうです……」

「俺と一緒だ」

　やっぱりこういう初々しいリアクションは処女だからこそできるものだ。

　経験豊富なお姉さんに筆おろしされるのも最高だと思うが、処女と童貞の初体験というのもなかなかいいものだ。

「フィラナ、痛くない？」

　一度は言ってみたいセリフを広宣は言う。

　処女の子に対して気遣いを見せるのは、エロゲだとよくあるシーンだ。

　自分が同じことをしていると思うと、広宣はさらに興奮を抑えることができなかった。

「ヒロノブ様、このまま、このまま……奥に、あんっ、あっ、あっ、奥にきて下さい……！」

「わかった」

　だいぶ愛液も漏れ出してきていて、膣内はヌルヌルしている。

　かなり穴が狭いため、一気に奥に入れることは難しいが、それでも着実に侵入を進めていた。

　腰を動かしたり、出し入れを繰り返しては、フィラナの一番深いところを目指していく。

「すごく、硬くて、あんぅ、んん、んっ、あっ、熱い……！」

「フィラナの中もトロトロしていて気持ちいいよ」

「私も……気持ちいいです……あっ、んっ！　これ……すごく好き、あんっ！」

「奥まで入れるよ」

「ああああっ、ああああっ、ああああっ、く、る……！」

「くっ……！」

　イキそうになるのを我慢しながら、広宣は根本まで挿入する。

　めちっという音が鳴りながら、最深部まで亀頭が到達することができた。

（やべえ……もうイキそうだ……！）

　ヌルヌルした感触と強い締め付けは今まで味わったことがないものだ。

　我慢汁にもかなり精液が漏れ出していると思うが、これは夢の世界なので、生の感触を楽しみたいと考えている。

「動くよ」

「は、はい……！」

　フィラナのほっそりとした腰を掴みながら、広宣は動かし始める。

「あんっ、当たってます……ヒロノブ様の……あああっ！」

「ハァハァ……フィラナの中、気持ちいいよ」

「私もです。ヒロノブ様の硬いものが私のお腹を突いているのです」

「こんな感じ？」

　ヒロノブは子宮を強く突いてみせた。

「ああああっ！」

　フィラナは腰を浮かせ、シーツをぎゅっと掴みながらよがっている。

（なんちゅーエロい女だ……）

　もうアニメやマンガの世界だ。

　ナイスボディの女の子が、自分の肉槍で喘いでいるのだ。

　広宣は夢中になって腰を振り続けた。

「あんっ、すごい、すごいですぅ、あんっ、らめっ、おかしく、なるぅ、あんっ、んくんぅ！」

「フィラナ……そんなに声を出さないくれ。すぐに出ちゃいそうだから」

「そうおっしゃいましても……あああああんんぅ！　こんなにたくましいもので、私を……んんっ！　おかしているのですから、んっ！」

　身体に力が入ってしまっているのか、フィラナは腕で自分の胸を寄せてきた。

　形がよく、大きくて、白いおっぱいが深い谷間を作っている。

　乳輪は小さく、乳首は小粒で、フィラナ自身のように可愛らしいものだった。

　その乳房が前後に揺れているのだ。

　いやらしくひしゃげている果実を見ていると、精液が上がってくるような感じがした。

「くっ……！」

「ヒロノブ様のものが……大きくなって……んぁあぅ！」

「もう少し我慢したかったけど、もう無理かもしれない」

　腰が痙攣してきて、身体にも力が入らなくなってきた。

　溶けてしまうほどフィラナの膣内が気持よくて、広宣は限界に近づいていた。

「ヒロノブ様……私の中に……出して」

「な、中出し……？」

「は、はい……遠慮しなくて構いませんので……！」

「……！」

　これは夢だ。

　もともと避妊なんてしていないし、このまま中に出したほうが絶対に気持ちがいいだろう。

「ヒロノブ様、お願いです……中に……中に……！　こんな気持ちいい思いをさせて、最後は外に出すなんてダメです……！」

「お、おう……」

　さすがにここまでお願いされてしまったら、広宣も我慢することができない。

　しかもフィラナのほうも抜かせないためか、かなり膣を締め付けてきているのだった。

　前後に動くことすら難しい状況で、外に出すことなんて不可能だ。

「じゃあ……出すからね」

「出して、いっぱい……！　いっぱい私の中に注いで下さい！」

「ああっ、もうダメだ……俺、イク……！」

「私もイキます……！　何かキひゃいます！　ああああああ、らめえええ！　イクゥゥゥ！」

「で、出る……！」

「イクイク……！　イっひゃいましゅううぅううぅぅうううう！」

　眼の奥がフラッシュした瞬間、広宣は貯めこんでいた精液を全て吐き出した。

　まるで放水をしているかのように、白く濁った液体がドピュドピュと発射されていく。

　全身に電撃が走ったような快感を得ながら、広宣は射精をしていった。

「あああっ、んんっ、あぅ、あっ、ああっ、出てます……出ているの、わかりま、すぅ……」

「くぅ……まだ出る……！」

「ひぐぅ！　し、子宮の深いところに直撃……してます……。エッチがこんなに気持ちいいものだとは思わなかったです……」

「ハァハァ……！　す、すげえ……いっぱい出た」

　自分でも信じられない量の精液が発射されていった。

　肉槍を引き抜くと、どろりと愛液と混じった精液が溢れ出てくる。
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（さ、最高の夢だった……！）

　こんなに気持ちいい思いをしたんだ。間違いなく夢精してしまっているだろう。

　だが、そんなことどうでもいいと思えるほど、広宣は幸せな体験をしたのだった。

「ハァハァ……これで私とヒロノブ様は一つになれました……」

　呼吸を荒くしながら、フィラナはそう言うのだった。

「フィラナ、それどういうこと……？」

「先ほども申し上げましたけど、きっとヒロノブ様は私の運命の人なのです」

「運命の人……？」

　いったいどういうことだろうか。

　冷静になった頭でも、答えを導き出すことができない。

「それでは……ヒロノブ様に教えてあげます。この夢の意味を」

　フィラナは満足したような笑みを浮かべていたのだった。
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「夢の意味ってどういうことだ……？」

　服を整えた広宣たちは、ベッドに腰掛けていた。

　この世界は夢。だが、あまりにもリアリティのある夢である。普通なら射精をしたタイミングで目が覚めて、やっぱり夢だったのかとがっかりするような展開になるはずだ。

　それでもこうしてフィラナと話ができるということは、夢を超えた何かであるということ。

　もしかしたら彼女はそれを知っているのかもしれない。

「あまり時間がありませんので、簡潔にご説明しますね。この夢は……ヒロノブ様とコンタクトを取るためのものなのです」

「コンタクト？」

「ええ。私はあなたのことをずっと探しておりました」

「探していたって……何か条件があるということか？」

「そうです。条件とは、ある特殊能力を持つこと」

「と、特殊能力だって……」

　まさかの発言に広宣はおののいてしまう。

「その特殊能力は……私も知りません。ただ、世界を救うために必要だということなのです」

「おいおい、随分と大げさな話になってきたな」

「私とヒロノブ様の世界は別のもの。ですが、密接に関係しているのです。私たちの世界は現在、魔王によって危険な状態にあります。その魔王を倒すことが大事になってくるのです」

「そ、そうなのか……？　魔王って……そんなバカな……」

　ゲームのような話だ。フィラナの言うことが本当なら、彼女は異世界から来たことになる。

　本当にバカバカしい話だ。さすが夢の中というところだろうか。

（フィラナ……）

　簡単に信じることはできないが、フィラナの真剣な表情から話を茶化すことはできなかった。

「私の身体と繋がったことから、あなたはきっとイレギュラーとなるでしょう」

「イレギュラー？　じゃあ、正当なやつらがいるってことか？　それは誰だ？」

　本当に申し訳なさそうに、わからないとフィラナは首を横に振った。

「まあいいや。これから何か起きるんだろ？」

　なんて言うが、広宣は完全に信じてはいない。やっぱり夢の話なんだなと思うことで、今のことが嘘だったときに傷つかないための予防線を、心に張っているのだ。

「お願いです、ヒロノブ様」

　フィラナが手を握ってきた。

「どうか世界を救って下さい。このままだと世界が……！」

「世界が？」

　と広宣が尋ねると、フィラナはビクンと身体を震わせた。

「──ッ!?　そ、そろそろ時間です……！」

「はぁ!?　なんだよ、もう少し話をしてくれよ」

「もうすぐ、この空間は消えてしまいます。もう時間がありません……最後にこれを……」

　そう言って渡してきたのは、ペンダントだった。

「どうかこれを持っていて下さい。これがあればきっと私とヒロノブ様は再会することができます」

　靄がどんどん光ってフィラナを包み込んでいった。そして、少しずつ距離が離れていってしまう。

「え、ちょ……！　フィラナ！」

「お願いです……ヒロノブ様……どうかお気をつけて……」

「くっ……フィラナが見えなくなっていく……！」

「最後に……最後に……！」

　フィラナは消えゆくなかで、声を絞って言った。

「あなたと同じようにイレギュラーな存在が現れます……その人には──！」

　最後まで言い切ることなく、フィラナは光の中に消えてしまった。

（な、なんだよ……！　くそ……っ！）

　広宣の意識もだんだんと薄れていって──。





◆　　　　　◆






「ふぁ……」

　登校しながら、今朝の夢は何だったのかと思う広宣。

　かなりリアリティのある夢だったし、美少女とセックスまでできたから、良い夢だったと言えるだろう。しかし、最後の会話が妙に頭の中に残っているのだ。

「世界を救え……か」

　はんっ、と鼻で笑う。

　もし世界を救える能力があったとしても、それを行使するかしないかは自分の判断だ。

　世界を救えるほどの力があれば、自分の欲を叶えるために使うことを広宣は選択するだろう。

（ったく、変な夢だったぜ……）

　所詮は夢。今日もまた退屈な日常が始まるのだ。

　だが、広宣は一つだけ違和感を覚えていた。

　今、手に持っているは、最後にフィラナが渡してくれたペンダント。しゃれたデザインになっているのだが、こんなものを所持していたことはない。やはりかなり奇妙な夢だったと言えるだろう。

「しかし、本当に今日はついてない日だよ」

　思わず独りごちてしまうほど、広宣にとっては重い日だった。

　独り言を言っていても問題ないほど、通学路には人がいない。

　なぜなら、誰よりも早く登校しているから。広宣はそこそこ真面目な生徒だが、毎朝早く登校するほどではない。そんな彼が早朝に登校しているのは、女子クラスに用事があるから。

「何が謝れだよ……」

　先日、エロゲをぶちまけたことに対して謝罪しろというクレームが来たのだ。個人的なことであれば無視しているところだが、何やらその女子クラスを中心に大きな運動になりつつある。

　特に男子たちの肩身が狭くなるようなことを行おうとしているため、他の男子生徒から「どうか謝ってくれ」と懇願されてしまったのだ。

　教師たちも基本的にはその女子クラスの言いなりになってしまっているし、成績も優秀すぎるから、スクールカースト底辺のオタク男子には抵抗することができないのだ。

　自分が謝れば済む、ということで広宣も了承し、謝罪をすることになった。

（だけど、朝早すぎだろ……！）

　同じ高校に通っているくせに、分単位でスケジュールが決まっているため、朝くらいしか時間がないのだという。しかも、女クラは朝早くから自主勉強を行う習慣があるため、全員揃っているらしい。正確に言うと、女クラの中心的な人物が朝勉を勧め、それが強制的になっているのだ。

　もし朝勉に参加しなかったら、ハブられてしまうという恐ろしい未来が待っているらしい。

　そのため、今日も全員参加……らしい。

（なんてことを考えているうちに……女クラの前まで来ちまったよ……）

　目の前の扉を開ければ、おっかない女たちがいる。

　ビクビクしていても仕方ないので、広宣は深呼吸をして、扉を開けたのだった。

　──ギロリ。

　一斉に女子の目が広宣に向かう。全員が軽蔑するような目で見つめてくるのだった。

　ひとりだけ、担任の女教師が可哀想だなという視線を送っている。

「遅かったですわね」

　そう言って広宣の前にやって来たのが、クラスの中心的な人物──馬あ酔し木び彩あや花か。

　何やら有名企業の社長令嬢らしく、かなりのお嬢様だというのだ。

　そのためか高圧的な性格をしていて、高飛車だ。広宣の苦手なタイプである。

「本当にいかがわしい男ですわ！　さあ、さっさと謝って」

「ちっ」

「今、舌打ちをしたでしょ!?」

「あー、はいはい。それでは謝りますよ、よーく聞いて下さいね」

　半ば投げやりとなった広宣は、わざとらしく深々と頭を下げて、謝罪の言葉を口にした。

「すみません──」




　──この瞬間、光が爆発したように広がっていった。




「──でした！」

　と広宣が頭を上げると、

「ここ……どこだよ……！」

　さっきまで教室にいたのに、見たこともない景色だ。辺りは自然豊かで、遠くには街のようなものが見える。そのなかでもひときわ大きい建物がある。

「城だと……？」

　日本の城ではなく、ヨーロッパなどにある石造りの城。広宣ははっとした。

「まさかここって……異世界……!?」
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　──異世界トリップ。

　まず、広宣の頭の中によぎった言葉はそれだった。

（あの夢ってまさか……！）

　夢だけど現実のもの。そして、フィラナの言っていたことは正しいという確率が高い。

　どうなるかわからないが、世界を救う話や魔王が出てくるような展開になってくれば、さらに信憑性は増していくだろう。

　フィラナとの夢があったためか、現実世界とはまったく違う風景が広がっていても、広宣はひとり冷静なままだった。

　だが、他の少女たちは違う。

「きゃああああああ！　ど、どうなってるのっ!?」

「何、ここ!?」

「何がどうなってるの!?　何がどうなってるの!?」

「わ、私たち幻覚を見てるの……？」

　女クラの面々は、それぞれパニクったように慌てふためいていた。

　なかには泣き出してしまっている者もいる。

　草原の真っ只中にいるため差し迫った危険はないし、過度な混乱にはなっていないが、それでも冷静さを保てるものは少なかった。

「ここどこなの……？　もしかして帰れないの？」

　と、ひとりの女子生徒が呟いた。

　帰れない、という言葉は生徒たちには禁句だったようで、その女子に感応するような形で涙を流す者が増えていく。

　広宣はやれやれと頭をかいて、肩をすくめていた。

（俺だけが冷静でもなぁ……。何か言っても火に油を注ぐだけの事態になるような気がするし……）

　みんな落ち着こう、と広宣が言っても顰蹙ひんしゅくを買うだけだろう。

　幸いにも、まだ自分へ矛先が向いていないし、広宣はできるだけ影を潜めていようと心の中で思っていたのだった。

　すると、パニックのなかでも非常に通った声が響いた。

「みんな、落ち着いて！」

　声を出したのは、女クラの担任でもある──七なな草くさ葉よう子こという女教師。

　葉子先生なんてみんなに下の名前で呼ばれるほど仲がいいが、それは少しバカにされている面を持つ。

　見た目は、おっとりとしていて、とにかく美人。

　男子生徒からの人気も高い存在だ。

　性格も優しくて、笑顔が素敵というところがあるが、何よりも破壊力があるのが、その大きすぎる胸だ。

　高校生の女子たちをあざ笑うかのように、大きく膨らんでいて、スーツを着ていてもそのボリュームがわかるほど。どんな男子も一度はオカズにしたことがあるような女教師である。

　広宣も彼女に筆おろしされる妄想で何度もオナニーをしたことがあるくらいだ。

　とは言っても、直接的な関係があるわけではないので、傍から見た印象くらいしかないのだが。

（こういう場でも意外と落ち着いているな……。頼りないように見えてもやっぱり教師なんだな）

　大人がいて幸運だと思う。

「ひとまず今のところ危険がないみたいだわ。まずは全員いるか確認するからね」

　そう言って出席番号順に生徒たちがいるか確認をしていく。

　女クラは全員で三十人いる。

　つまり、欠けることなく、三十まで数えることができれば、全員いるということだ。

「……三十！　どうやら全員いるみたいね」

　さすがは優秀な生徒が集まっている女クラ。

　朝早かったにもかかわらず、全員がきちんと出席していたようだ。

「で、問題はあなたね」

　唯一、番号を言っていない広宣のところに葉子はやって来る。

「まずは名前を教えて」

「小沢広宣っす」

「えっと、隣のクラスだったかしら？」

「そうっすね」

「……まあいいわ。まだ何もわからない状況だからね。確定と言えるわけではないけど、おそらくあの教室にいた全ての人間がここに飛ばされてしまったみたいだわ」

　それは納得だ。あの教室にいた三十二名。全員がこの場所にいるのだから。

　他の人間も飛ばされている可能性もなきにしもあらずだが、今はまだ考えなくてもいいだろう。

「先生、これからどうすればいいのでしょうか？」

　ひとりの生徒が質問をする。

　それは──広宣の幼なじみの少女だった。

（……みゆき）

　雨あま野のみゆき。

　彼女は、幼稚園、小学校、中学校が同じで家も近所だ。

　だが、時が経つにつれて話さなくなってしまって、今ではまったく会話がない状態。

　広宣とみゆきに接点があることなんて、誰も知らない状況だ。

（あいつにとってもそれがいいだろうしな）

　エロノブなんて言われている自分と接点があるなんて知られたら、みゆきにとってもマイナスに働く。

　彼女はちらりと広宣のほうを見ていたが、今は葉子と話をしている。

　こんな状況だが、広宣はあまり関わりを持たないようにしようと心に決めていた。

「そうね、まずは冷静になることだけど、その後は……」

「あそこに街が見えます。行ってみるのはいかがでしょうか？」

　みゆきは冷静な女の子だ。

　この状況でもクールに、先生に意見している。

　夢である程度は、心構えがあったからこそ冷静にしていられる広宣とは大きな違いだった。

（やっぱ……あいつはすげえよ）

　同じように成長してきたはずなのに、ここまで差が出てしまうとは。

（まあいい。あいつのことを考えるのは、やめよう）

　自然と目線が行ってしまうが、あまり見ていると他の女たちも気がつくだろう。

　広宣は関心を完全に断ち切ったのだった。

「先生、このまま待っていても手がかりはありません」

「雨野さんの言うとおりだわ。一列に並んで、順番を崩さないようにあの街に向かいましょう。いつ危険な状態になってもおかしくないから、周りには注意すること」

『はい！』

　女子たちは返事をして、並び始めた。

「小沢君は一番後ろね」

「了解っす」

　それって一番危険なんじゃないか？　と思ったが、何も言わずにいた。

　仮に葉子を説得できたとしても、他の生徒たちが納得するとは思えなかったから。

　こんな状況だが、いつ自分がパニックの原因になるかわからないのだ。

　広宣は内心で悪態をついていたが、言われたとおり一番後ろを歩いていた。

（やっぱり遠いな……）

　いくら街が見えると言っても、三十二人が一斉に動いている。

　なかなか思うようには進まないのが現実だった。

（何もないからいいか……）

　このまま問題が起こらず安全な場所まで行ってほしいと思う広宣。

　だが、その時──。

「な、何あれ!?」

　ひとりの女子生徒が街とは違う方向を指さした。

　まだ日も明るいため、少し離れていても影を見つけることができる。

　小さな豆粒のようなものが一つ、こちらに向かってくるのだった。

「もしかして誰か助けに来てくれたかな!?」

「これだけ大人数で行動しているんだもん。絶対にわかるよね！」

　女の子たちが安堵の会話をする。

「ねえ、あの影……どんどん大きくなってない？」

「馬に乗った騎士様じゃない？」

「きゃー！　白馬に乗ったイケメンだったらどうしようーっ！」

　いくら優秀だと言っても年ごろの女の子だ。

　バカっぽい会話もする。

（しかし、馬にしては誰も乗っていないような……）

　人が乗っていれば、馬上の人影が見えてもおかしくないと思う。

　影はどんどん大きくなっていき、その様子をはっきりさせていった。

「お、狼!?」

　黒い狼が猛スピードでこちらに向かって来ているのだ。

　狼と言っても、自分たちがいた世界よりも二回りほど大きい存在。

　女子生徒たちが慌て始める。

「みんな、冷静に！　焦ったら──」

　あっという間に距離を縮められてしまった。

「きゃああ！」

　逃げ出すひとりの生徒。

　その首筋に狼が噛みついた。

「あああああ！　痛いーっ！　痛いーっ！」

　悲鳴を上げ、ジタバタと暴れ出す。

　しかし、次の瞬間には大量の血が吹き出しながら、動かなくなってしまった。

「う、嘘でしょ……！」

　ひとりの生徒が腰を抜かし、その場に座り込んでしまう。

「いやああああああ！」

「もうやだあああああ！」

　叫びながら女生徒たちは逃げ惑う。

（おいおい……どうなってるんだよ!?）

　まさかこんな事態になろうとは。

　広宣は腰を抜かしている女生徒のところに向かって、助けようとした。

「早く立て！　そうしないと……」

　黒い影が女子に近づく。

　刹那、彼女は狼によって頭をかじり取られてしまった。目の前で、首のない身体から血が噴水のように吹き出す。

　広宣の顔にも血しぶきがかかってしまっていた。

（くそ……！　何なんだよ……！）

　広宣も走って逃げ出そうとするが、

「向こうからも来たわ！」

　逃げる先には、黒い狼が何匹も横一列に並んでいたのだ。

（まさか……あの一匹は囮!?）

　野生動物が単独で狩りをしに来たわけではない。

　完全に作戦のある行動だった。

（こんなところで死ぬのか……！）

　絶望により泣き叫ぶ少女たち。

　誰しもが諦めていた瞬間だった。

「我が命により、雷槌となれ！」

　そんな声が聞こえると、晴天にもかかわらず黒い雲が発生した。

　そこから稲妻が走る。いくつも。無数に。

「ガアアアア！」

　獣たちが悲鳴を上げ、黒焦げになってしまった。

（何が……どうなって……）

　と考えていると、野太い雄叫びが聞こえてきたのだ。

　声の感じから、ひとりのものではない。

「あれは……！」

　街のほうから馬に乗り、剣を掲げ、甲冑を着た男たちがやって来たのだ。

　隊列を組んで、突っ込んでいく。

「す、すげえ……」

　何匹もいた狼だったが、あっという間に男たちに倒されてしまった。

　甲冑の男たちは、広宣たちを囲み、

「よくぞ来て下さいました──勇者の面々よ」

　そう告げたのだった。
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　騎士たちにより助けられた広宣たちは、城へ案内されながら歩いていた。

　死人が出たということもあり、生徒たちの間ではショックが広がり、まともに歩けない者もいたくらいだ。

　特に、死んだ子と仲が良かった生徒は精神的にだいぶまいってしまっているようで、立つことすら難しい状況だった。

　広宣も態度には出さないとはいえ、内心ではひどく動揺している。

（くそ……、なんでこんなことに……っ！）

　目の前で人が死んでしまった。もしかしたら助けられたかもしれないと思うと、やり切れない思いが胸の中に満ちていく。

　幸いなことに担任である葉子は冷静でいてくれた。彼女までパニックを起こしてしまっていたら、今以上に悲惨な状況になっていたと思う。

（頼りない先生だと思ってたけど、思い違いかもな……）

　今も騎士たちに何かを聞いているようだ。

「……わかりました。それでは、亡くなった生徒たちは後ほど埋葬していただけるのですね」

　どうやら死んでしまった生徒の弔い方について尋ねているようだった。

「ありがとうございます。生徒たちにはそのように伝えさせていただきますね」

　葉子が広宣のほうに向かってくる。

　いろいろと話を聞くチャンスだと思い、広宣は葉子に話しかけた。

「先生」

「どうしたの、小沢君？」

「死んだ子たちって、大丈夫なんですよね？」

「ええ。どうやらちゃんと弔っていただけるみたいよ」

「よかったっす。他に何を話していたんですか？」

「……後でみんなにも説明しようと思っていたけど、小沢くんは冷静みたいね。先に話しておくわ」

　葉子は周りが混乱しないように、広宣だけに聞こえる声で話してくれた。

「どうやらここは異世界みたいなの」

「……」

　広宣の予想は当たっていた。

（やっぱり……。ということは、フィラナもここにいるのかな……？）

　それはわからない。葉子に尋ねてもいいのかもしれないが、変に気を使わせてしまってもよくないだろう。

　広宣は黙って葉子の話を聞いていた。

「言葉については、特殊な魔法により通じるようになっているみたい」

「それは俺も気になっていました。……にしても、異世界とはいえ、やっぱり魔法があるんですね」

　先ほどの戦闘でも魔法らしきものは使っていた。

　単純に異世界に来ただけなら楽しめたかもれないが、状況が状況なのだ。手放しで喜ぶことはできない。

「先生も聞きましたよね？　俺たちを囲んだ騎士たちが最後に言っていた言葉」

「ええ。勇者……のことよね？」

「騎士に聞いてみたんですか？」

「簡単なことについては教えてくれたけど、勇者とは何なのか、何が目的なのか、なんかは教えてくれなかったわ」

「教えてくれなかった……」

「これから国王のほうから説明があるみたいよ」

「そうなんすか……」

　会話を続けていると、城へとたどり着いた。

　周りの建物や城の外装を見ていると、中世ヨーロッパのようになっている。

　まさにファンタジー世界。少しだけ心臓が速く鼓動してきた。

「この先の広間に、セインドーラの王がおられる。無礼のないように」

　無礼と言われても異世界の文化なんてわからない。

（まあ、今まで注意されてきていないから、特に問題ないんだろうけど）

　何か問題行動があれば、事前に指摘されているはずだ。

　広宣は扉が開くのを待っていた。

　──ギイイイイ……。

　物々しい音が鳴り、荘厳な扉が開いた。

　目の前には豪華な絨毯やタペストリーが広がり、まさに王がいるという場所のようだった。

「来たか」

　玉座には顎鬚を蓄えた、ぱっと思い浮かぶイメージそのもののような王がいた。

　頭に王冠をつけて、偉そうに座っている。

「疲れており、よくわからないことも多いだろう。だが、しばしの間、私の話を聞いてほしい」

　生徒たちがざわめき始める。

　誰も状況を理解していないので、動揺するのも無理はなかった。

　だが、葉子が静かにさせると、生徒たちは大人しく王の話を聞くようになったのだ。

「まず君たちは、私たちにより召喚された」

「召喚!?」

　ひとりの生徒が反応するが、王は手を出し、制止させた。

「召喚された理由は一つ。この世界に存在する魔王を倒してほしいのだ。君たちは魔王を倒すために召喚された勇者。ぜひ私たちの力になってほしい」

　勝手に呼び出してふざけんじゃねえ、と言いたくなる広宣だが、黙っていた。

　意外にも女生徒たちは話を静かに聞いているようだ。

　おそらく、あまりにぶっ飛んだ話であるため、誰も頭がついてきていないのだろう。

　オタク脳を持つ広宣からすれば、わりとありきたりな展開だと感じている。

「このなかの大半の者が元の世界に帰りたいと考えているだろう。元の世界に帰る方法は一つ……魔王を倒すことだ」

　さすがにこの言葉だけで覚悟を決めた者はいない。

　みんなどうしたらいいのかわからない様子で、辺りをキョロキョロと見渡していた。

「魔王は強力な魔力を持っている。魔王のせいで世界は滅びの危機に瀕しているのだ」

「そ、そんなの勝手な理屈じゃない！」

　ひとりの女子が声を荒げる。

「私たちはただ平和に生きていただけなのに、どうしてこんな状況にならないといけないの……！　この世界のことなんて知らないわよ」

「ならば共に滅びの道を選ぶか？」

　猛禽類のような目で女子を見つめる王。女子はびくりと身体を震わせていた。

「何度も言うが魔王を倒さない限り、元の世界に帰ることはできない。それは理解してもらえるな？」

「う……」

「君たち異世界から来た者は、私たちより優れた魔力を持っている。きちんと訓練さえすれば魔王でさえ太刀打ちできなくなるだろう」

　それに、と王は続けた。

「これ以上、犠牲者を出さないためには、それぞれの努力が必要となる。私たちの話を無視しても構わないが、この城の周りですら安全と言える状況ではないぞ」

　先ほどの狼のような存在が出てきたら、戦うことは困難だろう。

「……すでに亡くなった者もいると聞いた……。気の毒なことだ。手厚く埋葬しよう」

「王……よろしいでしょうか？」

　葉子が王の前に出ていた。

「なんだ？」

「この世界で亡くった人は、どうなるのでしょう？」

「……残念だが遺体を元の世界に送ってやることはできない。加えて……」

　王は言った。

「死んでしまった者は、元の世界でも完全にないものとされてしまう。まあ、そうでもしないと失踪事件となり、大変なことになってしまうからな。影響を最小限にするためにも必要な措置なのだろう」

　この世界で死んでしまったら、なかったことにされてしまう。

　事実がわかり、生徒たちの間で大きな動揺が広がる。

「君たちには苦しい試練を与えてしまってすまないと思っている。だが、この世界も逼迫した状況なのだ。……全ては魔王を倒せば終わる。生き残るために強くなってほしい」

　異世界人である広宣たちは高いポテンシャルを持っている。きちんと鍛えることができれば、あの騎士たちのように戦うこともできるというわけだ。

　この状況において、選択肢は少ない。

　それは女クラの面々もわかっているようだった。

「……理解してくれたようだな。話が早くて助かる。では……」

　ぱちんと指を鳴らした。

「騎士団の副団長より、戦い方の説明を行う。聞いてくれ」

　そう言って出てきたのは、容姿端麗の騎士だった。

　これには女子たちの目も大きく見開く。

（やっぱりイケメンには弱いんだな……）

　内心で呆れる広宣であるが、何も言わずに黙っておこうと思う。

「それでは私のほうから説明させていただきますね。まず……服装について。今、皆さんが身に着けている服は必ず捨てないようにして下さい。召喚されていたときに身につけていた服のほうが、私たちが着ている防具よりも性能がいいのです。これは……」

　説明をする騎士。

　理屈はわからないが、広宣たち異世界人は、始めから身に着けているもののほうが良いらしいのだ。

　甲冑のほうが安全なような気がするが、あんな重そうなものを着て歩けるような気がしないので、広宣としては助かっている。

　生徒たちも異世界のよくわからない服を着るよりは、制服でいるほうがいいのだろう。安堵している者もいた。

　また服は複製も可能らしく、着替えはできるということだ。

「それでは次の説明に移ります。みなさんたち、異世界の方々はあるものを持っております」

　騎士ははっきりとこう言ったのだ。

「それは──特殊能力」
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「では、まずステータス画面の確認から始めましょう」

　ステータス画面という言葉を聞いて、広宣はゲームの世界みたいだなと思った。

　だが、感覚はあくまでも現実のもの。ゲーム世界ではなく、これは現実のことなのだ。

「異世界人のみなさんはステータス画面の出し方がわからないと思います。ただ、簡単です。少し念じればすぐに出すことができます」

　そう言って副団長は自分のステータス画面を出した。




　名前：アイズ・アルダートン

　性別：男　　種族：人間

　力　：120　　防御力：100　　速さ：110　　魔力：60




「こんなところでしょうか。簡単なステータスなので読み解くことは難しくないと思います。数値の基準ですが、一般的な成人男性が30くらいだと思っていただければ良いでしょう。私は魔法を得意とするタイプではないので、こんな感じですが、人によっては数値に差が出たりしております」

　なるほど、とみんなは感心しているようだった。

（さすがに副団長だけあって、かなり高い数値を出しているな）

　広宣は納得していた。

「さあ、みなさんもステータス画面を出しましょう。みなさんの年齢や訓練していないことを考慮すると、初期値で20以上あれば上出来と言えるでしょう」

「じゃあ、やってみよーっ！」

　と軽妙な口調で前に出た少女。優秀な女クラとは思えないほどラフな格好をしている女の子だった。

（確かあいつは……）

　広宣も噂になっているから聞いたことがある。

　名前は──如月きさらぎ妖精ふぇあり。

　実はかなりのビッチ女らしく、夜な夜な遊びまくっているらしいのだ。

　それでも女クラにいられる理由は、成績が優秀だから。

　神というのは本当に気まぐれな存在なんだなと広宣は呆れてしまっていた。

「ふぇありぃが、いくね」

　自分のことを「ふぇありぃ」と呼ぶバカっぽいところもある。

　妖精が出したステータスは、




　名前：如月妖精

　性別：女　　種族：人間

　力　：31　　防御力：26　　速さ：25　　魔力：40




「おお！　さすがに勇者だけあってまずまずのステータスですね。どうやら魔力が高いみたいなので魔法使いタイプなのかもしれません」

「ふぇありぃ、すごい？」

「え、ええ……すごいですよ」

　さすがビッチ。さっそくイケメン騎士に向かって色仕掛をしている。

　副団長も困っているようで、さっそく次の生徒を指名した。

　それから、女子たちは順番にステータス画面を出していた。どの生徒も初期値が高く、副団長も喜んでいる様子だった。

　なかでも、最も驚いたのが、




　名前：馬酔木彩花

　性別：女　　種族：人間

　力：100　　防御力：100　　速さ：100　　魔力：100




　全てにおいて好成績を弾き出した彩花だった。

「ふん、わたくしからしたら、こんなの当たり前ですわ」

　高飛車な態度を取っているが内心では嬉しそうだ。周りの取り巻きたちもちやほやしている。

「これはすごいですね。一番の戦力になりそうです」

「当然よ」

「じゃあ、次は……」

　再びステータスをさらす流れになる。そして、最後になり、広宣の番がやってきた。

「あなたが最後ですね。ふむ……」

　腕を組む副団長。

「どうしたんだよ？」

「どうして男性であるあなたが、ここにいるんでしょうか」

「はぁ？　どういうことだ」

「私たちが召喚したのは女性のみです。不思議だとは思っておりましたが……」

　広宣は夢の中で出会ったフィラナの言葉を思い出していた。

（イレギュラーっていうのはこういうことか）

　結果的に見れば、女クラのクラス転移に巻き込まれてしまったということだ。

（根本的な原因はフィラナかもしれないが……）

　今さら考えたところで何かが変わるわけでもない。

「ちなみに、どうして女性のみなんだ？」

「ステータス値が高いからです」

「なるほどね」

　真っ当な理由だ。逆に考えれば尚更、自分の存在はありがたくないというわけだ。

「では、ステータス画面を見せて下さい」

「あいよ」

　広宣が念じると、




　名前：小沢広宣

　性別：男　　種族：人間

　力　：８　　防御力：３　　速さ：４　　魔力：10




「よく生きてここまで来られましたね」

　副団長の印象はこうだった。

「はぁ!?　なんでだよ、異世界人はステータスが高いんじゃなかったのかよ！」

「私もそう思っておりましたが……これは今までに見たことがない数値ですね。男性であることを考慮しても低すぎます」

「ふ、ふざけんじゃねえ！」

　まさかこんな展開になるとは。これだと一般人以下の数値である。

「まあでも……大丈夫……かもしれません。これからの訓練次第では」

「く、くそぉ……！」

　広宣が悔しがっていると、

「さすがエロノブ。エッチなことしか考えていないから、この程度なのよ」

「戦力にならない男っていらないしね」

「ゼロというか、気持ち悪さからしたらマイナスかもしれないよ？」

「あははは！　言えてるーっ！」

　広宣のステータスを見た生徒たちが笑い者にしている。

（な、殴りてぇ……！）

　そんなことをしても止められるだけだからやらないが、かなりムカムカしてきてしまう。

「まあまあ、そんなに怒らずに。ステータスは低いかもしれませんけど、特殊能力が良いのかもしれません」

「そ、そうだ！」

　夢の中でフィラナもそんなことを言っていたと思う。

「ねえねえ、副団長さん。特殊能力も、ふぇありぃのものから見てよ」

「え、ええ。いいですよ？」

「ありがとう！　どうすればいいの？」

「まずは……」

　特殊能力の出し方を教えてもらい、妖精は表示してみせた。




《瞬間回復》

　一瞬のうちに傷を癒やすことができる。

（全回復するには、レベル上げが必要。また病気を直すことは不可）




「これは素晴らしい能力ですね。回復系は重宝されやすいですよ」

「えっへん！」

　妖精は大きな胸をさらに張ってみせた。

「では、ステータスの高かったアヤカさん。やってみて下さい」

「わかりましたわ」




《特効攻撃》

　物理攻撃の威力やスピードが上がる力。レア能力。




「なんということでしょう！　攻撃系のスキルは珍しい……！　ステータスの高さといい、本当にあなたは選ばれた存在なのかもしれませんね！」

　ドヤ顔をする彩花。

（けっ、つまんねーの）

　なんであんな性格の悪いやつがいい能力なのか、理解することができない。

「では、ヒロノブさん。やってみて下さい」

「ほらよ」

　目の前に現れた文字は、




　──《性交報酬》









[image: ]











[image: ]







《性交報酬》

　説明不要。




「……」

　副団長が黙ってしまう。

　女子たちは、

「ぷははは！　成功報酬じゃなくて、性交報酬だって！　漢字が間違ってるし！」

「エロノブだから、ああいう字になったんじゃない？」

「しかも説明不要って……もうあんた、見捨てられたと同然じゃない」

「あぁ!?　なんだよ！」

　さすがに頭にきたので、広宣は女子生徒のほうに詰め寄る。

　にらみつけていると、

「な、なんで死んだのがあんたじゃないのよ！」

　そう怒鳴られてしまったのだ。

「役立たずのあんたが先に死ねばよかったのに……！　どうして……どうしてよ……！」

「……」

　ボロボロと涙を流す少女。

　言い返したいことはたくさんある。

　死ねばいいと言われて傷ついていないと言われれば嘘になる。

　頭にもきている。

　だが、広宣は何も言うことができなかった。

「消えてよ……どうせ役に立たないなら……せめていなくなってよ！」

「……ちっ！」

「早く！」

　その生徒の言葉に重ねるように、他の女子たちからも広宣へのバッシングが始まってしまう。

　まさに四面楚歌。

　広宣はこの場にいられるような雰囲気ではなかった。

（確かに死人が出たことは悲しいけどよ……そんな言い方ないんじゃないか……！）

　拳を握りしめた広宣は、踵を返す。

「ちょ、ちょっと！　どこに行くのですか！」

「悪いな、副団長さん。俺はここにいてはいけないみたいなんだ」

「で、でも……」

「俺は俺のやり方でこの世界で暮らす。あんたも俺みたいな能なしじゃなくて、そこにいる前途有望なやつらの相手をしたほうがいいぜ」

　そう言って広宣は城から離れていったのだった。





◆　　　　　◆






「……とは言ったものの、どうすっかなぁ……」

　勢いで飛び出してきてしまったが、ここは異世界。

　行く宛なんかはない。

（まずは食べ物を……。まあ、川は近くにあるみたいだし、適当な木の実なんかを食べれば当分は大丈夫かな）

　そう考えても長い間、持つかもわからない。

（どうにかして、世話になれる場所を見つけらればいいんだけど）

　働ける技能があればいいが、広宣にはこれといった特技はない。

　しかも、特殊能力がある異世界だ。

　ステータス画面なんかで適正なんかを見分けることができるんだろうし、なかなか難しいかもしれない。

「あー！　もう考えるのやめた！」

　いくら考えても答えは出ない。

　幸いにもこのまま原っぱで寝てしまっても問題ないくらい気温は高い。

　朝になってから考えるか、しれっと城に戻ってしまってもいいだろう。

　ひとまず、広宣は横になって、目をつぶることにした。

「もうお休みなのかしら？」

　聞き覚えのある声がして、広宣は上体を起こした。

「よ、葉子先生」

「ダメじゃない、勝手にどっかに行っちゃ……」

「なんで来たんですか」

「生徒が夜にひとりで出歩いたら心配するでしょ」

「ここ、異世界っすよ？　あとは個人の責任でしょ」

「大人ぶったことを言わないの。みんなで生きて元の世界に帰りましょ」

　葉子はみんなで帰ることを望んでいるらしい。

「先生もこの状況でよく先生らしくいられますね」

「私だって怖いわよ。でも、冷静にならなかったら生きて帰ることができないでしょ」

「理屈の話じゃないですよ」

「え？」

「怖いのにどうして頑張れるのかなって」

　広宣には気になっていたことだ。

　確かに葉子は大人だが、それほど年齢に差があるわけではない。

　彼女だって怖いと告白していたし、どうやってメンタルを保っているのか気になっていたのだ。

「先生、教師になるのが夢だったのよ。単に教師になることじゃなくて、女子クラスの担任として戻ってくることが夢だったの」

「戻ってくる……？」

「ええ。先生は女子クラスの第一期生でね……。あの頃はまだ人数も少なくて……」

「そうだったんですか」

　それは並々ならぬ思いがあるのだろう。

　こんなことになってしまって災難だとは思うが。

（ま、一番の災難は俺か……）

　クラス転移に巻き込まれるは、ステータスは大したことはないは、バカにされるは、本当に最悪だと思う。

「でも小沢君、偉いわよ」

「どうしたんすか、急に」

「みんながパニックになっているなか、あなたは冷静だったじゃない」

「周りが混乱してるからですよ。別に偉いことじゃありません。先生も見たでしょ？　俺の能力」

「え、ええ」

「ちなみに、先生はどんなステータスだったんですか？」

「み、見るの？」

「いいじゃないすか。見せて下さいよ、別に不機嫌になったりしませんから」

「わかったわ」




　名前：七草葉子

　性別：女　　種族：人間

　力　：40　　防御力：37　　速さ：31　　魔力：40




《全能遮断》

　全ての異常状態から自分を守ることができる。

　また、異常状態を把握することができる。




「数値、高いじゃないですか」

「年のせいもあると思うわ」

「特殊能力も良さそうですし」

「攻撃系じゃないけど、身を守るにはいい能力かもしれないわね。ところで、特殊能力について続きの話があるって聞いた？」

「何ですか？」

「別に大した話じゃないけど、特殊能力を持っているのは基本的に私たち異世界人が多いんだって。この世界の人は百人にひとりいればいい割合みたいよ」

「なるほど。ステータスも高くて、特殊能力も持っている……この世界の人たちが召喚に頼る理由がわかりますね。ま、俺は役立たずなんですけど」

　葉子は首を横に振った。

「そんなことないわよ。きっとここから成長していくんだろうし」

「成長？」

「聞いたんだけど、魔物を倒していくと経験値をもらえて、能力が上がるらしいのよ。本当にゲームみたいな世界ね」

「でも現実なんですよね」

「そうね。だから先生はもう誰も死んでほしくないし、生きて元の世界に帰りたいって思うの」

「頑張って下さい。俺も陰ながら応援してますから」

「ダメよ。小沢君も戦力に決まってるじゃない」

「とは言ってもですね……」

　葉子が頼ってくれるのは嬉しいが、さすがにステータスも低くて、特殊能力も意味不明じゃ、何の役にも立たないだろう。

　もしできるとしても後方支援くらいだろう。

「なんで説明文がないのかなぁ。字も間違っているみたいだし」

「……そんなことってありえるのかな？」

「へ？」

「これは現実の世界……誰かが作りだしたゲームならともかく、ステータスも理ことわりとして存在するものなんだから、間違うなんてありえないと思うわ」

「簡単にいえば、物理法則みたいなものってことですかね。重力があるから、どんな人間でもジャンプで十メートルを跳ぶのは無理みたいな」

「ええ。それに言葉のまんまだから、説明不要になっているんだと思うの。それなら辻褄が合わない？」

「まあ、そうっすね。文字どおりに考えるなら、性交をすることで報酬がもらえる……って感じですかね」

「もしくは、与えることができる……かしら。この辺りは効果が出ないとわからないわね」

「効果って言ってもなぁ」

　性交させてくれるような女子は、この世界にはいないだろう。

　すでにハブられている広宣からすれば、宝の持ち腐れな能力だ。

「ねえ、小沢君」

「どうしたんですか、俺に近づいて」

　葉子の顔がぐいっと寄ってくる。

　広宣は思わず仰け反りそうになってしまった。

「その能力が本当かどうか……先生で試してみる？」
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「マ、マジで言ってるんすか……？」

　聞き間違えかと思って、広宣は葉子に尋ねてみる。

　彼女はにっこりと笑って、

「本気に決まってるでしょ？　冗談でこんなことを言わないわ」

　その妖艶な笑みに、広宣の股間も反応を見せてしまう。

（葉子先生と……これからセックスできるの……？　マ、マジかぁ！）

　男子なら誰もが何度かオカズにしたことがある美人教師。さっきから葉子の大きすぎる胸ばかりが気になってしまっていた。

「小沢君、先生のおっぱいばかり見てるわ」

「いやぁ、先生の胸、マジででかいっすからね。そりゃあ、年頃の男としては見ますよ」

「触ってみる？」

「ゴクり……」

　生唾を飲む広宣。何も気にしないで胸を揉みしだきたいところだが、脳内で葛藤が始まってしまう。

（うう……このまま我慢しないで触りたいけど、誰が見ていたら困るし……それでも、葉子先生のおっぱいだしなぁ……この機会を逃したら絶対に後悔するような気がする……！）

　広宣は決心がついた。

「先生！」

「きゃ！」

　決めたら勢いに任せる。広宣は葉子の爆乳を両手で鷲掴みにしていった。

「ちょ、んんっ！　いきなりは……ダメよ」

「先生が誘ってきたんでしょ」

「ほ、本当に若いんだから……。先生も乱暴にされるの嫌いじゃないけど……」

「さすがに服を破ったりしませんから安心して下さい。でも、先生のおっぱい揉みまくりますからね」

「あああんっ！」

　スーツの中に手を入れて、ブラウスの上から柔肉を揉んでいく。

　ブラの上から揉んでも、その柔らかさがわかるくらい葉子の胸は心地よかった。

「先生って本当に胸が大きいですよね」

「大きい胸は……あんっ、んぅ、き、嫌いかし、ら……？」

「むしろ大好きです」

「ハァハァ……こんなに激しく揉まれたことないから、ん、あっ、あっ、先生も興奮してきちゃうわ」

「経験はあるんですね？」

「当たり前でしょ。年を重ねているんだから……」

「大人のテクニック、教えて下さい！」

「やぁんんっ！」

　広宣はブラウスのボタンを外して、ブラをさらけ出す。

　黒い大人っぽい下着をしている葉子。

　胸の中心にはすでに突起ができていて、広宣のことを誘惑しているみたいだった。

（あー、もう無理。我慢できない……！）

　フロントホックを外して、葉子の巨乳を露出させる。

　ぷるん、と左右に跳ねながら現れた果実は、動きによりプルプルと波打っていた。

　乳首は綺麗な桃色をしていて、胸の大きさのわりに乳輪は小さめになっている。

　思わずため息が溢れてしまうほどのおっぱいに、広宣は興奮を抑えることができなかった。

「先生の身体……めっちゃ美しいです」

「ほ、褒めないでよ、恥ずかしいわ」

「こ、この後……どうしたらいいっすか？」

「じゃあ、乳首を舐めて……まずは優しく、舌の上で転がすように」

「了解っす。じゃ、いただきます！」

　広宣は葉子の蕾にかぶりついた。顔をくっつけるとその柔らかさでどんどんと胸の谷間に沈んでいくような感じがする。肉の柔らかさとは違い、蕾のほうは硬くなっているのがわかる。

　広宣は葉子に言われたとおり、舌先で転がすように優しく舐めていったのだった。

「レロ……レロレロレロレロ……どうっすか？」

「あんぅ、いいわっ。くすぐったくて……気持ちいい」

「先生の乳首、ビンビンになってますよ」

「言わないでぇ！」

　恥ずかしそうに頬を染める葉子。

　大人しく、どこか頼りない先生だと思っていたが、乱れている姿は可愛らしいものだった。

　広宣は次も、どうすればいいかを聞いてみる。

「先生、舐めましたよ」

「す、吸って！」

「強くていいですか？」

「いいわよっ！」

　葉子のほうにも余裕がなくなってきている。呼吸を荒くしながら、身体がビクビクと反応してしまっているのだ。アソコはもどかしいのか、ふとももをモジモジさせて悶えているのがわかる。

（エロい先生だぜ……）

　腰を動かしている姿を見ていたら、広宣ももっと気持ちよくさせたいという気持ちになってくる。

　葉子に言われたとおり、いきなり強めに吸ってみせた。

「じゅうううう！」

「ああああああっっ!!」

　腰を浮かせ、弓なりになりながら、震えている。

　広宣の身体に抱きついてきて、ブレザーをぎゅっと握ってくるのだ。

（先生……可愛いな……）

　大人の女性を自分が感じさせていると思うと、さらに快感を与えたくなってくる。

　広宣は乳首を甘噛してみた。

「や、やめっ！　あん、んっ、あっ、あっああっ、噛むの……あんっ、ダメなのっ！」

「乳首、弱いんですね」

「そ、そうなのっ！　だから、あん、そんなに強く……あんっ、んっんっ！」

「先生がよがっている姿、好きですよ。もっと感じさせてあげますからね」

「あっ、ああああっ、んっ、あっ、あっ！」

　片方の胸ばかり愛撫しているのもバランスが悪くなるだろう。

　広宣は両胸を中心に寄せて、二つの乳首を吸ってみせた。

「きゃううんっ！　そ、それ……すごいわっ、同時なんて……あんっ、んっんっ！」

「こういうのどうっすか？」

「こういうのは……は、初めてだから……気持ちいいってことくらいしか……っ！」

「先生の乳首、甘くておいしいですよ」

「あんっ、んっ！　か、感想なんて言わなくていいからっ！」

　そうやって恥ずかしそうにしているから言いたくなってしまうのだ。それに一方的に愛撫しているだけだったら、終わりを気にしなくていいから強気で攻めることができる。

（夢の中でフィラナとヤった経験も大きいだろうな）

　もしフィラナを抱いていなかったら、今頃は童貞まる出しでパニックになっていたかもしれない。

　とにかく広宣は葉子の胸を執拗に攻め続けたのだった。

「んっ、んんぁあああ！　も、もうやめ……て！　おっぱいばかり……はぁはぁはぁ……いじめないでぇ……」

「降参ですか？」

「降参よ。もう下がムズムズしてきちゃったの……そっちも触って……」

　下といえば、アソコのことだろう。広宣はリクエストに答えるように、手を内ももに持っていった。

「はぅ！　そこ……敏感だから」

「撫でられるのも好きなんですか？」

「あっ、んっ、ん、ん、焦らしてばかりいないでぇ……あんぅ」

「わかってますって」

　広宣はスカートの中に手を入れていった。

　すると、すでに熱気がしていて、どこか湿っているような感じがするのだ。

（先生、かなり濡れてる……？）

　それを確かめるために、広宣はショーツのクロッチに指を当てたのだった。

「……もう、ぐちょぐちょじゃないですか」

「小沢君が激しくするからでしょ」

「濡れやすい体質なんですかね。ま、俺のおかげで気持ちよくなってくれたのなら嬉しいです」

「早くパンツを脱がして……あなたのものがほしいのよぉ」

　潤んだ瞳で見つめられてしまうと、広宣も応えてあげないといけなくなってくる。

「はぁはぁはぁ……小沢君、入れてぇ……」

　葉子は脚を開いて言ったのだった。
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　ショーツを脱がすと、クロッチのところに透明な糸が引いていた。それくらい葉子のアソコは濡れていて、いやらしく熟れてしまっているということ。

（これならすぐに入るかな……）

　処女じゃないみたいだし、これだけ濡れていればすぐに挿入することができるだろう。

　処女も可愛いが、経験のある女性とむさぼるようなセックスというのを、体験してみたいという気持ちもある。

「小沢君……」

　葉子の股間には、薄っらとだけ陰毛が生えていた。もはやツルツルと言っていいくらいだ。

「先生って毛が薄いんですね」

「そ、そういうことは報告しなくていいのっ」

「いや、毛が薄いの好きなんで嬉しくって」

　それに相手が初な少女だったら、広宣もデリカシーのないことは言わない。

　葉子だからこそ言ったわけだし、彼女だから面白いリアクションを期待していたのだ。

　その点において、葉子は広宣の期待には応えてくれていると思う。

「先生の裸ばかり見てないで、出したら？」

「何をですか？」

「わ、わかってて聞いてるでしょ？」

「答えてくれないとわからないなぁ。先生なんですから、教えて下さいよ」

「うう……こんなときばかり先生って……」

　だが、もう観念したのか葉子は教えてくれたのだった。

「お、おちんちんよ……。小沢君のおちんちんが見たいのっ！」

「了解っす。じゃあ……」

　広宣はズボンを脱いで、勃起した肉棒を露出させる。さすがにあれだけ爆乳にむしゃぶりついていたのだ。勃起しないわけがなく、天に届くかの勢いで、ビンビンに硬くなっているのだった。

　それを見た葉子は、

「お、大きい……！」

　目を見張りながらそう言ったのだった。

「マジすか？　やった！　葉子先生に褒められちゃった」

「バ、バカなことばかり言ってないのっ！　ね、早く……」

「ん？」

「だから、その大きい……おちんちんを早く先生の中に入れてぇ」

「わかってますよ」

　熟れきった蜜壺に肉槍を当てて、広宣はゆっくりと腰を沈めていった。

「あっ、入って……くる、わっ。この、感覚……久しぶり……！」

「先生、めちゃくちゃ狭いですって。最近ヤってなかったんですか？」

「う、うるさいわね。先生は教師として……」

「はいはい。久しぶりみたいですけど、俺は気にしないでヤりますからね」

「ちょ！　あんんんっ！」

　ズボン、と一気に深いところまで突いてみせる。

　葉子は仰け反りながら、顎を上に向けて、感じまくっていった。

「そ、そんな……急に、奥なんて……あんんぅ……はぁぁっ！」

「締め付けがきついっす……」

　このままだとすぐに発射してしまいそうである。

（入れてみたけど、やっぱりあの夢はリアルだったんだな）

　膣内の感触や温かさなんかはまったく同じだと思う。

　もし経験をしていなかったら、少し腰を動かしただけで射精していただろう。

　それくらい葉子のアソコは気持ちよく、締め付けが強烈なものになっていた。

「動きますからね」

「い、いいわ……小沢君の好きなように動いて」

　葉子の腰を掴みながら、広宣はピストンを開始した。

　膣壁がきゅっと狭くなり、ヒダ壁が圧迫しているのがわかる。

　亀頭部分を包み込むように覆いながら、愛液がほどよい熱さになっているのだ。

　フィラナの中も心地よかったが、葉子の膣もかなりのものである。

「あんっ、んぅ、小沢君の……硬いわ」

「気持ちいいですか？」

「硬くて、カリ首のところが出っ張っているから、アソコがめくれちゃいそうなのっ！」

「だから……先生……締め付けないで下さいよ」

　一突きするたびに葉子のアソコが圧迫してくる。

　奥歯を噛みしめて、どうにか我慢しているが、このままだとすぐに出てしまいそうである。

（先生の場合、胸の揺れっぷりがハンパないんだよなぁ）

　ただでさえ、でかい乳が腰を振るたびに前後に揺れているのだ。

　両乳がぺちんぺちんと当たって、ひしゃげているところを見ると、それだけで射精感が高まっていってしまう。

（あまりもたないかもな……）

　早い射精を予感していると、

「お、小沢君……おちんちんが大きくなってきたわ……」

「先生の中が気持ちいいんで、もう少ししたら出ると思います」

「いいわよ、いっぱい出して。先生も……んっ、あっ、あっ、イキそうなの……！」

　膣内が小刻みに痙攣しているのがわかる。

　さらに狭くなってきて、肉槍にフィットしている感じがするのだ。

　こんなふうに優しく、かつ、力強く包み込まれてしまうと、広宣も限界に達してしまいそうになる。

（あー別のこと考えないと……）

　気を紛らわそうとするがうまくいかない。

　葉子の顔と胸を見ているだけで、興奮が高まってきてしまうのだ。

　見るなと言われても、あまりにも魅力的すぎて視線を逸らすことができない。

（男子生徒のほとんどはこれを妄想しているんだろうなぁ）

　葉子の爆乳を揉みしだきながら、彼女を犯していく。

　みんなが夢に見たことを広宣は実行してしまっているのだ。

（どうせ我慢できないなら……！）

　肉槍が痺れてきて、感覚が麻痺し始めている。

　このまま射精するのも時間の問題だと思った広宣は、葉子の爆乳を鷲掴みにした。

「やっ、いきなり……おっぱいっ！」

「マジで先生の胸、エロいです。こんなふうにずっと揉んでみたかったですよ」

「あんっ、らめえっ！　強いの……おっぱいの形が……！」

　グニャグニャと変形させながら葉子の乳房を愛撫する。

　中心にある桃色乳首も指の腹で転がしながら、懸命に気持ちよくさせていった。

「せ、先生……そろそろ……」

「んあああっ！　お、大きい……小沢君のおちんちんが大きくなって……んっ、あんっ！」

「出ちゃいますから、抜きますね」

「ダメよっ！」

　そう言って、葉子はふとももで広宣の身体をホールドしたのだった。

「ちょ！　中出しはまずいですって」

「でも、中出ししないと効果がないかもしれないでしょ」

「そ、そんなこと言われましても……！」

　さすがに女教師に中出しは大問題になるだろう。

　とは言っても、葉子が抜かせてくれないし、気持ちよくて腰の動きを止めることもできなかった。

「先生……先生……！　あ、もう……！」

「いいわよ、中出しして！　先生も……イ、イクから……っ！」

「あ……ダメだ、イクぅ！」

「あああんっ、くんぅう、んっ、んっ、ああああああああっ!!」

　葉子は大声で嬌声を上げながら、弓なりになって悶えた。

　広宣も一気に大量の精液を放出する。

（な、中出ししてる……でも、気持ちいい……！）

　肉槍が上下に跳ねて、面白いくらいに精液を吐き出していたのだった。

　ビクンビクン、と何度も射精を繰り返し、欲望をすっきりさせていく。

「あ……出る、わ……小沢君の精液……んぁ。温かい、のぉ……」

「はぁはぁはぁ……マジで止まらないっす。先生……また……あああっ！」

　ビュク！　と最後の一滴を注ぎこむ。

　言い訳できないほどの量の精液を、教師の膣内に出してしまった。

「はぁはぁはぁ」

　ようやく葉子のホールドが外れて、広宣は肉槍を抜く。

　女教師の蜜壺は愛液と精液が混ざり合って、白く汚れていたのだった。

「すごいわ、小沢君。気持ちよかった」

「俺もですよ」

「ステータスを見てみるわね」




　力　：45　　防御力：42　　速さ：36　　魔力：45




「全ての値が５ずつプラスになっているわね」

「これが……俺の能力……？」

　広宣も自分のステータスを確認したが、特に変化はなかった。

「性交報酬とは……性交した相手に報酬……つまり、ステータスをプラスさせる力のことだったのね」

「はは……俺らしい能力なんですかね？」

「いえ、もしかしたら小沢君が救世主になるかもしれないわ」

「ど、どういうことっすか？」

　広宣が尋ねると、

「それはまた後で話してあげるわ。それよりも続きをしましょ……？」

「へ？」

　葉子の目は完全に野獣のものになっていた。
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「ちょ、先生……どうしちゃったんですか!?」

　葉子は四つん這いになりながら、広宣のほうに向かってきた。さながら雌豹という感じだろうか。

　いつものおっとりしていて優しそうな先生の雰囲気からは、想像できない色気を醸し出している。

　広宣は尻をついたまま、そのギャップに面食らってしまい、後ずさっていた。

「小沢君、まだ若いんだからできるわよね？」

「できるって……何がですか？」

「決まってるじゃない、セックスよ」

　葉子の様子は完全におかしいものになっている。

「先生、待ってくだ……ああっ！」

　射精後の精液まみれの肉槍を葉子が右手で掴んできた。イったばかりなので、硬さはなく、しゅんとしぼんでしまっている。

「大きくないわね」

「射精しましたからね」

「じゃあ、大きくしてあげるわ」

　そう言って、葉子は広宣の肉槍を手淫してきたのだった。

　細い指で精液をまぶすように動かしながら、にちゃにちゃという卑猥な音を響かせている。

　絶頂したため、敏感になっていることを知っているのか、葉子は亀頭の部分を執拗に攻めるようなことはしないのだった。

「あっ……くっ、先生……」

「いい声で泣いているわね、小沢君。もっと聞かせてほしいわ」

「いや……本当……あっ」

　少し痛い感じがしたが、徐々に気持ちよさに変わっていってしまった。

　ムクムクと着実に硬さを取り戻しつつあるようだ。

「これなら……もう大丈夫かしらね」

「だ、大丈夫って？」

　さすがに挿入できるほどの硬さにはなっていないはずだ。

　葉子の言っている意味がわからなくて、広宣は内心で疑問に感じていた。

　だが、その答えはすぐに見つかることになる。

「こうしてあげるのよ……はもっ！」

　大きく口を開けた葉子は、そのまま広宣のペニスを飲み込んでしまったのだ。

「くっ」

　ねっとりとした感触が肉槍に伝わってきて、広宣は腰を浮かせてしまう。

　温かく、ヌルヌルとした感触は膣の中に近いが、違うような気もする。

　初めてのフェラチオで広宣は、興奮を抑えることができなくなっていた。

（これが……フェラ……マジで気持ちいい……）

　エロいことが大好きな広宣からしたら天国みたいな状況だ。

　しかも、男子に人気の女教師に半ば無理やりしゃぶられてしまっているのだから。

　まるでＡＶみたいな展開に、広宣は欲望を我慢することが難しくなってきた。

「じゅぶる、じちゅるぱぱぱ、んじゅる……」

「す、すげ……っ！」

「じゅばば、小沢君のおちんちん……大きくなってきたわよ」

「こんなことされたら……なっちゃうでしょ」

　舌先で裏筋部分を舐められてしまい、ペニスが硬くなっている。

　完全に勃起してしまったため、ガチガチになっているのがわかった。

　葉子はそれを理解すると、

「んふ♪」

　と笑顔を見せながら、今度は見せつけるようにおしゃぶりをしていった。

「じゅっぼ、れろ……！　ぐぼ、んぶぅ！」

「はぁはぁはぁ……腰が溶けちゃいそうです……」

「もっと感じて……はも、んっ、じゅぶる、じゅばばばば……！」

「くぅ……！」

　先ほど中出ししたにもかかわらず、もうイキそうになってしまっていた。

　大人の女性が繰り出すフェラチオに、広宣はメロメロになっていたのだ。

（先生……エロすぎでしょ……！）

　胸がでかいだけで大人しい女性かと思っていたら、かなりセックスに積極的なのだ。

　これが本性なのかな……？　と思ってしまうくらい、葉子はまるで別人のように広宣の肉槍をしゃぶっていた。

「じゅぼ、ぐぶん、ちゅるるるるる……！　小沢君、好きよ……もっとおちんちんを硬くして」

「先生……激し……！」

「じゅぼぶる、じゅぼぼっ、んぶぅ！」

　重低音な水音が響いていく。

　厚めの唇でしっかりとカリ首をホールドして、吸い付きながら引っ張ると出る音だ。

　頬をすぼめて、上目遣いで見つめられるといやらしい気分が増していくのだった。

　このままだと本当に出てしまいそうである。

「小沢君の先っぽから……お汁が出てきたわ……」

「先生がうまいからでしょ……！　俺、フェラ……初体験なんですよ？」

「あら、それは嬉しいわね。じゃあ、最高の思い出にしてあげるわ」

「ちょ……うわああああ！」

　抵抗しようにも葉子が強い力で覆いかぶさってくるので、することができない。

　まったく太刀打ちできないところを鑑みると、もしかするとステータスが影響しているのかもしれない。

（ステータスどおりの力関係になっているのかもな、この世界だと……）
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　だから、男子である広宣でも女性である葉子を押し返すことができない。

　そう考えると、召喚でより強い者を呼びだそうとするのが理解できた。

（ま、今の場合……ステータスとか関係ないかもしれないけど）

　単純に野獣と化した葉子が、広宣を逆レイプしているだけの可能性もある。

（けど……嫌いじゃないかも……）

　女の子に押し倒されるなんて、普通に生きていたら絶対に経験しなかったはずだ。

（こんなことになっているのも、異世界に来たからかもしれないな）

　なんて考えている広宣であるが、そろそろ限界が近づいてきた。

「んじゅ、ぶぶぶぶ、んじゅる、ぎゅっぽ！　小沢君、ビンビンになっているわよ……イキそうなの？」

「先生が激しすぎるから……もう出ちゃいそうですよ」

「先生のお口の中に出してくれる？」

「い、いいんですか……？」

「出して……出して……！」

「は、はい……！」

　膣内に出すよりも口内に出すほうが幾分は気楽だ。

　葉子の吸い付きがすごいため、外に抜こうとしても絶対に抜けないと思うが、フェラチオが気持ちよすぎるのでこのまま出してしまおうと、広宣は考えていた。

「せ、先生……出しますよ」

「ぎゅぼ、じゅぼ……！　出して……出して……出してぇぇ！」

「あああ……も、もう無理……で、出ます……！」

「ジュボオォォオォォ!!」

　射精と同時に葉子が吸いだしてくる。

　その気持ちよさに、広宣は腰を上に突き出しながら射精してしまった。

「んんんんぅ!?」

　喉奥に入れられてしまい、葉子は苦しそうな表情を浮かべる。

　眉根を寄せて、目をつぶっているが、そんなこと関係なしに広宣は大量の精液を吐き出した。

「んぶぅ!?」

　一瞬のうちに、パンパンに膨らむ頬。

　苦しいのなら吐き出せばいいのにと思うが、葉子は一向に吐き出す気配がない。

　それどころか、

「……ごくっ！」

　精液を飲み始めてしまったのだ。

「せ、先生……そんな……」

「ゴク、ゴクッ、ゴクゴクゴク……！　これだけ特濃なザーメンを出してくれたんだから……絶対に飲まないといけないわ」

「む、無理しないで下さいよ」

「無理じゃないわ……ただ、ドロドロしているから飲むことが……ごく、難しいだけ、よ……」

　制止しようと試みるが、葉子はやめるつもりがないらしい。

　ただ、ひたすら喉を鳴らしているのだった。

「ごく……ぷはっ！　全て……飲んだわ……」

「すごいっすね……」

「小沢君のおちんちん……汚れているみたいね、お掃除してあげるわ」

「い、いや……いいっすよ、そんな……あああっ！」

　再びフェラチオを始める葉子。

　舌で精液をぺろりと舐めとっている。

（おいおい……こんなことされたら……！）

　また勃起してしまう。

　それは葉子も気がついたみたいだった。

「ふふ、小沢君はまだまだ満足できていないみたいね」

「い、いやぁ……」

「じゃあ、もっと気持ちいいことしてあげるわ」

「気持ちいい……こと？」

　期待してしまって、広宣は生唾を飲む。

　葉子は広宣の上にまたがって、

「先生……実は上に乗るのが好きなの……！」

　と、まさかのカミングアウトをしたのだった。
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「……と、その前に」

　葉子は何かに気がついたのか、おもむろにステータス画面を開いたのだった。




　力　：48　　防御力：45　　速さ：39　　魔力：48




「やっぱりそうだわ。フェラでもステータスがアップするみたい」

「全体的にプラス３って感じですかね」

「上昇の仕方もまだまだ未知数ね。もしかしたらランダムかもしれないし、回数を重ねたり、小沢君のステータスによっても変化するかもしれないわ」

「そうっすね。まだ全然わからない能力ですからね」

「だからこそ……ちゃんと試してみないといけないのよ」

「へ？」

　上に乗った葉子は、穴の部分に勃起したペニスを当てると、そのまま腰を下ろしていった。

　ぬぷぷぷ……！

　いやらしく引き締まった穴の中を肉槍が侵入していって、こじ開けている感覚だ。

　先ほど正常位で中出ししたにもかかわらず、葉子の膣は強烈な締め付けで、広宣のペニスを受け入れてくれるのだ。

（先生に主導権が握られている分……気持ちいいかも……）

　正常位なら自分のタイミングで入れることができるが、騎乗位だと相手のタイミングになる。

　こういう女性優位な体勢も広宣の憧れの一つだった。

「ほら、小沢君……見て。入っていくわよ」

　葉子は脚をＭ字に開いて、結合部を見せつけるようにしているのだった。

　月明かりに照らされた葉子の身体は神秘的で、シチュエーションと相まって、不思議な感覚だった。

　頭はぼうっとしているが、身体は素直で葉子の膣内を完全に求めている。

　少しずつ挿入されながらも、ビクビクとペニスが反応しているのだった。

「あっ、んっ、すご……！　二回も射精しているのに、まだまだ硬いわ」

「先生も元気ですよね……」

「仕方ないじゃない。久しぶりなんだもん。それにこんなところで男子生徒を犯すなんて……ふふ」

「まさか先生……」

「ええ。ちょっと妄想したことあるわ。教え子……ではないのが残念だけどね」

「女クラですから無理ですよね。それでも、そんな妄想したことあるんですか」

「こうして上から見下ろすのって……最高の気分♪」

「意外とエッチなんですね、先生って」

「先生にだって性欲くらいあるわよ。さあ、覚悟してね、小沢君……！」

「え、ちょ、いきなり……ああああっ！」

　ベチン、という音を立てて、根本まで完全に挿入しきってしまった。

「あ……あっ、んっ」

「せ、先生……？」

「はぁはぁはぁはぁ……奥まで入れたところで軽くイっちゃったわ」

「マジっすか……」

「もしかしたら先生たち、身体の相性がいいのかもしれないわね」

「そうなんですかね」

「じゃ、試してみましょ……！」

　葉子は再び腰を動かし始めた。

　先端から根本まで全てをなぞるように、深いところから浅いところまで膣内を動かしていく。

　特に入り口部分の締りがよく、腰を上げて、下ろす動作をされると一気に射精感が上がってきてしまうのだ。

（フェラで抜いてもらってよかったぁ……）

　数回繰り返しただけでドピュと出てしまっていると思う。

「あん、ぅんっ！　小沢君……気持ちいいわ、あなたの硬いものが……んぁんっ！」

「先生、だから……激しいですって……」

「我慢しないでいつでも出してね」

「はぁはぁはぁ……そ、そんなこと言われても……！」

　本能的に我慢はしてしまうもの。だが、葉子の騎乗位がエロすぎるのと強烈な膣圧によって、広宣にも余裕がなくなってきているのだった。

「先生、ダメ……そんなに、されると……あああっ！」

「出していいわよ」

「ダメですって、本当に……出ちゃ……出ちゃ……！」

「ほら、特濃ザーメンを出しなさいっ！」

「ちょ……うああああああ！」

　ビュクビュクビュクビュクビュク～……!!

　半ば強制的に射精をしてしまった。

　ビクンビクンとペニスが震えながら、精液を撒き散らしてるのがわかる。

「もっと……もっとできるでしょ……！」

「先生、俺……イったばかりだから……ああああああっ！」

　射精したにもかかわらず、葉子は腰の動きを止めるつもりがない。それどころか、さらに動きがスピードアップしているのだ。前かがみになるように身体を倒して、爆乳を広宣の身体の上に乗せている。腰を振るたびに、胸が波打って、官能的な光景をつくっていた。

（こんなの見せられたら……また勃っちゃうよ……！）

　葉子の膣内で肉槍が再び硬さを取り戻す。

　いや、射精後もずっと勃起しているような感覚だ。

　それくらい葉子の膣内でしごかれ、彼女のいやらしい身体に反応してしまっているのだった。

「小沢君のおちんちん……大きくて、硬くて……あん、あっ、あっ、本当に素敵よ」

「お、お願いですから……少しペースを緩めて……」

「いや♪」

「ぐ……！」

　今は完全に主導権は葉子にある。

　まさに逆レイプのシチュエーション。一度は経験したいと思っていたが、実際に経験すると嬉しいやら苦しいやら不思議な感覚になってくる。

「さあ、小沢君……もう一度出しなさい」

「イったばかりですから……そうすぐには……」

「これならどう？」

「へ？」

　と思った瞬間、葉子の膣内がさらに収縮してきたのだ。

　きゅうう、と両手で握られているくらい強いものだった。

（ちょ、これ……やばい！）

　ペニスが震え、さらに大きくなり、

「うっ！」

　広宣は射精をしてしまった。

「あああんぅ！　小沢君の精液が先生の子宮に当たっているわぁ」

「はぁはぁはぁ……先生、もう……無理ですって」

「ほらほら、もっとイクわよっ！」

「うわあああああ！」

　お尻を叩きつけるように動かしながら、葉子は激しい騎乗位を繰り返していった。

　ベチンベチンと身体を打ちつける音が鳴って、広宣はまた発射したくなってくる。

　こんなに激しく女の人に犯されるときがくるなんて考えてもいなかった。

「んあっ！　気持ちいい……先生も……おかしくなるぅぅ！」

「激しい……激しいですって……！」

「ああああっ！　イクぅぅぅ！　先生もイクぅぅぅ！」

「ちょ、先生!?」

「んんっはぅっっ!!」

　ビクン、と仰け反りながら葉子が絶頂した。

　絶頂したにもかかわらず、彼女の腰振りが止まることがない。

「イキながら腰を振るの……気持ちいいわ……っ！　あっ、んっ、あんぅ！」

「先生……本当に無理っす」

「それでも頑張るのが男の子でしょ」

「くっ……あっ、あっ！」

　逃げ出したくても逃げ出せない快感に、広宣は再び射精したくなってきた。

「先生……出ます……！　また出ます……！」

「出して！　思う存分、射精して！　先生もイっちゃうからぁぁぁぁ！」
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「あああっ、も、もう……出る……！」

　葉子の尻の動きと合わせるように、広宣も最後の一突きをした。

　ズンッッ!!

「くほぉ!?」

　子宮を思い切り突かれてしまい、葉子は目を剥く。広宣は彼女の腰を掴んで、

「で、出るぅぅぅ！」

　今日、一番の量の精液を発射した。

「先生も……イッックゥゥゥゥゥゥゥゥ!!」

　一気に膣内から精液が溢れてしまって、ベトベトになってしまっている。

「あ……はっ、かっ、くぅ……！」

　葉子は天に顎を向けながら、ブルブルと震え、そのまま動かなくなってしまった。

　口の端からヨダレを垂らし、全身の力が抜けているようである。

「先生……イっちゃった……。こんなに気持ちいい……セックス……初めて……！」

　ドサっと倒れこむ葉子。

　広宣は彼女のことを抱きしめながら、

（お、俺も……無理……！）

　意識が飛びそうになる。

（これで……少しは俺の能力がわかったかな……。目が覚めたら少し考察しないと……）

　そう思いながら、広宣の意識は深いところへ沈んでいってしまった。
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「……君、……ざわ君……」

　誰かが自分のことを呼んでいる声がして、広宣ははっと目が覚めた。

「って、なんだ……先生か」

「なんだって……失礼ね。先生じゃダメだったかしら？」

「いや、そんなことないっす。美人の先生におこされて幸せですから」

「まったく……大人に軽口を叩くのはいけないわ」

　葉子の様子は、どうやら元に戻っているらしい。

　先ほどの逆レイプ葉子もエロくてよかったが、普段の先生のほうがビクビクしなくてすむ。

「俺……寝ちゃってたんですか？」

「先生もだけど、少しね……」

　空を見上げると、先ほどよりも月が傾いているのがわかる。

　まだ夜であることを考慮すると、長い時間眠っていたわけではないのだろう。

「この後、戻れるように服は綺麗にしておいたわ」

「あざっす」

　さすがに先生と、愛液に汚れてしまった制服姿で帰るわけにはいかないと思う。

　もっとも、広宣は追い出された身なので戻ることも難しいだろうが。

「このまま野宿なんていけないわ。最悪、先生の部屋でもいいから、お城へ戻りましょう」

「……」

「嫌なの？」

「あれだけ嫌われていましたからね。少し抵抗はあります」

「そのときは先生がかばってあげるから。確かにステータスは低いかもしれないけど、先生たちは仲間なのよ。協力しないといけないわ。それを他の生徒たちにもちゃんと伝えたいと思うの」

「……わかりました」

　これ以上、葉子を困らせてしまってもいけないだろう。

　それに、異世界で迷子になるほうがよっぽど怖い目に遭いそうだ。

　女教師が味方についてくれたのだから、城へ戻ってもそれなりにフォローはしてくれそうである。

「それで、小沢君」

「何すか？」

「先生のステータスを見てほしいの」




　力　：64　　防御力：57　　速さ：51　　魔力：76




「おおーっ！　さっきより上がってますね。……でも、上がり方に規則性がないような……」

「そうなの。初めてのエッチのときはプラス５ずつだったけど、今は違うわ」

「何回も射精しましたし、そういったことが関係あるんですかね？」

「わからないわ。まあ、上がり方については、ランダムであると考えてもいいかもしれないわね。それに……」

「それに？」

　広宣は尋ねてみた。

「ただ一つ確定していることは、小沢君と性交するとステータスが上がるということ」

「ですね」

「これだけ短時間にステータスが上がったのは、すごいことだと思うわ」

「どうしてですか？」

　葉子は答えてくれた。

「小沢君を探しに来る前に騎士の方に聞いたんだけど、何度も訓練や戦闘を重ねていくなかで、やっとステータスが上がったんだって。たとえば、若く見えるけど副団長さんなんかは、七年以上は騎士団に所属しているらしいわ」

「七年……」

　その間にどんなアップの仕方があったかはわからない。でもステータスの差を考えれば、葉子の言うとおり、これだけ短時間で20程度もアップできたのは、すごいことなんだろう。

「先生たちは異世界人だから……この世界の理から少しズレている可能性もあるわ。全てを性急に結論付けることは難しいかもしれないけど……」

「俺の能力でステータスをアップできるというのは、事実ってことですよね？」

「ええ」

　葉子は神妙な顔で頷いていた。

「小沢君の能力を使えば、短期間で魔王を倒すことも可能かもしれないわね」

「まあ、性交相手が許してくれればですけど」

　正直なところ、レイプをしてまで相手のステータスを上げたいとは思わない。

（そこまでしてやる義理はないしな……）

　抱いてと懇願されたら考えてもいいが、無理やり犯すなんてことはしたくない。

「ねえ、小沢君」

「今度は何ですか？」

「あなたのステータスも見てみたら？」

「はぁ」

　どうして葉子がそんなことを言うのかわからないが、広宣はステータス画面を開いてみることにした。
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「ほら、見てみて。少し上がってるじゃない」

「本当だ……」

　葉子はこれを確かめたかったのだ。

「先生、俺もステータスがアップすること知っていたんですか？」

「もちろん知らないわ。だけど、可能性として確かめたかっただけ」

「でも、俺……訓練や戦闘をしていませんよね？」

「小沢君の場合は、性交報酬という能力を使うことがステータスアップに繋がるのかもしれないわ」

「なるほど」

　その可能性はゼロではない。

　もしそうなら、セックスをしているだけで自然と強くなることができるかもしれない。

「もしかすると、小沢君の能力が低いのは、こういう理由があったからかもしれないわ」

「どういうことですか？」

「訓練や戦闘をしなくてもステータスが上がるから、初期値を低く設定されていたのよ」

「設定って……ゲームじゃないんですから」

「設定って言葉は言い過ぎかもしれないけど、特殊能力の分、バランスを取られていたと思ったら納得できない？」

「まあ、そうかもしれませんね……」

　これがチート系主人公だったら、チート能力にプラスしてステータスも高いのだろうけど、現実は物語のように甘くはないみたいだ。

「俺の能力については、必要なときになったら使いますよ」

「乗り気ではないの？」

「女クラの面々にはね……」

　基本的に女クラは可愛い子たちが集まっている。

　見た目的にはオールオッケーだが、性格が自分に対してきついので乗り気ではないのだ。

（とは言え、この能力をうまく使えばヤリたい放題だよなぁ）

　コミュニケーション能力が高くない広宣であるため、活用できるかは約束されていないが、便利な力だとは思う。

（あとは殺されないように気をつけよう……）

　ステータス的にもかなり危ない。

　いつも以上に周りには注意したほうがいいだろう。

「それとね、小沢君。もう一つわかったことがあるの」

「さすが先生ですね。それで、何ですか？」

「先生の特殊能力、覚えてる？」

「えっと……確か……」




《全能遮断》

　全ての異常状態から自分を守ることができる。

　また、異常状態を把握することができる。




「ですよね」

「そうよ」

「異常状態から自分を守ることができるってやつですね……。その能力がどうかしたんですか？」

「小沢君の能力の付加効果というのかしら……。それがわかったのよ」

「付加効果？」

　攻撃を加えたら相手を毒状態にしたり、麻痺状態にしたりできるということだろうか。

　しかし、葉子の能力の前には効かないはずだ。

「異常状態も把握できるという先生の能力で分析したのよ」

「何をです？」

「あなたの精液」

「はぁ!?」

　自分が寝ている間に、ちゃかりしているなと驚いてしまう。

「それで、どうだったんですか？　俺の精子は元気でしたか？」

「そこまで調べられないけど、元気であることは間違いなく言えるわ。すごい勢いだったし……。でも、先生が言いたいのは別のことよ」

「な、何です？」

「あなたの精液には──媚薬効果があるの」

「マ、マジすか……」

　広宣は驚きを隠すことができなかった。

「先生の考えを教えてあげるわね」

　こうして葉子の説明が始まった。
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「媚薬効果って……先生の能力でわかったんですよね」

　広宣が尋ねると、葉子は縦に首を振ったのだった。

「そうよ。そして、先生自身もあなたの媚薬効果にかかっている可能性があるわ」

「でも……先生の能力って……」

「異常状態の無効化。おそらく、媚薬効果は異常状態にカウントされないのだと思うわ」

「だけど、分析は可能だったんですね」

「把握も能力の一つだからね。便利な能力でよかったと思うわ」

「もしかして一回セックス後、先生の様子が変わったのは……」

「恥ずかしいけれど、媚薬効果ということよ」

「なるほど」

　確かにそれなら葉子の豹変ぶりに納得することができる。

　正常位でセックスした後、彼女は人が変わったように淫乱な痴女になっていたから、広宣としても驚きだったのだ。

（まあ、ああいう先生もいいけれど……）

　たまになら美人教師に逆レイプされるのも悪くないと思う。

「あれ？　でも、今の先生は普通ですよね？　媚薬は一時的なものなんでしょうか？」

「いいえ。一時的なものではないわ」

「そうなんすか？」

「なんとか冷静を保っているけど、正直なところ……すぐにでもあなたを押し倒したい気分なの。私の能力で無効化することはできないかもしれないけど、少しは抑えることができるみたいね。もしくは、性交をして性欲を解消できれば落ち着くのかもしれないけど」

「でも、媚薬効果があるのは確かだと」

「ええ……あなたを見ていると胸がドキドキしてくるわ」

　葉子に面と向かって言われると、広宣もドキッとしてしまう。

　爆乳で美人なのだ。こんな人に迫られて我慢できる男はいないだろう。

（媚薬効果があるってことは……一度セックスをした相手は俺にメロメロになるってことだよな……？）

　つまり、ハーレムを簡単につくれてしまう可能性があるということ。

（マジで!?　やったーっ！）

　異世界にはおそらく美人な子がいるだろうし、なんとか関係を持つことができればハーレムをつくることができるかもしれない。

　ハーレムをつくることは、広宣の妄想上の夢だ。

　今までまったくモテていなかったため、諦めていたが、もしかするとそれを叶えることは可能なのかもしれない。

（せっかく異世界に来たんだから楽しまないといけないな……）

　どうせステータスが低く戦力にならないのだから、異世界ライフを満喫したっていいだろう。

　魔王を倒せない可能性を考慮すると、真面目に異世界で生活する術すべを考えるのもいいかもしれない。

「小沢君」

「はい？」

「元からあなたの味方になるつもりだったけど、これからは本格的……いえ、本能的にあなたを守るわ」

「先生……」

「この気持ちをうまく抑えることができるとは思えないからね」

「わかりました。先生もシたくなったらいつでも俺のところに来て下さいね。ステータスもアップしますし、一石二鳥じゃないですか」

「ええ」

「ところで、これからのことは考えているんですか？」

「そうね……」

　葉子は顎に指を当てて考え始めてしまう。

「まずは騎士たちの指示に従うしかないと思うわ」

「ですよね、どうしていいかわかりませんから」

「他には生徒たちのメンタル的なケアね。今はまだ落ち着いているけど、勝手な行動をしたり、混乱が起きてしまったら、さらに面倒なことになるわ」

「動揺はしていると思いますよ」

「だから、小沢君も勝手な行動はしないでね？」

「う……やっぱりそうなりますか」

　異世界ライフを満喫しようと思っていたが、身勝手に動くことはできないみたいだ。

「あとは敵の戦力がどれくらいかによるわね」

「副団長ですら、敵によっては厄介なんですかね？」

「余裕で倒せるのだとしたら、先生たちをわざわざ召喚しないでしょ？」

「ですよねー……」

　魔王を倒せる力を持っているのだとしたら、すでに攻めているはずだ。

　ああして城の中にいることを考えると、副団長クラスのステータスでも低いのかもしれない。

「もし敵が強いのであれば、小沢君の能力がキーになってくるわ」

「俺の力でみんなのステータスを上げるということですか？」

「短時間で敵を倒す必要性が出てきたとき、大いにありえるということ」

「はは……そんな状況にならないでほしいですけど」

　ハーレムを作るなら、ゆるりと楽な状況で作りたいものだ。

　性急にステータスを上げなくちゃいけない切迫した状況だとしたら、それはかなりピンチであるということ。

　絶対に楽しくない状況だ。

「このままだとハーレムできちゃいますね」

　あはは、と少し冗談っぽく言ってみた。

「ちなみにですけど、葉子先生はハーレムって賛成ですか？」

「あなたを独り占めにできないのは……残念だけど、あなたが望むのなら先生は受け入れるわ」

「マジっすか」

　これが媚薬の力か。独占を飛び越えて、寛容になってしまっている。

　これなら安全なハーレムを作ることができるかもしれない。

（女の人同士がケンカするのは見たくないからなぁ）

　どうせなら毎日、みんなでパコパコするほうがいい。

　変な話、暗殺とかそういうのが流行ってもいけないと思うし。

「便利な能力だな、俺のって」

「ええ。もしかしたら世界のバランスが崩れてしまうかもしれないけどね」

「そうっすね。まあ、変な野望はありませんし、のんびり行きますよ」

「わかったわ。先生もできる限りサポートさせてもらうから」

　葉子はにっこりと笑ってくれた。

（やっべぇ……！　やっぱり先生って可愛いよなぁ）

　こんな人とセックスできたと考えると、本当に幸せなことだ。

　しかも、媚薬の効果で、これからはいつでもできるだろうし。

（よっしゃ！　異世界ライフを楽しんでやるぞ！　……死なない程度に）

　広宣は心の中でそう誓ったのだった。
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　──如月妖精。

　彼女は、一言でいえば天真爛漫で、自由気ままな少女だ。

　実家は開業医ということもあり、しっかり育って、両親は妖精に家を継いでほしいと考えていた。

　彼女もその期待に応えるために幼い頃からちゃんと勉強をして、周りからも「本物の妖精のように可愛い子」と言われていたほどだ。

　だが、彼女の様子がおかしくなったのは、高校受験に合格して、女クラに入ることが決まってからだった。

　両親の期待に応え続けてきた彼女は、全てを勉強に捧げてきた。

　テレビもアニメもマンガも、ありとあらゆるものを我慢してきたのだ。

　そんな彼女は、高校合格後、とある同人誌と出会ってしまう。それは妖精が幼い頃に憧れていた、アイドルもののアニメの同人だった。描かれている内容は、清廉潔白なアイドルが実は裏では枕営業をしているというもの。その内容に衝撃を受けた妖精は、一気にその話にのめり込んでしまった。

　そして、強い影響を受けたのだ。

　その結果、服装はけばいものになり、ギャルっぽい服装になった。

　アイドルの裏のように、今までの自分とのギャップを楽しんでいたのだ。

　派手な服で街を歩いていると、格好いい男に誘われるようになる。

　そうすれば自然とセックスという流れになり、今度はエッチが趣味になってしまった。

　一度、気持ちいいことを覚えてしまうと身体は、何度も欲するようになる。

　結果として、妖精はギャルビッチへと変貌してしまった。クラスでは、浮いた存在である。

　だが、成績は優秀だったので学校は何も言わないし、クラスメイトも妖精のギャルっぷりを格好いいと褒めてくれたのだ。

　基本的に女クラの面々は処女が多い。そんななか、経験豊富な妖精はある意味、憧れの対象だったのだ。その憧れの対象であり続けるために、妖精はさらにビッチとして動く。

　ビッチとして動けば、さらにセックスの楽しさを知る。

　こうして今の彼女ができ上がったのだ。

　異世界に飛ばされたとき、彼女が最初に思ったことは、

（男の人はいるかな？）

　だった。

　小沢広宣という冴えない男子がいるが、やつは候補から除外。

　どうせなら異世界にいるイケメンとセックスをするというのが彼女の目標になった。

　そんなことを考えているうちに出会ったのが、副団長アイズ。

　金髪碧眼のイケメンで、妖精はすぐに一目惚れをしたのだった。

　一目惚れをした相手は、なんとしてもセックスをする。それが彼女の信条だった。

（ふふ、みんな寝静まったみたいだね）

　ステータスの話がされた後、続きの説明はまた明日ということで、それぞれ寝室に案内されたのだった。

　異世界人である自分たちは丁重なおもてなしがされているらしく、個別に部屋を与えられた。

　異世界に来たことへの驚きと、死者が出てしまったというショックから大半の生徒は寝てしまっている。だが、それこそが彼女にとってチャンスだった。

　誰もいないからこそ、イメケン副団長と関係を持ついい機会となる。

（部屋の場所は調べているし……）

　トイレの場所を探すフリをして、副団長の後もつけていた。

　彼の部屋もばっちりわかる。妖精は静かに副団長の部屋の前に向かっていった。

（あとはなんとか入ることができれば……）

　扉の前に立って、ノックしてみる。

　下の隙間から明かりが漏れているということは、まだ眠っていないということだ。

（眠ってなくても襲っちゃうもんね、うしし……！）

　下品な笑いを浮かべていると、扉が開いた。

「あなたは……？」

　寝る前なのかラフな恰好な副団長。その姿も素敵である。

　妖精は間髪入れずに、彼に抱きついた。

「ちょ、何して……！」

「うわああああああ！」

　涙を流す妖精。

「ふぇありぃ……怖いんですぅ……えーん、えーん！」

「だ、大丈夫ですか？」

　困り果てている副団長であるが、さすがに声が漏れてしまうとまずいと思ったのか扉を閉めて、中に入れてくれた。

（よっしゃ！）

　心の中で妖精はガッツポーズする。

「どうしたんですか、こんな遅くに……」

「寝ようと思ったら怖くなっちゃって……」

　察したのか副団長は、妖精の背中をさすってくれた。

「確かにいきなりわからない世界に飛ばされて来たんですものね。不安なのも理解できます」

「お願い……少しの間でいいから抱きしめて下さいぃ～」

「わかりました。それくらいなら……」

　抱きしめると言っても、手を添える程度。当然、妖精は満足しなかった。

（ふぇありぃみたいな可愛い女の子が目の前にいるんだから、さっさと押し倒しちゃえばいいのに！）

　さっさと事に入りたい妖精は、わざと力が抜けたようにフラフラとしたのだった。

「あ、安心したら腰が抜けちゃいました～。あそこで休ませて下さい」

「ベッドですね……いいですよ」

　副団長は妖精のことを支えながら、ベッドに座らせてくれた。

　襲うようなマネをしないことに、妖精は少しヤキモキする。

「あ、ありがとうございます……副団長さんのおかげで少し楽になりました」

「よかったです。休んだら自室へお戻り下さいね」

「はい」

　少し離れ、妖精はふんわりと笑ってみせる。

「本当に副団長さん……いえ、アイズさんってお優しいんですね」

「我々の仕事は異世界人の方々のサポートですから」

「お顔も格好いいし、さぞかしおモテになるでしょう？」

「お付き合いさせていただいている人はいますよ」

　恋人持ちか。

　妖精は内心で笑みを浮かべた。

（こういう真面目そうな男を落とすのって、最高に気持ちがいいんだよね！）

　身も心もとろけてしまいそうなほどに。

　妖精は俄然やる気が出てくるのだった。

「彼女さんがいるんですかー？　ふぇありぃ……アイズさんのことタイプだったのにぃ」

「はは、ありがとうございます。ですけど、我々は異世界人の方と関係を持つことは禁止されておりますから」

「どうしてです？」

「異世界人の方は、将来的には元の世界に帰るのです。別れが辛くなるようなことはできませんよ」

「でも、好きな人がいるほうが頑張れると思いません？」

「それはわかりますけど……」

　妖精の雰囲気に気がついてきたのか、副団長は視線を逸らす。

（この手のタイプはわりと強引なほうがいい……。これだけ見た目がいいのだから女に困ったことはないだろうし、押し……というか誘惑には弱いはずだしね）

　もう少し生真面目なタイプだったら、恋人の愚痴を聞くところからじわじわ攻めるのだが、女性と関係を持つことに信条的に抵抗を持つことがないタイプは、褒めながら近づいていくパターンがいい。

　完全な童貞の初なタイプだったら誘惑による強引さでもいいのだが、副団長のような男には押しと引き、どちらも使っていくことが効果的になる。

「そうですよね……ふぇありぃなんかじゃ……吊り合わないですもんね」

「そ、そんなことはありませんよ！　あなたは可愛らしいです！」

「本当!?」

　こちらを向いて慰めてきたタイミングで、妖精は少し前かがみになる。

　こうすると、胸の谷間を相手に見せることができるのだ。

　副団長も気がついたのか、少し頬が赤くなってきた。

（おっ、意外と初なところもある……？）

　ならば、もう少し強引でもいいかもしれない。

　妖精は副団長の股間に手を伸ばしていった。
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「な、何をするんですか……！」

　股間を触ってあげると、副団長は面白いくらいにビクビクと反応をし始めた。

　さすがにこの状況がまずいと思っているのか、妖精の手を払おうとする。

（だけど、あまり必死じゃないんだよねぇ）

　男でもあるし、ステータス的にも副団長のほうが圧倒的に強い。

　それを考慮すれば簡単に振り払うこともできるはずだ。

　怒って妖精のことを部屋から追い出してもいい。どう考えても無礼なことをしているのは妖精なのだから。

　しかし、それもしない。

　ということは……。

（相手もその気があるということ……）

　ここは騎士団の宿舎。当たり前だが、女っ気というものはまったくない。偽善っぽいセリフを並べていたけれど、異世界人に手を出してはいけないのは風紀を乱さないという理由もあるはずだ。

（逆に言えば、それだけ溜まっているってことだよね？）

　いくら容姿端麗であろうとも、女が近くにいなければ、ただの宝の持ち腐れである。

　目の前で若い女が誘惑しているのだ。

　この状況で倫理を優先させる強い男などいるはずがない。

　男遊びをたくさん経験してきた妖精には確信が持てることだった。

（このまま強引に……！）

　妖精は副団長のズボンを脱がしていった。

「ダ、ダメですって！」

「いいからいいから♪」

　口だけで、行動による抵抗は見せない。

　これは向こうも乗り気だということ。もう少し誘惑してやれば、完全に落ちてしまうのは簡単に予想できた。

（さーて、下着の中からアレもだして♪）

　妖精は副団長の下半身を露出させた。

　そして、

「……」

　男の象徴であるアレを見て、彼女は言葉をなくした。

（う、嘘でしょ……！）

　まさかとは思う。ここまできてそれはない。

（ちっさ……）

　子どものサイズと言ってもいいくらい、副団長の肉槍は小さかった。

　いや、槍ではなく、短刀と言ってもいいだろう。

　それくらい小さいものだった。

（ビンビンに硬くなってるし……勃起してるよね？）

　イった男でもすぐに勃たせるテクニックを持つ妖精が、ペニスをいじっているのだ。

　ビクビクとしているところからも、勃起していると言えるだろう。

（……って、何かリアクションしないとおかしな雰囲気になっちゃうし……！）

　妖精は適当に言葉を放った。

「お、大きいですね……！」

　意外とアドリブがきかない妖精。

（言い方まずかったかな？　ま、男は大きいって言っておけば喜ぶもんだけど……）

　ちらりと副団長のほうを見ると、彼は少し誇らしげになっていた。

「まあ……よく言われますね」

　照れているところを見ると、本気で言っていると思う。

（じょ、冗談でしょ……？　まさか女のお世辞を本気にしているとか？）

　それなりにモテてることを考慮すると、女の扱い方はうまいはずだと思う。

　もし、もう一つ考えられることがあるとすれば、

（……この世界の男は……小さい!?）

　副団長のサイズでも巨根となっている可能性もある。

　もちろん、他の男性のものを確かめていないので確認することはできないが。

（だけど、その可能性があったとしたら……）

　絶望だ。

　ペニスは、大きくて、硬くて、長いものがいい。

　顔や性格よりも、男は何よりもペニスだ。

　とにかく巨根なら全てを我慢することができる。

（イ、イケメンだと思って騙されたぁ……！）

　とは言え、ここで逃げるわけにもいかないし、何より妖精のほうもヤル気満々だったため、すでにムラムラしているのだ。

（うう～こんなちんこでもほしいよぉ）

　向こうもできるみたいだし、妖精は立ち上がって、お尻を突き出した。

「アイズさんの……大きいもの、ふぇありぃの中に入れてぇ……！」

「ごくっ」

　生唾を飲む音が聞こえる。

　妖精は下着を脱ぐと、スカートをめくって、形のいい尻を突き出す。

（濡れてるし、ちんこも小さいから大丈夫でしょ）

　前戯なしでもいけると確信する。

　副団長も我慢できなくなっているのか、否定の言葉も出さずに、彼女の腰を掴んだ。

「ほ、本当にいいんだね？」

「いいですよぉ」

「あ、あの」

「わかってますって、誰にも言わないですから」

　妖精は自分からセックスを自慢するタイプではない。

　聞かれれば、答えてもいいことだけ答えるが、基本的には黙っている。

　黙っているほうが関係が長く続くし、都合よく付き合うことができるのだ。

（いつ帰れるかわからないし、副団長さんとはうまくやっておいたほうが後々いいだろうしね）

　変な波風を立てるよりはマシだ。

「アイズさん、早くぅ」

「わ、わかっています。では……入れますね」

　そう言って、アイズが腰を動かしてきた。

「あんっ、アイズさん……早く入れてぇ」

「入れていますが」

「……」

　しまった。やってしまった。

（前に短小の男とやった時もこんなことあったなぁ）

　あの時は初めてだったから焦ってしまったが、今は経験がある。

　妖精は笑顔を見せて、

「違いますよぉ、奥まで激しくってことですぅ！」

　と、ごまかしたのだった。

（これなら大丈夫っしょ……！）

　副団長も気にしていないらしく、腰を振り始めた。

「くっ……すごい締め付けです……！　これが異世界人の……！」

「……」

　立ちバックの体勢で、ふたりはセックスをしている。

　副団長のほうは、吐息を漏らしながら必死に頑張っている。

　一方、妖精のほうは、

（全然満足できないって～！）

　異世界に飛ばされた唯一の楽しみは、この世界の男とヤリまくることだった。

　そんな彼女からしたら拍子抜けである。

「はぁはぁはぁ……すごいです！　こんなにもいやらしい女性がいるなんて」

　副団長クラスの男だ。

　相手の女は名家のお嬢様だったりするのだろう。

　そういう女性は幼い頃から品よく育てられているはずから、ここまで積極的なタイプはいないのだと思う。

（だけど、腰の動きはいいんだよねぇ）

　さすがに鍛えているだけあってか、速くて強烈な腰使いは妖精の好みだ。

　肉付きのいい尻にパンパンパンと当たって、小気味いい音を奏でている。

（これでちんこが大きければ……）

　他の男もつまみ食いしてみようと思うが、あまり期待してはいけないだろう。

「はぁ……あっ、くっ……いいです、あっ！」

　声もいいから喘ぎ声も素敵なのだが、いまいち盛り上がることができない。

　ペニス巨根主義の妖精からしたら、まったく楽しくない状況である。

（ま、でも……相手は楽しんでいるみたいだし、いいか……）

　これで向こうも満足しないみたいだったら、なおさら最悪だ。

「あっ……くっ！」

　膣内でペニスが大きくなっているし、そろそろ発射するタイミングなのかもしれない。

「すみません……私、もう……！」

「いつでもいいですよぉ……あんっ！」

　とりあえず感じているフリをする。

　そっちのほうが相手も気持ちいいだろうし。

「ああっ、も、もう……ダメです！　出します！」

「出して下さいっ！」

　最後、ものすごいスピードで腰が動いたかと思うと、

「うっ！」

　ペニスを引き抜いて、副団長は妖精の尻に向かって射精をした。

「あっ……はぁはぁはぁ……」

　ちらりと後ろを向くと、端正な顔が快楽によって歪んでいた。

　額に汗をかいて、唇を噛み締めているところを見ると、本当におしい存在なのだと思う。

（ちんこが大きければ……）

　射精を終えた副団長は、フラフラになりながらベッドへと腰掛けた。

　妖精は乱れた服を整えている。この辺りの作業も慣れたものだ。

「本当にあなたはすごい人ですね。こんなに夢中になったのは初めてです」

「満足してくれたようで何よりです」

「私が先にイってしまうなんて、生まれて初めてですよ」

「あはは」

　仮に今後もセックスする機会があっても、妖精のほうが先にイクということはありえないと思う。

（はぁ……）

　妖精は内心でため息をついていた。

（もう少しこの世界の男を漁るかぁ）

　かなり絶望的な状況ではあるが、数日の間に確かめたいと思う。

　生真面目なタイプであれば人に言いふらすこともないだろうし、バレずにヤレる自信はある。

（あーせめて、ふぇありぃたちの世界から来た男がひとりでもいればなぁ）

　その男とセックスをするという手もある。

（あれ？　そういえば……）

　ひとりいたような気がする。

　妖精はある男のことを思い出していたのだった。
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　広宣たちが異世界召喚されてから、七日ほどが経過した。肩身の狭い思いはしているが、葉子のおかげでなんとか、みんなと一緒にいることはできている。

　と言っても、基本的に彼は別行動だ。

　何をしていたのかというと、暇だからブラブラと城の中を歩いたり、街の中を探検したりしていた。

　異世界ということもあって、この七日間、退屈せずに過ごすことができた。

（あ、そういえば……）

　ある夜のこと、トイレに行こうと宿舎の中を歩いていたら、ある少女を見かけたのだ。

（たしか、如月妖精……だったような……）

　学校でも有名なギャル女。噂によるとヤリマンビッチで、いろんな男と関係を持っているらしい。

（まさかとは思うが、異世界に来てまでヤリまくっていることはないよな……）

　さすがにまだ七日しか経っていないんだ。いくらビッチ女でもそこまで手は早くないだろう。

　だが、彼女は、

（騎士たちの部屋から出てきてたような気がするんだよなぁ）

　しかも、ため息をつきながら。

　暗い中だったし、見間違えかもしれないので、広宣は特に気にしないでいた。

（にしても、あいつらよくやるよ……）

　広宣がぶらついているとこ、他の生徒たちは何をしていたのかというと、

「はっ！」「とう！」「えい！」

　魔王軍と戦うための訓練だった。

　異世界人ということで飲み込みが早いらしく、彼女たちはぐんぐん成長していっているらしい。

（ぐんぐんといっても、この世界の基準でだけどな）

　訓練によるが、七日でステータスが１アップすれば上出来といえる成長具合らしい。葉子がそのことに調べてくれていたらしく、《性交報酬》の力を知っている彼女からすれば非効率ということだ。

　彼女は能力のことをみんなに話すべきでは、と言ってくれたのだが、広宣は断った。もし、今この状況で能力の説明をしても誰も信じないだろうし、さらに広宣の立場が悪くなるからだ。

（ステータスアップさせるからヤラせてくれなんて、詐欺っぽいのもいいところだよな）

　言葉だけ聞いたら信じる者なんていないだろう。次に追い出されることがあったら、今度こそ異世界でひとりぼっちになってしまう。それだけは極力避けなければならなかった。

（俺が訓練に参加しない理由としては……）

　自分が戦力にならないと言われたから。

　しかも、いるだけで不快という理由で、女子たちからハブられてしまっているのだ。

（もともと訓練なんてする気はないけどな……）

　なんで剣や槍を振って、鍛えなきゃいけないんだと思う。

　広宣がイメージしていた異世界ライフはもっと楽しいものだ。それに、

（なーんか言うことだけを聞くのってやなんだよなぁ）

　命令のまま、言われたとおりに動くことが嫌いだった。

　確かに、魔王を倒す手段になるのかもしれないが、一方的に押し付けられるのは好きではない。

（ま、俺には関係ないことだけど）

　運がいいのか悪いのか団体行動から外れていても、誰も何も言わないのだった。

　そのおかげで好きに動けているのだから、広宣としてもあまり愚痴ばかり言うつもりはない。

「あ、いたいた。小沢君！」

　城のテラスから訓練を眺めていると、葉子がやって来た。

「先生、訓練はいいんですか？」

「先生はステータスのアップ状況がいいからって、少し休んでていいって言われたの。初めだから成長具合をよくみたいそうよ」

「そうなんすか」

　個別に成長の仕方や適正も変っているのだろうし、騎士団としては個人を把握することに注力しているのだろう。

「で、みんなの成長具合はどうなんですか？」

「あら、気になるの？」

「からかわないで下さいよ、先生」

「うふふ、ごめんなさい。……前にも話したかと思うけど、順調よ。……それでも」

「遅い感じですか？」

「ええ。こっそり聞いたけど、魔王軍の本隊とまともに戦えるようになるまで、五年くらいはかかるかもしれないわ」

「五年……」

　十代の少女たちからしたら長い年月だ。その期間、異世界にいなくてはならなくなってしまう。

「そのことはもう言ったんですか？」

「まだよ。近いうちにここから一番近い魔王軍の砦を攻めるらしいんだけど、そのときの戦果によって発表するらしいわ」

　成長速度も早く、ひとり年上な葉子には教えてくれたのだろう。

「ねえ、小沢君……やっぱり」

「しつこいですよ、先生。俺の能力は言わなくていいんです」

「でも……」

「向こうが必要になったときに使いましょう。このままだと戦う前に分裂してしまいますよ？」

「そうね……」

　葉子からしたらステータスを上げて、少しでも生存率を上げたいと考えているのだろう。

　だが、失敗すれば葉子の信頼も失うことになり、疑心暗鬼な雰囲気が漂ってしまう。

（俺の言葉は信用されないだろうしな）

　能力については、葉子から説明するほうがいい。それくらい彼女の信頼は揺るぎないものになっている。だが、そんな彼女が嘘をついたということになれば、大変な事態になるだろう。

「その砦って攻略は難しいですか？」

「いえ。そこまで強敵ではないから、騎士団も放置しているそうよ。最悪、騎士団のみでも倒すことができると思うわ」

「それなら安心ですね」

　初実戦でものにならなくても、生きて帰ることはできるだろう。

「お……？」

　下ではさらに盛り上がっているようだった。

「近いうちに砦を攻める！　皆の者！　期待しているぞ！」

「おーっ！」

　訓練をしたためか、どうやら自信もついてきているらしい。

　おそらく騎士たちがうまくおだてているのだろうが、少女たちの士気も高いものになっていた。

「じゃあ、先生は行くわね。作戦会議があるらしいの。じゃあね」

　葉子はスタスタと立ち去ってしまった。

「さて……」

　またひとりになったし、城の中でもブラブラしてみようと思う。

（行ける場所にはほとんど行ってみたけどな……）

　気になるところと言えば、塔の一番上だ。

　前に行ってみようと思ったときは、騎士たちがいて通してくれなかった。

（今は訓練の時間だし……）

　誰もいないかもしれない。広宣はそこに向かってみることにした。すると、予想どおり騎士は誰もいなかった。

（ラッキー！）

　螺旋階段を登って上に行ってみる。かなりの段数があったが、最後まで登りきると扉があったのだ。

（部屋……だよな？）

　この中に何かあるのかもしれない。

（いや、人がいる……？）

　興味と恐怖が葛藤している。重要なものがなければ騎士が警備していないはずだ。

（入ったら怒られるよなぁ……）

　さすがにまずいだろう。どうしようか迷っていると、

「誰かいるのです？」

　優しそうな女の人の声が聞こえてきた。

「誰かいるなら、入ってもいいですか？」

　広宣が尋ねると、沈黙が返ってきた。しばらくすると、

「……はい」

　それだけが聞こえた。

（オッケーってことだよな？）

　了承を得たと思った広宣は、扉を開けてみることに。そこにいたのは……。

「君は……」

　夢の中で出会った──フィラナ・エル・セインドーラだった。
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「やはりこの世界に来て下さったのですね」

　彼女はにっこりと笑って、そう言った。

　その笑顔は、まさに夢の中で見たのと同じもの。あのときの夢は、ただの夢ではなく、現実のものだったのだろう。広宣は驚きを隠すことができなくなっていた。

「やはり……って、俺を呼んだのは君ってこと？」

「私はきっかけにすぎません」

「きっかけ？」

「あのときのこと……覚えてません？」

　彼女が言っているのは、セックスのことなのだろう。それが理由で広宣はこの世界に来てしまったのだと思ったのだが、彼女的には直接は違うということらしい。

「話によると、俺はもともとこの世界に呼ばれる予定はなかったと思うんだけど」

　騎士が話していたことだ。そのために、少し嫌な思いをしてきたのも事実である。

「イレギュラーですね。私と繋がったことが原因です」

「なんか難しい話になってきたな。まあいいや……こうして再会することができたんだし」

「あなたがこの世界に来たのは──運命。そして、私と再会できたのも、また運命でしょう」

「……」

　哲学的な話で広宣は混乱してしまう。

（とは言え、こんな美少女と再会できたことは嬉しいことだなっ！）

　フィラナも言っていたが、運命というものを感じてしまう。

「俺、また会えて嬉しいよ」

「私もです」

　そう言って、フィラナは広宣の手を握ってくれた。

　この感触は、まさに夢で出会ったときと同じもの。

　あそこでのセックスも思い出してしまい、勃起しそうになってしまうが、品のない男だと思われてしまうかもと、なんとか堪えることにした。

「そういえば……魔王について聞いたよ。俺たち召喚組が倒すんだよな？」

「ええ」

「あと、俺の特殊能力についてもわかった」

「ほ、本当ですか!?」

　フィラナが話に食いついてくる。

「フィラナが話してくれたことだろ？　驚くことか？」

「すみません……私も半信半疑でしたので」

「そうなんだ。……気になっていたんだけど、夢で会えたというのは、君の能力なの？」

「よくわかりましたね。そのとおりです」

　特殊能力というのは、基本的には広宣たち異世界人に備わっているものだと聞いている。

　しかし、ごく少数ではあるが、そういった能力を持ち合わせているものもいる。

　その例として、フィラナがいるのだ。

「私の能力は《異能探査》。簡単にいえば、特殊能力を持つものを探し当てることができるというわけです」

「へえ。すごい能力だな」

「そのせいで……私は軟禁状態だったんですけどね」

「もしかして、女クラの面々を選んだのはフィラナなの？」

「結果的にはそういうことになります」

「結果的には？」

「あくまでも私はポイントとして見つけることしかできないのです。この辺りに異能を持つものが多くいると思います、みたいな」

「もしかして俺たち異世界人でも、特殊能力を持たない者もいるの？」

「素養の影響もありますが、基本的にはみんな持っております。とは言え、ある程度まとまった人数を召喚し、かつ、そのなかに戦える能力がある者を考慮すると限られてしまうということです」

「人数に制限は？」

「あります。だいたいあれくらいが限界でしょう」

　おそらく限られた人数や範囲を召喚しているのだ。

　その条件にぴったり合うのが、教室くらいの広さと人数だったということ。

「他には十代半ばの女性というのが、比較的能力が高くなる傾向にあります」

「だから女クラを狙ったのか」

「狙ったというより、感じた場所があそこだったというイメージですが」

　フィラナが決め打ちしたわけではなく、たまたま探知した場所が女クラだったというわけだ。

　確かに優秀な生徒が集まっている場所だから、条件にぴったりとハマったのだろう。

　それに巻き込まれてしまった広宣は、本当に災難だったというわけだ。

「召喚はフィラナがしているわけじゃないんだよな？」

「私はただ言われたまま動いているだけです」

「それで軟禁……」

　可哀想だと思う。この世界の人たちからしたら魔王による脅威のほうが厳しいのだろうけど。

「そういえば……」

　今さらになって広宣はあることを思い出した。

　それは、この国の名前のこと。

（話半分に聞いていたから忘れたけど……この国って……セインドーラ）

　フィラナの名前の一部だ。

「もしかしてフィラナって……お姫様!?」

「そうです」

「おおっ！」

　確かに上品だったり、ドレスを着ているところからお姫様っぽい雰囲気があった。

　しかし本当のお姫様だとは驚きだ。

　だが、フィラナの表情は段々と曇ってきてしまった。

「姫ではありますが……五番目の姫で、王位継承権も低いので無意味なものです」

「そ、そうなんだ」

　王位継承権とか言われても広宣はピンとこない。

「他国へ嫁ぐのにも、私は政治的にはあまり価値がありませんので、そこまで重要じゃないんですよ。だから、幼い頃からずっとひとりで過ごしてきました」

「でも、特殊能力を持っているんでしょ？」

「似たような能力を持っている者は他にもいます。私はあくまでも確率を上げるために使われているだけですから」

「でも、勝手な動きを取ることはできないと？」

「召喚は大きな出来事ですからね。召喚の時期は自由がなくなってしまうのも事実です」

「じゃあ、俺たちが召喚されたことで変わったんじゃない？」

「ええ。当分の間は自由に過ごしても問題ないでしょう。突然、私が消えてしまっても両親や兄弟は気にもしないと思いますから」

　フィラナの気持ちを広宣は少しだけわかるような気がした。

「俺も学校や家じゃ、いないのと同じだからな。弟が優秀だから、俺にはまったく期待しないでやんの」

「悲しいですね」

「ヘコんでた時期もあるけど、今じゃ好きに生きられる口実だと思って勝手に過ごしてるよ」

「すごいですね、ヒロノブ様は。私もそのように生きることができたら……」

「だったら、好きに生きろよ」

「え……？」

　広宣の言葉にフィラナはきょとんとした表情を浮かべた。

「自由になったんだろ？　だったらやりたいことをやればいいじゃねえか」

「そ、そんなことって……」

「俺もこの世界じゃ用なしみたいな存在だからな。ちょっと退屈してたんだよ」

「ヒロノブ様……」

「こうして再会することができたんだから、ちょっと楽しもうぜ」

「はいっ！」

　少し格好つけすぎかなとは思うが、フィラナが笑顔になってくれたからよかったと思う。

　彼女を見ていると、

「ん……どうした？」

「あの……」

　なぜか身体をモジモジさせている。

「もう一度、ヒロノブ様にお会いしたら、お願いしたいことがあったんです」

「何？」

「私を……抱いて下さい」
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（マジっすか……）

　フィラナからのまさかの誘いに、広宣は内心で喜んでいた。

（そりゃあ、久しぶりに会ったわけだから……またしたいと思ってたけど……）

　フィラナのほうから誘ってくれるなんて嬉しい限りだ。

　彼女もその気らしく、以前と同じように手を引いて、ベッドのほうへ連れて行ってくれた。

「そういえば、ここは誰の部屋なの？」

「私のです。人も来ませんからゆっくりしていって下さい」

「ゆっくりって……何度もしてもいいってこと？」

　冗談っぽく広宣が言うと、彼女は照れながらも頷いてくれたのだった。

（可愛いすぎるでしょ！）

　さすが異世界のお姫様という感じか。

　見た目やスタイルがいいのはもちろんのことなのだが、所作も初々しくて素敵なところがある。

（よっしゃ！　一発ヤルか！）

　広宣がみなぎっていると、フィラナが首に腕を回してきた。

　そして、ふたりはキスをする。

「んちゅ……！」

　あの時と同じように柔らかい感触が伝わってきて、心地いい。

（経験も積んだし、変な緊張もしなくていいから楽しめるぜ……！）

　前のときは完全に初体験だったから、いまいちどうしていいかわからないところがあったのだ。

　それはフィラナも同じで、前回はかなり積極的に口づけをしてきていた。

「あっ……んっ、ヒロノブ様ぁ……」

「フィラナ、本当に可愛いよ」

「やめて下さい、ヒロノブ様に言われてしまったら、私……我慢できなくなってしまいますぅ」

　お互いに唇を湿らせるように動かしながら愛撫を続けていく。

　フィラナは巨乳を押し当て、さらに密着しようとしてくるのだった。

　彼女のことを支えづらくなってきた広宣は、フィラナを抱いたままベッドへと腰掛けた。

「んちゅるるる……」

　フィラナのキスは止まることがない。

「すごく積極的なんだね」

「あの夢の後……いっぱい勉強したんですよぉ」

「べ、勉強……」

　広宣は嫌な想像をしてしまう。

「ち、違います！　別に他の誰かと関係を持ったとかではありません……！　本を読んだりして勉強したってことですぅ！」

「な、なんだ……そうだったのか」

　フィラナの反応から嘘だとは思えない。広宣は安堵の表情を浮かべた。

（あーよかった。それにしても、この世界の本にもエロいことって書いてあるんだな）

　世界は違えど、人間のすることは変わらないんだなと思う広宣。

　そんなことを考えているうちに、フィラナが舌を伸ばしてきた。

「んぅぅ、じゅるぶ……！」

　ねっとりとした舌が口内に入ってきて、いやらしく動いている。

　以前よりも活発な動きで、広宣のことを感じさせるような動作になっていた。

（やべえ……超気持ちいい……！）

　美少女が積極的に攻めてきてくれるなんて最高に嬉しい。

（あ……まずいかも……！）

　あまりにもエロい動きで攻めてくるので、広宣の股間は盛り上がってきてしまった。

　テントのように膨らんで自己主張をしてくる。

　さすがにフィラナも気がついたようで、

「苦しそうですね」

「あ、あはは……」

　苦笑いする広宣を横目に、彼女はズボンを脱がしてくれた。

「パンパンになっていたら痛いですよね。さ、出してあげましたよ」

「あ、ありがとう」

　勃起した肉槍が露出する。

　自分でも恥ずかしくなるぐらい硬くなって、鼓動に合わせてビクビクと震えているのだった。

「相変わらずヒロノブ様のものは大きいですね」

「そ、そうかな」

「調べたのですが、一般的な男性のサイズの数倍はあるみたいですよ」

「マジで？」

　それはないと思うが、ここは異世界。もしかすると、男性の平均が小さい世界なのかもしれない。

（自分の世界だったら標準的なサイズだしなぁ）

　まともに比べたことはないが、おかしなサイズではないと思う。

（でも、フィラナが喜んでくれるならいいか……）

　巨根だと思われるのも嬉しい。

「いじって差し上げますね」

「お、おお……！」

　細く長い指を肉槍に絡みつかせてくる。

　そのまま彼女は、シュッシュッと手を上下に動かしてきたのだ。

「どうです？　気持ちいいですか？」

「き、気持ちいいよ」

　指で輪っかを作り、カリ首のところを執拗に攻めてくる。

　握り方も、強くもなく弱くもなく絶妙な力加減なのだ。

　自分の手でシコシコしていたことがバカらしくなるほど、フィラナの手淫は気持ちいいものがある。

「うふふ、ヒロノブ様のここ……気持ちよさそうに涙を流していますね」

　我慢汁が溢れてきて、フィラナの指に絡まっている。

　ニチャニチャと水音を立てながら、彼女は淫靡な笑みを浮かべていた。

（表情もエロい……！）

　お姫様に手コキされるなんて、夢でも見たことがない。

　広宣はすぐにでも発射してしまいそうだった。

「イキたくなったら、いつでも出していいですからね」

「わかったよ。でも、もう少し我慢したいなぁ……なんて」

「我慢なんてよくないですよ。私、何回でもお付き合いしてあげますのに」

　フィラナとだったら何度も勃起できそうである。

　彼女も楽しくなってきたのか、手の動きが速くなっていた。

「あっ……ちょ、ダメ……そんなに激しくしたら……！」

「いいんです。さあ、ヒロノブ様の気持ちよさそうな声を聞かせて」

「だから……あああっ、ダメだって……！」

「私がもっと気持ちよくしてあげます」

　奥歯を噛んで射精を我慢する。

（こんなに早くイキたくないって……）

　この快感をもう少し楽しんでいたいのだ。

　だが、フィラナは、

「ヒロノブ様……！」

　吐息まじりで甘い声を出しながら、再びキスをしてきた。それもいきなりディープなものだ。ヨダレを撒き散らすような勢いで、フィラナは口内をかき回していった。

「んっ、んっ！」

　フィラナも感じているようで、鼻息が荒くなっているのがわかった。

（こうなったら俺も……！）

　両手でフィラナの乳を揉む。

「あんっ！」

　ビクリと身体を弾ませるが、すぐにディープキスへと戻っていった。

　広宣は巨乳を揉みしだきながら、手コキをされている。

（や、やべえ……おっぱい揉んだら……もう……！）

　フィラナを攻めようと思ったのだが、逆効果だった。

　胸の柔らかさやフィラナのリアクションの可愛さのせいで、一気に射精感が高まってきたのだった。

「フィラナ……俺、もう……！」

「はい、いつでも出して下さい」

「くっ……！」

　精一杯頑張ろうとするが余裕がなくなってくる。

　肉槍はさらに硬さを増し、我慢汁を溢れさせていた。

「も、もう……イク……！」

「いっぱい出して下さい、ヒロノブ様っ！」

「ああああっ！」

　脳内がフラッシュしたかと思うと、白濁液がフィラナに向かって発射された。

「ああっ、んぅぅぅう！　で、出てます……！」

「はぁはぁはぁ……ま、まだ出る……！」

「きゃ！　すごい勢い……！」

　彼女のドレスをドロドロにする勢いで精液が飛び出していった。

　フィラナは満足したように指についたザーメンを舐めている。

「んちゅる……おいしいです……」

「ご、ごめん……ドレスを汚しちゃった」

「気にしないで下さい。脱げばいいんですから……」

　そう言って、彼女は裸になった。

（う……まただ……）

　射精したばかりだというのに、肉槍が反応をしてしまう。フィラナも気がついたようで、

「ふふ、まだまだ元気みたいですね。じゃあ……次は……」

「つ、次？」

「私の胸で奉仕して差し上げますね」

　可愛い笑顔で言われてしまい、広宣のペニスは完全に勃起してしまった。
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「勉強していたらこういうのも載っていたのです」

　ベッドから降りて、座るフィラナ。

　彼女は胸をペニスの前に持ってきたのだった。

（パ、パイズリだよな……？　マジかぁ！）

　やられてみたいプレイの一つ。パイズリなんてできる女性は少ないだろうし、こうして自分が経験できると思うと、それだけで射精してしまいそうである。

「ヒロノブ様……さっきよりも大きくなってません？」

「フィラナにしてもらうことを想像したら、自然となっちゃったんだよ」

「嬉しいですか？」

「こんな幸せなことは他にはないよっ！」

「そんなに喜んで……よかったです」

　フィラナはほっとしたように胸を撫で下ろしたのだった。

「フィラナ？」

「ここまでやるのは、はしたないかなと思いまして」

「あー……そういう文化？」

「私が見たのは娼婦の本だったんですよね。それが適切かどうかわからなかったのです」

　フィラナはお姫様だ。

　それなりに礼儀やマナーについて教えられているはず。

　さすがに性的なことは教育されていないにしても、やっていることがエロすぎることは理解しているのだ。

　だが、広宣にとってはエロすぎて嫌なことはない。

「俺、エロいこと大好きだから！　フィラナが頑張ってくれると嬉しいよ！」

「本当ですか!?　私、勉強した甲斐がありました！」

「よし、さっそく試してもらえる？」

「わかりました」

　彼女は自らの乳を掴むと、ゆっくりとペニスに近づけていった。

「ヒロノブ様の大きいから……うまくできるか……」

「大丈夫だって。試してみて」

「はい」

　そう言って、フィラナは胸で肉槍を挟んでいったのだった。

　むにゅ。

　柔らかい感触が肉槍を包み込んで、すぐにでも射精してしまいそうだった。

（こ、これがパイズリ……気持ちいい……！）

　乳と乳に挟まれ、亀頭がちょこんと顔を覗かせている。

　鈴口からは白く濁った液体が漏れだし、谷間に糸を作っていた。

「気持ちいいです？」

「最高だよ」

「ふふ、ヒロノブ様のとろけてしまいそうなお顔……大好きです」

「俺もフィラナのことが好きだっ！」

「え……？」

　思わず言ってしまい、広宣はしまったと口を塞ぐ。

「あ、いや……その迷惑だったよな」

　いきなり告白されてしまったら、彼女だって戸惑ってしまうだろう。

　現に目を見開いて、驚きの表情になっていた。

「ごめんごめん。気にしないで」

　と広宣が誤魔化そうとすると、

「私も……ヒロノブ様のことが好きです」

　まさかの返答。

　今度は広宣のほうが困惑してしまう。

「え……う、嘘だよな？」

「嘘でこんなことは言いませんよ」

「マジか……」

　お姫様からの告白で広宣はテンションが上がってしまう。

（マジか、よっしゃ！）

　フィラナのような可愛い子が自分のことを好きだと言ってくれているんだ。

　こんなに嬉しいことはない。

　だが、広宣はあることに気がついてしまった。

（俺……ハーレムを作りたいって夢があったんだよな……）

　美女をはべらすことが広宣の夢。

　異世界ならそれが叶えられそうな気がしていたのだ。

「どうしたのです、ヒロノブ様？」

「あ、いや……」

　誤魔化すこともできないと思った広宣は、正直に話してみることにした。

「あのさ、俺……ハーレムとか作りたいんだけど」

「いいではありませんか」

「へ？」

「……？　何を驚いているんです？」

「他に女がいるのって嫌じゃないの？」

「ひとりの男性にたくさんの女性がいることは不思議なことではありません」

「……」

　異世界だから一夫多妻制というのも不自然ではないのだ。

「じゃあ……」

「ヒロノブ様の魅力は、欲望に忠実なところです。お好きなようにして下さい」

「やった！」

　笑顔で言っているから、おそらく心からの言葉なのだろう。

　広宣は内心でガッツポーズをしていた。

「では、続きをいたしますね。初めてですから……うまくできるかわかりませんけど」

「大丈夫だよ。挟まれているだけでも気持ちいいから」

「ふふ、それじゃ……動いてみますね」

　彼女は乳圧を上げると、そのまま身体を上下に動かしていった。

　根本から先端までしっかりと挟み込まれてしまい、柔肉の感触に腰が震えてしまう。

「んっ、んぅ……はっ、あっ……こうしていると……私も気持ちいいです……」

「フィラナの乳首、勃ってるね」

「あんっ、そんなこと言わないで下さい……恥ずかしいですぅ」

　頬を染めながら上目遣いで見つめてくる。

　そんな様子を見ているだけで、さらに興奮が高まってくるのだった。

「あ……エロいよ、フィラナ」

「ヒロノブ様はエッチな女の子が好きなんですか？」

「大好きだね」

「ならば、ヒロノブ様に好かれるよう……私もエッチな女の子になりますね」

　パイズリをしているだけでも嬉しいのに、もっと頑張ってくれるらしいのだ。

　胸も股間も熱くなって、広宣は大満足である。

「あんぅ……ヒロノブ様の硬いもの……さらに太くなってきました」

「フィラナが気持ちよくしてくれるからだよ」

「それなら……あんっ、もっと挟んであげますね」

「ちょ、いいよ……あああっ！」

　綺麗な形をしている胸がいやらしくひしゃげてしまうくらい、フィラナは強く挟んできた。

　そうした分、身体を動かすスピードは落ちてしまったが、カリ首への刺激はより強いものになっている。

（あ……これ……まずいかも……）

　我慢汁もさらに濃いものになっているし、射精の時が近づいているのがわかった。

「本当にヒロノブ様のここはエッチですね……」

「そ、そうかな」

「見ているだけで私も感じてしまいます」

「フィラナも気持ちよくなってくれたら嬉しいな」

「私も感じています。何より、ヒロノブ様に奉仕できることが喜びなのですから」

　お姫様にこんなことを言われる日がくるなんて。

　快感が強くなって、広宣はそろそろイキそうになってきた。

「もっと頑張りますね……。えい、えい、えいっ！」

「フィラナ……そんなに激しくしたら……！」
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「出そうですか？」

「あああっ、もう出る……！」

「いいですよ……！　このままフィラナの顔に……！」

「で、でも……」

「欲望を吐き出して下さい。ヒロノブ様はそれができるお方なのです」

「わ、わかったよ……」

　限界を感じ、広宣は腰を突き上げた。

「ごめん……もう……出るぅ！」

「ああああんんぅぅぅぅぅぅぅ!?」

　粘り気のある液体が、勢いよくフィラナの顔面に飛んでいった。

　ドロドロとしたものが彼女の美しい顔を汚していく。

「はぁはぁはぁ……いっぱい出してくれましたね」

「き、気持ちよかった……」

「熱いし……それに……ぺろ」

　彼女は顔についた精液を舐め始める。

「フィラナ!?」

「もったいないので食べてしまいますね。私、ヒロノブ様の精液が好きなんです」

「フィラナ……」

　彼女を見つめていると、ほんとうに精液を全て舐め取ってしまった。

「気持ちよかったですか？」

「最高だったよ」

「では……ヒロノブ様……」

　またモジモジするフィラナ。

（フィラナに言わせるわけにはいかないな……）

　広宣は彼女の頭を撫でて、

「今度は俺がフィラナのことを感じさせてあげるからね」

　そう言うと、彼女はとろんとした表情で見つめてきたのだった。
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「ヒロノブ様、お願いします……」

　フィラナはベッドに上がると、四つん這いになって尻を突き出した。

「後ろから……後ろから入れてほしいのです」

　彼女のほうからバックをリクエスト。

　すでに秘部は愛液で溢れていて、愛撫の必要もないくらいにトロトロになっている。

　物欲しそうにこちらを見つめ、尻を振られてしまったら、射精したばかりといえども、すぐに勃起してしまうのだった。

（フィラナってこんなにエロいのかよぉ！）

　バックで美少女を犯すなんて、何度も妄想してきたことだ。

　それが実現できると思うと、広宣は居ても立ってもいられなくなってきてしまった。

「入れていいんだよな、フィラナ？」

「もちろんです……！　さあ、早く……！」

　このまま放置していたら、フィラナのほうから挿入してきてしまいそうなくらい、彼女も我慢できなくなっているようだった。

　広宣は彼女の腰を掴み、肉槍を縦筋に当てていった。

「あんっ、ううう……硬いもの……いっぱい感じちゃいますぅ……」

「すっごく濡れてるね」

「ヒロノブ様にご奉仕して、私も限界がきてしまったんです。お願いします……野獣のように犯して下さい」

「野獣……」

　彼女も興奮を抑えることができていないようだった。

（ここまで言われてしまったら……）

　期待に応えないといけないだろう。

　広宣はゆっくりと挿入していった。

「あっ、ああああっ、んっ、あっ、あああっ！」

「くぅ……さすがの締め付けだ」

「ヒロノブ様の硬いものが……入って……あああっ、これ……本当に……すごいっ！」

「何度かイっておいてよかった。フィラナの中が気持ちいいから、すぐに出ちゃいそうだよ」

「出すときは一番深いところでお願いしますね」

「で、でも……」

「お願いしますね！」

「……」

　強めに言われてしまい、広宣は何も言い返すことができなかった。

（ムラムラしてる女の人ってたまに怖いときがあるよなぁ。まあ、エロいからどうでもよくなっちゃうんだけど）

　フィラナの腰を自らのほうに寄せ、肉槍を挿入していった。

「ああああんんっ！　深いところ、入って、ますぅ！」

「奥もすごい締め付けだ」

「振って……腰を、いっぱい……さあ……さあ！」

「わかったよ」

　滑らかな曲線を描く尻を掴みながら、広宣はピストンを始めていた。

　パンパンパン、という音が響くとさらにいやらしい気持ちになってくる。

「この音……好きっ！　ヒロノブ様に攻められている音です……！」

「フィラナのお尻、すごく綺麗だ」

「やぁ！　丸見えになっていると思うと恥ずかしいですぅ」

「じゃあ、もっとじっくり見てあげるね」

　広宣は尻房を左右に広げていった。

　谷間からは、結合部とフィラナの尻穴もはっきりと見ることができた。

　腰を動かすたびにひくついている肛門は、ピンク色で美しく、産毛の一本もなかった。

（ここから……排泄物を出すんだよなぁ）

　汚いものが出てくるとはまったく想像できないくらい綺麗だ。

「ヒ、ヒロノブ様ぁ」

「どうした？」

「見過ぎですって」

「あ、ごめん……」

　美しすぎて、肛門の観察を終わらせることができなった。

「ちゃんと腰を振るから……それで許してね」

「んもう、本当にヒロノブ様はいけない人なんですから！」

「ごめんごめん」

　気を取り直して、広宣はピストンを再開した。

　彼女の尻は肉付きが良く、身体を打ち付けるたびにプルプルとゼリーのように震えているのだった。

　それでいて引き締まっているので、綺麗な丸みを帯びていて、完璧と言えるお尻である。

　くびれも美しいカーブを描いていて、一糸まとわない背中を見ているだけで何度も射精できてしまいそうなほど、オカズとしても最高だった。

「んんんっ！　当たってるますぅ！　あんんんっ！」

「子宮をノックすると、さらに締まるみたいだな」

「し、締めているつもりはないんですけど……ああああんんっ！　気持ちよくって……！」

「いやらしいお姫様なんだね、フィラナは」

「ヒロノブ様のせいですよぉ」

「なんで？」

「夢の中で出会ったとき、ヒロノブ様とエッチをして……それからずっと、ヒロノブ様の身体がほしくてたまらなかったんですから」

「へえ。じゃあ、俺がいない間はどうしてたの？」

「そ、それは……」

　言いよどむフィラナ。

（これは面白いことが聞けそうだぞ）

　そう思った広宣は、彼女に尋ねてみることにした。

「こんなにエッチな子なんだもん。今まで我慢できたの？」

「あぅ」

「他の男とは、関係を持っていないんだよね？」

「当たり前です！　私の身体はヒロノブ様のものなんですから！」

「じゃあ、どうやって耐えてきたの」

「それは……」

「答えないと動きを止めちゃうよ」

　ペースを落としながら、広宣は脅してみせる。

　するとフィラナは首を横に振って、

「らめええ！　もっとパンパンしてほしいのぉ！」

「なら、わかってるよね？」

「あぅ……。い、言いますよぉ……言いますからいじわるしないで下さい」

　彼女はこちらを向き、頬を真っ赤に染めながら、

「ひ、ひとりでしたんですぅ！　ヒロノブ様のことを考えながら！」

　そう告白したのだった。

（フィラナみたいな子もオナニーするんだ……！）

　その事実を知ることができただけで、さらに興奮してしまう。

　ペニスが一回り大きくなってきたような気がする。

　しかもオカズが自分なのだ。こんなに嬉しいことはない。

「ねえ、フィラナ。どうやってオナニーしてたの？」

「そ、そんなこと言えませんよっ」

「……さっき学習したよね？」

「ああ、もう！　本当にヒロノブ様のいじわるぅ！　……自分でアソコを触っていたんですぅ！」

「どんなふうに？　今、実践してよ」

「ふぇ!?」

　フィラナは困ったように眉根を寄せた。

　だが、広宣が本気であることを理解したのか、四つん這いの体勢のまま手を股間へと伸ばしていった。

「股のところにある……お豆を……こうやって、ああん、触っていたんですぅ！」

「じゃあ、そのまま続けて」

「え、らめ……！　そんなことをしたら……私！　いやぁああぁ！」

　腰の動きを再び始めると、彼女は海老反りになりながら悶えているのだった。

　お豆とはクリトリスのことだろう。彼女は陰核をいじりながら、広宣に突かれているのだった。

「ダ、ダメ……このままだと私……！」

「イキそう？」

「イキます……！　あんっ、でも、ダメなのですぅ！　ヒロノブ様と一緒が……あんっ！」

「さっきはフィラナが頑張ってくれたからね。先にイってもいいよ」

「ほ、本当ですかぁ？」

　目元に涙を浮かべながら聞かれたら、否定するわけにはいかない。

　広宣はフィラナが絶頂しやすいよう、ピストンを強いものにしていった。

「あああああああっ！　はげし、激しい……！　あああっ、らめえええ！　私、イキますぅぅ！」

「イクんだ、フィラナ！」

「も、もうおぉぉぉ！　もうイクゥゥゥゥ！　私……イ……ひゃうぅぅぅぅぅ！　きゃああああんぅ！」

　背中を逸らしながらフィラナは絶頂する。

　膣内が急激に締まっていくが、広宣は必死に耐える。

（これは……まずいかも……。でも……！）

　まだ彼女を感じさせたい。

　広宣は腰をさらに強く掴んで、

「フィラナのことを、もっと感じさせてあげるからね」

　そう言うと、彼女はさっきよりも涙目になったのだった。
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「あああああああっ！　クリを自分で触りながらイってますぅぅぅ！」

　フィラナの絶叫が響いていく。

　彼女はバックで突かれながら、クリオナでも絶頂しているようだった。

　激しいイキっぷりで脱力してしまったのか、フィラナは腕をだらんとさせる。

「まだ終わりじゃないよ」

　フィラナの感じている姿を見て面白くなった広宣は、彼女がイって間もないというのに、間髪入れずに腰を振り続けた。

「ダメです、ヒロノブ様！　私、イキましたから！　あああああああっ！　まだイってるのにぃぃぃぃ！」

　男とは違い、女性は絶頂が長いと聞く。

　しかも、その間に刺激を与えるとさらに快感が増していくのだ。

　大人しく、品行方正なフィラナも首を横に振りながら悶えていた。

「ダメなのぉぉぉ！　そんな……無理ですぅぅ！　あああああああっ！　イクゥゥゥゥ！　イクゥゥゥゥ！」

　ベッドのシーツをきゅっと強く握って、肩にも力が入っているのがわかる。

　お尻の穴も締まって、シワが深くなっていた。

　何よりもきつくなっているのは膣内だ。

　広宣の肉槍にぴったりとフィットするような感じで密着して、精液を搾り取ろうとしてくる。

（なんちゅー締め付けだよっ！）

　千切れてしまうのではないかと思うくらい強烈なもの。

　だが、痛みはまったくなく、むしろ最高の快楽だった。

「んんぁぁぁ！　いやああぁぁ！　はああああんんんんっ！」

　悲鳴なのか喘ぎ声なのかわからないくらい絶頂している。

　外の誰かに聞かれているかもしれないと思うくらい、フィラナは大声で叫んでいた。

（ここまで反応がいいと嬉しいな）

　自分の身体で女性を感じさせている。

　その優越感が広宣のことをひどく興奮させていったのだった。

「ヒロノブ様、大きくなってます！」

「え？」

「また……おちんちんが……あんっ！　硬くなってますし、長くもなって……ああああっ！」

　自分では変化に気がつかないが、入れられているほうが言っているのだから間違っていないのだろう。

　確かに、さっきよりも奥へ届くような気がする。

（これなら……）

　さらに深いところまで届くような気がして、広宣はフィラナの尻を強く寄せつけた。

「んぎぃ!?　ひぃ……！　あ……んうぉ……！　くっ、ほぁあ！」

　舌を突き出し、フィラナの目がいってしまっている。

　ゼェゼェと呼吸を激しくしながら、唇を尖らせているのだった。

「ヒロノブ……様ぁ……わらひ……おかし、く……なりましゅ……もう……らめ……」

「気持ちいい？」

「気持ちいいを……通り越して……頭が……狂ってしまいそうです」

「そ、そこまで？」

「目の奥がチカチカして……女として生まれて……よかったと思うくらい、でしゅ……！」

　そこまで言ってくれるのは嬉しいものがある。

　フィラナのような女性が淫靡に乱れてくれるのは、男としても幸せなことだ。

（もう少しもてばいいんだけど……）

　射精しているのではないかと思うレベルで、我慢汁が溢れ出している。

　広宣のほうも限界が近づいてきたのだった。

「フィラナ……俺もイクね」

「は、い……いっぱい出して下さい。私の中に……たっぷり注いで」

「オッケー」

　外出ししたいところだが、膣内が密着して抜くことができそうにないのだ。

　フィラナのアソコが自分専用みたいに形作られているのがわかった。

「最後……動くよ」

「ひゃ……い……」

　フィラナのほうも余裕がないだろう。

　滑舌が悪くなって、たまに何を言っているのか、わからなくなるときがある。

（よし……）

　広宣はピストンを激しくしていった。

　お姫様の身体が壊れてしまうのではないかというくらい、強烈に突いていく。

　まるで尻をビンタしているような音が小刻みに鳴り響き、ふたりだけの部屋にこだましていった。

「あああああああっ！　あんっ、あんっ、あああっ、あああああ！　しゅ、しゅごいでしゅぅぅぅぅ！」

「はぁはぁはぁ……気持ちいい……」

　広宣もフィラナと同じようにのけぞってきた。

　ペニスが快感で麻痺してしまって、突いているのか、突いていないのかわからなくなっている。

「んんふぁあっ！　んふぁっああんっ、んあぅ、あああうううっ！　ヒロノブ様……私、イクぅぅぅ！」

「俺もそろそろだから」

「む、無理でしゅ……もう、我慢できなく……イクッッ!!」

　ぎゅん、と膣内が締まると彼女はまた絶頂してしまった。

　広宣は気にすることなく、抽送を繰り返していく。

「あああ！　またイクぅ！　んんんぁぁあああっ！　うううっ!?」
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「フィラナ、イっちゃった？」

「突かれるたびに……イクッッ！　イって……イクぅ!?　イってましゅ……イックぅぅぅ!?」

　獣のようなよがりっぷりに、広宣も我慢できなくなってきた。

（バックで犯して、こんなふうに乱れるなんて……）

　今まで自分が見てきたエロ動画は、嘘っぱちだと思う。

　本当に感じさせまくると、ここまで女性は豹変するのだ。

　広宣はそういった楽しみを学びつつあった。

「やめて下さい、ヒロノブ様！　このままだと私……い、意識が……！」

「大丈夫……もう出るから！」

　ずっと我慢してきたけど、もう無理だ。

　ペニスが大きくなって発射したがっていた。

「フィラナ……出すよ」

「中に出してぇぇ！　その長くて太いもので……私の子宮に射精して下さいぃぃぃ！」

「も、もうダメだ……！　出るぅ！」

　ドビュルルルルルルルル!!

　尻を寄せて、一番深いところで射精をする。

　溜めに溜めたから、大量の精液が一気にフィラナの子宮を満たしていった。

「はぁ……はぁ……しゅ、しゅごいでしゅ……私、中出しされて……」

「くっ、もう少し出るから」

「あぅ!?　精液が当たってるのですぅ……」

「はぁはぁはぁ……」

　射精が終わった広宣は肉槍を引き抜いた。

　尻だけ浮かせた体勢になったフィラナの膣から、白い液体がどっぷりと溢れだしてくる。

　自分でも驚くくらいの量を発射してしまった。

「ヒロノブ様……ありがとうございます」

「少し休もうか」

「す、すみません……。私、身体に力が入らなくて……」

「いいよ。ちょうどベッドだし」

　そう言って彼女を寝かせる。

　朦朧としているのか、フィラナはぼそぼそと呟いていた。

「ヒロノブ様……実はお話しがある……ん、です」

　そう言いながら、彼女は眠りについてしまった。
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「話って……？」

　一眠りをして、体力を元に戻した広宣たちはベッドの上に腰掛けながら話していた。

「すみません……私、夢中になっちゃって」

「フィラナが気持ちよかったなら、いいんだよ。それで？」

「それは……ヒロノブ様の能力についてです」

「俺の？」

「能力を教えていただいても、よろしいでしょうか？」

「ああ、いいよ」

　広宣はステータス画面を広げてみせた。




《性交報酬》

　性交をすることにより相手のステータスをアップさせることができる。




「あ！　説明文が変わってる！」

「変わってる？」

　事情がわかっていないフィラナに対して、広宣は説明をしたのだった。

「……そんなことが」

「この世界じゃ珍しいこと？」

「そうですね……そもそも能力を持ちあわせている者が少ないので……。例としてあげられることのほうが少ないですが……」

「何か知ってるの？」

「ありえる話ではあります」

「本当か!?」

　自分のステータスやら能力やらが適当な感じがして、広宣はどんなリアクションをしたらいいのか不安になっていたところがあった。

　だがフィラナの話では、おかしなことではなさそうなので、少しほっとしている。

「基本的に説明文が変わるというのは、能力の変化によるものが大きいですが、今回のように意味を理解してからきちんとした形の文に変わるというのもあります」

「なるほど……。理解したからか」

　確かに葉子とのセックスにより、この能力を理解することができた。

　そういった事情があるのだろう。

「しかし、相手のステータスをアップさせる能力……。これは確かに有用ですね」

「フィラナから見てもそう思うの？」

「一時的に能力を上げる魔法はありますが、ヒロノブ様の場合は違いますもんね？　ステータスによって戦闘能力が大きく変わる世界ですので、かなりの特殊性だと思います。極端な話、ヒロノブ様ひとりがいれば最強の軍隊を作ることができます」

　やはり客観的にこの能力を見ると、そういう分析になるのだ。

「だから……ヒロノブ様とコンタクトを取ることになったんですね」

「それって……？」

「ええ、夢の話です。私の能力は先ほどもご説明したように、特殊能力を見つけることです。そして、もう一つの能力があります」

「もう一つ!?」

　広宣は前のめりになって尋ねてしまう。

「それは──《英雄探査》。特殊のなかでも、さらに特殊な能力の人を探し当てます。だいたいそういった能力を持った方は、我々の世界において英雄的な活躍をされることが多いので、私はそう呼んでいるのです」

「すごいね……！」

「頻繁には使えませんし、精度についても未知数なところがありますから……作戦において役に立つことは少ないんですけどね」

　自嘲ぎみに笑うフィラナ。

　広宣は首を横に振った。

「そんなことないって。フィラナの能力が正しいことが、いつか証明されるさ」

「あ、ありがとうございます」

「あまり自信がなかったから、さっき言わなかったんだね？」

「ええ。私の言葉で混乱させてしまうのも良くないと思ったので」

「なるほどね」

　フィラナの言うことももっともだ。

　今は冷静だから、きちんと聞くことができるが、場合によっては浮き足立っていたかもしれない。

「あと……気になっていたことがあったんだけど……」

　広宣はフィラナに会ったら、確かめたいことがあることを思い出した。

「俺のことをイレギュラーって呼んだけど……」

「ヒロノブ様は本来、この世界に来るはずではありませんでした」

「どうしてわかったの？」

「私が探査できたのは、三十一名の女性です」

「うん。男である俺はイレギュラーだってわけね」

　そんなことを騎士も言っていたと思う。

「それともう一つ……。夢の中で別れる前に、もうひとりのイレギュラーがいるって」

「……具体的なことはわからないのです。ただ、探査しているなかで一つだけ、奇妙なものを感じたのです」

「誰かは……わからないよね？」

「すみません」

「いいんだ」

「いえ、気をつけてと言ったのは私ですから」

「たとえば、俺たち異世界人に会って調べることとかできる？」

「おそらく無理かと……。この世界に来てしまったらフラットな状況になりますから」

「そっか……」

　何か手がかりを見つけられればと思っていたが、それはできなかった。

「ま、そいつが本当に気をつけるべき対象なのか、わからないしな」

「え、ええ……違和感を覚えただけかもしれません」

「ま、どうにかなるさ」

　もし何か悪いことをしようとしているなら、ステータスの低い広宣は真っ先に狙われているはずだ。

　狙われるどころか好き勝手行動できるところを鑑みると、ターゲットになっていない可能性もある。

（そもそも何も起こらない可能性も高いだろうしな……）

　ここは異世界。

　何があっても不思議ではないが、疑心暗鬼になってしまうのもよくない。

　今のところ仲間割れも起きていないし、そこまで心配しなくてもいいだろう。

「あ、そうだ……！」

　広宣はあることに気がついた。

「フィラナのステータスもアップしてるか、見せてくれる？」

「そうですね。ちょっと確かめてみましょうか」
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「どう？」

　広宣が尋ねると、フィラナは少し驚いたようだった。

「あ、上がっていますね……！」

「そっか！　この世界の人にも能力が効くみたいだな」

「確かめることができて、よかったですね」

「よっしゃ！　これからもヤリまくるぞぉ！」

　変な気合を入れていたら、フィラナがくすくすと笑っていた。





◆　　　　　◆






　広宣とフィラナの会話を、こっそりと盗み見ている者がいた。

（うしし……ふぇありぃ、いい話を聞いちゃった♪）

　如月妖精は笑みを浮かべる。

　異世界に召喚されて数日。この世界の男たちと何回かセックスをしたが、満足できるものではなかった。

　副団長が言っていたように、あのサイズでも大きいと言えるものだったのだ。

　とにかくペニスの大きさが大事だと考えている妖精からしたら、この世界は最悪だ。

　気持ちのいいセックスをできていないためか、訓練にもまったく身が入らない状況。

　彼女は体調不良を訴え、早めに切り上げていたのだった。

（オナニーでもしようかなって思ったら、あいつを見つけて……）

　確か名前は小沢広宣だったと思う。

　冴えない男だから興味なかったが、欲求不満だとどんな男でも良く見えてしまう。

　妖精は知らぬ間に後をつけてしまったのだ。

　そしたら……。

（まさかお姫様とセックスするなんてね）

　扉をこっそりと開けて、中を見てしまった。

　広宣とフィラナのセックスは、まさに自分が求める野獣のようなセックスだったのだ。

（ちんぽもでかいし……！）

　意外にもいいものを持っていて、妖精は俄然興味が出てくる。

（あの男だったら、回りくどい攻め方しなくてもいいだろうし……うしし……！）

　黒い笑みを浮かべながら、彼女はその場から立ち去っていった。
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「ふぁあ～」

　フィラナと激しいセックスをしてしまったためか、広宣はいつも以上に疲れていた。

　日もすっかりと落ちてしまい、辺りはかなり暗くなっている。

　松明の火が城の廊下を照らすなか、トイレに向かって歩いていたのだった。

　トイレに行くには、中庭を通るのが近道だ。広宣が向かっていると、人ひと集だかりができているのを発見した。

「えいっ！」

「はぁ！」

「いいですわ！　さあ、ラスト！」

『はいっ!!』

　そこにいたのは剣を振っている女子たちだった。

　周りに騎士たちがいないところを見ると、どうやら自主練習をしているらしい。

（へえ、偉いじゃん……）

　本来なら自分も、訓練に参加してもおかしくないはずだった。

　だが、彼女たちが暴言を吐いてしまったがために、広宣はこうして肩身の狭い思いをしている。

（見つかると面倒だからな……）

　特にリーダーとして動いている彩花に見つかったら大変なことになりそうだ。

　広宣はすっと中庭を通り抜けようとした。

　そのとき、

「あ～ら、使えない雑魚はお暇みたいですわね！」

　甲高いお嬢様の声が聞こえたのだった。

（あーあ、バレちゃった……）

　内心でため息をつきながら振り向くと、そこには彩花が腰に手を当てて立っていた。

「何だよ……？」

　広宣がそう尋ねると、

「わたくしたちは訓練をしているのです。……消えて下さる？」

「トイレに行ったら自分の部屋に帰るよ」

「そういうことでありませんわ。この城……いえ、可能ならばこの世界から消えてと言っているのです」

「……」

　相変わらず強い口調。

　広宣はカチンときた。

「訓練なんかして偉いね。……そう褒めてほしいのか？」

「黙りなさいっ。わたくしたちは元の世界に帰るために必死なのです」

「だったら少しでも協力し合ったほうがいいんじゃねーのか？」

「あら、協力する気があるのね。……だったら、消えて。みんなの士気に関わりますわ」

「なんだと!?」

　大人しくしていると、こういう態度を取ってくるから困ったものだ。

　一度ぶん殴ってやりたいが、相手は大人数。

　返り討ちに合うのは見えている。

「戦うこともできない……生きているだけで目障り……あなたの役目は何ですの!?」

「お前ら、そんな暴言ばかり吐いてると、助けてほしくなっても助けてやらないぞ」

「ぷぷぷ……！　あなたが!?　わたくしたちを助けるって!?」

「そうだよ」

「どうやって!?」

「それは……」

　広宣の力はセックスをすることでステータスをアップさせる。

　その上昇率は普通に訓練するよりも遥かに高いのだ。

　早く元の世界に帰りたいと思うのであれば、尚更、能力を借りたほうがいい。

　だが、広宣は言い出すことができなかった。

（俺の力を説明したところで誰も信じないだろうしな……）

　それどころか、ただヤリたいだけだと判断され、殺されてしまうかもしれない。

「ほら、何も言えないではありませんか」

「黙れよ」

「もっと言って差し上げますわ。……消えなさい、クズ！」

「黙れって言ってるだろ！」

「消えて！」

　彩花が広宣の頬を叩こうとした瞬間。

「ストーップ！」

　ふたりの間に割って入る者がいた。

「彩花ちゃんも……小沢も……ケンカはやめたほうがいいと思うよ？」

　目の前にいたのは、

（如月妖精……？　確かこいつは……）

　女クラの中でも異彩を放っているビッチ。

　基本的に真面目で清楚な格好をしている子が多いなか、彼女はバリバリのギャルなのだ。

　そんな彼女が彩花を止めようとしている。

「彩花ちゃん、ケンカしても何もならないんだし……ね？」

　持ち前の明るさで場の雰囲気を変えようとするが、彩花の怒りは収まることがない。

「如月さん、あなた……この男の肩を持つつもり……？」

「え……えっとぉ……」

「前から思っていたのだけど、あなたとは合いませんわ」

　女クラは良くも悪くも彩花のクラス。

　彼女のおかげで意思の統一ができているが、逆に言うと彼女に逆らう者は排除されてしまう。

「訓練もサボっているようですし、あなたも消えてもらって構いません」

「ちょ、ちょっとぉ～。冗談だよね、彩花ちゃん？」

「さあ、皆さん！　今日は休みましょう！　それと、ここにいるふたりはこれからいないものだと思って扱いましょう！」

　そう言って、女子たちは解散してしまった。

「彩花ちゃん……ひどーい！」

　その場に残されてしまう広宣と妖精。

（けっ、胸クソ悪いやつだぜ……）

　広宣が立ち去ろうとすると、

「小沢も待ってよぉ！」

「何だよ……」

「せっかくふたりきりになったんだから、お話でもしようよ♪」

　こんな気分の悪い状態で、妖精のようなテンションの高い女と一緒にいられるわけがない。

「お前も俺といるのはやめろ。すぐ謝ればあのお嬢様も許してくれるかもしれないぞ？」

「え、ええ～！　どこ行くのぉ!?」

「トイレ」

　そう言って、広宣は闇のなかに消えていった。





◆　　　　　◆






（ったく、最高の一日から最悪の一日になっちまったぜ……！）

　フィラナとの再会は喜ばしいものだったが、その後、彩花との流れは最悪のものだった。

（気分悪いからさっさと寝よう……）

　疲れていたためか、広宣はすぐに深い眠りに落ちていった。

　ぐっすりと眠り、しばらく時間が立つと、扉が開く音が聞こえた。

（なんだ……？）

　起きて確認したいところだが、眠くてそれどころではない。

　広宣はまた眠りにつこうとした。

　そのとき。

（……ッ!?）

　下半身……股間の辺りに違和感を覚える。何かさわさわしている感じがするのだ。

（眠いからおかしくなったのか……？）

　寝ぼけて正常な判断ができなくなっている。だが、確実に変な感触がするのだ。

（だって、ちんこが……!?）

　がばっとふとんを剥ぐと、

「じゅぶ……んふ♪」

　広宣のペニスを咥えた──如月妖精がいた。
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「ちょ、ええ～!?」

　意味のわからない展開に広宣はどうしていいのか混乱してしまう。

「お前、何やってるんだよ!?」

「お前じゃなくて、ふぇありぃって呼んで」

「そうじゃないだろ！」

　シチュエーションだけ説明すれば、こうだ。

　──寝ていたら、ビッチ女に夜這いされ、フェラされている。

（どうなってるんだよ!?）

　妖精のビッチ的な噂は何度も耳にしたことがある。

　広宣だって、一度くらいヤらせてくれないかなぁと、ゲスなことを考えていたこともあるくらいだ。

　だが、今ではない。断じて違う。

「まあまあ……小沢は黙ってしゃぶられていればいいの。ふぇありぃっておフェラは得意なんだよ？」

「う……」

　根本まで咥えたまま上目遣いで見つめてくる。少し鼻の下を伸ばしたひょっとこ顔になっているところを見ると、興奮を抑えることができないのだ。

　顔は動かしていないが、口の中で舌先を細かく動かして、裏筋を刺激している。

　ピンポイントでそこを狙っていることを考えると、確実に男の弱点を知っているということだ。

（く、くそ～意味不明な展開だけど超気持ちいい……！）

　昼間にフィラナとヤったばかりだというのに、ペニスがガチガチに勃起してしまっているのだ。

「じゅぼ……小沢ってちんこかなりでかいね」

「そ、そうか……？」

「ふぇありぃって、大きいちんちんが大好きなんだよねぇ」

「へ、へえ」

　隠語を恥ずかし気もなく言うところが、完全なビッチである証拠。

　だが、広宣は嫌いじゃなかった。

（テクニックのある女に攻められるのって憧れだったし……）

　寝ているだけで気持ちよくしてくれるなんて最高のことだ。現に妖精はフェラを繰り返している。

「じゅぼ、じゅぶぶ、んぶぼぅ、じゅぼぉ……！」

　低音を響かせながら顔を上下に動かしている。

　カリ首に唇が引っかかっているため、すぐにでも発射してしまいそうな勢いだった。

「で！　なんでお前はこんなことしてるんだよ!?」

「だってぇ～ふぇありぃ、欲求不満なんだもんっ」

「だからってなぁ」

「本当はフェラなしで騎乗位でパコパコしようかなって思ってたんだけど、さっきの小沢が格好よかったからご褒美をあげようと思って」

「な、何のことだよ？」

「ふぇありぃのことを気にして、立ち去ってくれたんでしょ」

「……」

　気にしていたと言えば嘘ではない。だが、ここまでしてもらう予定はなかった。

「うーん、この巨根大好きぃ♪」

　妖精は頬ほお摺ずりをして楽しそうにしていた。

「このちんちん、可愛がってあげたかったんだぁ」

「ん？」

　妖精の言い方に引っかかりを覚える。

　広宣の言いたいことに気がついたのか、妖精はにっこりと笑って、

「今日の昼間、お姫様とエッチしてたでしょ？　ふぇありぃ、見てたんだぁ」

「はぁぁぁ!?」

　びっくりのカミングアウトに広宣は上体を起こしてしまう。

「はいはい、寝てましょうね～。じゅぼぼぼ……！」

「くぅ！」

　強烈な快感が走って、広宣は再び仰向けになる。

「見てたって……？」

「うーん？　なんかぁ小沢のこと見つけてぇ……後をつけてたの♪」

「覗き見してたのかよ……。どこまでだ？」

「全部！」

「なっ！」

　ガクっとする広宣。

（おいおい、マジかよ！）

　こいつなら城中に言いふらしかねなかった。

（別に合意の上だから大丈夫だと思うけど……）

　相手はお姫様。下手したら何か罪になってしまうかもしれない。

「黙っていてほしかったら、ふぇありぃにしゃぶらせて」

「本当に誰にも言わないのか？」

「うん！　あ、でも……ステータスが上がる件は言ったほうがいい？」

　妖精は小首をかしげながら尋ねてくる。

「……いや、お前が言ったところで信じるわけないと思う」

「だよねぇ。まあ、訓練してれば上がるし大丈夫かな」

「ああ。あいつらも俺の話を聞く気なんてないみたいだし、次に行う作戦も安全なんだろ？」

「うんっ。弱い魔物しかいない砦を攻めるみたいだよ」

「ならいいか」

「そうそう。だからふぇありぃにおフェラされちゃいな～……ぐぼぼぼぼぼっっ！」

「くぅ！」

　ペニスが引きぬかれてしまうような勢いで妖精はフェラをする。

　片手で手淫しながら、もう片方の手では金玉をマッサージしていた。

　その動きを見ると、完全に慣れたものになっている。

「小沢、いつでも……じゅぶ、んぶるる……出していいからね」

「はぁはぁはぁ……き、気持ちいい……」

「もっととろけさせてあげるから」

「え……」

「ねもねもねもねもねも……！」

　カリ首に沿って、回転させるように舐めてくる。

（ロ、ローリングフェラかよ!?）

　滑らかに動かしながらペニスを愛撫してくる。

「ここも気持ちいいよ？」

「あぐっ。先っぽを!?」

　鈴口に舌先を忍び込ませるような勢いで感じさせてくる。広宣はあまりの快感に腰を浮かせた。

「んぐぅ!?　小沢のちんちん……長いから喉まで当たるぅ」

「やめろって……！　本当に出ちゃうから」

「出していいんだって！　ね、ね……早く早くぅ！」

「うわっ、ちょ……！」

　広宣の腰に手を回しながら、妖精はさらに奥へと飲み込んでいく。

　苦しそうに眉間にしわを寄せているが、やめる気配はなかった。

「ごぶっ、んぶ、じゅぼ、ちゅるるる、れるぶ、あんぶぅ！」

「出るって……！」

「いいよ、出して……！　出しやすいように吸ってあげるからね」

「え……？」

　広宣が聞き直すと、彼女は頬をすぼめて、

「ギュボギュボギュボギュボギュボ!!」

　爆音を鳴らしながら吸い上げたのだった。

（が、我慢できない……！）

　精液がのぼっていき、広宣は一気に射精してしまった。

「んぶぶぅ!?」

　妖精の口内で発射。彼女は慣れた様子で精液を飲み始めてしまった。

「ゴクゴクゴク……こんなに濃くて、粘り気があるの……初めてかも。超おいしーっ！」

「はぁはぁはぁ……全部吸われちゃったよ」

「ふぇありぃのおフェラ、上手だったでしょ？」

「あ、ああ」

　朦朧とした頭で広宣は頷いた。

「でもね、腰を振るのも得意なんだよ？」

　下着を脱ぎながら、妖精は広宣の上に跨がった。
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　ぬるりとした感触が肉槍に伝わり、ビクリと広宣の身体が跳ねた。

「こ、今度はなんだ？」

「ふぇありぃのおフェラの次はあそこで気持ちよくなってもらおうと思って。締りがすごいんだよ？」

「マ、マジか……」

「マジマジ」

　上体を起こした広宣は、妖精に抱きつくような体勢のまま、挿入されていってしまった。

「ああんん、入ってくるぅ～」

「ぐ……きつっ」

　ヤリマンだと思っていたから緩いのかと思っていたが、自分で言っていたとおり、かなりの締め付けである。すでに愛液で濡れていて、広宣のペニスを全て飲み込んでしまった。

「入ったぁ……。あんっ、こんな大きなちんちん、初めてかも♪」

「今まで何人とヤってきたんだよ？」

「しらな～い。でも、今のところ小沢のちんちんが一番かも！」

「同じセリフを何人に言ってきた？」

「ふふ♪」

　舌を出して笑う妖精。

（この笑顔にやられてきた男がたくさんいるんだろうな）

　広宣もそのひとりになってしまいそうだった。

　見た目はビッチのくせにすごく可愛いので、笑顔を見ているだけで興奮してくるのだ。

「じゃ、動くね」

　対面座位の体勢のまま妖精は腰を動かし始めた。

「あんっ、んっ、あっ、くはぁん、あんぅ、あんっあっ！」

　腰を前後にグラインドさせ、ペニスから搾り取ろうしてくる。

　さっきのバキュームフェラ以上の膣圧に広宣は早くも射精感が高まってきたのだ。

「小沢も結構エッチが得意だもんね」

「別に」

「お姫様とのエッチ、すごく激しかったじゃん！　あんな腰付きでふぇありぃも突かれたいよぉ」

「じゃあなんで上に乗ってるんだよっ」

「今日は上に乗りたい気分なの」

「そうなのか？」

「だって欲求不満だったんだもん」

「ああ、この世界に来て、ヤってないからか」

　まったくこのヤリマンビッチは、と思っていると妖精は、

「ううん。この世界の男って、短小ばっかりなんだもん」

「はぁ!?　もうヤったのか!?」

「うんっ！　誰かは言わないけどね」

　にっこりと言う妖精。

（まあ、可愛くて胸もでかくて、愛嬌のある女が誘惑したら我慢できる男なんていないよな……）

　妖精の手の早さに驚きながらも、世界は違っても男は男なんだと認識する広宣だった。

（それにしてもすごい動きだ……）

　腰がカクンカクンと前後に滑らかに動いているのだ。

　大きめの乳が身体に当たって心地良いし、本当に発射してしまいそうである。

「あんっ、んっ、あっ、くはぁん、あんぅ、あんっあっ！」

「や、やべえ……気持ちいい」

「あはっ。同じ学校の女の子とエッチするのってどんな気分？」

「悪くないな」

「だよね。ふぇありぃも小沢とヤル日がくるなんて、思ってもいなかった」

「お前、俺のことバカにしてただろ？」

「バカにしていない男なんていないよ♪」

　小悪魔な笑みを浮かべ、妖精は舌舐めずりをする。こうやって快楽だけを蝕んでいるというのは楽しい人生なんだろう。妖精の生き方を見ていると羨ましくもある。

「あーでも、こんなに大きなちんちんだったら、早く小沢とヤっとけばよかった～」

「誘われたら乗ってたぜ？」

「マジで～！　小沢って意外と経験あるの～？」

　今までふたり。葉子とフィラナのみだが、広宣は答えないでいた。

（このふたりのことを話したら、面倒なことになりそうだし……）

　それに妖精に経験豊富だと思われるのも悪くないだろう。

「じゃ、もうちょっと腰を速く動かしてみるね」

「え？」

「いくよ～！　それそれそれそれそれそれ～！」

「あああっ！」

　グラインドがさらに加速していく。摩擦で触れている肌の部分が熱くなってきてしまっているくらいだった。妖精のほうも感じているのか、鼻の穴を広げながら、汗をばらまき、腰を振っている。

「あ～マジでこのちんちん、好きかもっ！　大きくて、硬くて、太くて、長い～！」

「うぐ……また締まった……」

「ふぇありぃの腰振りをまだ我慢できているのも、すごいしぃ」

「こっちはギリギリだ」

「それでも偉いって！　小沢って、うまくすればもう少しモテそうなのにね～」

「んなことあるか」

「え～、ふぇありぃが言ってるんだから間違いないよっ」

「……お前に言われるから不安なんだよ」

　今さら女クラの面々にモテたいとは思わないし、そう聞いてもなんとも思わないのが正直なところだった。

「あんっ、あんっ、あああっ、あああああ！　ふぇありぃ……もうダメかもっ」

「はぁ？」

「ふぇありぃ、先にイっちゃうかもぉぉ！　奥のところをグリグリされるの……あんんっ、弱いのぉ」

「グリグリしてるのは自分じゃねえか！」

　まるでディルドになった気分だ。妖精のオナニーに付き合わされている感じがする。

（でも……嫌いじゃないけどな）

　自分だって妖精の膣をオナホに、オナニーをしているようなものだ。

　利害関係が一致しているため、広宣は何も気にしていなかった。

（とにかく気持ちいいし……）

　攻めるのもいいけど攻められるのもいい。葉子のときとはまた違う感触に、広宣のペニスは次第に太くなっていた。

「あああっ！　でかくなったぁ！　小沢、まだ大きくなるのぉ？」

「お前の腰振りがすごいからだ」

「やぁん、これなら小沢をイカせる前に……あああんっ、ふぇありぃがイっちゃいそうっ！」

「ぐっ……締まってきたな……」

「あんっ、もうダメえええっ！　ふぇありぃ……ふぇありぃ……イっちゃうううううっ！」

　ビクン、と海老反りになりながら妖精が絶頂する。それでも彼女は腰の動きを止めることがなかった。

「イっちゃううう！　イクイクイクイクイクぅぅぅ！　またイクゥゥゥ！」

「やべ……俺も……」

「あんっ、小沢！　出してえええ！」

「はぁはぁはぁ……！　だ、出すぞ……！」

　もう少し妖精をイカせたいところだったが、広宣も我慢できない。

　ペニスから我慢汁がたくさん出てしまっているのがわかる。

「ああああっ、ああぁああっ、んんんっ、んんんんっ！」

「妖精……出すぞ……」

「あんっ！　ふぇありぃの名前……呼んでくれたぁ」

「嬉しいか？」

「嬉しい……嬉しすぎて……イックゥゥゥゥ!!」

「お、俺も……！」

　耐え切れなくなり、広宣は射精をした。ドクドクと脈打ちながら白濁液を注いでいく。

　妖精は身体をピーンと伸ばした状態で、動きが止まってしまった。

「す、すご……！　こんなに気持ちいいの……初めてかもっ」

「はぁはぁはぁ……いっぱい出た」

　だが、広宣のペニスは収まることがない。

「小沢ぁ……まだ硬いままだよぉ？」

「悪いな、攻守交代だ」

　今度は広宣が攻める番だ。
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「ふぇ？　まだできるの、小沢？」

「すっかり強くなったみたいだ」

　ここ連日のセックスのおかげか、連続射精できるようになってきた。

（俺の能力のことを考えれば、体力はつけたほうがいいだろうしな）

　この世界で生きていくためには、とにかくステータスを強くするのがいい。

　もしくは、強いステータスのやつを仲間にするしかないだろう。

　広宣の能力はステータスを上げることだから、後者を選択することができる。

（俺が魔王を倒す必要が出てくるかもしれないしな……）

　今は女クラのメンバーに任せているが、今後どうなってくるかわからない。

　異世界の生活もそこそこ気に入っているため、帰りたくない気持ちもあるのだ。

（異世界から帰ったら、ステータスはなくなっているだろうし）

　ステータスがないなら能力も意味をなくす。

（だったら……！）

　今のうちにしっかりと鍛えたほうがいいだろう。

　幸いにも相手は性的な経験が豊富な妖精。

　少しくらい強引にやっても、彼女なら満足してくれるだろう。

「よし……いくぞ」

「え？　ええ？　抜かずにヤルの？」

「このままでいいだろう？」

「ちょ、らめだって！　抜かずって……ああああっ！」

　妖精が何か言っていたような気がするが、広宣は無視をして腰を振り始める。

　彼女のむっちりとした尻を鷲掴みにして、そのまま腰を突き上げていった。

「あああっ、ああああぅ！　当たるぅぅ！　子宮が潰れちゃうぅぅぅ！」

「気持ちいいからよがってるんだろ？　もっと激しくするぞ？」

「ああんっ、こんなにたくましいちんちん、知らないっ！　セックスしゅごいぃぃぃいいぃ！」

　隣の部屋に聞こえてしまいそうな大声で妖精はよがっている。

　普段からどこか余裕のある少女ではあるが、今はそれがない。

　額には大粒の汗をかき、ツインテールを左右に振り回しながら自分のペニスで感じているのだ。

　他の男とセックスしている時も、こんな感じなのかと想像してしまうが、どうでもいいと無視をしてピストンしていく。

「あっ、んんっ、ああんぅ、すごいのぉぉぉ！　これ、すごいぃ……！」

「気持ちいいか？」

「気持ちいいよぉ」

「正直に言え。今までで何番目に気持ちいい？」

「そ、そんなの決まってるでしょぉ」

　妖精が広宣の背中をぎゅっと掴んで、

「小沢とのセックスが一番気持ちいいのおぉぉ！　今までのはセックスじゃないっ！」

「じゃあ、今までは何なんだよ？」

「ただのオナニーだよぉ。小沢だってオナニーよりもセックスのほうが気持ちいいでしょ？　それと一緒！」

「ほう」

　他の男とのセックスは、ただの自慰行為にすぎないというわけだ。

　こんなヤリマン女でも自分とセックスをすれば、ここまで変わってしまう。

　おそらく能力の媚薬効果もあるのだろうが、女が変貌する姿を見るのは楽しいものがある。

（あとは射精をコントロールできれば……！）

　今までの女性はみな、かなりの締め付けだ。

　少しは耐えられるようになったと思うが、まだまだ我慢できない部分がある。

（ま、仕方ないか）

　もっと鬼畜に攻めたいところだが、広宣はただの男子学生だ。

　つい最近まで童貞だったことを考えると、いきなりの変化は難しい。

「あああっ、んんんぅ！　すごいのぉ、小沢ぁ……！　小沢ぁ……！」

「もっと喘いで」

「喉が焼けちゃうよぉ！　それくらい声が出ちゃうのぉ」

「最高だよな」

「あん、小沢ともっと早く出会いたかったぁ……」

「言えてるな」

　広宣は妖精の尻を強く握る。

「ああああんっ、お尻ぃ……」

「意外とでかいよな？」

「んんっ、気にしてるから言わないでぇ」

「でかい尻は大好きだ」

「小沢が好きならもっと大きくなるぅ」

「尻を掴みながら、もっと腰を振ってやるからなっ！　おらっ！」

「んぐぅほぉ!?」

　言葉にならない声を出して、妖精は天を向いた。

　だらしなく舌先を突き出し、口の端からヨダレが溢れ始める。

　目には涙を浮かべ、小鼻を広げながら感じまくっている様子だった。

「あ……ひくぅ……しゅ、しゅご……い、お腹、貫通しちゃいそうだよぉ……」

「はぁはぁはぁ……お前もなかなかの締りだ」

　奥歯をぐっと噛み締めていないと、すぐにでも発射してしまいそうだ。

　子宮口がきゅうきゅうと亀頭に吸い付いて離れようとしないため、上下に動かすのも一苦労である。

「ふぇありぃ……イっちゃった……またぁ……」
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「何回目？」

「わ、わかんないよぉ……！　小沢に触られるだけでもイクのぉ」

「そうなんだ」

　いじわるに指に力を入れた。

「あんんんっ！　お尻も感じちゃうぅ！」

「俺も我慢するのが辛くなってきた。また中出しでいいな？」

「いいよぉ、いっぱい出してよぉ！　ふぇありぃを白く染めてほしいのぉ！」

　そこまで言われてしまったら、大量に出さないといけないだろう。

　今まで耐えてきた分、かなりの精液が溜まっているのがわかる。

「行くぞ」

　広宣はラストスパートをかけた。

「あああっ、んんんぅ！　あああっ、ああああぅ！　ああああっ！」

　甲高い悲鳴が部屋の中に響いていく。

　媚薬効果が効いているのか、彼女のほうも自然と腰を振るようになってきていた。

（くっ、まだ締まるのか……）

　もともとかなり狭い穴をしているのに、快楽を与えるとさらに収縮してくる。

　指一本も入らないような膣内になり、ペニスを根本まできゅうきゅうとしごいているのだった。

（こんなの味わったら、こいつにメロメロになるのもわかるな……）

　締りがよくてテクニシャン。

　妖精がヤリマンになっていくのが理解できた。

「あああっ、ああああぅ！　ふぇありぃ、イクゥゥゥ！」

「お、俺もだ……！」

「あああああぅ！　太いのぉ！　おまんこ裂けちゃうくらい太いのぉぉぉ！」

「せ、せま……！」

「らめええ！　またイクゥゥゥ！」

「だ、出すぞ……！」

「中出し中出し中出し中出し中出し中出し中出し中出し！　中出ししてええええええええ！」

「ぐ……！」

　快楽が限界にきた広宣は、一気に射精をした。

　妖精の下腹部が膨ふくれてしまうほどの量を発射し、結合部を白く染めていく。

「あああ……あああ……あああ……いっぱい出てるぅ……」

「あー……気持ちよすぎる……！」

　何度中出ししても飽きることがない。

　どうして女の身体というのは、ここまで気持ちがいいものなのだろうか。

　妖精と抱き合いながら、広宣はそんなことを考えていた。

「小沢ぁ……全部出たぁ？」

「あ、ああ……」

「ふふ、よかったぁ。超気持ちよかったよ、ありがとう♪」

　そう言って妖精は広宣にキスをした。

（やべ、好きになっちゃうかも……！）

　頬が少し熱くなっていると、

「ねえ……小沢」

　妖精は少し真面目なトーンで話した。

「これからどうしていくの？」

　それは、核心をついた言葉だった。
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「いやぁ……困ったな」

　二つの意味がある。

　一つは妖精がそのまま広宣の部屋で眠ってしまったこと。結果的に見つからなかったが、彼の部屋から出てくるのを見られてしまったら、今ごろはどうなっているかわからない。

　妖精もハブりの対象にはなっていたが、女の子に手を出したと思われたら、他の女子たちが怒ってきそうなのは目に浮かぶ。もう一つ困ったのは、寝てしまう前に妖精が言った言葉。

「これから……か」

　少し天然の入っている彼女だからこそ出てきたセリフなのだろうが、思わずドキリとしてしまった。

（ひとまずみんなと顔を合わせたほうがいいだろうな）

　誰もいない中庭に、広宣は呼び出していた。

「小沢君、話って何？」

　現れたのは葉子だ。

「ああ、先生。ちょっと待って下さい。そろそろ……あ、妖精のやつが来ました」

「小沢ぁ～ふぇありぃを呼び出してどうしたのぉ？　今日は外で？」

「とりあえず黙っておけ、お前は」

　ぶぅ、と不機嫌そうに頬を膨らませる妖精。

（あとは……）

　広宣が見渡していると、

「お待たせしました、ヒロノブ様。あら……この方々は？」

　フィラナが来たところで、広宣はそれぞれを紹介していった。情報も共有していく。

「ヨウコ様とフェアリィ様ですね。よろしくお願いします」

「よろしくね、フィラナさん」

「フィラナちゃん、よろ～」

　広宣は彼女たちの前に立つ。

「小沢、どうしてふぇありぃたちを呼んだの？」

「お前たちは俺の数少ない味方……だからな」

　少なくとも嫌悪感は抱いていない。

　このメンバーと協力していくことが、広宣が異世界で生き抜くためには大事なことなのだ。

「俺、考えてみたんだ」

「何をです？」

「この世界の生き方について」

「生き方……小沢君、どうするか決めたの？」

「そうっす、先生」

「え～なになにぃ？」

「今から説明するからちょっと待ってろ」

　広宣は深呼吸をした。

「やっぱり……魔王の倒し方を考えたほうがいいと思う」

　そう言うとみんなは少し驚いた様子だった。

「ヒロノブ様……ご決断を!?」

「あの小沢君が……」

「やる気になってるぅ!?」

「あのなぁ、俺だって真剣に考えてるんだよ」

　彩花を筆頭に女クラの面々に何かを言われるとやる気がなくなるが、さすがにのうのうとこの世界で生きるわけにもいかなかった。

「できるできないは別にして、魔王を倒す努力をしないといけないと思うんだ」

「そうね。そうじゃないと先生たちは元の世界に戻ることはできないし」

「だけど、真っ当にやっていくのはやめる」

「え……どういうことです？」

「残念なことに、ここでの中心はあのお嬢様だ。騎士たちにも信頼を得ているようだし、今さら俺が力を貸したいと言っても一笑に付されるだけだろう」

「だよねぇ。ふぇありぃですらハブだもん」

　広宣は指を立てて、

「少しフィラナから聞いたことがあるんだ。昔、この世界に俺たちのような異世界人が召喚されたときのことを」

「古い文献にしか載っていないのですが、一千年前に魔王を封印した人たちがいたそうなんです」

「あれ？　他のときの召喚者たちは～？」

「残っている文献には、基本的に全滅と書かれておりました」

「うげっ。じゃあ、ふぇありぃたちも死んじゃうのぉ？」

「それを防ぐために、一千年前にどうやったのかを探しに行くんだ」

「先ほど文献にっと言っていたけど、それには情報はないの？」

「ヨウコ様、残念なことに文献を持っているのは……エルフなのです」

「「エルフ!?」」

　葉子と妖精が驚く。無理もないだろう。エルフなんて物語の世界にしかいない。だが、この世界には確実に存在しているのだ。

　広宣もフィラナにその話を聞いて、胸をときめかせていたが、現実はそんなに甘いものではない。

「フィラナ、もう少し話をしてもらえる？」

「ええ。それでも……文献が残っているらしいので、それを見に行こうと思うのです」

「いいじゃん！　ふぇありぃも行きたーい！」

「ですが……エルフと人間は何百年も昔に戦争をしてしまい、国交が断絶している状態なのです」

「ふぇ!?　それって激ヤバじゃん！」

「妖精、あくまでも国交だから非公式には、人間とエルフは交流があるらしいんだ」

「そこまで、行けるってこと!?」

「まあな」

　フィラナの話を聞くと、エルフの森まではそう遠くはないらしい。うまく行けば二、三日でつくことができるという。

「わーい！　ふぇありぃ、エルフに会いたいっ！」

　はしゃぐ妖精を見て、葉子が肩にすっと手を載せた。

「如月さん、小沢君が言いたいことは、また別にあるみたいよ」

「さすが先生」

「私たちに馬酔木さんたちの様子を観察してほしいってこと？」

「そうっす」

　さすがに彩花たちを好きに動かせておくのも、危ない気がする。

　こちらに不利益なことをする前に、ふたりには止めてほしいのだ。

「わかったわ。馬酔木さんたちに何か動きがあったら連絡する」

「お願いします、先生。で、さらに安全にするためになんですけど……」

「もしかしてまたエッチしてくれるの～!?」

　今度は妖精のほうも気がついたらしい。セックスのことになると反応がいいビッチである。

「少しでもステータスを上げておいたほうが安全だからな」

「砦の作戦まで数日あるし、その間にステータスを上げることができそうね」

「ふぇありぃはステータスが上がらなくても小沢とヤリたーい！」

「あ、あの……それは私も一緒、です……！」

　頬を染めながらフィラナも手を上げる。初な少女とヤリマン少女、ふたりの対比はなんとも面白いものだった。

「ヒロノブ様はみんなのものです」

「うんっ！　ちんちんは一本しかないから、みんなで仲良くシェアしていこうね」

「そうね。仲良くいきましょう！」

　なぜか女性陣にも団結力が生まれているようだった。

「ふぇありぃは昨日したから……今日は誰にしようか？」

　ちらりとフィラナを見る妖精。覗いていたことは黙っているらしい。なかなか賢いビッチだ。

「す、すみません……私も……今日は……」

「じゃあ、先生から？　若い人に譲っていただくのも悪いから……今日から三人でするのはどう？」

「いいんですかぁ、先生？」

「そのほうがステータスも上がりそうですよね！」

「ええ！　さっきシェアするって話になったんだからそうしましょう！」

　どうやら決まったらしい。

（ふう……ケンカとかしなくて助かったな）

　きっと三人の性格がいいからだろう。

（それにしてもエルフか……）

　広宣はエルフに思いを馳せていた。
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　城から旅立って数日、そろそろエルフの森が見えてきそうだった。

「ヨウコ様やフェアリィ様は大丈夫でしょうか」

　砦への侵攻作戦が展開されている頃だ。フィラナが心配するのも無理はない。

「まあ、そこまで強敵がいないって聞いたし、おそらく大丈夫だと思うけど」

「ええ……」

「それよりも俺たちが無事に着けるかが心配だって……」

　広宣とフィラナのふたりでははっきり言って戦力しては物足りない。街の外に出たら危険であり、いつ敵と遭遇してもおかしくないのだ。

「魔除けの鈴を持ってきて正解でしたね」

　街と街を移動する商人は戦闘能力を持たない者もいる。

　そんな人達は整備された街道を魔除けの鈴を持って歩くのだ。そうすればかなりの確率で無事に進むことができる。

　エルフの森へは途中、街道が途切れてしまうところがある。周りに気をつけながらようやく、エルフの森が見てきた。

「おおっ！　あそこにエルフがいるのか！」

「私も初めてですから緊張します」

「だけど、人間とは仲が悪いんだろ？　大丈夫なのか？」

「おそらく……。奥まで入らなければいきなり襲ってくることはないと思います」

　エルフは知能が高い生き物。

　また人間よりも長い時を生きることができることから、世界について様々なことを知っている。

（何よりも見た目が美しいっていうのが最高だよなぁ）

　男女ともに見目麗しい姿をしているというのがエルフの定説だ。

　いったいどんな美女に会えるのか広宣は楽しみにしていた。

「ヒロノブ様、鼻の下が伸びていますよ」

「うおっ！」

「まったく……昨晩も私のことをあれだけ抱いたというのに、まだ満足できないんですか？」

「昨日もすごかったなぁ……」

　獣たちが逃げ出してしまうのではないかというくらい、フィラナが乱れ狂っていたのだ。

　普段は清楚なお姫様の姿をしているから、セックスのときのギャップには萌えてしまうものがある。

（まずいまずい。エロいことを考えていると股間が膨らんでくる）

　テントになると歩きづらくなるから、広宣はすぐに思考を変えた。

「ま、男だから美人には弱いんだよ」

「いいですけど、ちゃんと私のことも抱いて下さいね？」

「もちろんだって。何なら……今でも……」

　なんて軽口を叩いていると、フィラナが森の入り口を指差した。

「ヒロノブ様、あれ！」

「ん？」

　フィラナが指すほうを見ると、そこに人が倒れていたのだ。

「フィラナ、急ぐぞ！」

「はいっ！」

　すぐに駆け寄ると、それは金髪の女性だった。

　ものすごいミニスカートであるため下着が丸見えになっているが、今はあまり見ないでおく。

　広宣が身体を起こすと、あることに気がついた。

「耳が……」

　人間よりも長く尖っていたのだ。

　これはエルフである証。

「まさか……エルフの女性が……。ヒロノブ様、近くの木陰に運びましょう」

「わかった。フィラナは水を用意しておいてくれて」

「わかりました」

　女性を木陰に運び、濡れタオルを額に当てる。

「ん……ん……」

　意識が回復してきたのか、女性はうめき声を上げてきた。

　身体中に傷があるところを見ると、戦闘の後みたいだ。

「お……目が覚めたか？」

　広宣と女性の目が合うと、

「人間!?」

　彼女はすっと飛び起き、ナイフを構えたのだった。

「おいおい、俺たちは敵じゃねえぞ」

「そうです。私たちはあなたを助けようと……」

　だが、女性はナイフを放す気はないらしい。

「おい、フィラナ」

　広宣は小声で話した。

「俺たちとあいつ……どっちが強い……？」

「エルフのステータスは高いです。おそらく向こうでしょう」

「だよな」

　見た目からしても強そうなのは理解できる。

　運がいいところがあるとすれば、エルフの理性に期待できることだろう。

「やめておけ。そんな傷じゃ戦うこともできないだろう？」

「エルフの森に人間を入れるくらいなら、お前たちと刺し違えてもいい」

「おーこわ」

　そういう覚悟のある者はおそろしい。

　広宣は肩をすくめ、彼女のほうに向かっていった。

「ヒロノブ様!?」

「く、来るな……！」

「ったく、怪我してるんだろ」

　そう言って、荷物の中から治療薬を取り出した。

　魔法により精製されているため、飲むだけでも傷を癒やすことができるのだ。

「飲めよ」

「いらん。わたしは人間の施しなど受けない」

「俺を殺そうと思うのは構わないが、ちゃんと薬は飲め。いいよな？」

「なっ……！」

　言って、瓶を彼女の目の前に置く。

「飲めよ」

「……」

　どこか迷っているようだった。

「別に毒なんて入っちゃいないよ」

　そう言って、広宣は一口、自分でも飲んで見せたのだった。

　薬独特の苦味が広がっていく。

（あまりうまくないな……まあ、そのほうが効き目がよさそうだ）

　美味いのもあると聞いたから、今度はそっちを持ってこようと思う。

　毒がないと信じたのか、女は薬を手に取り、飲んでくれた。

　飲み干して、しばらくすると、

「……傷が治ったみたいだな」

　だいぶ癒えたようだった。

（ま、これなら大丈夫そうだろう）

　力づくで勝負したところで勝ち目はないだろうし、こういうときは理性に訴えていくのが一番だ。

　広宣はフィラナに目配せをして、そのまま森の中へ向かおうとした。

「待て！」

　女の声が聞こえ、振り返った。

「これ以上……奥へ人間は入ってはいけない」

　鋭い目つきで見る女。

「だから……わたしがここで話を聞こう。それでどうだ？」

「いいね。俺は危ないのが嫌いなんだ」

「ふっ……。お前たち、名前は？」

　広宣たちはそれぞれ自己紹介をした。

「ヒロノブに……フィラナか……変わった人間だな」

「で、お前の名前は？」

「私は──ヴァレリアだ」

　彼女はようやく、ナイフをしまったのだった。
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「先ほどは、ありがとう。礼を言う」

　どうやら武人っぽいタイプらしく、ヴァレリアはきちんとお辞儀をした。

　その姿に広宣は感心する。

「それで、お前たちの用事とはいったい何なのだ？」

「実はですね……」

　フィラナが説明をしてくれた。

「……なるほど。珍しい名前だと思ったが、ヒロノブは異世界人だったのか」

「そういうことだ」

「ふむ。文献だけなら見せてもらうことは可能だろう」

　そう言うと、ヴァレリアは指笛を吹いた。

　ピィーという甲高い音が鳴ったかと思うと、森の奥から鷲がやってきた。

「こいつに連れて行ってもらうといい。案内させよう」

「ありがとう。じゃあ、フィラナ。先に行ってくれるか？」

「あれ？　ヒロノブ様は行かないんですか？」

「俺はもう少しヴァレリアの怪我の様子を見るよ。それに文献のような難しいものを、すぐに理解できるとは限らないしな。まず、見ておいてくれ」

「わかりました」

　再度ヴァレリアにフィラナの安全を確認した広宣は、彼女を見送ったのだった。

「それにしても災難だったようだな。魔物に襲われたのか？」

「ああ。だが、こうして傷は癒えた。ありがたいことだ」

「ふーん」

　広宣はどこか引っかかっていた。

（エルフは人間よりも強く、賢いんだったよな。そう簡単に、自分の森の前で魔物にやられるか？）

　強力な魔物もいるのだろうが、この近くには現れないと聞く。

　現に旅慣れない広宣たちでも大きな危険もなく、エルフの森に辿り着いたのだから。

「ふっ、お前は気がついたみたいだな」

　広宣の態度で察したようで、ヴァレリアが話してくれた。

「……わたしはあまり強くないんだ」

「エルフだろ？」

「弱いエルフがいてもいいだろ？」

「どうだろうな。よっぽどのことがない限り、長く生きれば強くなり続けるんだろ？　この世界は」

「……」

　急に言葉をなくすヴァレリア。

　彼女は話題を変えるかのように、広宣に尋ねたのだった。

「異世界から来て、この世界の人をどう思う？」

「まあ、俺たちの世界とも、けっこう変わらないなって」

　人間の本質というのは、どこの世界も同じようだ。

「ふっ、面白い答えだ」

「ありがとよ」

「さっき言ったな？　強くなり続けるって」

「ああ」

「意外とうまくいかないものなんだ」

　どこか寂しそうに遠くを見ながら、ヴァレリアはそう言った。

　その気持ちを広宣は理解することができる。

「わかるよ、俺にも」

「そうなのか？」

「最近、うまくいかないことばかりだ」

「……意外だな」

　ヴァレリアが初めて表情らしい表情を見せる。

「お前も意外だよ」

「弱いことか？」

「そんな表情もするんだなって」

「わ、わたしだって感情くらいはある……。ああ、そうだ！」

　ヴァレリアは何か思い出したように手を叩いた。

「傷を癒やしてくれた礼がしたい」

「それはさっきもらっただろう。エルフの森へ行かせてくれたしな」

「あれは彼女への礼だ。お前には、まだしていない」

「いや、別にいいって」

　広宣が断ろうとすると、ヴァレリアはぐっと近づいてきた。

　甘い匂いがして、胸元が大きく開いた服を見て、広宣はくらっときてしまう。

（さすがにエルフだけあって、美人だなぁ～）

　このままずっと側にいると、エロスイッチが入ってしまいそうだ。

「遠慮するな、早く言え」

「何もないって」

「そんなことないだろ」

「じゃあ聞くが、何でもいいのか？」

「いいぞ」

　まるで挑発するような目で言うから、広宣もからかうつもりで言った。

「なら、ヤラせてくれよ。お前みたいないい女は抱いてみたい」

　みるみるうちにヴァレリアの顔が赤くなってしまう。

「なっ!?　何を言って……だ、だが……何でもと言ってしまったし……」

「いや、冗談だって」

　さすがにこれ以上からかうのはよくないだろう。

「わ、わかった……い、いいぞ……！」

「あーはいはい……それで……ええっ!?」

　まさかの答えに、広宣は思わず大声を出してしまった。

「すぐそこに誰も使っていない身張り小屋がある。そこなら人も来ないし……いいと思う」

「ちょ、マジで言ってるのか？」

「ヒロノブは本気じゃなかったのか？」

「……っ！」

　究極の選択だ。

　ここで否定することもできるだろう。

　だが、エロにかける情熱は誰にも負けない広宣からしたら、こんなチャンスをみすみす逃すわけにはいかなかったのだ。

（くそぉぉぉ！　さっきまでの俺は格好良かったよな!?　どうせなら最後まで格好つけないと……いや、でも相手はエルフだし……！）

　広宣が欲望に勝てるわけがない。

「よし、ヴァレリア……小屋に行こう！」

「急にやる気を出すな。びっくりしてしまうだろう」

「いや善は急げと言うだろ！」

「まったく……。だが、お前みたいに積極的な男は嫌いじゃないぞ」

　ふたりは小屋とやらに向かって歩き出した。

　その途中で、広宣は自分の能力のことを思い出す。

（もしかして俺の能力で……）

　彼女のステータスを上げることができるかもしれない。

「なあ、ヴァレリア」

　広宣は自分の能力を説明したのだった。

「それは……本当か!?」

「ああ。おそらくエルフでも問題ないと思う」

「それは嬉しいな。まあ、わたしはその能力がなくてもヒロノブに抱かれていたが」

「あー、もう一ついいかな」

「なんだ？」

「俺さ、長旅で疲れてるんだよね。さっきヴァレリアが飲んだ薬で、回復しようかと思ってたんだけど……」

「そ、そうか……。私のほうがきっと、体力があるのか……」

「だからさ」

　広宣は思い切って言ってみた。

「俺の上で腰を振ってくれない？」

　そう言うと、ヴァレリアは再び顔を赤く染めたのだった。
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「う、上に乗って腰を振るなんて……はしたない」

　小屋につき、ベッドに座ったヴァレリアはしかし、首を横に振ったのだった。

（ちぇ……やっぱりダメかよ……）

　ヴァレリアは、エルフだけあってかなりの美人だ。

　美しい金髪や肌のきめ細かさを下から眺めながら、奉仕されるのはさぞかし至福の時間だろう。

　ぜひとも、このチャンスを堪能したかったのだが。

「だが、ヒロノブの頼みだし……」

　どこか迷っているヴァレリア。これは少し押せば、なんとかなるかもしれない。

「恥ずかしいから、ダメなのか？」

「そ、そうだ……。それに、その……」

「その？」

「わ、わたしは……実は、あの……け、経験がないのだ」

「経験が……ない？」

　それは処女であるということ。

　ヴァレリアほど美しいのに経験がないなんて意外なことだった。

「まさかヒロノブが、私なんかにそういうお願いをしてくるなんて、考えてもいなかったんだ」

「あー、なるほど」

　さすがにお礼へのお願いとしては、ハードルが高かったかと反省する。まあ、冗談半分だったし。

　だが、気持ちとしてはヤル気まんまんであるため、なんとかしたいところ。

　ヴァレリアの気持ちも考えると引いたほうがいいのかもしれないが、欲望が思考を邪魔するのだった。

（……押すよりも引いてみるほうがいい？）

　そう思った広宣は、

「まあ、無理しないほうがいいよ。初めては大事なものだし」

　少し優しく、そんなセリフを言った。

（ここでちょっと、ふりをして……）

　小屋から出ようしていることをアピールする。

　すると、ヴァレリアは広宣の服を掴んだのだった。

「ま、待ってくれ」

「ん？」

「その……初めての相手という意味では……ヒロノブはふさわしいと思う」

「そ、そっか」

「い、いや……むしろヒロノブがいい……！」

　そこまで言ってくれるなんて最高だ。

「でも、どうして？　人間は嫌いなんだろ」

「エルフと人間は昔の戦争から縁が切れてしまっている。人間が増えすぎたから自然も減少しているし、そのせいで世界が危機に瀕しているとも思っているんだ」

「なるほどね」

　こっちの世界でも、あながち間違いじゃないのだろう。

「だが、ヒロノブは違う。違うような気がするんだ」

「そうか？」

「わたしを見つけてすぐに、迷いなく助けてくれたじゃないか……。そんな人間がいるなんて思ってもみなかった。だから、わたしはヒロノブとなら……」

「わかったよ」

　恥ずかしそうに言ってくるので、広宣は言葉を遮った。

　ヴァレリアの隣に座ると、彼女の頭を優しく撫でる。

「俺でいいんだな？」

「あ、ああ」

　ゆっくりと頷くと、広宣は彼女に口づけをした。

「ん……」

　突然のことにびっくりしたのか、ヴァレリアの身体がビクンと跳ねる。

　だが、すぐに彼女はキスを受け入れるようになった。

「ちゅ……これが口づけなのか……」

「キスも初めてか？」

「ああ。かなりドキドキするんだな」

「もっと感じさせてあげるよ。ヴァレリアが夢中になるくらいに……」

　広宣は彼女の巨乳を鷲掴みにしたのだった。

「んっ！」

「胸、揉まれると気持ちいいだろ？」

「あっ、んっ、あっ……な、何この感じ……ああっ！」

「俺に任せてヴァレリアは気持ちよくなって」

　キスをしながら広宣は服を脱がしていく。

　童貞だったころは、こんなふうに美女をリードすることなんてできなかったが、経験を積んだ今なら意外とできるもんだ。

　舌をヴァレリアの口内に忍び込ませ、ディープキスで愛撫する。

　初めは戸惑っていた彼女だったが、自然と舌を絡ませるようになってきた。

　じゅぶじゅぶという水音と、吐息がふたりだけの部屋に響いていく。

（そろそろいいかな……）

　広宣はふとももに指を置き、そのまま股間に向かって這わせていった。

「はぅ、あぅん！　そ、それ……ビクビクしちゃう……！」

「ヴァレリアって、可愛いな」

「か、可愛いだなんて……初めて言われたぞ」

「そうなのか？　エルフの男は見る目がないのかもな」

「あんっ、ヒロノブが物好きなんじゃないか？」

「なんでもいいよ……ヴァレリアを俺のものにできるなら」

　脚を広げさせ、ショーツを脱がしていく。

　毛が一本も生えていない秘部が露わになり、縦筋を愛撫し始めた。

「あっ、んっ、あっ……気持ちいい……！」

「綺麗なピンク色をしてるな」

「やぁん、言わないでぇ……」

「中に指を入れるぞ」

　言って、エルフの膣内に指を忍び込ませてみる。

「あああぅ！」

　腰を浮かせて感じるヴァレリア。

　彼女の膣はかなりの締め付けで、指が千切れてしまいそうだった。

（これがエルフの……）

　さすがに上位種だけあって、アソコの締りもいいようだ。エロオタクとしては、これからエルフとセックスできると考えると、広宣も股間がパンパンになってきた。

「ああっ、あああっ！　ヒロノブ……ヒロノブ……！」

「かなり濡れてるけど……もう少しほぐしたほうがいいかもな」

　このまま挿入してしまったら痛みが伴うだろう。

　少しでも楽にエッチできるように、広宣は手マンを丁寧にやっていく。

「あっ、ダメ！　それ……本当に……あああんっ！」

「気持ちいいか？」

「こんなこと初めて……こんなに気持ちいいなんて……んんんっ、わたし、これ……クセになっちゃいそう……！」

「指でこんなに感じてるとすると、ちんこを入れたら大変なことになるぞ？」

「ああ……そうか。ヒロノブのアソコは……指よりも太いのか……」

「何倍もあるぞ」

「す、すごいな……そ、想像しただけで……あああぅ！」

　きゅん、と一瞬のうちに膣内が狭くなっていた。

「ああ……はぁはぁはぁ……わたし……何が……」

「イったんだろう？」

「イった……これが……絶頂なのか……はぁはぁはぁ」

「入れたら、もっと気持ちよくしてやるよ」

「もっと……？」

　トロンとした目つきでヴァレリアが見つめてくる。

「い、いいな……それも。確か……私が上でいいんだよな？」

「ああ」

　初めてだからこちらが主導権を握るものとは思ったが、ヴァレリアもノリノリのようだった。

（いや、初めての手マンで、ムラムラしてるんだろうな）

　童貞を卒業して思ったことは、女性にもけっこう性欲があるということ。

　こうして快感を与えると、まるで男のように欲求を抑えることができなくなるのだ。

　今のヴァレリアのように我慢できなくなっている女は、大好きである。

「はぁはぁはぁ……ヒロノブ、早く寝てくれ……。わたし、お前の上で腰を振ってみたい……！　もっと気持ちよくなりたいんだ」

「わかったよ」

　広宣は仰向けで寝るのだった。

「入れたい……広宣のものがほしい……早くぅ早くぅ！」

　呼吸を荒くしながら、裸になったヴァレリアが跨ぐ。

「あれ？」

　広宣は少し気になることがあった。

「なんで後ろを向いているんだ……？」

　ヴァレリアは──背面騎乗位を行おうとしていた。
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「なんでって……顔を見てするなんて……恥ずかしいからだ」

「マ、マジで……？」

　お尻を向けた体位のほうが恥ずかしそうに思えるが、ヴァレリアは経験がないんだった。

　それもあって、よくわかっていないのだろう。

（よっしゃ！　背面騎乗位好きなんだよな～）

　細かいことを言えば、嫌いな体位なんてないのだが、お尻や背中を眺めながら腰を振られているというのは最高にエロく感じる。

　しかも、ヴァレリアの肌はほんとうに美しく、くびれもきゅっと引き締まっていて、見ているだけでも射精してしまいそうだ。

「ヒロノブ……お前のものを出してくれ」

「あいよ」

　ズボンを脱ぐと、勃起したペニスが現れる。

「こ、こんなに……大きいのか。森の木と同じくらいじゃないか？」

「さすがにそこまではないだろう」

「血管が浮き出ていて、赤茶色になっているところが……少し怖いな」

「おいおい、お前は勇敢なエルフだろ？　魔物に比べたら大したことないって」

「あ、ああ……。しかし、見ているだけで……はぁはぁはぁ……興奮するものなんだな」

「そうそう、やっぱ、異性の性器っていいよな」

　男でも女でも、それは変わらないらしい。

　ヴァレリアは脚を広げながら、肉槍を挿入しようと腰を沈めてくる。

「あ……うう、んんっ！」

「痛かったら無理しないほうがいいぞ」

「痛みはない……！　むしろ触れただけで気持ちよくて……あああっ！」

　入り口からもう狭いので、広宣も感じてしまっている。

　愛液が垂れて、肉槍に絡みついているところもいやらしく思えるし、何よりもお尻の曲線が淫靡なのだ。

　人間の肌よりも白いため、ヴァレリアの身体は光り輝いて見えた。

（さすがエルフのエロボディだぜ……）

　ゲームやマンガだと見てきたけど、本物は息を呑むほどの妖艶さだ。

　完全に勃起しているペニスを、ヴァレリアは入れていく。

「ああ……！　ああああんぅ！　んっ……入った、ぞ……！」

「うお……すげえ締め付け」

「締めているつもりはない……！　むしろヒロノブのこれがでかすぎるんだ」

「どうだろうな。ま、そんなことより腰を触ってくれよ」

「くっ……今でも気持ちいいのに……さらに気持ちよくなってしまうなんて……！」

「気持ちいいほうがいいだろ？」

「そ、それもそうだな……」

　ヴァレリアは上下に尻を動かし始めた。

　少しずつ奥へと向かうように、彼女は小刻みに動いている。

　入り口も奥も締め付けがすごいため、広宣は奥歯を噛みしめて考えていた。

（エルフのまんこ……最高だっ！）

　今までヤってきた女たちも最高の身体を持っていたが、それに引けをとらないレベル。

　こうして初なエルフが恥ずかしがりながらも頑張っている様子は、興奮させるに十分だった。

「ああっ、気持ちいい……！　なんて気持ちいいんだ……！」

「俺もだ」

「すごい……！　これが男の人の……！　こんなものを味わってしまったら堕落するしかないじゃないか……！」

「ふたりで落ちるところまで行こうぜ」

「あ、ああ……ヒロノブとだったらどこまでも一緒に行ける気がする……」

　ヴァレリアは根本まで全てを飲み込んでしまった。

「ああああぅ！　お、奥まで……入ったぞ」

「ふぅ、イキそうだったよ……」

「んふぅ……イってもよかったのに……」

「ヴァレリアは、イってたな？」

「あ、ああ……。太くて硬いものが敏感な場所に当たっているんだ……感じないわけがないだろう……」

「ヴァレリア」

「な、なんだ？」

「まだ抑えているだろ？」

「う……」

　こちらを振り向いたヴァレリアは、また頬を赤く染めていた。

「ここにいるのはふたりだけだ。狂っていいんだぞ」

「本当……か？」

「ああ」

「誰にも言わないか？」

「言うもんか」

「わ、わかった……わたしも、もう我慢ができなかったんだ……！」

　ヴァレリアは上体を前に倒し、さらに両膝も合わせる。

　こうすることで腰が振りやすくなり、ペニスへの密着具合もよくなるのだ。

（眺めも最高だ……）

　両膝を合わせたことにより、お尻が強調されるような形になるのだ。

　引き締まっていて、形のいい桃尻とくびれのカーブを見ることができて、広宣のペニスも太くなってしまう。

「あぅ……ヒロノブ、また大きくなっていないか？」

「ヴァレリアの身体がいやらしいから興奮してるんだよ」

「そんなふうに褒めて……わたしを惑わせる気だな」

「どうだろうな。……さあ、我慢なんていらない。思う存分、気持ちよくなるんだ」

「わ、わかった」

　尻を浮かせたヴァレリアは、そのまま激しく叩きつけてきた。

「んんふぅう！」

　子宮口と亀頭が強烈な勢いでぶつかる。

　だが、ヴァレリアは痛みさえも快感として受け止めたようだった。

「もっと……もっと……！　もっとぉぉぉぉぉぉ！」

　叫ぶように声を出したエルフは、ベッドを壊すのではないかという勢いで腰を降り始める。

（うお……すげ……！）

　広宣からしたら、尻だけが高速で動いているようにしか見えないのだ。

　腰のみを器用に動かしながら、ヴァレリアは狂ったように尻を振っていた。

「ああああんぅ！　ああああっっ！　ああああああああああっ！」

　雄叫びのような喘ぎ声。

　腰を動かすたびに金髪が乱れ、ヴァレリアは上反りになっていった。

「ダ、ダメだぁぁぁ！　ヒロノブぅぅぅぅ！　わたし……！」

「イキそうか？」

「もう我慢できないっ！　ひとりで勝手にイってしまうわたしを叱ってくれええええ！　ああああああおおぉお!?」

　ビクンビクンビクン、と震えたかと思うと、膣内が収縮してきた。

（イったな……）

　絶頂しているにもかかわらず、彼女は止まる気配がない。

　ベッドのきしむ音が大きくなり、叩きつける音も響いていた。

　べチンべチンとまるで鞭で打つみたいに、広宣の下半身に尻を叩きつけている。

　だが、痛みはまったくなく、むしろ射精を我慢することで精一杯だった。

（やっぱ……腰は振るより振られるほうがいいよなぁ……）

　もともと草食系で、奥手な広宣からしたら素晴らしい体位である。

　ヴァレリアはまた果てるようで、

「イクイクイクイクイクぅ！　イクイクイクイクイクぅぅぅぅぅぅ！」

　クールなエルフとは思えない乱れ具体で、バカになったみたいに腰を振っていた。

「ダメええええ！　キひゃうううううう！　またクるううううううううううう！」

「くっ、これ、激しすぎるだろ……」

　広宣も限界が近くなってきた。

「ヴァレリア、出すぞ」

「あああんぅ！　出してええええ！」
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「うぐ……イ、イク……！」

　彼女の尻を掴むと、そのまま下に引き寄せ、広宣は思いっきり射精した。

　精液が吐き出されると、ヴァレリアもイってしまったようだ。

「イってるぅぅぅぅ!?　わたし、イってるぅぅぅぅ!?」

「気持ちよすぎる……！」

「んんぁ！　ぬ、抜けちゃうの……」

　やっと射精を終えた広宣は、ペニスを引き抜いた。

　肉槍は愛液と精液でドロドロになってしまっている。

「はぁはぁはぁ……気持ちよかったぞ、ヒロノブ」

「俺もだ」

「こんなに汚れてしまって……」

「お、おい……ヴァレリア!?」

　四つん這いになったエルフは、精液まみれのペニスを掴んだ。

「わたしが……綺麗にしてやる……！」
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　股間に近づいてきたヴァレリアは、広宣のペニスを舐め始めた。

「ちろ……」

「くぅ……！」

　舌先を少しだけで出して、まるで子猫のようにヴァレリアは舐める。

（お掃除フェラなんて、なんで知ってるんだよ!?）

　相手はさっきまで処女だったエルフ。もしかすると知識はあるのかもしれないが、それにしてはたどたどしい動きになってしまっている。

「どうだ……ヒロノブ？」

「そうだな……少し痛いかもしれない」

「──ッ!?　それはすまないことをした……！」

「いや、いいんだ。ただ、男はイった後は敏感になっているから、あまり急に舐められると、そうも感じるんだよ」

「そ、そうだったのか……」

　このリアクション。やはり男を知らなかったらしい。

（これは、媚薬の効果か本能か……）

　どちらにせよ、ヴァレリアの奥に眠っていたエロスを呼び起こしてしまったらしい。

　彼女は頬を染めながらも、優しく舐め続ける。

「先がダメなのか？　じゃあ……根本のほうはどうだろう」

「いいぞ……気持ちいい……」

　唇をつけながら、ヴァレリアは舌先を根本まで這わせていく。そこには、精液がベトベトとくっついていたため、彼女はおいしそうに舐め取り始めたのだ。

「ぺろ……れろ、ちろ……！」

「その調子だ。根本なら多少強くてもいいから」

「よかった……。精液がこびりついているから、取るには少し強くしないといけない」

「ああ」

「いくぞ……れろぉぉんっ！」

「うっ」

　下を全て出して、ヴァレリアはアイスクリームを食べるように大きな動きで舐め始めた。

　唾液で濡れた舌が当たって、広宣の腰が浮いてしまう。

　精液を口の中に入れると、彼女は味わうように咀嚼した。

「くちゅくちゅ……これが人間の精液の味なのか」

「どうだ？」

「初めての味だが……うん、嫌いではないな」

　ごっくん、と喉を鳴らすと、彼女は、

「あーん」

　と口の中を見せつけてきたのだ。

（天然でやってるんだろうけど……エロいな）

　ビッチな妖精顔負けの淫乱っぷりに、広宣の股間がまた反応してきてしまった。

「ヒロノブ……硬さが戻ってきてないか？」

「ヴァレリアがエロいから勃ってきた」

「わ、わたしが……？　それは嬉しいな」

「なんでだよ？」

「一度出した男を興奮させているんだろ？　こんなに嬉しいことはない」

「そうなのか。じゃ、今度は口でイカせてくれるか？」

「ああ、もちろんだ。こういうのを……なんて言うんだっけ？」

「フェラチオ？」

「おお！　いやらしい響きだ。それをやってみようと思う」

「頼む」

「では、いくぞ」

　ヴァレリアは口を大きく開けて、

「んんもぉぉぉっ！」

　ペニスを丸呑みにしたのだった。

（うぐ……いきなりかよ!?）

　先端から少しずつ攻めてくるものかと思っていたが、ヴァレリアは一気に根本まで飲み込んでしまう。恥ずかしいと言いながらも平気でこういうことをするところが、彼女のどエロさを表しているのだと思う。

「じゅぶ……じゅぶぶぶ……！」

　慣れていないにもかかわらず、彼女は懸命に顔を上下に振っていた。

「じゅるるるる……！　要は口を、あそこに見たてればいいのだろう？」

「そうだ」

「さっきわたしが腰を振ったみたいに、顔を動かせば……ちゅるるるるる！」

「くっ！」

　唇を締め付け、カリ首をホールドする。

　そのまま引き上げていくから、ペニスが引っこ抜かれてしまうような感覚になる。

「んふふ……♪」

「何がおかしいんだよ？」

「さっきは余裕がなかったが、こうしてヒロノブが感じている姿を見るのは楽しいな」

「お前な……」

「好きな相手が気持ちよさそうな顔をしているのは興奮する……。もっと見せてくれ……じゅぶぶ！」

　フェラの楽しさに気がついてしまったのか、ヴァレリアはさらに激しいものになっていた。

　よだれを撒き散らしながら、口を素早く上下に振っていく。

　唇が根本に張り付いているため、鼻の下が伸びた顔になり、しかもその顔で見つめてくるのだ。

（こんなの耐えられるかよ……！）

　整った顔立ちと美しい金髪。容姿抜群なのに卑猥な顔を見せてくる。

　そのギャップに広宣の股間は悲鳴を上げ始めていた。

「んんんっ!?　ヒロノブのものが……大きくなって!?」

「気持ちいいから、すぐにイキそうだ」

「そうか……またさっきの白いものを吐き出してくれるのか」

「イキそうになったら抜いてくれよ」

「なんでだ？」

　ヴァレリアはわかってなさそうだったので、広宣は説明をした。

「口の中に発射するんだぞ？　嫌だろ？」

「散々舐めたんだ。嫌なわけないだろう。むしろ口の中に出してくれないと怒るぞ？」

「ヴァレリア……」

「あ、でも……顔に出すのが好きならそう言ってくれ。近くに川もあるし、すぐに綺麗にすることができる。存分にわたしのことを汚してもらって構わない」

　そこで広宣は、ふとあることを思った。

（これがエロゲなら……選択肢が出るんだろうな）






・口に出す

・顔に出す








　そんなとき、広宣はいつも同じ選択肢を選んでいた。

（口に出すに決まってるだろ……！）

　美女が精液を口に含んでいる姿がいいのだ。

「じゃあ、口に出すぞ」

「わかった」

「ヴァレリア、激しくしてくれ」

「任せておけ」

　唇をきつくしめたまま、ヴァレリアは素早く顔を振っていく。

「グボ、ジュブ、ギュップ！　ンボッ、ンブ、ボボボッ、ゴプッ!!」

　リズミカルに品のない音が響いていく。

（超絶美人なのに、俺のためにここまでしてくれるなんて！）

　全てのギャップに、広宣は限界が訪れてきた。

「んぐ!?　口の中にもう精液の味が……」

「あ、ああ……我慢できない……！」

「いいぞ、出してくれ！」

「あああっ、ダメだ……！　で、出るっ！」

　快楽に思わず腰を突き上げた広宣は、ヴァレリアの口内で射精をした。

　喉を貫通させるような勢いで、何度も精液を吐き出し、彼女の口を精液まみれにしていく。

「んぐぅ！　で、出てる……！」

「苦しいなら吐き出していいんだぞ……」

「そんなこと……ごくっ、するものか……！」

　少し飲んで落ちついたヴァレリアは、口の中からペニスを出した。

「いっぱい出たぜ……」

「すごい量だ……見てくれ」

　またもやヴァレリアの天然が炸裂。

　口内に溜まった精液を舌でかき回しながら、嬉しそうに広宣に見せつけてくるのだ。

（また勃起するだろうがーっ！）

　広宣の悩みなど気にせず、彼女は精液を嚥下し始めた。

「ごくっ、ごくっ、ごくっ……！」

　顎を動かし咀嚼をして、ヴァレリアは喉を鳴らす。しばらくすると、彼女は全てを飲み干してしまった。

「ふぅ……ごちそうさまだな」

「超気持ちよかった……」

「ふふ、少し休むといい」

　広宣は横になることにした。

「体力を回復させたら、フィラナのところに行くぞ。そろそろ文献についての調べも、終わっているだろう」
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　それは千年前のこと。まだ光と闇がはっきりと別れ、互いに勢力争いをしている時代だった。

　時の王は、闇の帝王──魔王を倒すために軍を整えていた。だが、どんなに力を集めても、たとえエルフたちの協力を得ようとも、闇の勢力に対して対抗する術はなかった。

　そんなとき、ある者が王に進言をした。

「王、異世界から勇者を呼べば良いのです」

「勇者……だと？」

「はい。能力の高い者を召喚すれば、必ずや魔王を倒してくれるでしょう」

　その進言を受け入れた王は、異世界から勇者を召喚することを決意。

　そして、現れたのは──三十人の女の子だった。十六歳くらいだったという。

　奇妙な服を着ていて、とてもじゃないが強そうには見えなかった。

　慌てふためく者、泣き出す者。王は失敗したとため息をついた。だが、その混乱を収めた者がいた。

「みんな、落ち着こう！」

　ひとりだけ冷静に、仲間たちを落ちかせようとしていたのだ。

　その子はどうやらリーダーのような存在で、彼女の一言でぴたりと落ち着いたのだ。

　王は可能性を見た。その少女のステータスを開いたのだ。

「おお……これは……！」

　思わず声が出てしまうほど高いステータス。

　その少女には及ばないが、他の少女たちも高いステータスを誇っていたのだ。

　これを確認した王は、納得をする。

「この者たちが勇者じゃ……！」

　そして、勇者と呼ばれた少女たちは訓練をし、ステータスを上げていった。

　闇の勢力との戦いの中で何人もの少女たちが命を落としていったが、ついに魔王を追い詰めることに成功したのだ。

　だが、魔王の力は強大で倒すことまではできなかった。

　リーダーである少女が自らの命を投げ打つことで、やっと魔王を封印することに成功する。

　結局のところ、生き残ったのはひとりだけだった。

　魔王を封印した後、数百年の時が流れ、人間が出したものは欲望。

　エルフとの戦争が始まり、国交が断絶状態になってしまったのだった。





◆　　　　　◆






「……というのが、歴史みたいです」

　文献を読んだフィラナはそう説明をした。

「今の俺たちと似たような状況だな」

「そうですね。昔の召喚者たちは、ほとんど全滅してしまったらしいです」

　エルフの森。ヴァレリアの家の中で三人は話していた。

「情報はこれしかないのか？」

「すみません。古代エルフ語なので、ここまでしか解読することができませんでした」

「ヴァレリアは？」

「すまない。古代語というのは死んでしまった言語。読めたとしてもフィラナと同じくらいだろう」

「そうか」

　もう少し情報が出てくればよかったが、難しそうだ。

「とにかく、魔王が強力ということだな」

「ええ」

「魔王はどこにいるんだ？」

「はっきりとした居場所はわかっていません。どこかに潜伏しているものと思われます」

「今は敵の侵攻を止めることが、精一杯なんだろうな」

「そうみたいですね」

　茶を出されていたので、広宣は一口飲む。

「最後のひとりはどうなったんだろうな？」

「元の世界に戻った……のかなと思われますが、何も書いていないので、もしかするとこの世界に留まった可能性もあります」

「確かにな。元の世界に戻ったなら、そう書いてあってもおかしくないだろう」

　勇者の生き残りだ。英雄として扱われていても不思議ではない。

「はっきりとは書いていないが、魔王を封印するまで何年も経っているんだろうな」

「……ヒロノブ様も不安ですか？」

「俺は……この世界を楽しんでいるからな。今さら戻らなくてもいいと思っている。だが……」

「他の子たちは違いますもんね」

「ああ、戻ることをモチベーションに頑張っているんだ。下手なことは言わないほうがいいだろう」

「ですね」

「あとは、歴史的にはほとんど、途絶えてしまったということもな」

「わかりました」

「ま、あくまでも歴史書であり、文献だ。どこまで本当のことが書かれているかわからないからな」

「そう思います。とにかく、倒せはしなかったですけど、魔王を封印するところまではできたんです。今度は倒すことだってできると思います！」

　ネガティブな情報だけを得ていても仕方がない。今ある情報から、ポジティブに考えていくことが重要だ。

「じゃあ、俺たちは行くか」

「そうしましょう」

「ヴァレリア、世話になったな。俺たちは行くぞ」

「わたしも連れて行ってくれないか？」

　まさかの申し出に、広宣は驚きの表情を浮かべる。

「本気で言っているのか？」

「エルフと人間は敵対関係にある。だが、魔王を相手にしたとき、我々は手を取り合わないといけないと思うのだ」

「まあ、昔は手を取り合っていたわけだしな」

「その先駆者に、わたしがなりたい」

　ヴァレリアの顔は覚悟を決めたものだった。

「わかった。この世界の連中はわからないが、異世界から来た者はエルフに悪い印象はない。ヴァレリアが一緒にいても大丈夫だろう」

「ヨウコ様やフェアリィ様なら受け入れてくれると思います」

「すまない。お前たちには世話になりっぱなしだ」

「そんなことないって。ヴァレリアがいてくれたほうが、俺としても心強い」

　いくら強くはないと言っても、エルフだ。

　それに、広宣の能力があれば鍛えることもできるし、戦力してはプラスとして考えたほうがいい。

「よし……！　城へ戻るか」

「そうですね。砦攻略の作戦も終わっている頃でしょうし」

「実戦か……何か成果が出ていればいいけどな」

　広宣は窓から城のほうを見つめていたのだった。
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　広宣たちがエルフの森に着いた頃だった。

　彩花たち女クラ組も、目的となっていた砦へとたどり着いた。

　周りには騎士たちもいる。

「アヤカ殿、初実戦ですが緊張されておりませんか？」

「ふん、わたくしが緊張なんてするわけないでしょ」

　ここ数日の訓練のおかげで、彩花のステータスは急に上がっていた。
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　このステータスならば、騎士たちを含めたなかでも、かなり強いほうになる。

　そういった自信が彼女の心を落ち着かせていたのだった。

（わたくしがしっかりしないと……）

　彩花にとって、それは義務みたいなものだった。

　女クラになってから、彼女はずっとリーダー的な存在として中心に立っている。

　他の少女たちも理由は様々であるが、彩花についてきている。

「頼もしいですな。でも、安心して下さい。アヤカ殿には物足りないレベルです」

「弱いのよね？　どうしてその砦を残していたの？」

「理由は二つあります。一つは、あなた方、異世界から来た人たちの訓練の場として残しておいたのです」

「もう一つは？」

「すぐに倒してしまったら敵はさらに増援を送るでしょう？　バランスを考えながら攻略しているのです」

「なら、わたくしたちが倒してしまってもいいの？」

「構いませんよ。今日、この砦を奪い返した暁には、さらに大胆な作戦も考えております。そうすれば一日でも早く、魔王を倒すことができるでしょう」

「……わかったわ」

　異世界での生活に少しずつ慣れてはきているが、それでも元の世界に帰りたいという思いが強かった。

　お嬢様である彩花は、もっといい生活をしていたため、この世界以上にちやほやされているのだ。

　ここよりも生活環境がいいほうを選ぶことは、おかしなことではない。

　女子たちのなかにはこのまま異世界に残る、と言い出した者もいた。

　理由は、国賓としてかなりもてなされているから。

　確かに訓練は辛いが、それでも食事はちゃんと出るし、勉強もないしで、快適だと思っている子たちも存在する。

（気の緩みも、そろそろ感じているし……）

　ぬるい訓練ばかりでは油断が生まれてしまう。

　そういった心を引き締めるという意味でも、今回の実戦は持ってこいだった。

「来たぞ、敵だ！」

　先頭のほうから声が聞こえてきた。

　見ると、召喚された直後に襲ってきた狼のような魔物が、群れになって向かってきているのだった。

「隊列は崩すな！　迎え撃て！」

　訓練の成果も相まって、少女たちは順調に敵を倒していった。

「この化け物！　よくも私たちを……！」

　召喚直後は為す術もなかったのに、今はどうにか戦うことができる。

　それぞれ適正のある武器を見つけ、剣や弓、槍を使って応戦している。

　彩花の武器は剣だった。

「彩花さん、そっち！」

　ひとりの女生徒が大声を出す。

　彩花は狼の動きを見切って、剣を縦に振ったのだった。

「ガア……！」

　うめき声を上げながら、狼が真っ二つになる。

「わたくしを相手にしたことが運のつきですわ」

　このまま行けば難なく砦を取り戻すことができるだろう。

　彩花は懸命に戦っていた。

「ゴーレムだ！　ゴーレムが出てきたぞ！」

　狼よりも遥かに大きな、石でできた魔物がどしんどしんとやって来る。

「あいつは手強い……隊列を組み直せ！」

　騎士が叫んでいると、ひとりの生徒が、

「あたしに任せて！」

　ひとりで突っ走って行くのだった。

「あ、待て！」

　騎士の制止も無視して、ゴーレムの足元に向かい、

「えええいっ！」

　剣で攻撃するのだった。ダメージを食らったのか、ゴーレムが片膝をついてしまう。

「あたしたちは絶対に元の世界に帰るんだあああああ！」

　ゴーレムの首を撥ね、倒してしまった。

（石でできていると言っても、あくまでも見かけの問題なのですわね。ステータスが高ければ鉄の剣でも石を切ることができる……）

　彩花は世界の理を理解しつつあった。

「この砦はゴーレムを倒せばお終いだ！」

『おおーっ！』

　少女たちは声を上げ、残り数体のゴーレムも倒していった。

「ふぅ……楽勝！」

　少女が言うと、

「ほう……人間の分際でやるな」

　砦の頂に黒い影が出てきた。

「ま、まさかあいつは……！」

　知っているのか、騎士のひとりが怯え始める。

「ダークサタン！　わ、我々の戦力じゃ勝てない……！」

「よくわかっているな。今なら逃がしてやる。さっさと消えろ」

　ダークサタンの言葉を聞いて、騎士たちは撤退準備を始める。

「撤退だ、撤退！　急げ！」

「あたしなら倒せる！」

　ゴーレムを倒した少女がダークサタンに向け、剣を突きつけた。だが、次の瞬間。

「死に急ぐな、人間よ」

　砦の頂から消えたと思ったら、少女の真後ろに立っていた。

「え……？」

　振り返ろうとした瞬間、少女の頭を鷲掴みにして、

「燃えろ」

　そして、全身が一瞬のうちに燃えてしまった。

「ぎゃああああ！　熱い熱い熱い熱いぃぃぃぃ！」

　もだえ苦しむ少女を見て、他の生徒たちも気がつく。

　──このままいると、殺されてしまう。

　堰を切ったように女生徒たちは城へ向かって走りだしたのだった。

「きゃ」

　ひとりの生徒がつまずいて、転んでしまう。

　それを見たダークサタンが近づき、腕を伸ばしてくるのだった。

「い、い、い、い、いやぁ……！」

　足が震えてしまって、生徒は動くことができない。その間にもダークサタンの腕は伸びていく。

「しっかりして！」

　剣を振り回しながら、ひとりの少女がやって来る。

「あ、雨野さん……？」

　広宣の幼なじみでもある雨野みゆき。彼女は怯えた表情一つせず、ダークサタンの前に立ちはだかったのだ。

「ここは私が引きつけるから、あなたは早く逃げなさい」

「は、はいっ！」

　みゆきに言われ、生徒は走り出す。

「いい構え、いい表情をしているな。お前は見所があるかもしれない」

「どうでもいいわ。私は……何があっても生き残る！」

　みゆきは剣を振り回し、攻撃を加える。

　だが、空を飛んでいるダークサタンに当てることはできなかった。

　どうすれば……と考えていると、また悲鳴が聞こえてきた。先ほど逃がした少女が別の魔物に襲われているのだ。

「……なんてこと」

　ダークサタンを無視して、みゆきは走り出す。少女は崖のほうに逃げて行くのだった。

「ま、待って！　そこは危ない……！」

　恐怖でパニックを起こしているため、崖に向かって走っているのだ。このままでは落ちてしまうと思ったみゆきは手を伸ばし、端でよろめている少女を助ける。

「雨野さん!?」

「早く逃げて！」

　落ちそうになっていた少女を助けるみゆき。だが、足場が悪いため彼女もバランスを崩し始めていたのだった。

「残念だったな」

　態勢を整えようとした瞬間、ずしんと腹部に衝撃を受けた。

　そこを見ると、血で真っ赤に染まり、ダークサタンの腕が貫通していた。

「なっ……！」

　ダークサタンが腕を抜くと、みゆきは崖から落ちていってしまった。

　崖下には、急な流れの川がある。

「ククク、仲間なんぞを助けているから」

　少女たちは逃げ惑う。

「逃げろ、逃げろ。城まで鬼ごっこといこうか」

　黒い羽を広げ、ダークサタンは少女たちを追いかける。

（なんとかしないと……！）

　そう思った彩花は、ダークサタンの前に立ちふさがった。

「何をしている……？」

「わたくしが相手ですわ！」

　そう言って彩花は斬りかかった。

「ぐ……やるな」

　ひとりステータスの高い彩花は、隙をついてダークサタンの腕に傷をつけることに成功した。

（このままいけば……！）

　なんとか勝てるかもしれない。早いスピードで飛び回ってはいるが、決して目で追えない速さではない。もう一度、隙をつけば相手に致命傷を与えることもできるだろう。

　そう思い、彩花は跳びかかった。

「ていっ！」

　ダークサタンに刃が当たる。敵は横一閃に、あっけなく両断できてしまった。

（そ、そんな……！）

　しかし、切った感触がまったくなかったのだ。

「残念だったな。それは分身だ」

　後ろから声が聞こえ、彩花はビクリとなる。

　距離を取って攻撃しようとするが、

「無駄だ」

　剣を持っているほうの手首を掴まれてしまった。

「う、嘘でしょ……」

「お前はあのなかでは確かに強い。だが、まだまだだ」

　自分が一番だと思っていた。

　この世界に来ても。

　現にステータスはトップだった。それは彩花には当然のことだった。

（わたくしが勇者に……英雄になるはずじゃ……）

　今までの人生と同じように主役であり続けると思っていたのだ。

　だが、そんな幻想は終わる。

　ダークサタンは掴んだ手に力を入れた。

「きゃああああああああああっ！」

　鈍い音がして手首が折れた。

　全身に痛みが駆け巡り、彩花は涙を浮かべながら悶えた。

（死ぬ……死ぬ……死ぬ……！）

　先ほどの少女のように全身に火が回って、殺されてしまう。

（死にたくない……死にたくない……死にたくないですわっ！）

　まったく抵抗できなくなり、味方はすでに逃げてしまっている。

　彩花は死への恐怖で気が狂ってしまいそうだった。

「いいぞ、その顔……その悲鳴……全てが好みだ」

「いや……いや……」

「おやおや」

　股間が濡れてきたと思ったら、失禁してしまっていた。

　脚がガクガク震え、立っていることさえ難しい。

（これが恐怖……これが死……？）

　怖いもの知らずだった自分が初めて死と背中を合わせている。

　彩花は涙を流しながら、目をつぶるのだった。

「死ね！　燃えながら生まれてきたことを呪うといい……！」

「いやああああああああ！」

　彩花が悲鳴を上げたとき、

「ぐ……！」

　ダークサタンが手首を放したのだ。

「な、なんだ……？」

「こらーっ！　彩花ちゃんをいじめるのはやめろーっ！」

　そこにいたのは──如月妖精だった。
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「ふっ……まだ見捨てていない仲間がいたんだな」

　ダークサタンは彩花から離れ、空を飛ぶ。

　空中から、攻撃の隙がないかを確かめているようだった。

「矢もここまで飛ばすことはできないだろう」

「矢はできなくても、魔法ならできるわ！」

　妖精とは違う女の声が聞こえたかと思ったら、ぴかっと発光した。

「ライトニングアロー！」

「ぐうううう！」

　光の矢がダークサタンを襲う。

　いくつかの攻撃を受けたダークサタンは、ふらふらになりながら、なんとか空中にとどまっていた。

「中級魔法を使うものが出てきたか」

「逃げないと、もう一度お見舞いするわよ！」

　彩花の前に葉子が立つ。

（先生……それに如月さん……）

　他の者たちは真っ先に逃げたというのに、彼女たちは助けてくれた。

（わたくし……この人たちのことを……）

　作戦の前、小沢広宣の肩を持つような発言をしていたので、同行させないようにしていたのだ。

　何の成果も上げなければ、次第に発言力は消えてしまう。

　葉子がいなくなれば、完全に自分がリーダーになることができると考えていたのだ。

（なんてことを……！）

　ひどい考え方をしてしまったな、と改めないといけない。

「ちっ……相手が悪いようだな」

　分が悪いと判断したのか、ダークサタンは闇の中へ消えてしまった。

「はぁ～なんとかなってよかったよ」

　妖精が彩花のところに近づいてくる。

「彩花ちゃん、手首が折れちゃってるね」

　おかしな方向に曲がってしまい、青く腫れてしまっていた。

「じゃ、ふぇありぃが治してあげるぅ！」

　軽快な口調でそう言うと、妖精は両手を掲げた。

　すると、みるみるうちに痛みが消え、腫れも引いてしまったのだ。

「すごいでしょ？　ふぇありぃの能力なんだよ？」

「本当に如月さんの能力は便利ね」

「えへへ！」

　葉子と妖精の笑顔を見て、彩花は自分が生きていることを実感する。

「ほ、本当に……あの、ありがとう……ございます」

「いいんだよぉ」

「先生たちは仲間でしょ」

「でも……どうして……」

　彩花には気になることがあった。葉子と妖精の力は、どう見ても自分よりもあるようだ。

　同じような訓練をしてきたはずなのに、どうしてここまで差があるのか気になっていた。

「おふたりとも、ステータスを見せて下さる？」

「いいよぉ！」

「わかったわ」




　如月妖精

　力　：131　　防御力：128　　速さ：127　　魔力：146




　七草葉子

　力　：145　　防御力：142　　速さ：137　魔力：161




　ふたりとも自分よりも、ずっとステータスが高い。

「ど、どうして……？」

　彩花が疑問に思っていることを察しているようで、葉子は丁寧に教えてくれた。

「実はね……」

　その説明を聞いて、彩花は言葉をなくす。

（嘘でしょ……小沢広宣とセックスしたなんて……！）





◆　　　　　◆






「よっしゃ！　無事に帰ってきたぜ！」

　エルフの森から帰還した広宣とフィラナ。ヴァレリアは人間の国に来て、少しそわそわした態度を取っていた。

　広宣が自室へと向かおうとしていると、

「帰ってきたみたいね、小沢君」

　葉子が出迎えてくれた。

「どうしたんですか、先生」

「あなたに用があるの」

「俺に？　何すか？　エロいことなら大歓迎ですよ」

　冗談を言っても葉子はクスリともしなかった。

（ありゃ、滑ったか……？）

　少しヘコんでいると、

「あながち間違いじゃないかもしれないわ。女クラの子たちが食堂で待っているから向かいましょう」

「……」

　なんだか嫌な予感もするが、広宣は葉子に連れられて食堂へと向かう。

　その間に、砦での戦いの様子を聞いた。

「う、嘘でしょ……先生」

「嘘じゃないわ。雨野さんも、先の戦闘で亡くなってしまったらしいわ」

　もう昔のような仲ではない。

　それでも幼なじみの死は広宣にとって大きいものだった。

（みゆき……！）

　心を切り替えないといけない。ショックを隠すことはできないが、少しでも強がっていないと、みゆきにさらに嫌われてしまいそうだったから。

（こ、このなかか……）

　深呼吸をする広宣。

　入ると、すでに女子たちが待っていた。

（この空気……嫌なんだよなぁ）

　全員の視線が広宣に集まってくる。

　こういう感じにはめっぽう弱く、今すぐにでも帰りたい気持ちだった。

「あのね、小沢君。あなたの能力について話したの」

「マジっすか、先生!?」

　おかしな空気になっているのも不思議ではない。

（あーあ、完全に嫌われちゃったな……）

　と思っていると、

「小沢広宣……わたくしたちの話を聞いてほしいのです！」

　あの馬酔木彩花が広宣に近づいてきたのだった。

　どういう風の吹き回しだ、と思っていると、彼女は言う。

「この世界で生き残るには、あなたの力が必要なのですわ！」

「あん？　どういうことだ？」

「砦攻略のとき……わたくしは死ぬ思いをしました。そして自分の無力さに……」

　消え入りそうな声になると、今度は妖精が来て話しだす。

「彩花ちゃんねー、敵に殺されそうになってお漏らししっちゃったんだよぉ？」

「ちょ、ちょっと！　如月さん！」

　彩花よりも先に葉子が止めに入る。

「お漏らしって……失禁ってことだよな？」

　察するに恐怖のあまり出てしまったということだ。

（これだけ気が強い女が失禁するんだ。本当に怖い思いをしたんだろうな）

　ここまで聞いて、広宣は状況が読めてきた。

「なるほどね。今さら俺の能力に頼ろうと言うのか」

「ダ、ダメでしょうか？」

「ダメだね」

　広宣はきっぱりと言う。

「俺のことを散々ぞんざいに扱ってきて、必要となったら擦り寄ってくるのか？　俺は道具でもペットでもないんだよっ！　生きた人間だ！」

「わ、わかっていますわ……！　だからこうして……」

「どうせステータスが上がったら用済みにするんだろ？」

「う……」

　けっこう図星だったのか彩花は口ごもってしまう。

（ったく、クソみてえな女だぜ……！）

　自分のことを人間として見ていない。

　能力を使うこと自体は悪くないが、今までの態度を考えるとすぐに裏切る可能性もある。

　広宣は何かいい方法はないか考えていた。

（このお嬢様とセックスは楽しいと思うんだよなぁ……。俺のちんこでひぃひぃ言わせてやりたいし……後はこいつが反抗しないようにすれば……！）

　広宣は考える。

（そう……まるで奴隷のようにこいつを……いや、こいつらを扱えばいいんだ）

　ん？　と広宣は気がついた。

「そうか……奴隷か」

　黒い笑みを浮かべると、彩花がビクリと震えた。

「いいぜ、俺の能力を使わせてやる。その代わり俺を主人とした奴隷契約を結んでもらう」

「ふ、ふざけているのです!?」

「ふざけてるだぁ？　ここは異世界だぞ！　人が死ぬんだぞ！　俺だっていつお前らに殺されるかわからないんだ。自分の身は守るしかないだろっ！」

「ぐ……」

　彩花は悔しそうに顔を歪めている。

「やめるか？　いいぜ、俺は。だけどな、ステータスが低いこと、そして高いことのメリットはわかったんだろ？」

「え、ええ……わかりましたわ。あなたと奴隷契約を結びます」

「よし。決まりだな。他の者たちはどうする？」

　広宣が言うと、動揺を見せる。

　だが、このなかで一番有望だった彩花が真っ先に心を折られてしまっているのだ。

　他の女子たちも奴隷契約を結ぶことになった。




　──この瞬間、広宣が完全なる主となった。
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　──奴隷契約。

　エルフの森の行き帰りの途中で、フィラナに聞いたのだ。

　お互いに同意さえ得られれば奴隷契約を結んでいい。しかも、魔法により強制力のあるものを。

　奴隷契約というのは、だいたい貧しい家庭の子がやむをえなく『同意』し、結ぶことが多いらしい。

（だが、俺たちは違う……）

　夜も深まってきた頃、コンコンと広宣の部屋の扉を叩く音がした。

（来たか……）

　誰が来たのか予想できていたので、その者を中へと招き入れる。

　現れたのは奴隷紋を刻まれた彩花だった。

　奴隷紋と言っても、はっきりとした形になるものではなく、あくまでも魔法的な契約を結んでいるという証だ。

　刺青のように肌に残すこともできたのだが、彼女たちのことを考えるとやめたほうがいいと思い、透明な奴隷紋を選択したのだ。

　奴隷契約を結んだことにより、彩花は完全に広宣へ逆らうことができなくなってしまった。

「おいおい、そんな目で睨みつけるなよ」

　今にも殺してしまいそうな顔で広宣のことを睨み、唇を噛み締めていた。

　その表情からも屈辱だと感じていることを予想することができる。

「呼ばれたとおり来ましたわ」

「いい子だ」

　結局、全ての女子と奴隷契約を結んだ。そのなかでもヤってみたい子を順々に呼び、セックスをしていたのだ。

（あの女クラの面々を従えるのは気持ちがいいぜ……！）

　つい最近までバカにしていたやつらをひぃひぃ言わせるのは、肉体的な快感を高くさせた。

　すでに十人近くの女子たちと性交をしたが、まだまだできる状態である。

「わ、わたくしで何人目なのです……？」

「何だが？」

「女クラの生徒たちを抱いた人数ですわ」

「さあな。お前で十数人目だと思う」

「本当にゲスですわ」

「なんか言ったか？」

「ぐぅ！」

　主人に逆らうと奴隷紋が苦しみを与える。

　バカな女たちはだいたい逆らうのだが、結局のところ広宣の前に屈服するしかなかったのだ。

「お前たちも俺とセックスするメリットはあるだろ？」

「わ、わかっていますわ……！」

「不服そうだな」

「奴隷契約を結んですぐに……というのが納得できないだけですわ」

　単純にヤリたい気持ちもあった。

　女クラは男子生徒から羨望の的である。

　そんな女たちをまとめて集め、ハーレムを作ることができるのだ。

　欲望のまま動いていくのもおかしい話ではない。

　だが、広宣にはもう一つの理由があった。

（早めに媚薬を効かせたほうが、いいだろうからな）

　広宣とセックスをすれば、一気にメロメロになってしまう。そうすることで奴隷紋以上に従順な召使いにすることができるのだ。

　彩花のほうも、そこは疑問でいるらしく、

「あなたの部屋に呼ばれる前はみんな嫌がっていたのに……。戻ってきたら、あなたのことを絶賛しておりましたわ」

「俺のテクニックがすごいんだよ。お前も気持ちよくさせてやるよ」

「……下品な男」

「だからあまり俺を怒らせるなよ。お前は最悪な性格だが、身体はいいものを持っている」

　広宣は手招きをして、彩花をベッドのほうへ来させた。

　逆らうと痛い思いをさせられると理解しているのか、睨みつけながらも彩花は広宣の言うことを素直に聞く。

「服を脱げ」

「……っ！」

「早く」

「わ、わかりましたわ」

　リボンを外し、制服を脱いでいく。

　広宣の視線が気になるのか少し頬を染めながら、彩花はブラウスを脱いだ。

　可愛いらしい花柄のブラが見え、それを外しても胸を隠した。

「下も脱げ」

　片足を上げショーツを脱ぎ、スカートのホックを外した。

　ぱさり、と音が鳴り、スカートが床に落ち、彩花は一糸まとわぬ姿になる。

「手で隠すなよ」

「う……」

　手で胸と股間を隠していたのだが、広宣に言われ、彩花はそれをやめる。

　形が整っていて大きいバストに、ほっそりとしたくびれ、陰毛が見えないほど薄い秘部、肉付きのいいふともも。

　女クラの中心的な人物である彩花が、エロノブとバカにされる少年の前に裸を見せている。

　こんな状況に広宣は興奮を隠すことができなかった。

「散々射精したのに、お前の裸を見た途端にこうだ」

　勃起したペニスを見せると、彩花は恥ずかしそうに視線を逸らした。

「寝ろ」

「はい……」

　素直に頷いた彩花は、仰向けに横になる。

　広宣は身体を跨いで、股間を彩花の上半身に近づけていった。

「ちょ……何をするのです!?」

「でかい乳でしごいてくれ。もちろん、口での奉仕を忘れるな」

「そんなことできな……あんっ！」

　胸と胸の谷間にペニスを当てて、無理矢理挟むような体勢になる。

「なっ、あんっ、そんな……んんっ！」

「すげえ柔らけえ」

「なんて男……わたくしの胸で……ああああんっ！」

「この身体をオカズに抜いた男は、どれくらいいるんだろうな」

「くぅん、げ、下品なことを……また言ってぇ！」

「お前の気分はどうだ？　バカにしていた俺の性奴隷になるんだ」

「最悪の気分ですわ」

「ははっ。それくらい強気のほうがいい……ほら、ちゃんと口でも奉仕しろって」

　寝パイズリの体勢で腰を振りながら、彩花の口に亀頭を入れていく。

　初めは抵抗していた彩花ではあったが、少しずつ口に含むようになってくる。

「絶対に噛むなよ」

「噛みちぎりたい……んじゅぶ、気分ですわ……じゅぶぶ……！」

「ほらちゃんと口を開けろ。また痛い思いをするぞ」

「ぐ……！」

　痛いほうが嫌なのか彩花は口を開けた。

　広宣はそのまま奥へと突っ込んでいく。

「んぐぶぅ!?」

「まるでオナホみたいだな」

　胸でペニスを挟みながら、口でもしごいていく。

　目元に涙を浮かべた彩花は、くやしそうにペニスをしゃぶっていた。

　そのしゃぶり顔を見ているだけでも興奮してきてしまい、広宣は腰を動かすスピードを速くする。

「やべ……超気持ちいいぞ……」

「んびゅ、んじゅぶ、ばぶ、じゅぶ……んぶぶ!?　あっ、あがぁ、気持ち……わる、ああああんっ！」

「はぁはぁはぁ……そろそろ出そうだ」

「出す!?」

「わかってるだろ。このまま出すからな」

「ちょ、やめ……そんな……！」

「出る……くっ！」

　限界に達したペニスから大量の精液が発射される。
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　彩花の口や顔、胸を白く汚していき、ドロドロとした液まみれになってしまっていた。

「あ……う……。かけられてる……わたくし、汚されちゃって……」

「ご主人様である俺からのプレゼントだ。しっかり受け取れよ」

「ご主人様……ご主人様……？」

　彩花の目がトロンとしている。

（媚薬が効いてきたみたいだな）

　精液がかかれば中出しでなくても媚薬効果が出てくる。ステータスももちろん上昇しているはずだ。

「俺はまだヤリたりない。お前はどうだ？」

「ご主人様がお望みなら……わたくし、いくらでも頑張りますわ」

「じゃあ、四つん這いになれ」

「はい」

　彩花は尻を広宣へ向けたのだった。
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「ああああっ、きましたわぁ……！」

　バックの体勢で、広宣は挿入。きっと処女だろうな、と思っていたが、やはりそうで少し優しく入れようとしたのだが、

「入れて下さい、入れて下さい、入れて下さいぃぃぃぃ！」

　とまるでおもちゃを欲しがる子どものように求めてきたので、広宣は迷うことなく挿入した。

　パイズリで興奮していたのか媚薬のせいなのかはわからないが、あっさりと入れることができ、広宣は腰を振り始める。

（何度ヤってもセックスは気持ちいいな……）

　相手は高飛車なお嬢様。

　そんな彩花が広宣の身体に夢中になってよがっているのだ。

　まるで魔物のようにうめき声を上げながら、身体を仰け反らして悶えている。

「あっ、あっ、あっ、あっ！　あが、んぅ、んんんんっ、あああああああんんぅ！」

「気持ちいいか？」

「ご主人様、気持ちいいですわぁ！」

「何が気持ちいいのか言ってみろ」

「おちんぽですわ！」

　品のいいお嬢様が品のない言葉を叫ぶ。これが媚薬の効果でもあり、彩花のなかに眠っていた本性がさらけ出されてるということ。

　広宣の腰振りにも合わせて、自らも尻を前後に動かしている。

「おいおい、お前は処女だったんだろ？」

「ああんっ、こんなに気持ちいいこと知ったら、わたくし……もっと感じたくなってしまうのですわぁ！」

「俺に向かって下品とか言っていたが、お前も同じだな」

「んんんっ、そういうことは……んぅ、んっ、あっ、言わないで……ほしいのです……あんぅ！」

「じゃあ、下品であることを認めるか？」

「ご主人様に言われたら認めるしかありません！」

　彼女は髪を左右に振りながら、バカになったみたいに喘いでいた。

　膣もかなり引き締まり、広宣のペニスを強くしごいてくる。

　射精を我慢するのも一苦労だ。

「よし、メス豚」

「なんでしょうか、ご主人様」

「品のないことをしてみろ」

「品のないこと……ですか？」

　こうすることで彩花の忠誠心を確かめようというのだ。

　彼女がどんなことをするのか期待していると、

「見て下さい、ご主人様」

　両手で尻房を広げて、肛門を見せてきたのだ。

「わたくしの……下品穴。じっくりとご鑑賞になって」

「まさにクソ女だな」

「あんっ！　ご主人様、この穴から……出すことを想像したんですかぁ？　ひどいですわ！　でも、見たいというなら見せてあげてもいいですわよ？」

「断る」

　生憎とそういったことを鑑賞する趣味はないのだ。

（だけど、なかには物好きがいるんだろうな）

　相手は、品のないことからもっとも遠い存在であったお嬢様。

　学校ではアイドルのような一面を持つし、そのギャップに興奮する男がいてもおかしくはない。

（俺は普通のセックスでいいや……）

　このままだと彩花のほうから見てと言いかねないので、広宣はピストンを素早くしていった。

「あああああやぁぁぁ！　いきなり速くするの……らめえええええええ！」

「疲れてきたからさっさと終わらせるぞ」

「あんっ！　わたくしのことなんか気にしないで、ご自分の欲求を満たすためだけに動いているのですわね。素敵ですわ！」

「……お前な」

「わたくしはご主人様の性奴隷……！　好きなときにいつでも性処理をすることが役目なのです」

「いや、貴重な戦力なんだから戦えよ」

　媚薬が効きすぎているのか、彩花は完全に壊れている。

（セックスしているときだけだと、いいけどな）

　ステータスが高い彩花は、もっとも戦力になる少女だ。

　変におかしくなって、使い物にならなくなってしまったら困ってしまう。

「セックスでは乱れてもいいが、普段はちゃんと働けよ。じゃないと、中出ししてやらないぞ」

「わかりましたわ、ご主人様！」

「いい返事だ」

　広宣は彩花の尻を持ち、そのまま自分のほうへ引きつけた。

　そうすることで、かなり深いところまでペニスを入れることができるのだ。

　彩花も感じているらしく、ビクビクと震えていた。

　さすがに余裕がなくなったのか尻房を広げてはいない。

「ダメですわ！　わたくし、イっちゃいますうううううううううううう！」

「中に出してやる」

「あんっ、すごいですわ！　硬いものがわたくしの中をゴリゴリしていますのぉ！」

「もっと締め付けろ」

「これ以上、締めたら……わたくし、イキ地獄を味わいますわっ」

「狂うほどにイけ」
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「らめえええええええ！　イクのっ！　イっちゃいますわっ！　わたくし、飛んでしまいますのぉ！」

「おら！」

　深突きをすると、彩花はアホになったみたいに海老反りになる。

「んんん……おおおぉぉぉぉぉ……当たってますぅぅぅ！」

　綺麗な声が太い声に変わっている。

　陵辱もののエロゲヒロインみたいに彩花は狂っていた。

「んんほぉっ!?　あひぃ、ぬぬぅ、んんふぁあああああっ、んえっ！」

「すげえな」

　豹変ぶりに驚くことしかできない。

（くっ、そろそろか……！）

　広宣も我慢できなくなってきた。

「出すぞ」

「出して出して出して出して出して出してえええええええええええええ！」

「しっかり受け止めろよ！」

「子種下さいませえええええ！」

　子宮へと直接、広宣は射精をする。

　ドクドクと大量の精液が注入され、彩花の膣内から白いものが垂れてきている。

「あひぃ……イキました。わたくし、中出しされてイキましたわぁ」

「ふぅ……かなり出たな」

　広宣はペニスを引き抜いた。

「あんっ、ご主人様」

　彩花は何も言わずにお掃除フェラを始める。

（あのお嬢様が……！）

　ここまで従順になっているというのは頼もしいものだ。

　自分の能力を使えば、ステータスを上げることができる。

　ステータスを上昇させれば、魔王に対抗することができる。

（世界を救うなんて興味ないんだけどな……）

　フィラナに言われてしまった手前、断ることができないのだ。

　千年前の文献だと厳しい戦いが予想されるし、後味の悪いものにしないためにもしっかりと鍛えてあげないといけない。

（俺の……《性交報酬》という能力を使ってな）

　これからセックス三昧かと思うと、広宣は笑みが溢れてしまう。

　異世界の者や女クラの生徒たちと死ぬほどセックスができるのだ。

　エロいことに対するバイタリティと欲求不満が今まで溜まっていて、広宣には最高のシチュエーションだった。

「これが俺のハーレムだ……！」

　と、彼は窓の外に輝く星々を見つめながら、そう思ったのだ。
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　広宣のことをシェアするという話になったその夜。彼の部屋にフィラナ、葉子、妖精が集まってきていた。それぞれ準備万端のようで服を脱いで、床の上に正座している。

「こ、これじゃまるでソープランドみたいじゃない……！」

　気がついた葉子が恥ずかしそうに俯いているのだった。

「いいじゃんいいじゃん、小沢ってこういうの好きだしぃ」

「私はよくわかりませんが……こういうほうが殿方を迎える姿勢っぽくて良いと思います」

　広宣としても高級ソープに来たみたいで気分がよかった。

　この三人レベルの美女を同時に相手するなんて、いくら大金を積んでもなかなかないだろう。それを広宣は実現させようとしているのだ。股間も盛り上がってしまい、彼のほうも準備万端である。

「ヒロノブ様……たくましくなって」

「まったく、小沢君ったら……。だけど、素敵よ」

「ふぇありぃは勃起ちんぽ大好きだからぁ……テンション上がっちゃう！」

　広宣も裸になり、腰に手を当てて仁王立ちになる。ペニスは天井を貫いてしまうような勢いでそそり立っていて、何発も発射できそうな体勢を整えている。

「まずはどうしてほしいかわかるよね？」

　広宣がそう言うと、三人はうなずき、股間のところへ寄ってきたのだった。

　それぞれ誰から行くか目配せをしていると、我慢できなくなった妖精が咥え込んでしまう。

「まもっ！　ジュブ、ジュバ、ジョボ、グボグボッ!!」

「あっ、如月さん！　仲良くシェアするって話だったでしょ」

「えへへ、こういうのは早いもの勝ちなんだよぉ？」

「むぅ、私もしたいですっ！」

　ペニスを握ったフィラナが妖精の口から無理やり引き抜いて、自らの口に入れていく。

「じゅぼぼぼ、れろろろろ、んぶぶるるるるるる……！」

「ちょ、フィラナ……くぅ！」

　一連の動作が激しくて広宣の腰が引くついてしまう。

（あ、あまり乱暴には扱ってほしくないなぁ……）

　奪い合いも確かに気持ちいいし、女の子たちが本能をむき出しにしているから、見ていても楽しい。

　だが、勃起したペニスを左右に振られてしまうと少し痛みを感じてしまうのだ。

「ちょっと待って……！　気持ちいいんだけど、役割分担しない？」

　広宣が提案すると、彼女たちは気がついたようだった。

「あ、そうですね。私たちが楽しんじゃいけませんものね」

「先生も迂闊だったわ」

「うう……ふぇありぃ、ちょっと我慢できなかったぁ」

「じゃあ、任せていいね？　俺、自分から指示出すのあまり好きじゃないから」

　一番いいのは寝ているだけで気持ちよくしてもらうことだ。それくらい女の子たちが積極的なら特に言うこともないだろう。

「じゃあ、ふぇありぃは竿のサイドを舐めるからフィラナちゃんは頭からパクっていって……先生はタマタマを任せてもいい？」

　一番場数を踏んでいる妖精が率先して指示を出す。他のふたりも納得したように頷き、トリプルフェラが始まった。

「ヒロノブ様、私のお口で気持ちよくなって下さい」

　喉の奥が見えてしまうほど大きく口を開けたフィラナは、そのまま肉槍を丸呑みにしてしまった。

　苦しそうにうめき声を上げているが、ぐんぐん喉奥までペニスを入れていってしまう。

　喉のところでキュッと締め付け、唇でもしっかりとホールドする。根本に唇があるため鼻の下が伸びてしまった顔になっている。頬もすぼめているし、それだけでオカズになりそうな表情だ。

「あっ、フィラナちゃん！　飲み込みすぎ！」

「す、すみません……！　つい……！」

　少し戻り、肉槍のサイドを出す。そこに妖精がキスをするのだった。

「んちゅる、れろぉん、べろぉ、んばんっ、んっんんぼるぅ、えれるぉ！」

　聞いたこともないような水音を出しながら、やられたことのないハーモニカフェラをしていく。

　舌と唇を巧みに使い、あまり敏感ではない部分にも快楽を与えていった。

（う……！　なんつーテクだよっ！）

　さすがにテクニックに関しては一番のようで、卑猥な音を出しながら妖精は口淫を続けていく。

「最後は先生ね……」

「玉は大事に扱って下さいね」

「わかってるわよ。先生だって……少しくらい経験があるだからね。れぇぇろぉぉっ！」

　舌を出すと、葉子はそこに睾丸を乗せ、優しく口の中ですすぐのだった。

「ずずず……ずずず……れろ、れろれろろぉぉ……！　小沢君、とろんとした顔になってるわ」

「可愛い子三人にフェラされているなんて最高ですよ。このままだと下半身が溶けちゃいそうです」

「ヒロノブ様……みんな上手にできていますか？」

「ああ。もっと続けてほしい」

「ふぇありぃも頑張るよぉ！」

　広宣のことをイカせようと三人は口淫を激しくしていく。よだれと我慢汁の匂いが部屋に満ちていき、足元は濡れまくっていた。フェラをしながらも三人は自らの股をいじってオナニーをしている。

（こんなの耐えられないって……！）

　至福の時をもう少し味わっていたいが、どうやら難しいみたいだ。

　肉槍がひくついて、精液が込み上がってきているのがわかる。

「三人とも……そろそろ出そうです」

「はぁはぁはぁ……ヒロノブ様、出して下さい。私が全て受け止めますから」

「小沢君の金玉が活発になっているわ」

「ふぇありぃもムラムラしてきちゃったよぉ」

「あ……ああっ！　も、もうダメ……！　イキます……！」

　耐えることができず、広宣は射精してしまう。

　フィラナの口の中に発射しているが、零れたものを、葉子や妖精がすくって舐めとっていた。

「ああ……ああ……ヒロノブ様の精液が……ああ……」

　口を開けて、たっぷりと溜まった精液を見せつけてくるフィラナはふたりに顔を近づけ、キスをした。三人の女性たちはディープキスをしながら広宣の精液を交換している。

（エ、エロすぎだろ……！）

　見た目が最上級に可愛い子たちがレズプレイをかましているのだ。

　抱きついて巨乳がひしゃげているところをみると、射精したばかりの広宣もすぐに硬くなってしまう。さすがに気がついたようで、女の子たちは嬉しそうにしていた。

「本当にエロいやつらだな……俺、我慢できないぞ！」

「ヒロノブ様、きてぇ……！」

「うおおおっ！　フィラナぁぁぁぁあ！」

　彼女を無理やり四つん這いにさせて挿入をする。この体勢は腰が振りやすいため、強引に犯すには持ってこいなのだ。

「あんっ。ヒロノブ様……たくましい……！」

「スケベな身体をして！」

　ほっそりとした腰を掴みながら、広宣はピストンをしていく。

　フィラナも待ちきれなかった様子で、膣内が強烈に締まっていくのだ。

　すぐにでも射精してしまいそうであるが、広宣は我慢をしながら腰を動かしていく。

「ふふ、小沢君……楽しんでいるみたいね」

「小沢って下半身で行動してるから本当に好き♪」

　フィラナを犯していると、葉子と妖精がよって来る。そして、広宣の乳首をそれぞれ舐め始めたのだ。

「ちゅば、じゅぶ、じゅるるる……！」

「れろろろろろろぉぉぉぉ……！」

　吸ったり舐めたりを繰り返しながら乳首を愛撫していく。

　あっという間に硬くなってしまった乳首を唇で挟みながら、引っ張ったり甘噛みもしていった。

　肉槍の快感と合わせて、強烈な刺激が全身を駆け巡り、広宣は天に顎を向ける。

（さ、最高だぁ……！　こんなの我慢できないって……！）

　美女たちに同時に愛撫され、広宣はまるで天国にいる気分。

（ああ、いけない。このまま感じているだけだと……！）

　さすがに申し訳ない気分になってきて、広宣は葉子と妖精に向かって手マンをすることにした。

「先生、妖精……ふたりも気持ちよくなってよ」

「あんっ、小沢君ったら……いきなりっ！」

「先生、フェラしかしてないのにヌレヌレになってますよ？」

「だってぇ、小沢君のおちんちんを見ているだけで……先生、ムラムラしてきちゃうのよぉ」

「そ、そこまで？」

「すっかり小沢君の虜になってるわ。フィラナさんが終わったら、今度は先生にも挿入してね？」

「もちろんですよ」

　ここで終わるような男だったらハーレムを作ることはできない。

「小沢ぁ……！　指だけでも気持ちいいのぉ」

「お前も濡れてるじゃないか」

「べ、別にオシッコはしてないよぉ？」

「わかってるって。お前も同じだろ？」

「ふぇありぃ、いっぱい男の人とエッチしてきたけどぉ、小沢ほど夢中になった人はいないんだからねっ」

「本当かぁ～？」

「ふぇありぃ、嘘はつくけど本当のことも言うもんっ！」

「ま、期待しないで聞いておくよ」

　広宣はふたりの手マンを激しくしていく。

　ぐちゅぐちゅと音を立て、愛液を撒き散らしながら、Ｇスポットを連打していった。

「あああっ、んんんっ、ああああああ！　お、小沢君……激しい……！」

「らめえええ！　小沢ぁ、ふぇありぃ……先にイっちゃうよぉ」

「俺ばかりが気持ちよくなってるのもな」

「あんっ、小沢君の指……気持ちいいわ」

「小沢、手マンも上手になってない？」

「どうだろうな。とりあえずふたりにも気持ちよくなってほしいんだよ」

　腰を振りながらの手マンをする。葉子と妖精も必死になって乳首を愛撫し続けるのだった。
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「ヒ、ヒロノブ様……私……そろそろぉ！」

　ペニスで子宮をノックしまくっていたためか、フィラナが弓なりになって悶えている。きゅっと膣内が締まってきて、身体中に力が入っているのだ。これは彼女がイってしまいそうなときだ。

「くっ……フィラナ、あまり締め付けると……」

「わ、私……もう、もう無理ですぅ……！　ヒロノブ様の巨根にイカされてしまいますぅぅぅ！」

「あぐぅぅ！　俺も……出るぅっ！」

　葉子と妖精もビクビクと震えている。フィラナと同じように膣内が狭くなっていた。

「せ、先生も……イク……かも……」

「ふぇありぃ、もう我慢できない……！」

「じゃあ、みんなで一斉にイこう」

　広宣が提案すると、三人は頷いたのだった。

「あああっ、んんんっ、ああああああ！　もう……私……イキ、ましゅぅううう！」

「先生も……イックゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ！」

「ああああああああああっ！　イクイクイクイクイク……イっひゃうううううう！」

「で、出る……！」

　同時に絶頂を迎える四人。広宣はフィラナの中に射精をしていった。

「はぁはぁはぁ……で、出ちまった……」

「ヒロノブ様の精液……熱いですぅ」

「指だけでも気持ちいいのね」

「ふぇありぃ、最高の気分♪」

　ぐったりとする四人。広宣が膣内から引き抜くと、三人はお掃除フェラもしてくれた。

（何も言わなくても……）

　ここまでやってくれるのだから、賢者タイムなんて訪れるわけがない。

　射精したばかりでも広宣のペニスはまた硬さを取り戻していたのだった。

「ふぅ……いっぱい出したぜ」

「小沢君」

「小沢」

　葉子と妖精が近づいてくる。

「今度は先生よね？」

「ふぇありぃだよね？」

「ああ、もちろんだよ」

　しっかり中出しをしてあげないとかわいそうだ。広宣はそのつもりだった。

「ヒロノブ様」

　中出しをしたばかりのフィラナも来る。

「わ、私にも……またしてくれますよね？」

　今日は眠れないな、と確信した広宣だった。




　──結局、一晩だけでかなりのステータスがアップした。







あとがき







　どうも、成田ハーレム王です。ノクターンノベルズにて『巻き込まれクラス転移　～なぜか女子クラスの転移に巻き込まれたのでハーレムつくります！～』という作品を連載させております。

　そういったことがきっかけで今回の書籍化に繋がりました。当たり前ですが、書籍化するなんて全く考えていなかったので、お話が来たときは驚きました。そして、プロの編集の方に自分の作品が評価されたことが嬉しかったです。

　すでに本編を読まれている方はわかると思いますが、意外と伏線があったり、なかったりしております。まあ、先が気になる要素を入れておけばいいかなぁ、くらいの軽い気持ちなので先のことは考えたり、考えてなかったり……（笑）。一応、ラストまでのプロットは完成しておりますので、このまま最後まで走り切ることができたらいいなぁと思っております。

　設定についても、自分が書いた設定をあまりメモを取らないので、行き当たりばったりなところもあります（もちろん、自分としては問題ないように書いているつもりですが……）。

　書籍化という責任もありますが、あまり肩の力が入ってはいけないと思っておりますので、リラックスしながらこれからも執筆を続けて行こうと思います。応援して下さると嬉しいので、引き続きよろしくお願いします。

　また、書籍からこの作品に出会った方、ノクターンノベルズにて続きを連載しておりますので、お暇でしたら覗いてみても良いかなと思います。この作品の他にも面白い作品がたくさん連載されておりますので、ＷＥＢ小説との良い出会いのきっかけになれれば幸せです。

　……さて、あとがきなんて書いたことがないから何を書けばいいのか困ってしまいました（笑）。残りはお礼の言葉で締めたいと思います。

　この作品に目をつけて下さった担当様、ありがとうございます。担当様との出会いがなければ、この作品が書籍化することなんてなかったでしょう。まるで広宣とフィラナの出会いのように、とても良い出会いだったと思います。

　続いて、イラストを描いて下さった鎖ノム様。本当に可愛らしいイラストで、キャララフが上がってくるたびに、自分の考えたキャラを視覚することができてすごく嬉しかったです。キャラも多いので大変だったと思いますし、素晴らしい一冊に仕上がったのは鎖ノム様のおかげと言えるでしょう。

　最後は、ここまで読んで下さった読者の方。もしＷＥＢから追いかけて下さった方がいるなら、応援してくれたから素晴らしいイラストがついた一冊になったのです！　皆さんが産みの親と言っても過言ではないでしょう！

　そしてこの本にて私の作品を知った方……楽しんでいただけたでしょうか？　まだ続くお話になっておりますので、この一冊で満足できなくても次で満足させてみせます！

　それでは、みなさん。引き続き、応援のほうをよろしくお願いします！





二〇一六年四月　成田ハーレム王
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第 四 章　同盟








　一話　広宣の日常 １

　二話　広宣の日常 ２

　三話　広宣の日常 ３

　四話　女将軍の来訪

　五話　マルグリットと １

　六話　マルグリットと ２

　七話　マルグリットと ３

　八話　偵察作戦

　九話　苦渋の再会

　十話　暗い帰還

十一話　ヴァレリアの帰還









第 五 章　覚醒








　一話　魔王の攻略法

　二話　４Ｐで性交特訓 １

　三話　４Ｐで性交特訓 ２

　四話　４Ｐで性交特訓 ３

　五話　魔王城侵攻 １

　六話　魔王城侵攻 ２

　七話　魔王城侵攻 ３

　八話　みゆきの真実 １

　九話　みゆきの真実 ２

　十話　黒幕

十一話　みゆきと １

十二話　みゆきと ２

十三話　みゆきと ３









最 終 章　魔王








　一話　魔王復活

　二話　姉妹の再会

　三話　ひかりと １

　四話　ひかりと ２

　五話　葉子の企み

　六話　闇のオーブ奪還

　七話　魔王、完全復活

　八話　魔王との決戦 １

　九話　魔王との決戦 ２

　十話　魔王と １

十一話　魔王と ２

十二話　魔王と ３

十三話　闇のオーブの崩壊








エピローグ






　一話　異世界人の運命

　二話　別れ

最終話　再び夢の中で









書き下ろし　週末異世界ハーレム
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「あああああ！　ヒロノブさまのおちんちんが奥までぇぇぇ！」

　まだ太陽が昇っている時間、城の一室ではいつものように女の喘ぎ声が聞こえている。

　いつものように広ひろ宣のぶは部屋でセックスに勤しんでいた。

　今の相手はフィラナのようで、彼女は騎乗位で積極的に腰を振っている。

「気持ちいいよ、フィラナ。やっぱり締め付けがすごいな……くっ」

　また膣内が締まったのか、声を上げる広宣。

「はぁはぁ、ヒロノブ様のためならもっと締め付けて気持ちよくいたします！」

　そう言うと、フィラナはまた腰を動かし始める。

　彼女の痴態を見ながら、広宣はこれまでのことを振り返る。

（この世界に来てから、まるで別人になったみたいに人生が上手くいってるな……）

　広宣は女クラの生徒を奴隷にしてから、昼夜を問わずセックスをしまくった。

　その結果、一年もの時間が過ぎていたのだ。

　広宣が彼女たちとセックスした回数は、千を軽く超えるだろう。

　しかし、そのおかげで異世界に来たばかりのときとは別人のような高ステータスを手に入れている。わかり易く、この世界の実力者である騎士団の副団長と今の生徒たちの平均を比べてみる。




　名前：アイズ・アルダートン

　性別：男　　種族：人間

　力　：122　　防御力：103　　速さ：111　　魔力：60




　名前：女クラ平均

　性別：女　種族：人間

　力：165　　防御：155　　速さ：152　　魔力：158




　このように、既に一線級の騎士を凌ぐ値にまでなっている。

　ステータスだけでは判断出来ない技量も、この一年魔物討伐を繰り返したおかげでメキメキと上達中だ。今日も彼女たちは広宣とのセックスで手に入れた力を使い、魔物を倒し続けている。

　一騎当千とまではいかないが、並の部隊の十倍は強力な切り札的存在として重要な地位を築いていた。

（近々隣の国と同盟を組んで魔王軍の司令部、魔王城に攻め込むなんて話しも出ていたな）

　今までは魔王軍に押されっぱなしだったが、女クラの活躍で国は少しずつ領土を回復していった。

　初期には犠牲者が出ていたが、広宣とセックスしてステータスを強化するようになってからは死者は出ていない。

　まさしく最強の集団として頼りにされているのだ。

（と言っても、俺がするのはセックスだけなんだけど）

　広宣だけがステータスを強化でき、女クラの主人でもあることから、国からかなり優遇されていた。昼間からセックスしていても誰も咎めることはない。

　これが広宣の重要な仕事でもあると理解しているからだ。

（しかし、ヴァレリアは大丈夫かな？）

　彼女は一ヶ月ほど前からエルフの古文書解読のために、故郷の森に帰っている。

（千年前の勇者たちの状況が詳しく分かれば、何か役に立つ情報があるはずだ。なんとか成功して欲しいな……）

　広宣は寂しさを覚える気持ちを押し込めて、目の前のフィラナに意識を戻した。

「ほら、腰の動きが鈍くなってるよ。あんまり遅いと俺が動かすぞ？」

　この一年でかなりセックスに慣れた広宣は、自分の興奮をある程度コントロールできるようになっていた。

　つまり、楽しみたいだけセックスを楽しめるのだ。

「はうぅぅぅ！　ら、らめぇ！　ちゃんと動きますからぁぁぁ！」

　対して、フィラナはかなり乱れている。広宣とセックスする女たちは、彼の媚薬効果がある精液を浴び続けることで、より淫乱に成長していた。

　彼女は広宣の言葉に応えるように、腰の動きを激しくする。

（こうやって俺の言葉に誠実に反応してくれると嬉しいな）

　例え媚薬で興奮しているといっても、実際に犯しているのは広宣自身だ。

　彼は、自分の力でフィラナを乱れさせているという状況に笑みを浮かべる。

「やっぱりダメだ、我慢できない。俺も動くよ！」

（こんなに一生懸命懸命な姿を見せられて、興奮しないはずがない！）

　やはり自分で動きたくなったのか、広宣は下から腰を突き上げる。

　硬く勃起した肉槍が、フィラナの膣を深くえぐった。

「ひゃっ、いいいいい!?　ら、らめって言ったのにぃ！」

　広宣の責めに彼女はたまらず声を上げる。

　もうかなり長い時間ずっと、彼とセックスしていたフィラナにとっては、それが良く効いた。

　例えるなら、痺れた足を指で突かれるようなものだ。

　甘い快感に浸っていた彼女の全身に、肉槍による激しい快感が伝わっていく。

「こ、こんなのすぐにイッちゃいますぅぅぅぅぅ！」

「フィラナのイクところ、俺に見せてくれ！」

　彼女の絶頂を見ようと、広宣が腰を突き上げる。

　かなり勢いのある動きだが、フィラナの膣内はそれを受け止めた。

　幾度もその肉槍を受け入れたそこは、この程度で壊れたりしない。

　しかし、与えられる快楽はしっかりとフィラナに伝わった。

「イクイク！　おちんちんにイカされるぅぅぅううう！」

　中が締まり、ペニスに極上の刺激が与えられる。

（な、何度味わっても気持ちいい！）

　自分のもので絶頂し、痙攣するフィラナを見ながら思う広宣。

　美少女でお姫様なフィラナが自分から腰を振って、俺の上でイっている。

　それを見ると、興奮が高まってくるのも当然だ。

　広宣は、次は自分が気持ちよくなろうと腰の動きを再開した。

「まだイってる途中で……ひっ、うきゃああああ！」

　痺れているところを連続で突かれることで姿勢を保てなくなったフィラナが、広宣の胸に倒れ込む。

（うおっ、胸が当たって……やべぇ！）

　その美巨乳による思いがけない感触に、広宣の興奮が一気に高まった。

「フィラナ、出る。出すぞ！」

「はいっ！　ヒロノブ様の精液、いっぱい中出しして下さいぃぃいいいい!!」

　最後に、彼女の尻を掴んで自分のほうに引き寄せる。

　そして、今までで一番深くへ突き刺さるように肉槍を挿入し、射精した。

「あっ、熱いのがきてるぅ！　精液で子宮溺れちゃいますっ！」

　広宣の身体を抱きしめながら、フィラナも再び絶頂した。

「ヒロノブ様ぁ……んちゅ……」

　絶頂に震えながら、彼女はキスの雨を降らせる。

　ふたりはしばらく余韻を楽しんでいたが、広宣が先に身体を起こす。

「そういえば、最近は確認してなかったな。フィラナのステータスを見せてくれるか？」
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　その問いに、彼女も頷く。

「わかりました、ヒロノブ様」

　広宣に身体を支えられながら、彼女がステータスを開く。




　名前：フィラナ・エル・セインドーラ

　性別：女　　種族：人間

　力：543　　防御力：534　　速さ：511　　魔力：655




　女クラの生徒たちよりも数倍高い数値が示された。

　フィラナは女クラの生徒よりも頻繁にセックスしていたから、この数値なのだろう。

（贔屓している部分はあるが、フィラナは特別だからな）

　自分の能力目当ての女クラと、最初から自分のことを思ってくれている相手だ。

　対応が違うのも当たり前というものだろう。

（それに、フィラナ以上の人もいるしな）

　そして、広宣はこれからその人物の部屋へ行く予定があるのだ。

「フィラナはもう休んでいてくれ」

「ヒロノブ様、お出かけですか？」

「ああ、少し先生のところにね」

　そう、これから向かう先は七なな草くさ葉よう子この部屋だったのだ。
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　広宣はフィラナを置いて部屋を出ると、そのまま隣にある葉子の部屋へ向かった。

「先生、俺です」

　部屋の扉をノックすると、すぐに中から返事があった。

「小お沢ざわ君！　今開けるわね」

　数秒もすると、扉が開いて葉子が姿を現す。

「さあ、入って。そろそろ来る頃かと思って飲み物を用意してたの」

「おっ、ありがとうございます。ちょうど喉が渇いていたんですよ」

　彼女の提案に飛びつく広宣。

「あれだけ大きな声が聞こえていたらね……」

「あ、あはははは」

　葉子のからかうような言葉に、広宣はから笑いするしかない。

　城の壁はかなり厚くできているが、それでも隣となると聞こえてしまう。

　いつものことで慣れているつもりが、年上の葉子に指摘されると広宣も恥ずかしさを感じていた。

　そのままテーブルに着いて、用意されていた飲み物に口をつけ始めるふたり。

（これ、結構冷えてるな。さすが先生）

　おそらく、魔法を使って冷やしたのだろう。

　激しいセックスで水分を失っていた広宣の身体に冷たい飲み物が染み渡る。

　彼は、心遣いをしてくれた葉子に心の中で感謝した。

「やっぱり、若い子は元気があって良いわね」

「いや、先生だって凄いじゃないですか」

　葉子の口から出た言葉にそう返す広宣。

　実は、広宣が関係を持っている女性で一番セックスの回数が多かったのは葉子だ。

　彼女は他の女性よりも性欲が強いのか、ことあるごとに行為を求めてきた。

　広宣もそれを嫌がることはなく、むしろ進んで彼女と性交していたのだ。

　それは、葉子のステータスにも数字となって表れていた。
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　フィラナよりもさらに強力なステータスだ。

　今では彼女が魔法を一つ唱えるだけで、数十の魔物が粉微塵となる。

　葉子はこのステータスで、この国の誰よりも高い戦果をあげて活躍しているのだった。

「でも、小沢君だって先生よりも同年代の女の子とするほうが、気持ちいいんじゃないかと思って……」

　葉子は片手を頬に当て、ため息をつく。

「そんなことないですよ。俺、先生とするの好きだし」

　広宣はそう言ってフォローするが、これは本心からの言葉だ。

　この異世界に来たばかりで孤立していた自分を気にかけてくれた存在。

　そして、好意を寄せてくれていることもあり、広宣にとっては大事な女性だ。

「そう言ってもらえると嬉しいわ。お礼はやっぱり、アレがいいかしらね」

　すると、彼女は椅子から立ち上がる。

　そして、テーブルの向かいに座っている広宣の前に跪ひざまづいた。

「私の口で気持ちよくなって、小沢君」

　そう言うと広宣のズボンを脱がし始め、彼のペニスを取り出す。

　フィラナとのセックスから時間が経っているので柔らかくなっていたが、葉子が触れると徐々に硬さを取り戻していく。

「やっぱり絶倫ね。フィラナさんとあれだけ激しくしたのに、もうこんなに硬くなってる」

「せ、先生が上手いからですよ」

　葉子は性欲も人一倍だが、セックスの技術も高い。

　今も、手コキだけで広宣の興奮をかなり高めている。

「もう立派になったわね、じゃあいただくわ。ん、あむぅぅ！」

　葉子はペニスが勃起すると、すぐさまそれを口に咥える。

　そして、そのままフェラで広宣を責めたてていく。

「んぐ、んぐ、んぐ、じゅぶぶぶ、じゅるるる！」

「うっ、あぁ！」

　たまらず声をあげる広宣。

　葉子は止まらずに、肉槍を喉奥まで咥えるように頭を動かした。

「んごぉ！　んぐぅ！　じゅぷるるるる！」

（先生すげえ、奥まで飲み込んでる！）

　下手をするとむせてしまいそうだが、彼女は巧みに肉槍を操ってフェラを続けていく。

　さらに、その最中に舌の腹で裏筋部分を擦るような刺激も加えた。

　敏感な場所に刺激を受けた広宣は、その快感に腰を引いてしまう。

「逃げたらダメよ？　れろぉぉぉぉ！」

　後ろに下がる腰を両腕で捕まえた葉子は、そのまま絶頂させようと肉槍に思い切り吸いつく。

「じゅるるるるっ！　じゅぞぞぞぞっ！」

「あぁっ、それ、出る！　出ます！」

　逃げ場を無くした広宣は、その快感を余すことなく受け止め、射精する。

　肉槍から精液が発射され、次々と葉子の口内に流れ込んだ。

「んぐっ！　んぐっ！　ずるるるる！」

　葉子は発射された精液を、端から全て飲み込んでいく。

　ゴクゴクと喉を鳴らしながら精液を飲み、その刺激がペニスを刺激して更なる射精が起こった。

「ん、んんん……はぁ、相変わらず濃いザーメンだったわ。まだ喉に引っかかってそうなくらい」

　葉子は全ての精液を飲み込むと、肉槍から口を離す。

　そして、唇に付いた精液を舐め取りつつ妖艶に笑うのだった。

「先生、やっぱりエロすぎますよ」

　自分の精液を飲み下して嬉しそうにする姿に、広宣はたまらなく興奮した。

　すぐさま椅子から立ち上がって、葉子をベッドに連れていく。

　そして、そのまま彼女を押し倒す。

「きゃっ！　慌てないで、私の準備も出来てるから……」

　媚薬効果のある精液を飲んで興奮した様子の葉子が、自分から四つん這いになる。

　広宣の目は、差し出された尻に釘づけになった。

「先生、俺もう我慢できないです。入れますね」

「来て、小沢君のおちんちん、先生の中に！」

　承諾を得るやいなや、広宣は腰を突き出した。

「ひぐっ！　か、硬いのが入ってくる……！」

「先生の中も、めちゃくちゃ絡みついてきます」

　葉子の膣は、久しぶりに会う想い人を迎えるかのように、激しく肉槍を締め付ける。

　彼女はほぼ毎日広宣とセックスをしているが、この締まりは緩むことがない。

　むしろ、最近はペニスの形に合わせてより効率的に責めるようにさえなってきた。

「さあ、動かして。小沢君のおちんちんで先生の中をめちゃくちゃにぃ！」

　いよいよ興奮によって理性も失いつつあるのか、彼女はなりふり構わず求める。

　広宣もそれに応えて腰を振りはじめた。

　葉子の尻を手で掴みながら、激しいピストンをしていく。

　手に伝わる柔らかい尻肉の感触も、彼の興奮を高めていった。

　成熟した女性の淫靡な肉体は、広宣から瞬く間に理性を奪う。

「ああっ！　小沢君の、気持ちいいぃ！　中がゴリゴリ削られてるの！」

　髪を振り乱して叫ぶ葉子。

　もはや、そこにいつものおっとりした雰囲気はなかった。

　彼女が乱れるのを見れば、広宣の興奮もそれだけ高まる。

（普段は優しい先生なのに、このギャップがたまらない！）

　より激しく腰を振る広宣に、葉子が悲鳴をあげる。

「そんなに激しくされたら、先生イっちゃうぅぅ！」

　絶頂しそうだという言葉に、広宣の腰使いにも力が入った。

「このままイカせますよ、先生！」

　激しい締め付けに耐えながら、膣の奥を突き続ける広宣。

　そして、限界を超えた葉子が思い切り背を反らして悶えた。

「いああああっ、あっ、イッ、イクウウウウ!!」

　絶頂に、膣内が肉槍へ吸い付くように締まる。

「うぁ、俺も……！」

　その刺激に、広宣も耐え切れず射精した。

　中で肉槍が震えながら、次々と精液を吐き出す。
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　ぴったりと腰を押し付けながらの射精は、葉子の奥を一瞬で満たすのだった。

「あっ、ふぅ、はぁ、はぁ……」

　射精が収まると、彼女はうつ伏せでベッドに倒れ込む。

　その足の間から漏れ出る精液に、広宣は満足感を得ていた。

（やっぱり、先生とは気持ちよすぎだ。このまま溺れたくなりそうになる）

　だが、そこで広宣は今日のうちにもう一カ所、回らなければならないことを思い出した。

　女クラの筆頭、馬あ酔し木び彩あや花かの部屋だ。

（一応、主人としての義務は果たさないとな）

　奴隷として女クラを支配している広宣だが、彼女たちのステータスを強化するという約束は果たしている。

　今日も、彩花のステータスを強化する予定だったのだ。

「先生、俺はまだ用事があるんですけど、ひとりで大丈夫ですか？」

「ふぅ……ええ、問題ないわ」

　腰が抜けていたら大変だろうと思って声をかけた広宣だが、心配は杞憂だったようだ。

「じゃあ、失礼します」

　そして、さっと身支度を整えると慌ただしく部屋を出ていくのだった。
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　葉子の部屋から出た広宣は、そのまま一つ下の階に降りる。

　そこに、女クラの生徒たちの部屋があるのだ。

　そろそろ日が落ちそうな時間になっている。

　だいたい、彼女たちが魔物の討伐から帰って来る時間はこれくらいになる。

　最近では一週間ほど城を開けて大規模な魔物討伐に行くこともあり、状況が好転していた。

　今日も、彩花たちと広宣が会うのは二日ぶりだ。

　今回は、隣国と共同で魔物の侵攻から街を守る作戦だったらしい。

　近々行われる同盟にむけて、両国間の関係をさらに深めようという狙いがあった。

（隣国との作戦で俺たちの力をアピール出来れば、また立場も良くなるかな？）

　女クラの生徒たちと違って、広宣の望みはエロいことをするというものだ。

　現状ではそれが叶っているので、魔王を倒すという目標については関心が低かった。

　戦況が好ましいこともあって、彼の中から危機感が薄れてきてしまっているのだ。

（まあ、フィラナに頼まれている以上やることはやるか。死んだ人間にも申し訳ないし）

　今の彼を魔王討伐へ動かしているのは、フィラナの願いと、死者への後ろめたさだ。

　しかし、この後に起こった出来事が、広宣を否応なく魔王討伐へ向かわせることになるのだった。
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「ご主人様、お待ちしておりましたわ！」

　部屋に着いた広宣を、彩花が出迎えた。

　帰ってから一度、身体を清めたようで、肌がしっとりとしている。

「ああ、中に入れてくれ」

「はい、こちらへどうぞ」

　始めこそ広宣相手に悪態をついていた彩花だが、今ではすっかり従順になっている。

　これまで幾度もセックスで調教されてきたからだ。

　媚薬作用のある精液を中出しされれば、だけでも広宣に対して逆らえなくなる。

　今では奴隷契約が無くとも、命令に従うまでに調教されていた。

（いい気味だ。これも因果応報ってやつだぜ）

　元の世界で横暴に振る舞っていた彩花が従順な奴隷になっているのを見て、広宣の心の激しい部分が満たされる。

　彼はそのまま部屋の中に案内され、ベッドに座った。

　すると、彩花はすぐに彼の前で正座する。

「ふぅ、今回の討伐はどうだったんだ？」

「魔王軍に占拠されていた橋を奪い返しました。これで物や人の輸送が捗はかどるそうです」

「それは良いことだ、よくやった」

「ご、ご主人様に褒めていただけるなんて、感激です！」

　広宣に褒められて嬉しいのか、彼にすり寄る彩花。

　前の世界での面影はまったく見えなくなっていた。

「よし、ならご褒美をやろう。まずはその胸で俺のものを起たせるんだ」

「喜んでご奉仕いたしますわ！」

　広宣がベッドの上に横になると、彼女は自分の服を脱いで彼の足の間に身を滑り込ませる。

　そして、ペニスを取り出すと自分の胸に挟み込んだ。

「元気になれるよう、マッサージを致します」

　そう言って、自分で胸を揉みペニスを刺激する彩花。

　初めてのときは広宣が一方的にさせていたパイズリも、簡単にこなせるようになっていた。

　彼女のパイズリを受ける広宣も、その気持ちよさに勃起していく。

　その絶倫さは、三人目だというのに少しも衰えを見せない肉槍からもうかがえる。

「んっ、はぁ……おちんぽが硬くなってきましたわ。興奮してるのですね？」

　上目遣いに見られた広宣はドキッとする。

　いくら淫乱な奴隷に堕ちようとも、彩花はまぎれもない美少女だ。

　しかも、レベルが高いと言われる女クラの中でもトップのその美しさは、見る人を引き付ける。

　キツく高慢な感じが無くなってからは、さらに魅力的になっていた。

（くそ、やっぱり可愛いな。でも、あの彩花だぞ？）

　若干揺れそうになった内心を鎮めて、彼女のパイズリを味わう広宣。

　葉子のテクニックには及ばないが、その動きは肉槍へ確実に快感を与えていった。

　しばらくすると、完全な勃起状態になる。

「もう良いだろう」

　広宣が言うと、彩花が名残惜しそうにペニスから離れる。

　しかし、次の瞬間には発情した表情に戻っていた。

　どこを責めてもらえるのか、楽しみにしているのが丸わかりの淫乱な目だ。

「あの、今日はどこにいただけるのでしょうか？」

「そうだな……まずは横になって足を開け」

　何かを思いついたような広宣は、彩花にそう命令する。

「ああ、待ち遠しくて中からいやらしい汁が漏れてきてしまいます」

　広宣に向かって足をＭ字に開いた彩花。

　その膣からは、すでに愛液が垂れ始めていた。

「淫乱奴隷が、そんなにこれが待ち遠しいのか？」

　広宣が膝立ちになると、彼女の視線が股間に釘づけになる。

　目は口程に物を言うという言葉があるが、まさにそれだ。

「よし、それだけ欲しがってるなら入れてやろう」

「本当ですかっ!?　早く、早くおちんぽください！」

　広宣は体勢を整えて、狙った場所に腰を進める。

「ただし、尻の穴にな」

「いぁああっ!?　そこ、お尻ぃぃぃぃ!?」

　肛門を狙った広宣は、一気に腰を突き出して挿入したのだ。

「あひぃぃぃ！　お尻にされるとおかしくなっちゃいますのぉぉぉおおお！」

　突然のアナルセックスにも関わらず、彩花の肛門は肉槍を飲み込んでいった。

（まさか、ここまで尻穴にハマるとは思ってなかったなぁ）

　以前、興味本位で彩花のアナルを犯した広宣だが、そのときに、想像以上の乱れっぷりを見せたのだ。

　それからの彼女は、広宣を迎えるときには必ずと言っていいほど尻も綺麗に準備している。

（最初は興味がなかったけど、今は彩花が悶えるのを見るのが楽しくて仕方ない）

　そのうちに広宣も慣れてきた、今では彼女とのセックスの一つとして普通になっている。

「うっ、締め付けで、もぎ取られそうだ。もう少し緩めろ」

「む、無理ですぅ！　お尻が勝手に締めるのです。あっ、ひゃううぅぅぅ！」

　仕方ないので無理やり腰を動かす広宣と、強引なピストンにも嬌声を上げる彩花。

　そのまま尻の中で肉槍を動かすと、肛門の締め付けも徐々にだが慣れていく。

　広宣はこのまま行けると悟り、激しく腰を振り始めた。

「あっ、あぁぁっくぅ！　お尻が掘り返されてますのぉぉぉ！」

「だが、感じてるんだろう？　アソコから汁が飛び散ってるぞ」

　尻の穴を犯されて感じた彩花は、膣からもダラダラと愛液を漏らしている。

「らって、お尻の穴気持ちいいんですのっ！　我慢できません！」

「だったら、これからは全部尻穴に射精してやろうか？」

「いや、らめぇぇぇ！　子宮にも精液欲しいぃぃ！」

「本当に淫乱になりやがったな、一年前のお前に見せてやりたいよ」

　彼女の痴態を見るのが嬉しいのか、広宣は更にピストンを激しくしていく。

「ああああ！　そんなに激しくされたらイっちゃいますの！」

「俺も出るぞ、尻の中に出されてイクんだ！」

　広宣は彩花の身体がずり上がるほど激しく腰を打ち付け、腸内に射精した。

「んほぉぉぉおおお！　精液でお腹の中いっぱいにされてイグゥゥゥゥ!!」

　射精を受けた彩花は、精液が腹の中に潜り込んでいく感覚を感じながら絶頂した。

「イグイグイグッ、おぉぉほぉぉぉおお！」

　最後には潮まで吹いて身体を跳ねさせたのだった。

　広宣はそのまま射精が終わると、彼女の身体から肉槍を引き抜く。

　そして、ベッドに腰を下ろした。

「う……あぁ……」

　彩花はまだ絶頂の波が続いているのか、身体を震わせている。

　さすがにこの状態の相手を放置するほど薄情ではない広宣は、落ち着くまで傍に付き添った。

　その後、けっきょく腰が抜けた彩花は、女クラの生徒を呼んで世話をさせた。

「ふぅ、これで今日約束があった相手は終了だが……」

　広宣は、昂った自分の性欲がまだ治まらないことを感じていた。

（適当な女クラの女の部屋に入り込むか）

　そう決めると、別の女生徒の部屋の扉を叩く。

「はい、どなたで……ご主人様！」

　中から出てきた少女は、広宣だとわかると一瞬で発情した表情になる。

「相手をしてもらうぞ、いいな？」

「もちろんです！」

　こうして、彼は気が済むまで部屋を渡り歩いていく。

　まさにハーレムの主といった感じだが、これが広宣の異世界での仕事であり、日常なのであった。
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　淫靡な日常を送っている広宣の元に、王からの呼び出しがかかった。

　いくら彼らの立場が上がったといっても、王の言葉を無視することが出来るほどではない。

　そこで、広宣は葉子とフィラナを連れて指定の場所に向かっている最中だ。

「いったい、何の用なんでしょう？」

　広宣は葉子に尋ねる。

「朝に馬車の車列が到着しているところを見たわ。もしかして、誰か来賓があったのかもしれないわね」

「その来賓と俺たちを、引き合わせようってことですか」

「ヒロノブ様の噂は国中に広まって、今や他国にまで伝わっているらしいですよ」

「そんなにか!?　あんまり有名になりすぎるのも良くないと思うけどな……」

　名声は対象の人物にいろいろな恩恵を与えるが、同時にリスクも背負わせる。

（面倒な相手じゃないといいんだが）

　広宣はこれからのことに不安を感じるのだった。

「でも、王様が小沢君の害になりそうな人と引き合わせるとは思えないわ。大丈夫よ」

　葉子の言葉に、広宣も頷く。

　それについては、確信に近いものがあったのだ。

　王にとって、実力があり戦果も上げている広宣たちは重要な存在であり、かなりの便宜を図ってくれている。

　今まで閉じ込めておいたフィラナを好きにさせているのも、広宣が望んだことを受け入れてのことだ。

　もっとも、異世界人と共に王族が戦っているという広告に使う狙いもあったようだが。

　様々な思惑はあるが、王と広宣たちの関係は悪くはなかった。

　王が彼の嫌がりそうな人間と引き合わせるはずはないと、思っていい状態だ。

「まあ、全ては向こうに着いてからだな」

　広宣たちは話を終えると、指定された部屋に急いだ。

　広い城を歩いて部屋まで着くと、そこは武装した騎士が警護していた。

「なんか、物々しいな。相当な大物なのか？」

「あの騎士の鎧は隣国のものです。もしかして、将軍や大臣かもしれません」

　広宣の問いに、フィラナが答える。

　彼女の言うとおり、警護の騎士には見覚えのない鎧を纏った者が複数含まれていた。

（だとすると、例の同盟の件かな？）

　頭の中であたりを付けつつ、三人は扉の前まで進む。

「陛下のお言葉により、ヒロノブ様をお連れしました。中に入れてください」

　フィラナがそう言うと、前を塞いでいた騎士が退いて扉を開く。

　中に入ると、そこにはふたりの人物が居た。

　いつもの威厳ある雰囲気を纏った王と、もうひとりは女だ。

　葉子と同年代程度で、燃えるような赤髪にキリッとした顔立ち。

（大臣には見えないな。だとすれば将軍か）

　広宣が彼女を見るのと同時に、向こうも値踏みするように見つめてきた。

「ご苦労、三人とも座ってくれ」

　それも王の言葉によって中断し、示された椅子に座る。

「将軍、紹介しよう。こちらが召喚された勇者を纏めているオザワ・ヒロノブだ」

　王が広宣を示して紹介するので、彼は頭を下げて様子を見る。

「こちらはマルグリット将軍。今回の同盟について話し合うため、隣国からやって来た」

「マルグリットだ、よろしく頼む」

　反対に彼女が紹介されると、広宣の警戒が一つ解かれる。

　広宣のほうが年下にもかかわらず、彼女の挨拶は丁寧な物だったからだ。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　こちらも改めて頭を下げて挨拶する。

「噂はこちらの国にも届いているぞ。なんでも、二十人たらずの部隊で魔物を駆逐しているとか」

「俺がやってるんじゃないんですけどね。ほとんどは部下です」

　奴隷という言葉を使わなかったのは、彼女の国では奴隷がどう見られているか、わからないから。

　広宣としては、彼女を怒らせて同盟締結が上手くいかないということにはしたくない。

　彼なりに王の顔を立てようとしているということだ。

「だが、その戦力は君が育てたものらしいじゃないか。方法は随分と独特なようだが」

　そう言って笑うマルグリット。

　しかし、それは嘲笑というより興味深いといった感じだ。

　どうやら、広宣がどうやってステータスを強化しているのかも知っているらしい。

（さっきの態度から見ても、見た目どおり武人っぽい人なのかな？）

「ええ、まあ。魔物を倒すためには仕方ないですから」

「うん、奴らを倒せるのならどんな力だろうと構わない。是非、力を合わせて戦って欲しい」

　謙遜して言う広宣だが、マルグリットはその力をあっさりと肯定した。

　その言葉に、こちらのほうが驚いてしまう。

「将軍は、俺たちが特殊能力を使うことをズルいとは思わないんですか？」

　広宣は、その雰囲気からマルグリットを、熱血系の人物だと思っていた。

「今までどおりのやり方で足りるなら、ここまで攻め込まれてはいない。敵を押し返せるなら邪道だろうが構わないさ」

　外見によらず、考え方は柔軟なところがあるようだ。懐が広いと言ってもいいかもしれない。

「マルグリット将軍はここ数年魔物の侵攻を食い止めている名将でな、今回はたっての希望でこの国に来たそうだ」

「それって、もしかして俺たちに会いに？」

　王の言葉を受けて広宣がマルグリットへ問いかけると、彼女は頷く。

「最初は勇者など伝説上の存在だと思っていたが、情報が集まってくるうちに興味が湧いたんだ。そして、この機会に是非会いたいと思ってやって来た」

　そして、広宣の顔を見つめるようにして続ける。

「君と力を合わせることが出来るなら、すぐにでも魔王城に乗り込めそうな気もする」

「それは、光栄です」

「かの有名な将軍にそう言ってもらえると、私としても鼻が高い」

　よく分からず恐縮している広宣をよそに、王は機嫌が良さそうだ。

「お父様、マルグリット将軍はそれほど凄い方なんですか？」

　横からフィラナが質問する。

「将軍の指揮する軍は万の魔物をせき止めるとも言われている。本人も、数十体の魔物を切り刻んで傷一つ受けなかったとか」

（ま、万の魔物……）

　思わず絶句する。

　女クラのメンバーたちも合計すれば万以上の魔物を仕留めているが、一度にそれだけの魔物と戦えばひとたまりもないだろう。

　普通の兵士たちを指揮してそこまでの戦果を上げるというのは、なかなかできることではない。

　それに、数十の魔物を切り倒すというのも、並みの騎士を凌駕している。

「もしかして、将軍も特殊能力を持っているんですか？」

　広宣は思わずそう聞いてしまう。

　この世界にも確立は低いが、特殊能力持ちの人間はいるのだ。

「いや、私は持っていない。魔物と渡り合えたのも仲間と連携していたからだ」

　彼女はそう言って首を横に振る。

「これも、将軍の人気の一つだ。特殊能力を持たない人間の憧れにもなっている」

「そうだったんですか……」

　広宣は目の前に歴史上の偉人が現れたような気持ちになって関心した。

「それにしても陛下、本日は私のわがままを聞いてくださってありがとうございました」

「いや、こちらとしても両国の主戦力が連携しているということを内外に示せた」

（やっぱり、強したたかなところがあるな）

　広宣とマルグリット。民の間でも噂になっている両名が仲良くしている姿を見せれば、同盟締結は確実になったようなものだ。

「厚かましくて申し訳ないが、実はもう一つお願いがあります」

　そこで、マルグリットが切り出す。

「何だろうか、私としては出来るだけ協力したい」

「そこの彼と、ふたりきりで話がしたいのです」

「ふむ……」

　ここはさすがの王も渋っている。

　ふたりきりで会談すれば更に関係の深さをアピールできるが、やりすぎは毒にもなるからだ。

　むしろ、隣国側から文句が来ないとも限らない。

「わかった、では我々は退出しよう」

　しかし、しばらく考えると王は了承する。

（また何か考えてるのか？）

　若干、王を怪しんでいる広宣だが、大人しく指示に従うことにした。

　王は席を立ち、葉子とフィラナもそれに続く。

　そして、部屋には広宣とマルグリットだけが残された。

「さて、君とふたりきりになれたわけだ。さっそくだが、お願いがある」

「な、なんでしょう？」

　豪快に切り込んでくる彼女に、広宣も引き気味だ。

「君の能力は、性交した相手のステータスを高めるのだろう？」

「はい、そうです」

　広宣の返事を聞いた彼女は一瞬目を閉じて何か決意した後、再び彼へ問いかける。

「君に、私とセックスしてほしいんだ」

「……はい!?」

　武人然とした彼女から発せられた言葉が理解できなかった広宣は、一瞬遅れて驚愕するのだった。
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　広宣は、マルグリットの言葉に硬直したまましばらく動けずにいた。

　召喚された女クラの生徒たちのように戦闘に役立つ特殊能力は持っていないが、それでも万の魔物を食い止めるという将軍。

　武勇だけでなく、容姿も美しい女性だ。

　歴史上の偉人にでも会ったかのように思っていた広宣だが、その彼女から信じられない言葉が聞こえた。

「君に、私とセックスしてほしいんだ」

　広宣はそれにたじろぐ。

「それ、本気……なんですか？」

「ああ、そうだ。今回この国に来たのもこれが目的と言っていい」

　国同士の同盟が二の次だと言われて、彼はさらに驚いた。

　そんな広宣に、マルグリットは詰め寄る。

「突然のことで驚いているだろうが、私にとっては切実な問題なんだ。今まで特殊能力無しでやってきたが、この頃は魔物の力に押し負けてしまっている」

「マルグリットさんが……」

　ついさっき華々しい武勇を聞いたばかりの広宣には信じられないことだった。

「今の私は自分の才能の限界まで成長しきってしまっているんだ。これ以上強くなるには、君が協力してくれるしか道はない。もちろん、いざと言うときには、私の力を使ってくれて構わない」

　必死に頼み込むその様子に、広宣は彼女の気持ちの強さを悟った。

「私は、魔物の脅威から国を守りたい。情けないが、今は君だけが頼りなんだ」

　そう言って頭を下げるマルグリットに、広宣も覚悟を決めた。

「わかりました、マルグリットさんのステータスを上げましょう」

「おお！　あ、ありがとう！」

　彼が頷くと、マルグリットはその手を強く握った。

「あ、あははは……」

（ここまで感謝されると、なんだか変な気持ちだな）

　今まで会ったことのないタイプの人間を相手に、広宣も少し押され気味だ。

　彼女はヴァレリアと比べてもより積極的で豪快なところがある。

　女クラの生徒も同じように広宣の能力を利用しようとしていたが、広宣としてはマルグリットのほうが好感を持てた。

　初対面の、それも年下を相手に頭を下げて頼み込むことに勇気が必要だということは間違いない。

　それを躊躇ためらいもなくした彼女から、広宣は強い思いを感じたようだ。

「それで、可能ならばここで君の能力を試させて欲しいんだ」

「ここでですか？」

　マルグリットは顔を上げると、そう提案した。

　先ほどのやり取りで彼女の積極さを知った広宣は驚かない。

　しかし、昼間の応接室ということで流石に戸惑ってしまう。

　広宣たちがあてがわれている部屋は城の中央から離れた場所にあるので、普段セックスをする分には人目は気にしない。

　だが、ここは城のほぼ真ん中だ。セックスするには多少の勇気が必要だった。

（……マルグリットさんが最初に頭を下げてくれたんだから、こっちも誠意を見せないとな）

「わかりました、やりましょう」

　広宣は気持ちを固めて、そう返事をした。

「なら、さっそく始めるとしよう」

　マルグリットは立ち上がって、近くのソファーへ広宣を座らせる。

「どういうことをするか知識はあるが、実際にするのは初めてなんだ。だから、君は何か気付いたことがあったら遠慮なく言ってくれ」

「了解です」

「では……ッ！」

　彼女はまず広宣のペニスを露出させるが、そこで一瞬手が止まる。

「あの、大丈夫ですか？」

「初めて見たものだから、少し驚いてしまってな。大丈夫だ、これを舐めたり咥えたりすれば大きくなるんだろう？」

「そうですよ。最初は咥えずに舌で舐めてください」

　そう言われ、ペニスを手に持って顔を近づけるマルグリット。

　そして、舌を出して舐め始めた。

「ぺろ、ぺろぺろ……れろろっ！」

　最初は舌先で小突くように触れていたが、慣れてくると全体を使って愛撫していく。

「良いですよ、その調子です」

（あの凛々しいマルグリットさんが、俺の前で跪いてフェラしてるなんて！）

　広宣は隣国の英雄が自分にいやらしい奉仕をしているという状況に興奮していた。

　テクニックはフィラナたちに及ばないが、その新鮮な興奮は彼の肉槍を熱くする。

「れろれろ、ちゅぶっ！　……すごい、ここまで大きくなるんだな」

　マルグリットは目の前で硬く勃起した肉槍に釘付けになっていた。

「まだこれから、次はこれを咥えてみてください。歯は立てないようにね」

「うむ、了解した。はもっ、んむ、れろぉ……」

　彼女は広宣の言うとおりに、肉槍を咥え込んでフェラをしていく。

（ちゃんと歯が当たらないようにしてくれてる。でも、少し刺激が弱いな）

　ペニスを傷つけないようにという気持ちが強かったのか、舌の動きが鈍って与えられる快感が減少していた。

　初めてのフェラなので仕方ないが、広宣にとっては物足りない。

（このままじゃイケそうにない……）

　そう思った彼は、マルグリットに提案する。

「口はそのままで、頭を振ってくれませんか？　それで、舌が俺の先端に当たるように調整するんです」

「んぐっ、やってみる」

　マルグリットは頷くと、そのまま頭を上下に動かし始めた。

「じゅぼっじゅぼっ、じゅるるん、んぐぅ！」

　口を大きめに開いて余裕がある分、頭の動きも激しくなった。

　普段から身体を動かしているおかげか、初めての動きにしてはスムーズだ。

　広宣の言葉どおりに亀頭部分へ舌が当たるように調整していることもあり、刺激は先ほどとは段違いになる。

「ああ、気持ちいいですマルグリットさん……」

「じゅる、じゅるるる！　なら、もっと激しくするぞ」

　彼の言葉に反応したマルグリットがそう言う。そして、さらにピストンの速度が上がった。

「じゅるっ、じゅぼっ！　じゅっぷじゅっぷ！」

「うっ、おぉ……」

　激しいピストンによるフェラは、テクニックのなさをカバーするには十分なものだった。

　与えられる快感に広宣は思わず声を出してしまう。

　そして、自分の愛撫が効いていることを確認したマルグリットは、さらに責め立ててきた。

　状況を確認しつつ攻め時を見誤らないのは、彼女の将軍としての能力だろうか。

「ヤバッ、もう出そうです！」

　彼女の苛烈なフェラによって、広宣の興奮は一気に高められた。

（マルグリットさん、初めてとは思えないほど気持ちいい……！）

　ここに至っては、広宣も限界だった。

「じゅぷじゅぷ、じゅっぷぅ！」

「出すよ、マルグリットさん」

　その言葉に反応して、彼女は思い切り肉槍へ吸い付いた。

　思いがけないバキュームフェラに、広宣は耐え切れず射精する。

「んむっ!?　んん、ごくごく、ごっくん！」

　勢い良く発射された精液に驚きつつも、彼女はそれを飲み込んでいく。

　結局、出された分すべてを飲み込んでしまった。

「これが精液か、思ったよりも不味くはなかったな。それに、君のものもまだ元気だ」

　そう言って、口元をぬぐうマルグリット。

　そして立ち上がると、広宣を見つめてこう続けた。

「さあ、次は本番だろう？　どうすれば良いのか指示を頼む」

　彼女の言葉に、広宣にも火がついた。

「ええ、俺に任せてください」

　彼はそう言って、マルグリットを見つめるのだった。
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「まず、形としては俺が動くかマルグリットさんが動くかになるんですが……」

「そこは私にやらせてくれ。君に頼りっぱなしというのも悪いからな」

「じゃあ、俺は横になりますね」

　広宣はそう言って、身体を倒す。

　国の見栄なのかもしれないが、この部屋のソファーはかなり大きい。

　おかげで、彼が横たわってもそれほど窮屈ではなさそうだ。

（マルグリットさんが動くということは、騎乗位かな？　楽しみだ）

　広宣は彼女が自分の上で腰を振る光景を想像して、また肉槍を硬くする。

　そして、ニヤけそうになる顔を抑えていた。

「では、始めるぞ」

　マルグリットはショーツを脱いで跨がろうとするが、その前に、後ろ向きになった。

「後ろから……ですか？」

　自分の予想とは違う動きに声をかける広宣。

「ああ、向かい合ってだらしないものを見せるわけにもいかないからな」

　だらしないもの、とはその巨乳のことだろう。

　服の上からでも目立つ大きさだ。

「そうですか、わかりました」

（巨乳は嫌いじゃないし、むしろ好きなんだけどなあ）

　広宣は残念に思いながらも、本人の希望を聞くことにした。

（武人気質なマルグリットさんだ、その大きな胸が戦うときに邪魔とか思ってるんだろうな）

　本当は正面から見たいという気持ちを抑える。

　ようやく挿入というところで、無駄に時間を潰したくなかった気持ちもあった。

　それに加え、マルグリットの身体は後ろからでも十分以上に魅力的だ。

　すっとした背筋に、よく引き締まったくびれ。

　そして、肉感的な尻や太ももといった下半身。

　いろいろな美女を抱いてきた広宣を興奮させるに、十分足りるものだった。

「硬いな、こんなものが入るとは……」

　広宣が思考している間にも、マルグリットは行為を進めていた。

　彼の肉槍を持ち、それを自分の膣へ向かわせる。

「ふっ、んんっ！　あぁ、入ってくる……」

　彼女はそのまま腰を落とし、ペニスを挿入していく。

　将軍として勇名を馳せるマルグリットも、初めてのセックスには戸惑っているようだ。

「大丈夫ですか？　辛いならゆっくりやったほうが……」

「いや、このまま一気に……んああぁぁ！」

　広宣の言葉に首を横に振り、両手を前について身体を支える。

　そして彼女は腰を最後まで落して肉槍を挿入しきった。

「はぁはぁ……うっ、ふう……」

　しばらくその状態のまま停止していたが、一息つくと身体を起こす。

「どうだ、全部入ったかな？」

「はい、マルグリットさんの中も、すごく気持ちいいですよ」

　彼女の膣内は肉槍を迎えると、すかさず絡み付いていた。

　全身が鍛えられていることもあってか、その締まりもかなりのものだ。

「私も、君のものが奥まで貫いているのがわかるぞ。我ながら、こんなに大きな物がよく入ったな」

「それは多分、さっきのフェラのせいですよ」

「なんだと、どういうことだ？」

　マルグリットはすかさず聞き返した。

「俺の精液には、媚薬効果があるみたいなんです。セックスでステータスを上げる能力なんで、ちょうどいいですけどね」

「すると、今の私は発情しているのか？　たしかに、先ほどから身体が熱いとは思っていたが……」

　彼女はそう言って自分の胸に手を当てた。

　すると、案の定心臓の鼓動が激しくなっている。

「マルグリットさんは初めてだと言ってたんで、痛みも和らぐでしょうし」

「たしかに、聞いた話よりはスムーズだったな。腰のしびれも取れてきた」

　そう言って、彼女は腰を揺らす。

「うおっ……」

　突然動き出した膣内に、声を漏らしてしまう広宣。

　それを見たマルグリットはニヤリと笑った。

「私で感じてくれたみたいだな。ならば、もっと動かしていくぞ」

　直後、ゆるゆると動いていた腰が激しく上下しはじめる。

　引き締まった身体から繰り出されるピストンには容赦がなく、ヒダが肉槍をしごき上げた。

「君のものが奥を何度も突いてくるよ、逞しいな」

「マルグリットさんだって、中がグネグネ動いて気持ち良すぎます！」

（それに、目の前で尻が揺れてるのもエロい！）

　筋肉と脂肪がバランス良く付いた肉体は、戦う武人としての機能美を感じさせる。

　しかし、同時に男を興奮させるのに必要以上のエロさも兼ね備えていた。特に後ろから眺めていると、時折その大きな胸が身体の線からはみ出て見えているのがポイントだ。

（本当なら後ろから揉みしだきたいけど……）

　巨乳好きな広宣としては見逃せないが、今はそれどころではなかった。

　マルグリットの腰振りはより激しさを増しており、気を抜くと一気に射精まで至ってしまいそうだったのだ。

　彼女が尻を叩きつけるたびに乾いた音がなり、その大きさがピストンの激しさを現していた。

「ふうっ、んはぁ！　はぁはぁ、ああぁぁ！」









[image: ]











　ただ、それだけの動きをしていれば彼女のほうも感じていない訳はない。

　その証拠に、先ほどから堪え切れない嬌声が漏れ始めていた。

「マルグリットさんも感じてるんですね？」

「ああ、そうだ！　今まで感じたことがないくらい気持ちいい！」

「なら、抑えてないでもっと声を聞かせてくれませんか？」

　その言葉に、マルグリットの動きが止まる。

「はぁ……はぁ……しかし、私みたいなガサツな女の喘ぎ声なんて聞きたいのか？」

「そんなことないですよ、十分魅力的です」

「ふふっ、そんなことを言われるのは初めてだ。戦場では将軍としてしか扱われないからな」

　そう自嘲するように言うと、少し赤くなった顔を隠すように前へ向き直る。

「では、もっと私を感じてくれ。私も君のことが好きになってしまいそうだ」

　マルグリットは、また腰を打ちつけ始める。

「あっ、あおぉぉおおっ！」

　そして今度は大きな嬌声を上げて、自分がどれだけ感じているのかを広宣に伝える。

　媚薬の効果もあって大量の愛液も染み出しており、その水音も興奮を煽っていた。

「ああっ、あうぅぅぅううう！」

（すげえ、いやらし過ぎるよマルグリットさん！）

　彼女の激しい動きに、広宣の興奮も最高に高まる。

「すみません、そろそろ！」

　膣の締め付けとしごきに、彼の肉槍が悲鳴を上げたのだ。

「そのまま、そのまま中に出してくれ！　一滴残らず中にぃ！」

　広宣の言葉に反応したマルグリットは、最後に膣で搾り取るように締め付けた。

「で、出る！」

　それが引き金となり、彼女の膣内へ精液がほとばしった。

「あ、熱っ、ううぅぅうぅうう!?　あぁぁぁぁああああっ!!」

　マルグリットも初めての中出しを受けて、身体を反り返らせ絶頂した。

　しかし、射精はなおも止まらない。

　ペニスは次から次へと精液を送り出し、彼女の膣内を白く染めた。

「はぁ、はぁ、はぁ……すまない、腰が抜けてしまってな」

　それから数分もしてから、ビクビクと痙攣していた彼女がようやく起き上がる。

「別に大丈夫ですよ。見た目よりは頑丈ですから」

「そうか。しかし、セックスというものは凄かったな」

　汗を拭って、広宣のほうを向くマルグリット。

　性交の興奮と媚薬の影響で顔が赤いが、思考力は保っているようだ。

　艶やかさもあるが、試合を終えたスポーツ選手のような清々しさのあるところが彼女らしい。

　広宣はそれに笑って返したが、内心では別の感情が湧き出ていた。

（彼女が快感に溺れてる姿も見たいな……）

　そして、広宣はその衝動に従って行動し始めるのだった。
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　始めこそ主導権を譲ったが、広宣はこのまま終わることはしたくなかった。

　もちろん、先ほどの行為に満足していない訳ではない。

　初めてながらも積極的に腰を振ったマルグリットに対しては好感を得ている。

（セックスもめっちゃ気持ち良かったけど……）

　ここ一年で数々の行為をこなしてきた彼としては、終始受け身のままではなく、自分からも責めてみたいと感じていた。

　それは、行為の後で彼に話しかける余裕のある彼女を見たからでもあり、マルグリットのような強い女性を自分の力でイカせてみたいと思ったからでもある。

　広宣は自分の欲望に従い、まだ荒く息をしているマルグリットに手をのばす。

「君、何を……んぐっ!?」

　初めてセックスでの絶頂を迎えて、さすがのマルグリットも体勢が整えられなかった。

　広宣の行動には気付いたものの、それを止められずに押し倒されてしまう。

　彼はマルグリットをソファーへ浅く座らせるような形にすると、自分はその前で膝立ちになる。

　そして、混乱している彼女の足を開いた。

　本来なら掴まれたくらいではビクともしないマルグリットだが、絶頂後のゆるみで身体に力が入らなかったのだ。

　広宣の、見た目よりずっと高いステータスも影響していた。

　最初期こそ目も当てられないようなステータスだったが、自分にも影響する性交報酬という能力のおかげだ。

　今の広宣は、見た目で想像するよりも、数倍は力強い。

「マルグリットさん、悪いけどまだ終われないですよ」

　彼はそう言うと、間髪入れずに勃起した肉槍を膣へ挿入した。

「んああぁぁ!?　ま、また入って……！」

「そうです、一回くらいじゃ満足できないですからね」

　そして、そのまま腰を振り始めたのだ。

　マルグリットの動きに、勝るとも劣らない激しさでペニスをピストンさせていく。

　身体を動かすという意味では彼女に負ける広宣だが、セックスについては何枚も上手だ。

　さまざまな体位を知り尽くした彼は、大抵の相手なら最適な責めができる。

　激しく前後する肉槍は、まだ中に残る精液をかき出しながら膣奥を責める。

「あん、んうぅ！　イったばかりなんだ、少し休んだら付き合うからっ……！」

　マルグリットは混乱から立ち直ったらしい。

　広宣に制止を呼びかけるが、彼に止まる気配はない。

「なんで……あっ、いうっぐぅぅ！」

　先ほどまでは紳士的だった彼が豹変したように感じたのだろう。

　マルグリットは、怒りというよりも困惑の感情のほうを強く感じていた。

「なんでって、俺がマルグリットさんを犯したいからですよ。ただの義務感で一年中セックスしている訳がないでしょう？」

　戸惑う彼女に、広宣はそう言い聞かせる。

「なら、今まで君の仲間のステータスを強化していたのも、セックスを楽しむためだったのか？」

「いや、俺にも魔王を倒そうという気持ちはありますよ。趣味と実益を兼ねた能力を持っているだけです」

　焦ったように聞くマルグリット。それに広宣は落ち着いて答えた。

「それに、俺も男ですからね。マルグリットさんみたいな人が無防備でいたら襲わずにはいられないですよ」

　案に自分が魅力的だと言われて、快楽とは別に顔を赤らめるマルグリット。

「それは、礼を言えば良いのか？　よく分からないな、アハハハ！」

　誤摩化すように笑って言うが、広宣にとっては照れ隠しにしか見えなかった。

（意外と可愛いところもあるんだ……）

　王と話していたときは凛々しいかったマルグリットの、思わぬ表情を見つけて、彼は満足感を覚える。

　しかし、心は満足しても身体は目の前の女性を欲している。

　広宣は先ほどよりも強い、膣へと打ち込むようなピストンを始めた。

「ふぁっ、いうぅぅ！　ダメだ、またイってしまう……！」

　再び開始された責めに悲鳴をあげるマルグリット。

　まだセックスに慣れていない身体は、与えられる快感を制御できずに受け取ってしまう。

　ダイレクトに快楽を与えられた彼女の頭は、それ一色に塗り替えられようとしていた。

「ひゃっ、ああぁ、おっ、おうぅ！」

「良いですね、その表情。もっと見せてくださいよ」

　マルグリットの意志の強そうな顔が快楽に崩れていく光景に、広宣は笑みを浮かべる。

（こんなに気持ち良さそうにして……背筋がゾクゾクする！）

　自分より上位に立っている人間を手玉に取るというのは心地いいものだ。

　広宣は今、その感覚に酔いしれていた。

「ぁああっ！　ダメ、イク、またイってしまうぅぅぅ！」

　連続で与えられる刺激に耐えられず、彼女の身体が絶頂する。

　それでも広宣の動きは止まらない。

　むしろ、快感を与えればそれだけ反応するマルグリットの身体を楽しんでいるようだ。

　彼は絶頂で痙攣する膣内の動きを楽しみながら、新たな場所へ手をのばす。

「はぁはぁ、あんっ！　そ、そこは……！」

　マルグリットが戸惑うのも無理はない。

　広宣が手を出したのは、彼女が恥ずかしがっていた胸だからだ。

　彼は服の上からその大きな胸を鷲掴みにする。

「すごい大きさですね、ここまでの人はなかなかいませんよ？」

　その感触に、感嘆の声をこぼす広宣。

　手に収まりきらないほどの爆乳は、服の上から揉んでいるにも関わらずその柔らかさを彼に伝えていた。

「そこは……ダメだ。触られると、感じてしまう！」

「なら、余計弄ってあげないとダメですね」

「なっ！　ダメだと言って……んひゃあぁぁ！」

　広宣が服の下へ手を滑り込ませて生乳を揉む。

　その時、硬くなった乳首を指先が引っ掛けた。

　すると、マルグリットは悲鳴を上げて身体をのけ反らせる。

（……もしかして、今まで触っていなかった分、敏感になっているのかな？）

　そう思い至った彼は、確かめるように指で乳首を挟む。

「あひいぃぃ！　そこ、感じるぅぅ……イッ、ああぁぁ！」

　身体を引きつらせて、再度絶頂するマルグリット。

（ふふっ、これはちょうどいいや）

　広宣はいったん手を引くと、彼女の服を素早く脱がす。

　胸を見せるのを嫌がっていたマルグリットも、絶頂直後では抵抗できない。

　全ての衣服を脱がせると、まさに爆乳と呼んでいい胸だった。

「やっぱりデカいな、こんなに良いおっぱいを隠しておくなんて、もったいないですよ」

　そう言うと改めて生のおっぱいを、今度は両手で存分に楽しむ。

　グニャグニャと形を変える乳房は、大きく開いた指の間からも溢れそうなほどだ。

「私の胸、大きすぎるんじゃないか？」

　その言葉に彼は首を横に振る。

「とんでもない。いつまでだって揉んでいられますよ」

「なんだ、ここまで大きな物を持っているのは私だけだったからな。男からすると、逆に気持ち悪いのかと思っていた」

　安心したかのように息を吐く彼女。

「そういうことなら、好きにしてくれ。私も君に喜んでもらえると嬉しい」

「じゃ、遠慮なく……」

　許しを得た広宣。今度は前屈みになっておっぱいへ吸い付いた。

「あうっ！　そんな、赤ん坊みたいにするとは……うひぃっ！」

「れろれろ……マルグリットさんだって、それで感じてるじゃないですか」

　次に彼は胸から口を離すと、再度ペニスで彼女の膣を責め始めた。

　今までとは違う、相手を絶頂させるための激しいピストンだ。

「かふっ！　あっ、ああああ！　ま、また……イクッ！」

「今度は俺もイキますから、一緒に……！」

　我慢できない広宣は、最後に両手で乳首を摘んで擦った。

「ヒッ、イィィッィイ！　イクッ、イクイクイクゥゥゥ!!」

「あああっ！」

　絶頂でキツく締め付ける膣内の動きが肉槍を爆発させる。

　ドクッドクッドクッと精液が発射され、マルグリットの子宮にまで入り込んだ。

「あ、あぁ……中に熱いのが満たされている。こんなに出されたら孕んでしまうかもしれないぞ」

　絶頂後の弛緩でぼうっとしながらも、どこか嬉しそうに言うマルグリット。

「まあ、その時はその時で……」

　笑って誤摩化しながら、立ち上がる広宣。

「まあ、まずはここをどうにかしないといけませんけどね」

　そう、ここは応接室だ。

　勢いでセックスしてしまったが、このままにしておくのは流石にまずい。

　このあと広宣は、動けないでいるマルグリットの代わりに、ひとりで後始末をする羽目になったのだ。

　ちなみに、確認したステータスでは見事に能力が上がっていて、マルグリットは大層喜んでいた。







[image: ]







　会談の翌日、フィラナたちは広宣に部屋へと呼び出されていた。

「いったい何の用事なんだろうねー？」

　如月きさらぎ妖精ふぇありが横を歩く葉子に問いかける。

「そうね……昨日、会談の後に小沢君とマルグリットさんだけで話をしていたみたいだから、その関係かもしれないわ」

「へぇ、そんなことがあったんだ」

　彼女の言葉に納得したように頷く妖精。

「わたくしは、ご主人様がお呼びとあらばすぐさま駆けつけますわ。疑うなんてとんでもないですもの！」

　そのふたりの会話を聞いた彩花は、恐れ多いといったふうに口を挟む。

「あ～、はいはい。そうね」

　それを、妖精は軽く受け流す。

　そうこうしているうちに、一行は目的の広宣の部屋へ到着した。

「ヒロノブ様、参りました」

　フィラナが扉を開けて中に入ると、そこにはふたりの人間が居た。

　ひとりはこの部屋の主である広宣で、もうひとりは噂のマルグリットだ。

「ご苦労様、全員そこに掛けてくれ」

　彼に促されて、それぞれが椅子に座る。

　それを確認した広宣は、ゆっくりと話しだす。

「今日集まってもらったのは、ある作戦を行うことが決まったからだ」

「作戦……ですか？　それは、わたくしたちが行っている魔物の討伐とは違いますわよね？」

「そうだ。今回の作戦には俺も参加しようと思ってる」

　彼のその言葉に、聞いていたフィラナたちが動揺する。

　というのも、広宣が実戦に出たことはほとんどなかったからだ。

　彼が負傷でもすれば、ステータスの強化ができなくなってしまう。

　それは、大きなデメリットになる。

　彼自身も能力の使用で並の騎士以上のステータスを持っているが、武器を持って戦うことはない。

　それがどうして急に？　というのが彼女たちの疑問だ。

「とりあえず作戦の内容を聞いて欲しいんだ。マルグリットさんが説明するから」

　広宣がそう言うと、フィラナたちも頷く。

　それを確認して、マルグリットが前に出た。

「私がいま紹介されたマルグリットだ。始めに目的をはっきりさせよう、今回の作戦は魔王城の偵察になる」

　その言葉に、再び動揺が走った。

　魔王城といえば、文字どおり魔王軍の本拠地で、大将の魔王が居るとされる場所だ。

「今まで正確な位置が不明だったが、最近我が軍の偵察隊がそれらしき場所を発見した」

「えっ、発見したならそれで良くないの？」

　妖精の問いにマルグリットは首を横に振る。

「いや、魔王城の周辺は警備が厳しい。並の部隊ではその影を確認するので精一杯だ」

「それで、わたくしたちに詳細な情報を集めて来いというわけですの？」

「そうだ。これは、この国の王陛下からも承諾を得た作戦で私も同行する」

　そして、マルグリットは地図を取り出して広げる。

「魔王城は、ここから片道一週間ほどだ。少数精鋭で警戒網をかいくぐって接近する」

　その後も、マルグリットによる説明が続く。

　それが終わると、広宣が立ち上がって話す。

「俺が同行するのは、王から要請があったからだ。マルグリットさんと俺が揃って行動することで同盟をより強くしたいらしい」

　王国で最も活躍している部隊の主と同盟国の将軍が重要な任務を完遂すれば、より結束が固くなるということだ。

（まあ、俺自身が希望したってこともあるけどな）

　ここ一年の生活で緊張感が抜け始めていた広宣だが、マルグリットの熱意に当てられて戦意が復活しはじめていた。

　そこで彼は今回の話を王から受けて、自分の意識を変えるのに好都合だと乗ることにしたのだ。

「まあ、あたしは小沢が良いならそれで良いかな～」

「わたくしも、ご主人様がお決めになったことですから従いますわ」

「何かあれば、私たちがお守りします！」

「私は小沢君を前線に出すのは心配だけど、このメンバーなら……」

　妖精、彩花、フィラナに葉子。計画を聞いた少女たちは、それぞれ作戦を了解した。

「なら、準備を整えて早めに出発しよう。時間は有限だからな」

　意見が固まったところでマルグリットがまとめる。

　広宣たちは、手早く装備を整えてその日のうちに偵察任務へと出発した。
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　一週間後、一行は敵の警戒をかいくぐって魔王城の近くまで接近していた。

　ここまで接触した魔物はすべて素早く始末したため、敵は彼らの潜入に気付いていないだろう。

　そして、ここまで通ってきた森が途切れると前方に大きな城が現れる。

「……あれが魔王城か？」

「そうだろうな、偵察隊の情報と一致する」

　広宣が呟くと、横のマルグリットが肯定した。

「偵察隊はこの周辺で魔王軍に見つかり、逃げたそうだ。今まで以上の注意が必要だぞ」

　彼女の言葉に、広宣たちも頷く。

　それからも、物陰を探しては隠れつつ城へと接近していく。

　途中で見張りに見つかりそうな場面が何回かありつつも、何とか進むことができた。

「あれだ、あの丘からなら魔王城を一望できる」

　マルグリットが指差す先には、小高い丘があった。

「よし、行きましょう」

　広宣たちが丘を登ると、確かに魔王城のある一帯を見下ろすことができた。

「俺が施設の配置を記録する、警戒を頼んだ」

　彼の言葉で、フィラナたちが広宣を守るように展開する。

　それを見た広宣は、バッグから紙を取り出そうとした。

「ッ！　ご主人様、危ない！」

　しかし、その瞬間どこからか魔法の矢が飛来した。

　それに気付いた彩花が手に持った剣で魔法を打ち払う。

「敵かっ!?　どこから撃ってきた？」

　突然の襲撃に、妖精たちも武器を引き抜く。

「ここだ、人間共」

「そんな、ダークサタンですわ!?」

　彩花がその姿を見て驚愕の声を上げる。

　彼女にとっては、トラウマ的な存在だからだ。

「……お前がダークサタンか」

　奇襲から立ち直った広宣は、ダークサタンを睨みつける。

　話には聞いていたが、実際に幼なじみを殺した相手が目の前に居るとなれば、さすがの彼も冷静沈着ではいられない。

「落ち着け。幸い敵は奴ひとりのようだ、一気に囲んで叩く」

　マルグリットが広宣の肩に手を置いて、気持ちを落ち着かせる。

「ふむ、最初の一撃で仕留めるつもりだったが……こうなれば撤退したほうが良さそうだな」

　広宣たちが体勢を整えたことを悟ったダークサタンは、何かの魔法を唱える。

　すると、地面からふわりと彼の身体が浮き上がった。

「そうだ、土産がわりに良いことを教えてやろう」

　そして、広宣たちを指差してこう言った。

「お前たちのなかに、我々、魔族と繋がっている者がいる」

「なにっ!?」

　広宣たちの意識が一瞬乱れたことを見計らって、ダークサタンはそのまま飛び立つ。

「気をつけて下さい、惑わすためですわ！　わたくしたちは奴を追うべきです！」

　真っ先に彩花が否定した。

「ああ、そうだな。ここは一気に奴を仕留めるべきだ、それで真実もわかる」

　広宣がそう決定すると、一行は素早く追撃に移った。

　全員がその高ステータスからくる俊足で、飛行するダークサタンを追っていく。

「あの魔族の言葉、信憑性があると思うかしら？」

　横を走る葉子が、広宣に問いかけてくる。

「あまり信じたくはないですけど、この偵察は限られた者しか知らないはずです。警戒はします」

　信じたくはないが、可能性としては否定できない。

（こうなると一番信用できるのは彩花だな、契約した奴隷は主人の不利益になることはできないし）

　先ほどのダークサタンの奇襲を防いだのも彩花だ。

　かつて自分を馬鹿にした相手が最も信用の置ける人間になるとは……。

　広宣は苦笑いするのだった。
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　飛行するダークサタンを広宣たちが追う。

　ここは敵の領土なので、一刻も早く決着をつけなければならなかった。

　しかし、いくらステータスが強化されている彼らでも、空を飛ぶ相手にはなかなか追いつけない。

　それでも、先ほどの言葉の真偽を確かめるためにもダークサタンを追撃しなければならないのだ。

「くそ、俺たちもどうにかして飛んだりできないのか？」

　広宣が忌々し気に言う。

「空を飛ぶ能力を持っているならまだしも、普通の魔法では追いつけませんわ」

　それを彩花が否定した。

「ハハハハ！　そうさ、お前たちには追いつけないだろうよ」

　その会話を聞いたのか、ダークサタンが広宣たちをあざ笑うかのように旋回する。

「あ～、もう。ほんとムカつくぅ！　これでも食らえっ！」

　妖精が魔法を撃つが、それはひらりと躱されてしまった。

「落ち着いて、敵の挑発に乗ってはダメよ」

　続けて魔法を放とうとする妖精を、葉子が手で制した。

　そのまま彼女は広宣へ話しかける。

「ダークサタンは、私たちを誘導しようとしているのかもしれないわ」

「誘導……罠にかけるつもりってことですか？」

　広宣の言葉に頷く葉子。

「そうよ。ここは敵にとっては庭も同然、本気で逃げていたら今頃撒かれていると思うの」

「なるほど、確かに」

　しかし、広宣は首を横に振った。

「でも、ここで退いたら得るものは何もありませんよ。罠を打ち破った上で奴を倒します」

「良い意気込みだ！　ならば、私が先頭に立とう」

　広宣の言葉に武人としての闘争心が燃えたのか、マルグリットが志願する。

「わかりました。でも、死なないでくださいね？　同盟が台無しになってしまうかもしれません」

　彼が冗談のように言うと、彼女も笑って返す。

「ああいう輩の相手は国で嫌というほどしてきた、請け合うよ」

　そして、マルグリットはそのまま先頭に躍り出る。

「ああいう嫌味な奴は大体トラップか狙撃を仕掛けてくる。狙撃だとしたら狙われるのは君だ、気を付けろ」

「私がヒロノブ様をお守りします！」

　そう言ってフィラナが彼の横に移動する。

　魔法の得意な彼女は、なかでも防御系の魔法を使わせると、このメンバーで一番だ。

「貴国の姫は、頼もしいな、とてもお姫様とは思えないよ」

　そう言って笑いながらも、マルグリットは前を向いて走り出す。

「よし、マルグリットさんに続くぞ。みんな警戒は怠るな！」

　広宣の号令に従って、全員が追撃の速度を上げる。

「ちっ、だがあと少し……！」

　ダークサタンは徐々に詰まっていく距離に歯噛みしながら、飛行を続ける。

　そして、大きな教会の廃屋の敷地に入ったところで一気に反転する。

「死ねぇ！　人間ども！」

　その言葉と同時に、広宣たちの前で教会の壁が崩壊する。

　そして、その土煙の中から何かが飛び出してきた。

「来たか!?」

「ヒロノブ様、こちらに！」

　あらかじめ警戒していたフィラナが防御魔法を使って広宣を守る。

　案の定、彼を狙った攻撃はフィラナの魔法ではじき返された。

　どうやら、岩の砲弾のようだ。

「失敗したか……だが、これで終わりだと思うなよ？」

　ダークサタンはそう言うと、土煙のなかに飛び込む。

　その直後、崩壊した教会から建物二階分はある巨大な影が現れた。

「あれは……ゴーレム、ですの？」

　彩花がその巨大さに一歩足引き下がってしまう。

「そうだ、この魔王様から頂いたギガントゴーレムでお前たちを地獄に送ってやる！」

　ギガントゴーレムの肩に乗ったダークサタンが手を振ると、ゴーレムが石柱のような腕を振り下ろしてくる。

「化け物相手なら、私に任せてもらおう！」

　マルグリットが腕の攻撃をかいくぐって、ゴーレムに攻撃を加える。

　彼女は的確に装甲の薄い関節部分を狙って剣を振り下ろした。

「ちっ、硬い！」

　しかし、その攻撃は表面に傷をつけるだけで終わった。

「このギガントゴーレムを普通の魔物と一緒にするなよ？　やれ！」

　ダークサタンが命令すると、ゴーレムの掌に穴が開く。

　そして、そこから先ほどの岩砲弾が発射された。

「それは、さっき見たよ！」

　今度は妖精が前に出て岩砲弾を剣で叩き落とす。

「剣でゴーレムの攻撃を受けきるだと!?」

「えへへ、普通の剣じゃないんだよね～」

　見ると、妖精の剣は淡く発光していた。

「なるほど、魔法で剣を強化したか……しかし、ゴーレム本体の攻撃までは受けきれまい！」

　今度は両腕を使って攻撃を仕掛けてくるギガントゴーレム。

　大質量の直接攻撃に加えて、掌から放たれる岩砲弾が広宣たちをかく乱する。

「フィラナ、奴の攻撃を防御できるか？」

「やってみせます！」

「よし、俺が足を狙う」

　広宣は集中して魔法を唱え始める。

「させるか！　やれ、ゴーレム！」

　それに気づいたダークサタンは、ゴーレムを向かわせる。

「ヒロノブ様には指一本触れさせません」

　フィラナが最大出力で防御を張り、ゴーレムの腕を受け止める。

「食らえ、ナパームボム！」

　その間に広宣の魔法が炸裂し、ゴーレムの足が灼熱に包まれる。

「この程度でゴーレムが……うがっ!?」

　言葉の途中でダークサタンが体勢を崩す。

　広宣の魔法で熱せられた関節部分に亀裂が走っていたのだ。

「もらったぁ！」

　その隙を見逃さなかったマルグリットが、一気に接近してダークサタンを切り捨てる。

「があああぁぁぁっ！」

　深い傷を負ったダークサタンはゴーレムから転げ落ち、主を失った人形は動きを止める。

（奴を尋問してさっきの言葉の意味を聞き出さないと！）

　広宣はダークサタンが落ちた場所に駆け寄るが、そこにはマルグリットと息絶えたダークサタンが居た。

「すまない、落ちたときに首を折って死んだらしい……」

　彼女が申し訳なさそうに頭を下げる。

　見ると、ダークサタンの首はあらぬ方向を向いて固まっていた。

「……そうですか、仕方ありませんね」

　一瞬マルグリットへ疑いの目を向ける広宣だが、頭を振ってその考えを消す。

（マルグリットさんは腹芸が出来るような人じゃないよな）

　負の思考に陥りそうになっている自分に対する叱咤として、彼は両手で頬を叩く。

「これ以上ここに止とどまっていると敵の増援が来るかもしれない。早く撤退しよう」

　魔王城の詳細な地図こそ作れなかったが、大まかなことは記憶に入っている。

　敵の指揮官をひとり討ち取った戦果もあるので、情報収集よりも安全を優先したのだ。

「了解した。ではさっそく……誰だ!?」

　何者かの気配を感じたマルグリットが、近くの木に剣を向ける。

　すると、その上に人影が現れた。

「こんな、こんなバカなことがありうるんですの？」

　その人物を見た彩花が驚愕の声をあげる。

　それもそのはず、彼女はここに居るはずのない人間だった。

「まさか……みゆき！」

　そう、木の上から現れたのは死んだはずの幼馴染。

「生きてたのか!?　早くこっちに、一緒に来てくれ！」

　広宣はそう叫ぶが、みゆきは無表情のまま木から飛び降りて姿を消す。

「みゆきっ！」

「待って、彼女を追っている時間はないわ」

　飛び出そうとする広宣を葉子が抑える。

「……撤退する」

　彼が悔しそうにそう言うと、彩花たちも諦めて撤退を始めた。

「……裏切り者、彼女かもしれないわ」

　撤退の道の最中、突然葉子がそう漏らした。

「どういうことですか？」

「私は教師としてみんなの能力を把握していたけど……。彼女の能力は、離れた場所を見通すことのできる《鷹の目》なの」

「それで、俺たちの動きをダークサタンに知らせていたって言うんですか？」

「私も信じたくないけど……」

　それ以上は両者共に口をつぐんだ。

　広宣の心中では、みゆきの生還を喜ぶ心と疑う心がせめぎ合うことになってしまうのだった。
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　魔王城の偵察ではいろいろとあったが、何とか全員無事に王都へ帰って来ることができた。

　しかし、身体は無事でも心にショックを受けた人間はいる。特に、広宣は重篤だ。

　死んだものと諦めていたみゆきが現れたことで一時は歓喜したものの、ダークサタンの言葉で彼女に裏切りの疑いがかかってしまった。

　万が一彼女が裏切り者だった場合、自分はどうすれば良いのか。

　広宣はひとり悩んでいた。

「小沢君、大丈夫？　かなり思いつめているようだけど……」

　彼の隣を歩く葉子が心配そうに声をかける。

「彼女のことですか？　そうですね、突然のことで何をどうしたら良いのかわかりません」

　その言葉に返事をするが、普段の気楽な雰囲気も鳴りを潜めている。

（みゆきが生きていてくれたのは嬉しい。だけど、裏切り者だなんて……）

　生きていたのなら、早く姿を現してほしかったというのが、広宣の本心だ。

　この一年間、彼女が自分の生存を隠していたということが、彼の疑惑の念を強くしている。

（何か理由があったなら、俺に話してくれれば良かったのに。お前は本当に裏切り者なのか？）

　最近は障害もなく物事が順調に進んでいただけに、この事件は広宣の心に重くのしかかった。

「小沢君は部屋に戻って休んでいると良いわ。王様への報告は先生たちがやっておくから」

「すみません、お願いします」

　葉子の気遣いに感謝して、トボトボと自分の部屋へ向けて歩く広宣。

　その後ろ姿を、フィラナが心配そうに見送る。

「ヒロノブ様、立ち直っていただけると良いのですが」

　そう言う彼女の肩に、葉子が手を置く。

「今は、私たちが頑張って小沢君を休ませてあげましょう？　きっと、しばらくすれば元通りになるわ」

「そうですね、私たちがしっかりしないと」

　そして、彼女たちは王の待つ部屋へ向かっていった。





◆　　　　　◆






「あー、くそっ！」

　部屋に着くなり、広宣はソファーへ荷物を乱暴に投げつける。

　そして、上着を脱ぐとそのままベッドへ転がった。

「みゆき、どうしてあんな態度を……。あのまま俺について来てくれれば問題なかったのに」

　最近は付き合いが薄かったが、それでも幼馴染としての信頼関係はあったはずだと考える広宣。

　それだけに、自分の前から姿を消したみゆきへの疑いは強くなっていた。

（やっぱりみゆきは……）

　広宣には、考えれば考えるほどに彼女が怪しく思えた。

　そして、思考が暗い方面に傾こうとしたとき。突然部屋の扉が開け放たれる。

「やっほぅ！　来ちゃった」

　ノックもせずに入ってきたのは、フィラナたちと一緒に居たはずの妖精だ。

「お前、先生たちと報告に向かったはずじゃ？」

「えへへ、面倒だから抜け出してきた！」

「はあぁ……」

　その開き直った態度に、思わずため息を吐く広宣。

「小沢って、みゆきちゃんのことで悩んでるんでしょ？」

　その何気ないことように言われた言葉は、広宣の胸に刺さった。

「……あぁ、まあな」

「小沢とみゆきちゃんて前から知り合いだったんだね、ふぇありぃ知らなかったー」

「幼馴染だった。でも、元の世界の状況で俺と幼馴染だとバレたら、あいつにも迷惑になるだろうから黙ってた」

「ふぅん、結構優しいんだ」

　話している間に妖精は部屋の中を進んで、広宣の横に腰掛ける。

「でもさ、これからずっとそんな感じでやってくつもりなの？　ふぇありぃ暗いの苦手なんだよね」

　そして、彼女はひらりと身体を回転させて広宣の上にまたがる。

「だから、面倒な悩みはセックスして吹き飛ばそ？」

　そう言うと彼女は、そのまま制服を脱ぎ捨ててしまった。

　広宣にとっては何度も味わってきた身体だが、それでも息をのんでしまうほど魅力的だ。

「ふふふっ、こっちはふぇありぃの意見に賛成みいたいだねぇ」

　妖精が彼の股間に手をやると、そこは既に硬くなりはじめていた。

「……あぁ、わかったよ。やってやる！」

「えっ、きゃあ！」

　そこで吹っ切れたのか、広宣は一気に起き上がって妖精を押し倒した。

「そっちが誘ってきたんだからな。俺が満足するまで付き合ってもらうぞ」

「それ、普通はふぇありぃのセリフなんだけど……ひゃん！」

　何かを言う彼女を無視して、広宣はさっそく膣を愛撫しにかかった。

　妖精のほうにそのつもりがあったからか、指で愛撫を初めてすぐに膣が濡れはじめる。

「んっ、はぁはぁ……」

「これだけ濡れていれば大丈夫だろう、入れるぞ」

　広宣はそう判断すると、妖精の両足を持って押し広げる。

　結果、マングリ返し状態になった彼女の膣は大きく開かれてしまった。

「ちょっと、これ恥ずかしいよぉ」

　妖精もこの無防備な体勢には羞恥を感じるらしく、身体をくねらせる。

　しかし、広宣ががっちりと拘束しているので動かない。

「すぐに恥ずかしさなんか感じられないようにしてやるよ」

　彼は勃起したペニスを膣に押し当て、そのまま腰を前進させる。

「あっ、うう！　は、入ってきてるぅ！」

　肉槍は膣内を進み、ついには最奥の子宮にまでたどり着く。

　さらに、先端の亀頭が子宮を小突いた。

「あん！　くうぅぅ、あんんんん！」

　敏感な部分を刺激された妖精から声が漏れる。

「まだ入れただけだぞ、本番はここからだ」

「い、良いよ、このちんちんでずんずん突いてっ！」

　彼女の言葉どおりに、広宣は腰を振り始めた。

　上から押しつぶすように、深いピストンで膣を突く。

「ひああぁぁぁぁ！　深い、子宮潰れちゃうよぉぉ！」

（いいぞ、もっと喘げ！）

　妖精の反応に気を良くした広宣は、さらに続けて責めたてる。

　彼女の言葉どおり、セックスに集中する広宣はいつもの調子を取り戻し始めていた。

「らめっ、気持ちよ過ぎぃ！　頭が真っ白になっちゃうよ！」

「元が良いんだから、少しくらい馬鹿になっても大丈夫だろう。まだまだだぞ！」

　いつもより激しく動く広宣によって、予想外に大きな快感を受ける妖精。

　たまらず制止を求めるが、広宣はそれを一蹴する。

「ひぐっ、あううぅぅっ！　これ、動けなっ、ああぁぁぁぁああああ!?」

　それならばと身体を動かして逃げようとするも、足を頭の近くにまで上げた姿勢に加えて、手まで拘束されてしまった。

（逃げようとしたって無駄だからな。これはお仕置きだ）

　妖精の動きを咎めるように、腰振りが一層激しくなる。

「らめ、らめらめっ！　もうイクッ！」

　とうとう快楽を抑えきれなくなり、妖精が絶頂しそうになった。

「俺も、もう……！」

　ただでさえ名器な彼女の中を激しく突いた代償か、広宣にも限界がやってくる。

　しかしピストンは止めず、肉槍で膣内を突き続けた。

「イクッ！　イクイクイク、イックゥゥゥゥ！」

　押さえつけられたまま妖精が絶頂し、同時に膣が締められる。

　まだ動いていたペニスも、その刺激にたまらず射精した。

「あああ、熱いのが、精液がいっぱいぃ……」

　絶頂しつつ、自分に注がれる精液を感じて声を盛らす妖精。

（もっとだ、まだ俺の気持ちは治まってねえ！）

　みゆきに対する暗い気持ちを性欲に変換した広宣は、落ち着く暇もなく腰振りを再開した。

「ひぁっ！　イったばっかりなのに、また太いのがぁ！」

　容赦のない連続ピストンに悲鳴をあげる妖精。

　しかし、その膣内は動くペニスに反応してしっかりと締め付けていた。

　ビッチな妖精が今は快楽に溺れて喘いでいる。

　その姿を見ていた広宣は、普段とのギャップにますます興奮していた。

（このまま、イカせまくってやる）

　広宣の強い気持ちが乗り移ったかのような激しいピストンに、妖精の身体は連続で絶頂した。

「イグゥゥゥゥ！　イグ、イッでるのぉぉぉおおお！」

　絶頂が止まらなくなった妖精は、もはや広宣の下で痙攣することしかできない。

「うぅ……出るぞ！」

　遅れて、広宣にも再度の限界が訪れた。

　しかし彼は射精の瞬間まで腰を止めず、最後には思い切り奥へ挿入して精液を放った。

「ああああっ、精液、子宮に中出しされてイックゥゥウウウウ!!」

　二度目の射精にもかかわらず膣から溢れるほどに精液を注いだ彼は、そこでようやく座り込んだ。

　肉槍を抜いた妖精の膣からは、白濁液が漏れ出ていた。

「……ありがとうな」

　広宣はそう妖精に言う。彼女なりに広宣を励まそうとしていたのが感じられたからだ。

「はぁはぁ……ならそのお礼に、もう一回してもらおうかぁ」

「お前ってやつは……まあ良いか」

　広宣は苦笑しながら、再び腰を上げる。

　結局ふたりの行為は、報告を終えたフィラナたちが戻って来るまで続いたのだった。
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　偵察を終えてから数日。

　両国の間で同盟が結ばれたことが一般に公開され、同時に広宣たちの戦果が発表されて市民は喜びに沸いていた。

　ここしばらくは防衛に手いっぱいだった人類側が、魔王城近くまで侵入して敵の指揮官を討ち取ったというのは大変なニュースになっている。

　さらに、それが隣国の将軍との共同戦果ということもあって、しばらく同盟関係は安泰といっていいだろう。

　広宣も帰って来たばかりよりは、普段の調子を取り戻している。

　つい先ほども女クラの生徒のステータスを強化してきたばかりだ。

　一仕事終えた彼は、自分の部屋でくつろいでいた。

「今日の予定は……もうないな。魔法の練習でもしとくか」

　偵察のとき、ギガントゴーレム相手に使った魔法は準備をするのに時間がかかっていた。

　強力な魔法だったのもあるが、半分は広宣の練習不足だ。

　それを反省した彼は、毎日少しずつ魔法の自主練習をしているのだった。

「スモールファイア、スモールファイア、スモールファイア……」

　呪文を連続で唱えて、指先に次々と炎を発生させていく。

　城の魔法使いたちも行っている魔力のコントロール訓練だ。

　そんなことをしていると、突然部屋の扉が開かれた。

「うおっ!?」

　彼は驚きで危うく机に火を着けそうになってしまったが、寸前のところで堪えた。

「ヴァレリア、部屋に入るときはノックをしてくれ」

「す、すまない……ようやく帰ってこれたから、つい」

　自分の行動を顧みた彼女は、その不作法を恥じるように頭を下げる。

（まあ、気にしてないけど。恥ずかしがるヴァレリアは可愛いな）

　一件気丈な彼女だが、実際は純真なので、少し突っつくと心が揺れ動いてしまう。

　それも広宣に惚れている証拠なので、彼はついちょっかいを出したくなってしまうのだ。

「ところで、帰って来たということは文献の解析が終わったのか？」

「ああ、ほぼ読み解くことができたんだ。かなり難しかったが、やり遂げたよ」

　一転してすがすがしい表情のヴァレリア。

　広宣もそれを見て頷く。

「これで、魔王を倒すためのヒントが得られるかもしれない。良くやった！」

　広宣は立ち上がって、彼女の頭を撫でる。

「んんっ！　それは嬉しいんだが……」

　いつもは広宣に褒められると心の底から喜ぶようなヴァレリアだが、今日は様子が違う。

「なんだ、どうかしたのか？」

　そう言って彼女の顔を覗き込む彼に、ヴァレリアの緊張が切れた。

「も、もう我慢できない！」

　突然広宣に抱き付き、そのままベッドへ押し倒したのだ。

「おっ、おい？」

　その大胆な行動に困惑の声をあげる彼。

　しかし、ヴァレリアは間髪入れずに広宣へのしかかってきた。

「もう一月以上もお預けで、わたしの中がヒロノブを求めて仕方ないんだ」

　彼女は自分の衣服を脱ぎ捨てて、全裸になる。

　ヴァレリアが発情状態にあることを悟った広宣は、納得したように笑みを浮かべる。

「なるほど。じゃあ、その分満足させないとな！」

　そして、さっそくその大きな胸を手で揉んだ。

「んあっ！　もっと、形が変わるくらいに強く揉んで！」

「いいぜ、そら！」

「ああああ！　んん、いうぅぅ！」

　久しぶりに受ける愛撫に、ヴァレリアの身体は歓喜していた。

　少し強すぎる刺激も、全て快感に変わっていく。

（すげえ、マシュマロより柔らかいんじゃないのか？）

　広宣が手を動かすたびに、指がおっぱいの中へ沈んでいく。

　その極上の感触に、彼は夢中で愛撫を続ける。

「本当はちゃんと文献の内容を聞いてからと思ったんだけどな」

「ああ、意地悪しないでくれヒロノブ。この上まだ待たせるなんて鬼畜だぞ？」

「わかってる。満足させてやるよ」

　彼女の身体がある程度ほぐれてくると、広宣は上体を起こして逆に押し倒す。

「はぁ、はぁ、これから何をされるんだ？」

「頑張ったヴァレリアにご褒美だよ」

　そう言うと、広宣はヴァレリアの股間に頭を沈める。

　それで何をされるか悟った彼女は、慌てて足を閉じようとする。

　しかし、広宣の頭はすでに潜り込んでしまっていた。

「待って、今それはっ！　あひぃぃぃぃ！」

　ヴァレリアの制止も聞かず、彼は膣へ舌を這わした。

「なんだ、俺が舐める前からびしょびしょだな」

　面白そうに笑いながら言うが、それだけヴァレリアは彼のことを求めていたということだ。

　彼女の想いが伝わって来るようで、喜んだ広宣は責めを強くする。

　クリトリスを指で撫で上げながら、舌を膣内へ侵入させた。

「うぐぅ！　そこ、弄りながら舐めちゃダメだああぁぁ！」

「だが、身体のほうは喜んでるみたいだぞ？」

「ひっ、んんぅ……おかしくなるぅ！」

　そう言いつつも、ヴァレリアは足を広宣の頭に巻き付けている。

（素直じゃないなぁ）

　そう思いつつも、彼女の身体の反応を楽しみつつ責めを続ける。

「本当に、このままじゃ壊れる！　頼むから、開放してっ！」

　息も絶え絶えに言うヴァレリアに、広宣はようやく口を離した。

　もちろん、これで終わりというわけではない。むしろここからが始まりだ。

　しかし、彼が頭を上げるとヴァレリアは腕で顔を覆ってしまっていた。

「うう……見ないでくれ……」

　おそらく、快楽でグズグズに崩れている顔を見せたくないのだ。

　森の中では乱れまくっていた彼女も、城の中だと恥ずかしいのだろうか。

「わかったよ、じゃあこうしよう」

　そう言うと、広宣は彼女の身体をひっくり返す。そして、そのまま膝を立たせた。

「これなら顔は見えないからな」

　そして、自分の勃起した肉槍を取り出して秘部にあてがう。

「ひんっ！　ふぅ、はぁ……」

　これから来る衝撃に耐えようと、息を整えるヴァレリア。

「ふぅ、はぁ、ふっ！　んぐっ、あうううぅぅぅ！」

　しかし、そんな備えも無駄だった。

　ペニスが挿入されると、膣内が待ちわびたように締め付けてくる。

　まるで、砂漠でオアシスを見つけた旅人のようながっつきっぷりだった。

　当然久しぶりのセックスの快感はヴァレリアの全身を犯し、否応なく反応させる。

「きゃううううっ！　ダメッ、まだ入れられただけなのにぃぃぃ！」

　待望のセックスに抑えられていた欲望が解放され、彼女の身体を快楽が支配した。

（うお、中が絡みついてくる。こんなに欲しかったのか）

　一瞬でも早く射精させようと、ヒダが競うように肉槍を刺激していた。

　思わず漏れ出てしまいそうになるのを引き締めて、広宣は腰を振り始める。

　彼女の尻を掴んで腰を打ちつけるたびに、お互いの快楽が高まっていく。

「ぅあ……イク、わたしイクッ、んふううう！」

　枕に顔を押し付けて、絶頂の声を殺すヴァレリア。

　広宣はその姿にさらに興奮し、より強く腰を叩きつけた。

　肉槍が子宮口を小突き、ヒダを掻きだすように刺激する。

「イク、イってるぅぅぅぅ！　もうイキっぱなしぃぃ！」

　彼女はガクガクと身体を震わせながら連続絶頂している。

　それを見ながら広宣は、自分の性感が限界まで高まりつつあるのを実感していた。

「ヴァレリア、出そうだ。どこに欲しい？」

　その問いに、彼女は絶叫するように答える。

「なかっ、中だ、中に出してぇ！　わたしの中をヒロノブで満たしてくれ!!」

「よし、わかった……！」

　彼女の願いを聞いた広宣は、そのまま腰を抱えて高速でピストンする。

　ズンズンと突きほぐすような動きに、彼女の子宮口が蕩ける。

「出す、ぞ！」

　最後に思い切り深く挿入すると、堪えていた欲望を一気に開放した。

「あっ、あっ、ああああぁぁぁぁ!!　熱い、中が焼けるうううう！」

　精液が子宮にまで入り込んで、ヴァレリアを内側から満たす。

　久しぶりの感触に、彼女は快感を受け止めきれず失神した。

「あ……おぉ……」

　広宣が手を放すと、力の抜けた腰がベッドに崩れ落ちる。

　股の間からは、出したばかりの精液が零れ落ちてシーツをよごしていた。

　広宣はヴァレリアが風邪を引かないように布団をかけてやると、その脇に座ってつぶやいた。

「少し加減を間違えたかな？　起きるまで文献に関する情報はお預けか」

（まあ、ヴァレリアが満足したならそれでいいや）

　広宣は彼女が起きるまで時間を潰そうと、魔法の練習の続きを始めるのだった。
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　結局、ヴァレリアがセックスの影響から回復するには半日必要だった。

　目覚めた後も、腰に力が入らなかったのだ。

　そこで、文献についての話は翌日に持ち越された。

　そして翌日、広宣の部屋には既にフィラナたちが集まっている。

　ただし、彩花と妖精は緊急で魔物の討伐依頼が入ったために不在だ。

「じゃあ、古代の文献について話を始める。ヴァレリア、頼んだ」

　広宣に言われて、彼女が前に出る。

「まずは、これを見てほしい。ここには魔王について書いてある」

　ヴァレリアがテーブルに書類を出し、全員に配る。

　そこには、彼女が文献から解読した魔王についての情報が記されていた。

「まず、魔王は永い眠りについている。これは、千年前の戦いで受けた傷を癒すためだ」

　千年もの間、回復に努めなければならないほどの傷。

　それはとても深いものだったのだろう。

　過去の勇者との戦いがどれだけ激しいものだったかが伺える。

「二つ目は、その傷についてだ」

　彼女は一枚の絵を取り出した。

　おそらく文献の挿絵だっただろうそれには、禍々しいオーラをまとうオーブが描かれている。

「これは闇のオーブといって、魔王の強さの根幹をなすものなんだ」

「魔王の強さの源、これを絶てば……」

　フィラナがその絵をじっと見つめる。

「実は、今魔王が眠っているのも、このオーブが傷つけられたからだと書いてある」

「まさに、魔王の急所という訳だな。で、これはどんな力を持ってるんだ？」

　興味深そうにマルグリットが問いかける。

「このオーブの能力は、ステータスの上限を取り除くこと」

　マルグリットがそう言った瞬間、一同が動揺する。

　その言葉の意味するところを悟ったからだろう。

　常識として、この世界のステータス上限は千未満らしい。

「文字どおり、桁が違うわけね……」

　葉子が苦笑いしつつそう言った。

　この中で一番ステータスの高い彼女でも、限界値にすら届いてはいない。

（そうだよな、俺も初めに聞いたときはそうだった）

　広宣は魔王のステータスが全て限界値まで高まっていても、数で押せば戦えると思っていた。

　しかし、相手がどこまでも強くなれる力を持っているのなら勝負にならない。

　千とそれほどかけ離れていなければ、戦えないことはないと思っている。

　しかし、二千三千となってしまっては歯が立ちようがない。

　広宣としては、前者ではないかと思っていた。

「で、でも！　千年前は勇者様が互角に戦ったはずですよね？」

　そう、仮に魔王のステータスが一万を突破していれば、抗う時間もなく世界は滅んでいたはずだ。

　つまり、魔王の過去のステータスは絶望的なほど高くはないということ。

　もしくは、攻略法のようなものがあるはずだった。

「文献には、魔王とオーブを切り離す方法が書いてあった」

　その言葉に、まわりから安堵の息が漏れる。

「一つは、強大な攻撃力でもって物理的に切り離す方法だ。ただし、魔王の防御力を上回らなければならないこれは、現実には難しいだろう」

（今のメンバーでもそこまでの攻撃力を持っている人間はいないな）

　広宣はそう判断して、先を促す。

「もう一つの方法は、選ばれた人間が魔王とセックスをして強烈な快楽を与えることだ」

「……なんだって？」

　思いもしなかった言葉に、彼は聞き返した。

「ほ、本当だ！　文献にそう書いてあったんだよ」

　顔を赤くしながらも、そう言って弁明するヴァレリア。

（ヴァレリアが嘘をつくとは思えない……となると参ったな）

　魔王が大人しく人間と性交するとは思えなかったからだ。

　自分の弱点を知っていれば、なおさら拒絶するだろう。

「ああ、ちなみに魔王は女性のようだ」

　その言葉で、まわりの視線が広宣に集中する。

「……まさか、俺にやれってのか？」

　その問いに彼女たちは頷く。

「能力のおかげでセックスはお手の物じゃないのか？」とヴァレリアが言えば、

「女を満足させるということなら、君以外に適任はいないな」とマルグリットが乗り、

「そうですね、やはりヒロノブ様に世界を救っていただくしかありません」とフィラナも同調した。

「私たちも、精一杯応援するわ」

　葉子までがこうなると、もはや受け入れるしかない。

（まあ、フィラナたちを他の男に抱かせるよりは良いか）

　そうした考えもあって、彼はその役割を受け入れた。

「そうなると、まずはヒロノブを性的に強化しなければならない」

「強化？　肉体改造でもするのか？」

　自分の身体で、それも性交に使う場所となればペニス以外にない。

　そこを弄りまわされるようなことは、受け入れがたい。

「いや、魔王に有効なものへ覚醒させるんだ。具体的には特定のふたりの相手とセックスをすればいい」

「……化け物相手とかは勘弁してほしいんだが？」

　広宣は顔をしかめるが、ヴァレリアは首を横に振った。

「安心してくれ、一つはこの国の王族とセックスすることだ」

　そう言われて、広宣の緊張も取れる。

「なんだ、それならもう達成済みだな」

　彼は異世界に来る前からフィラナとセックスしており、十二分に条件を満たしている。

「うん、それはわかっている。問題はもう一つのほうだ」

「まさか、もう死んでしまっているのですか？」

　フィラナがそう言った。まさか幽霊と性交するわけにもいかない。

「いや、もう一つは千年前の勇者の血縁が相手なんだ」

「それは……難しいな」

「千年前と言うと何十代と世代交代しているはずよね。そもそも、血筋が残っているかも怪しいわ」

　フィラナたちは困惑していた。

　千年前の勇者たちが、子孫を残していったかも怪しいのだ。

　こればかりは、王国の力をもってしても難しいと思われた。

「だが、魔王にダメージを与えるには先代勇者の力が必要なんだ。なんとかして、見つけ出さなければ」

　ヴァレリアの目は本気だ。

　ようやく解読した文献の内容を、そう簡単に諦めるつもりはない様子。

「なんとしても見つけ出す、見つけ出してやるぞ！」

　気合いを入れた彼女は、そのまま資料をかき集める。

「私は、国に掛け合ってくる。この資料があれば力を貸してくれるはずだ」

　そう言うと、そのまま部屋を出ていってしまった。

　広宣たちは、その迫力に一瞬気圧されてしまっていた。

「……フィラナ、あのまま行かせて大丈夫かな？」

　彼女が出ていったことで復活した広宣が、フィラナに問いかける。

「エルフが解析した古い文献です、無下には扱われないと思いますが……」

「まあ、あまり大きな期待はしないでおこう」

　彼の言葉に、残ったメンバーも頷くのだった。

「しかし、魔王を倒すのにセックスしなきゃいけないっていうのは驚いたな」

「小沢君は能力もそうだけど、何かとそういうことに縁があるわね」

　葉子が面白そうに言った。

「あまり茶化さないでくださいよ……でも、そうなると特訓でもしたほうが良いのかな？」

「っ！　なら、私が協力します！」

「私も出来る限りの応援はすると言ったものね」

「おいおい、私を仲間外れにはするな？」

　三人がそれぞれ広宣に詰め寄る。

「そう言うことなら、全員まとめて特訓相手になってもらおうかな？」

　広宣の言葉に、彼女たちは身体を火照らせはじめるのだった。
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　魔王を倒すためには、性交で強烈な快楽を与えなければならない。

　そこで、広宣はフィラナ、葉子、マルグリットの三人を相手に特訓を始めるのだった。

「さあ、まずは何からはじめるんだ？」

　彼らは既に服を脱ぎ、全裸でベッドの上に上がっている。

　広宣の能力を考えて、彼の部屋に設置されたベッドは巨大だ。

　四人が上に乗ってもまだ余裕がある。

「まずは、私たちが小沢君に奉仕するわ。でも、簡単にイってしまってはダメよ？」

「俺を試そうっていうんですか？　楽しみですね」

　葉子の言葉にも、彼は余裕だ。

（最近は自分の性感をコントロール出来るようになったし、普段から奉仕は受けてるからな）

　数人から一度に奉仕された経験も一度や二度ではない。

　特に女クラの生徒相手には、一度に十人近く相手にすることも珍しくはない。

「私たちを普通の相手と思ってはダメですよ？　ヒロノブ様の弱点も知り尽くしていますからね」

　余裕の表情を浮かべる広宣に、フィラナもそう言って返す。

　マルグリットは最近出会ったばかりだが、フィラナと葉子は最初期からの付き合いだ。

　お互いに相手の感じるところは知り尽くしていると言ってもいい。

　当人たちが思っている以上に、拮抗した状況になるだろう。

「まずは、全身で私たちを感じてくれ」

　マルグリットがそう言うと、三人が広宣を囲む。

　そして、一斉に身体を押し付け始める。

　柔らかい女体が、一瞬で広宣を埋め尽くしていった。

「これは、なかなか……」

　後ろに葉子が陣取り、その大きな胸を広宣の背中に押し付ける。

（背中でおっぱいが潰れて、気持ちいい……）

　さらに彼女はその熟練の技で、彼の身体を揉み解していく。

　広宣は、まるで女体でできたマッサージチェアにでも座っているような気持ちになった。

「私も忘れられては困るよ」

　マルグリットは足元へ横になり、広宣のペニスに手を伸ばす。

　そして、そのまま柔らかく刺激し始めた。

　豪快な性格の彼女だが、手先は器用だ。

　普段はその力で魔物の首を両断しているが、今は広宣の肉槍を慰めている。

　実際に彼女の戦闘を見たことのある広宣は、そのギャップに興奮するのだった。

「ヒロノブ様、私も……んっ」

　最後のフィラナは、前から広宣に抱きついている。

　そして、興奮するまま彼にキスをし始めた。

　広宣はそれを受け入れて、さらに自分からも舌を絡ませる。

　彼が乗ってきたのを感じたフィラナは、嬉しそうに微笑んでさらに舌を突き出す。

　その一生懸命な態度に、広宣のほうも積極的にならざるをえない。

　下げていた手を伸ばして、彼女の乳房を鷲掴みにする。

「んふぅっ！　ヒロノブ様は胸が好きですね？」

「こんなに良いものが目の前にあるんだから、ほっとけないよ」

「なら、今度は私の胸でご奉仕いたしましょうか？」

　そう言って、彼女は自分の胸を掴んでいる広宣の手へ、自分の手を重ねた。

「そうだなぁ、どうせならみんなの胸でやってくれない？」

　今ここに居る三人は、全員立派な胸の持ち主だ。

　彼女たちに一斉に奉仕されたら、それは気持ちいいだろう。

「特訓なんだから、遠慮なしにやってくれよ？」

「わかりました、きっとすぐに気持ちよくして差し上げます」

　フィラナがそう言って下がると、ふたりの会話を聞いていた葉子とマルグリットも身体を離した。

　そして、今度は三人で広宣の股間へ寄って来るのだった。

　これから行われる奉仕を前にして、肉槍はすでに勃起している。

「もうこれほど大きく……マルグリットさんのお陰かしら？」

　大きく立ち上がっている肉槍を見て、葉子がそう言う。

「いや、君たちふたりに挟まれて興奮しない男はいないさ。それにしても、じっくり見るとやはり大きいな」

「あまり見られると恥ずかしいんですが……」

「すぐに恥ずかしいどころではなくなるさ。さて、始めるとしようか」

　マルグリットの合図で、それぞれ自分の胸を持ち上げる。

　そして、全方位から肉槍を包み込んだのだ。

　最も小さいフィラナのものでも、広宣のペニスを挟むのに十分な大きさだ。

　それ以上の物がふたり分も加わると、もう肉槍に逃げ場はない。

　どこに動いてもおっぱいに跳ね返されてしまう。

（うわっ、これ柔らかすぎ！）

　それぞれ別に味わったことはあるが、こうして包まれるのは初めてだ。

「まだ包んだだけなのに、随分気持ちよさそうね？」

　向かって左側に居る葉子が、胸の中で動く肉槍を感じてそう言った。

　葉子は既にスイッチが入った状態だ。

　いつもの理知的な雰囲気は崩れて、淫乱な雰囲気を纏っている。

「だって、それだけ気持ちいいんですよ……」

　絶え間なく押し付けられる柔肉は、確実に性感を高めていく。

「なら、もう降参かしら？　射精して先生たちの胸、汚しちゃう？」

　その挑発するような言葉を広宣は否定する。

「まだまだ、出来るだけ味わっていたいですからね」

「そう、だったらこれはどうかしら！」

　次の瞬間、葉子は今まで押し付けるだけだった動きを変更する。

　肉槍をしごき上げるような上下のピストンが始まった。

「私も、負けていられません！」

　それに対抗するように、フィラナたちも動き始めた。

　三人の異なる乳房が、交互に肉槍を擦りあげていく。

　ひとりでパイズリするときの動きは一定だが、今回は三人がバラバラに動いている。

　つまり、常にどこかの胸が広宣の肉槍を刺激しているのだ。

　刺激される場所こそ違うが、全ての快感は神経を伝って広宣に届く。

（こんなの、エロ過ぎるだろ！）

　三方向から絶え間なく打ち寄せる快楽の波が、広宣を飲み込まんとしていた。

　だが、逆にこれに耐えきれば魔王がどれだけのテクニックを持っているとしても、堪えられるわけだ。

　これは特訓だということを頭に置き、彼は襲い掛かる快感に耐える。

「ふふ、なかなか頑張るじゃないか」

　三人がかりでも絶頂させられないことに業を煮やしたのか、マルグリットが新たな責めに入ろうとする。

「少しキツいが、これには耐えられないはずだ」
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　胸を押し付けている状態からさらに身体を押し出して、中央の肉槍へ舌を伸ばしたのだ。

「ぺろ、ぺろ……」

「それはちょっと卑怯じゃないですか!?　っぐぅ！」

　今までとは性質の違う刺激に、拳を握りしめて耐える広宣。

「私も、小沢君のおちんちん舐めたくなってきちゃったわ」

　すかさずパイズリフェラに参加する葉子。

　こちらは慣れたもので、舌を伸ばしながら胸での刺激も続けている。

「ヒロノブ様も、気持ちいいんですね？　先からどんどん溢れてきています」

　肉槍は彼がどれだけ感じているのかを表すように、とめどなく我慢汁を出していた。

　それが葉子たちの舌の動きで広げられ、肉槍全体を潤す。

　すると、胸の動きもスムーズになって、慣れていないマルグリットでもパイズリフェラが出来るまでになっていた。

「れろ、ぐちゅぐちゅっ！」

「あむ、じゅるるるる！　ちゅぱぁ」

「はぁはぁ、ぺろぺろ、ちゅうぅぅぅ！」

　彼女たちが奉仕でたてる音さえも、広宣を耳から興奮させていった。

（やっ、やばい！　こんなの我慢できるわけないだろ！）

　時間が経てば経つほどに動きが激しくなっていく。

　広宣には、一瞬でも長く堪えるよう、踏ん張ることしか出来なかった。

「んぐ、そろそろか？」

　肉槍から口を離したマルグリットがそう言った。

「ええ、最後に思いっきりズリズリして射精させてあげましょう」

「ヒロノブ様、私たちの胸にたくさん出してください？」

　彼の限界が近いことを感じ取った三人は、息を合わせてパイズリ奉仕を再開する。

「ちょ、待ってみんな！」

　広宣の言葉も意に介さず、そのまま肉槍を責めたてる。

　その統一された動きからくる快楽は、広宣の限界を破るのに十分なものだった。

「うっ、わああああ！」

　肉槍から堰を切ったように精液が飛び出し、彼女たちの身体に降りかかる。

「きゃっ！　こんな、凄い勢い！」

「私の胸が真っ白になるなんて、どれだけ出すんだ？」

「ふふ、結構頑張って耐えられたわね」

　そのまま射精は十秒以上も続き、三人の顔や胸を白く汚したのだった。
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　広宣の射精が収まると、三人はようやく身体を離した。

「三人がかりにこれだけ耐えられるなら、魔王がどんな淫乱でも安心ね」

「ははは、まあそうですね」

（先生以上ってのは思いつかないけどなぁ）

　内心でそのようなことを思いつつ、広宣は答えた。

「次は、小沢君が責める番よ。先生たちを魔王だと思ってイカせてみなさい？」

「よし、やってやりますよ」

　広宣はそう言うと、三人の前に起き上がる。そして、まずはフィラナの手を取った。

「私が最初なんですね、嬉しいです」

「そう言われると俺も嬉しいよ。でも、今回は容赦なくイカせるからな？」

「は、はい！」

　彼女がそう答えると、広宣はそのまま押し倒す。

　そして、自分の肉槍を膣へ挿入しはじめた。

「今出したばかりなのに、すごく大きいです！」

「フィラナの身体がエッチだからね、俺も興奮するんだよ」

「わ、私はヒロノブ様のためにエッチになったんです。それで興奮していただけるなら……！」

　そう言って頬を染めるフィラナに、広宣はキスをした。

「ああ、本当に俺好みに成長したな。今すぐ射精して精液を注ぎ込みたくなる」

「んっ、そんなことをされたら、もっとエッチになってしまいます」

　中出しされる想像をしたのか、フィラナの膣内がぎゅっと締まる。

　広宣はその刺激で、本当に射精しそうになってしまった。

　フィラナの中は広宣のペニスへ刺激を与えることに特化した造りへ成長していたのだ。

「だけど、今日は訓練だからな、フィラナをイカせるまでお預けだ」

「はい、存分に動いて私をイカせてください。そして……んひゃあぁ！」

　彼女が言い終わる前に、広宣は腰を動かし始める。

　激しく腰を打ちつけて、フィラナの膣奥を突き崩す。

　膣内も肉槍を絶頂させようと絡みつくが、今日は広宣が上手だった。

（このまま最速で絶頂させる！）

　自分の知っている情報を総動員して、フィラナの性感を刺激する。

　そのまま自分が射精するよりも早く、彼女を絶頂まで押し上げていったのだ。

「ひっ、ああん！　私、私もうイってしまいます！」

「よし、もっと強くしてやろう」

「え、いやっ、いきゅぅぅうう！　壊れましゅうううう！」

　だが、その悲鳴を聞きつつも腰振りは止めない。

　それどころか、スピードを上げてさらに激しく突き続けた。

「んふぅぅぅ！　イクイク！　イッグゥゥゥウウウ！」

　広宣の下でガクガクと震えながら絶頂するフィラナ。

「俺、も……！」

　それに続くように、彼も約束どおり精液を注ぎ込む。

「あうぅぅ、お腹が熱いものでいっぱいに」

　射精を受けて更にもう一度震えると、そのままぐったりとするフィラナ。

　広宣は彼女の膣から肉槍を抜くと、楽な姿勢でベッドに横たわらせる。

「まだふたり残っているぞ。次は私としてくれ」

　彼の手が空くと、すかさずマルグリットが寄って来る。

「あ、ちょっと！　うわっ！」

　彼女は広宣の手を掴むと、ベッドへなだれ込むように倒れた。

「三回目だからと言って、私をがっかりさせてくれるなよ」

「へぇ、それはこっちのセリフですよ。五分はもって下さいね」

　わかりやすい挑発だが、お互いそれに乗った。

　広宣は勢いの衰えない肉槍で、マルグリットの膣を突き差す。

「んっ、奥まで、来たな。相変わらず恐ろしい大きさだ」

「マルグリットさんも、それをすっかり咥えこんでるじゃないですか」

　そして、ピストンを始める広宣。

　しかし、動きはあまり激しくない。代わりにねっとりとした動きで子宮をぐりぐりと押しつぶすように刺激する。

「あぐ、うぅぅっ！　やるじゃ、ないか。はぁはぁ……」

　いきなり敏感な子宮口を集中的に責められたことで、彼女の表情がゆがむ。

（マルグリットさんは、正面から激しくするよりこっちのほうが、早く絶頂しそうだ）

　実際に彼女は正面より側面や裏側から責めたほうが感じていた。

　そのまま広宣は腰を密着させながら、回すような動きで中を刺激していく。

「うああっ！　そこ……グネグネとぉ！」

　彼はその後も徹底して激しく、ピストンせずに攻め続ける。

「ひぃ、はぁ、はぁ、ぬふぅぅ！　また奥がぁ!?」

　やっと緩くピストンしたかと思えば、急に奥まで突き込んでの子宮責め。

　緩急の激しい攻撃に、まだ処女を失ってから日の浅い彼女は対応できずにいたのだ。

（楽しいな、マルグリットさんを手の上で転がしてるみたいだ）

　普段強気な態度なだけに、ベッドの上では乱れさせたくなってしまうのだ。

　広宣は、そのまま腰を休めずに快感を送り続ける。

「うっ、ああ！　このままやれらるわけには！」

　そこまでやられっぱなしだったマルグリットが、足を広宣の腰へ巻きつける。

　そして、そのまま自分の元へと引き寄せた。

「君がいつまでもノロノロとやっているから、足が動いてしまったじゃないか」

「そんなことを言って、その足も震えてるじゃないですか」

　マルグリットは反撃しようとしたのだろうが、少し遅かった。

　今はもう快感が全身に行きわたって、本来の半分の力しか使えない。

「でも、そのままくっついてくれるなら好都合ですよ」

　広宣は腰を押し付けた状態のまま、彼女の陰核に手を出す。

「ダメだ！　そこはダメェェェ！　おっ、おおおおぉぉぉぉ！」

　今まで放置されていた一番の弱点への刺激に、溜まらず嬌声をもらすマルグリット。

　そのまま刺激しつつ腰を振ることで、彼女はあっさりと絶頂した。

「イィィィ！　イグイグイグ！　うおおぉぉっ!!」

　力いっぱい足を巻きつかせて絶頂するマルグリット。

　それを確認した広宣も、緊張を解くように射精した。

　三回目にも関わらず大量の精液で彼女の中を満たすと、最後の葉子へ振り返る。

「ようやく先生の番ね。さあ来て、小沢君」

　横になって足を広げる彼女の股からは、愛液が溢れてヌメヌメと光っていた。

　その濃さに、思わず息をのむ広宣。さっそく肉槍をそこへあてがった。

（な、なんだこれ？　まるでローションを突っ込んだみたいにドロドロだぞ！）

「あんなに激しいセックスを見せつけられて、それでも小沢君のために我慢していたのよ？」

「先生……やっぱエロ過ぎますよ！」

　そして、彼は一気に腰を押し進める。

「ああああっ、中に入って来る！　これを待ってたのよぉ！」

　葉子は待ち望んだ挿入に、大きな嬌声をあげた。

　彼女の膣内もその言葉どおりに、広宣の肉槍を締め付けて離そうとしない。

「こんなに締めて、俺が動いたらすぐにイっちゃうんじゃないですか？」

「ん、ああっ！　なら、試してみて？」

　彼女は広宣を誘うように足を巻きつける。

　先ほどのマルグリットとは違い、引き付けるというよりは絡みつかせるような動きだ。

　あくまで広宣に責めて欲しいという気持ちの表れだろう。

（そんなに欲しいなら、ぶち壊すつもりでやってやる！）

　広宣は全力で腰を叩きつけ始めた。

　その勢いは、彼とぶつかった葉子の肌が赤くなってしまうほどだ。

　だが、彼女はそれも気にせず全力で喘いでいる。

「はっ、凄すぎる！　こんなに求められたらすぐに……イクッ！」

　激しいピストンに耐え切れず、葉子は背を反らして絶頂する。

　しかし、その最中にも広宣は動きを止めない。

　肉槍で彼女の膣をかき回し続けていた。

「そんな、連続でされたらっ！　イクゥ、またイクのぉぉ！」

　立て続けに刺激されてさすがの彼女も耐え切れず、連続で絶頂に至る。

　だが、広宣のほうも責めっぱなしというわけにはいかなかった。

（うお、中がグネグネして勝手に！）

　葉子の膣は本人の意識とは別に、ペニスから精液を搾り取ろうとうごめくのだ。

　その本能的な動きは、瞬く間に彼の性感を高めていく。

「くっ、この！」

　さらに激しく責める必要があると思った彼は、片手をのばして豊満な乳房を揉みしだく。

「ああん！　おっぱいまで……さっきあれだけ味わったのに！」

「先生のなら、いつまでだって弄ってられますよ、こうやって！」

　そのまま広宣は乳房の頂点で存在を主張していた乳首を捻るように刺激する。

「いっ、ひぃぃぃ！　ああぁぁ、イクイク！」

　新しい刺激に、またも絶頂した葉子は全身を脱力させていた。

「先生、まだ終わりじゃありませんよ？」

　そう言うと広宣は、力の抜けた彼女の身体をひっくり返したのだった。
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「先生、まだ終わりじゃありませんよ？」

　広宣は彼女の身体をひっくり返すと、すかさず肉槍を挿入する。

「くっ、んうぅぅ！」

　突然の変化に、葉子の頭はついていけなかった。

　身体の上下が変われば、当然、刺激される場所も変わる。

　広宣は硬く勃起したペニスを使って、先ほどとは別の場所を刺激していく。

「中が、隅々まで刺激されちゃう！　全部気持ちよくなっちゃうぅぅ！」

　その嬌声に気を良くした広宣は、彼女の腰をがっしりと掴む。

　そして、そのまま腰を叩きつけるように動かしていった。

「ダメッ、ダメダメ！　そんなに中をいじめないでぇ！」

「いじめるなんてとんでもない。先生だって感じてるじゃないですか！」

　彼は手を、腰から尻に移動させる。

　たっぷりと肉のついた尻を揉むと、その柔らかさが伝わって広宣をさらに興奮させた。

「こんなにエロい身体をしておいて、今さら止めては通じませんよ」

「な、なろうとしてなったわけじゃないのよ!?」

「なら、そういう才能があるんですよ。だから俺は生徒を誘惑するいけない教師に指導をしてるんです」

　尻肉を掴みながら、肉槍で膣を掘り起こすように突く広宣。

　ピストンのたびに葉子の身体がビクッと動いて、それがどれだけの快感を受けているのか現している。

「ヒロノブ様、ヨウコ様ばかりずるいです。私にも下さらないんですか？」

「こちらも、忘れてもらっては困るぞ？」

　復活したフィラナとマルグリットが、左右から身体を押し付けてくる。

（これが、酒池肉林ってやつか。こんなのを味わったら、元に戻れないぞ！）

　まさに彼女たちの肉体は中毒級だ。個人差はあるが、大まかに見れば一致している。

　シルエットとしてはすらっとしているが、実際に触ってみれば予想を上回る肉付きがある。

　細い腰の上下には豊満な胸と尻があって、どちらも永遠に触っていたくなるような気持ちよさを持っている。

　今の広宣は、そんな肉体の持ち主三人に囲まれているのだ。

　ひとりは四つん這いになって彼の肉槍を受け入れ、堪えられない嬌声を漏らしている。

　残るふたりは彼の左右に侍り、その肉体を見せつけ押しつけ、存分に誘惑していた。

　広宣のような若者がそれを無視できるわけがない。

　出来る者がいるとすれば、それは俗世を断ち切った僧侶くらいのものだろう。

「フィラナはともかく、マルグリットさんも随分積極的になったな」

　広宣の彼女に対する第一印象は、異性に興味がなさそうで豪快な性格の武将だった。

　それが今では、進んで広宣に抱かれようとしている。

「私だって性欲が皆無なわけではないぞ。それに、最初に抱かれたのが君だからな……」

　少し恥ずかしそうに言う彼女に、広宣は笑って答えた。

「それなら、期待に応えないわけにはいきませんね。ふたり共先生の横に並んでください」

　ふたりはその言葉に従って、葉子の両隣へ移動する。

「あら、一度に三人も食べちゃう気なのかしら？　ずいぶん欲張りね」

　茶化すような口ぶりの葉子に、広宣は自信満々で答える。

「三人くらいどうってことないですよ」

「なら、きちんとできるか採点してあげるわ」

「先生が気を失わなかったら……ですけどね」

　広宣は一旦肉槍を抜き、それを右側に居るマルグリットへ挿入した。

「ああっ！　これだ、奥まで入ってきて、グチャグチャにされる！」

　マルグリットは葉子と同じ大人の女性なだけあって、フィラナたちよりも肉体が熟成している。

　それに加えて日々鍛えているおかげで締まりも若い女子に劣らない。

　ときどき彼女が力むと、広宣はペニスがもぎ取られるかのような強い刺激を受けるのだ。

　柔らかさと締まりが交互に訪れて、彼の興奮を一段飛ばしに高めていく。

「んああぁぁ！　もっと強く突き込んでくれ！」

　その身体は、広宣が全力でピストンしても揺るがない。

　彼女を崩すことが出来るのは、広宣のテクニックによって与えられる快感だけだ。

　今も、魔物を両断できる力を持つ腕が快楽でプルプルと震えていた。

「うぅ、す、少し待ってくれ」

　手足が耐え切れなくなってきたのか、制止するマルグリット。

　広宣はそれをあっさりと受け入れ、肉槍を抜き去る。

　一対一ならわからないが、今は他に彼を今か今かと待っている美少女がいるのだ、

　マルグリットの中を堪能した広宣は、今度は反対側のフィラナへ挿入していく。

「や、やっと来ましたぁ！　存分に、私の中で気持ちよくなってください！」

「そのつもりだが、ひとりだけ先にダウンしたりはするなよ？」

「が、頑張ります……」

　自信なさげに言うフィラナに、広宣は手を抜かず腰を打ちつける。

「ひあっ!?　そこ、いきなりぃ！　そんな、意地悪ですぅぅぅ！」

　彼女が悲鳴をあげるのも無理はない。

　広宣が責めたのは、今までさんざん調教していた弱点だったからだ。

　そこを突かれると、フィラナは数分と持たずにイってしまう。

　パンパンとリズムよく腰を打ちつける広宣に対して、フィラナの腰は早くもガクガクだ。

「らめ、そこだけはらめなんですぅ！　お願いですから、他の場所に……ひゃあぁぁああ！」

「我がまま言わずに、大人しくイクんだ」

「んぎぃぃぃいいい、らめ、らめらめっ！　イッグゥゥゥ！」

　全身を痙攣させて絶頂するフィラナに、広宣はようやく動きを止める。

　そして、一周回って葉子の膣内に挿入するのだった。

「ああん！　おちんちん帰って来たわ！」

「先生、今のところは何点でしょうか？」

　広宣に聞かれ、彼女はチラッと左右を見る。

　マルグリットは肩で息をしており、フィラナはまだ絶頂の余韻に震えている。

「そうね、八十点くらいかしら？」

「なら、後の二十点を先生で稼がせてもらいます」

　彼はそう言うと、また腰を振る。

　肉槍が膣内を削ってゆき、お預けをされていた葉子は普段の数割増しの快感を感じていた。

「これ、気持ちいいぃ！　お預けされてからのおちんちん効くぅ！」

　全力で嬌声を上げながら、彼女は身体を小刻みに痙攣させる。

　絶頂にまでは至っていないようだが、それに近い状態が続いているようだ。

「先生、早く小沢君の精液欲しいの！　お願い、イって！」

「だったら、もっと中を締めてください。フィラナやマルグリットさんに負けてますよ？」

　確かに単純な締まりでいえば、フィラナやマルグリットに軍配が上がる。

　しかし、葉子の膣は彼女たちとは違った魅力がある。

　例えば、そのヒダの動きは普通の何倍も活発で、広宣が動かなくても次々に刺激を与えていくだろう。

「もう……だったら、先生だって本気を出しちゃうわよ？」

　今回はあえて挑発することで、彼女を土俵に引きずり出した。

　葉子は、自分から広宣へ腰を打ちつけ始める。

　その姿は、物語に出てくる淫魔のように妖艶なオーラを纏っていた。

（やっぱ、先生の動いてる姿もエロい！）

　葉子の痴態に興奮した彼は、ますます張り切ってピストンを続ける。

「先生、俺もう出ますよ」

「っ！　きて！　中に、中に！」

「わかってます。でも、ついでに……」

　そう言うと広宣は、左右で横になっているフィラナとマルグリットにも手をのばす。

「どうせなら、三人一緒にイクところを見たいんでね」

「本当に、欲張り……ね！　あぅん！」

「ヒロノブしゃまぁ？　ひっ、いうぅぅぅ！」

「指が中で動いて……今度こそイってしまう！」

　切羽詰まった様子のふたりを見て、そのまま愛撫を強める。

　彼自身も、三人の膣内を味わった肉槍が暴発しそうな状況だった。

「イクッ、イキます！　私っぃぃぃいいい！」

「見てくれ、私のイクところっ……イク、イクイクイクイク！」

「イク、イっちゃう！　小沢君のおちんちんにイカされるううううぅぅぅぅ!!」

　ピストンと愛撫で三人を絶頂させた広宣は、肉槍が決壊しそうなところで葉子の膣内から引き抜いた。

　次の瞬間、勢いよく精液が発射されて白濁液が葉子たちを汚していく。

「あんっ、先生たち、汚されちゃったわ……」

「全身がヒロノブ様に……あうぅ」

「はぁはぁ……やってくれたなぁ、ベトベトだ」

　三者三様に感想を漏らす彼女たちに、広宣は立ち上がって言う。

「なら、風呂場に身体を洗いに行こう。そこでまた続きだ、朝まで逃がさないぞ」

　まだまだ生気をみなぎらせて言うヒロノブに、三人は期待しながら頷くのだった。
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　文献の内容を確認した日から半月後、広宣たちは城の会議室に集まっていた。

　マルグリットと会談したメンバーにヴァレリアを加えた六人だ。

「今日集まってもらったのは他でもない。これから我々は魔王軍に対して決戦を挑む」

　王の言葉に、場が緊張する。

　いよいよ、人類の敵である魔王を討伐しようというのだ。

「私はエルフの彼女から文献について説明を受け、これが信用に足りると判断した。そこで、一刻も早く魔王を倒すために君たちに協力してもらいたい」

「陛下、いくら魔王の情報が集まったとはいえ、少し急ではないのですか？」

　娘からの質問に、王は苦い顔をする。

「ここ一年、勇者たちの活躍によって領土を回復してきたが、死んだ人間は土地のように戻らないのだ」

「つまり、これ以上戦争をするには国力が足りない……と？」

「その通りだ、勇者よ。戦争を続けるには国の足腰が弱りすぎている」

　このまま続けていけば広宣の戦力で領土を回復していけるのだろうが、その場所を守るだけの戦力が王国軍にはないのだ。

　当然、三十人に満たない女クラの生徒では広い土地に手が回らない。

　だから、ここで魔王軍のトップを倒して一気に勝負をつけたいのだろう。

　魔王がいなければ、知性の低い魔物たちが組織だって動くことはできない。

　ダークサタンのような幹部たちだけでは魔王軍を維持できないというのが王国の計算だった。

　広宣たちが現状を理解したところで、王は本題を切り出す。

「では、作戦を説明する。基本は大部隊による陽動と、少数精鋭による奇襲になる」

「これには、私の軍も参加することになっている」

　横からマルグリットがそう付け加えた。

「わが国も正面の防衛で精一杯だ。ここで王国に倒れられるわけにはいかない」

「マルグリット将軍には連合軍を率いて、魔王軍が占拠している都市を攻めていただく。これを包囲すれば、魔王城からも援軍が出ていくだろう」

「そこで、手薄となった魔王城に、君たちで侵入して欲しい」

　ふたりの言葉に、広宣は力強く頷く。

「わかりました、必ず魔王を倒して見せましょう」

（魔王城からの援軍が連合軍と接触するまでが勝負だな）

　内心では、この作戦がどれだけ早く進められるかにかかっていると悟っていた。

　いくらマルグリットでも、魔王軍の主力と戦って無事で済むとは思えない。

　もし連合軍が負けることが会ったら、魔物たちはそのままの勢いで王国に流れ込むだろう。

（魔王を倒す方法は、とりあえず一つ目の方法でやるしかないな）

　ここ半月で王国は血眼になって勇者の血縁者を探したが、とうとう見つけられなかった。

　魔物の侵略で全滅してしまったか、そもそも子孫などいなかったのかもしれない。

　なので、闇のオーブを破壊して魔王を倒すには、一つ目の方法に頼るほかないのだ。

　超高ステータスと思われる魔王にフィラナたちの攻撃が通るかは不明だが、やるしかない。

　それから細かい確認をいくつかして、彼らは会議を終えたのだった。
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　さらに一週間後。

　広宣たちは、魔王討伐の特務部隊として動いていた。

　偵察作戦と同じように身を潜めて、魔王城の近くにまで接近している。

「よし、魔王軍の援軍が出撃してから一日は経った。これで簡単には戻ってこないだろう」

　マルグリットは上手くやっているようで、魔王城から大軍が出ていったのを確認していた。

　あれが彼女の元へ到達するまでに、魔王を倒さなければならない。

「妖精、先頭だ。あとは着いて来い」

　戦闘能力の高い妖精たちを前衛に立てて、慎重に進んでいく。

　そして、敵に見つからないまま、とうとう門へたどり着いた。

「女クラは城の出入り口を確保だ、魔王と戦っている間に邪魔が入らないようにしろ」

　広宣の命令で生徒たちが数人ごとに散らばっていく。

　彼女たちもそこそこのステータスを持っているので、見張りの魔物程度には遅れをとらない。

「俺たちは、このまま進むぞ」

　広宣は、フィラナたちを率いて城の内部へ侵入した。

　魔王城ということもあってか、見張りの魔物でさえ、彼らが異世界で最初に戦った狼のような強力な魔物よりも、さらに数倍は強力だった。

　しかし、召喚勇者のなかでも精鋭な葉子たちには敵わない。

　非常事態を知らせる間もなく、一瞬で倒される。

　すでに、魔王の眠る最上階の近くにまで来ていた。

「なーんだ、結構楽勝じゃん？　魔王城っていうから、もっとドラゴンとか出てくるのかと思ったのに～」

　仕留めた魔物を放り投げて、妖精がそんなことを言う。

「油断しないで、まだ敵は残ってるのよ？」

「はいはい、先生は心配性だな～もう」

　そう言いつつも、妖精はあたりに神経を張り巡らせている。

　だからだろうか、それに気づいたのも妖精が最初だった。

「……待って、正面から何か来る！」

　その言葉に、全員が一斉に戦闘態勢を取る。

「……みぃつけたぞぉぉぉおおお！」

　拡声器を使ったようなあたりに響く声と共に、大きな影が現れる。

　それは、骨の集合体だった。

　様々な魔物の骨を集めただろうそれは、蛇のようにとぐろを巻いている。

　そして、その先には見覚えのある姿があった。

「お前は、ダークサタン！　確かに倒したはずだ！」

　驚愕する広宣に、ダークサタンは笑う。

「お前たちに受けた屈辱を晴らすべく、地獄から舞い戻ったのだ。フハハハハ！」

　見れば、その身体にはミイラのように包帯が巻かれていて、その隙間から見える肌も白くつぎはぎの痕が見える。

　例えるならば、アンデッドサタンというべきだろうか。

「さっそくだが、死ねぇ！　フレイムランス！」

　アンデッドサタンが腕を振りあげると、その手の先から炎の槍が飛び出す。

「させません！」

　フィラナが前に出て防御魔法を張る。

　二つの魔法がぶつかり、その衝撃で彼女が吹き飛ばされそうになる。

　それを広宣が受け止めたところで、妖精たちが反撃に移った。

「しつこい男は嫌われるよ！　そらそらっ！」

「もう一度、地獄に送り返してあげますわ」

　妖精は魔法強化した剣で、敵に斬りかかる。

　彩花の剣は普通のものだが、そのハンデを思わせない見事な剣筋で突きを放つ。

「ぐぬぅ、まだまだ！」

　アンデッドサタンも負けじと反撃し、そのつどフィラナが防御していく。

　攻撃のたびに周りが破壊され、城の中が騒がしくなってくる。

　どうやら、ようやく侵入者に気づいたようだ。

「小沢君、時間をかけるとマズいわ」

　この状況に苦い顔をしている広宣へ、葉子が話しかけた。

「何かいい考えが？」

「ええ、アンデッドに効きそうな魔法を知っているのよ。だけど、接近しないといけないから奴の動きを止めて欲しいの」

「そういうことなら、やってみます」

　広宣は彼女の言葉に頷くと、アンデッドサタン目がけて走り出した。

「ゾンビ野郎、こっちを向きやがれ！」

　広宣は罵倒しながら、水で作った槍を放つ。

「貴様ぁ、今度こそ殺す！」

　彼を見つけたアンデッドサタンは、怒りの声をあげて魔法を連発する。

　しかし、そのたびに広宣は水の槍を放って相殺していった。

「バカが、食らえブリザード！」

　何発か魔法を躱したあたりで、今度は冷気の風を起こす。

「身体がっ！　だが、それがどうした！」

　凍りついた骨の蛇を切り離し、脱出するアンデッドサタン。

「それが、こうなるのよ！」

「なっ、お前！　ぐわぁぁぁ！」

　大きな骨の影に隠れていた葉子が飛び出し、右手に光の杭を生み出して突き立てる。

「がっ、ごおぉぉぉおおぉ……」

　どうやら効果は抜群のようで、アンデッドサタンが膝をつく。

「ただで死んでやるものかぁ！」

　しかし、敵は自分の最期を悟ったのか、魔力を暴走させて自爆したのだ。

　激しい爆発で、傷づいていた床が崩壊し、一番近くに居た葉子が巻き込まれてしまう。

「っ！　きゃあぁぁぁ！」

「先生！」

「先に進みなさい、魔王を……！」

　広宣は咄嗟に手を伸ばすが、僅かな差で届かなかった。

　続けて骨の蛇が崩壊して穴に崩れ落ちたために、近寄れなくなってしまう。

「くそっ！　みんな急ぐぞ！」

　広宣は捜索したい気持ちを抑え、魔王の元へ進んでいった。
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「うぅ、いたた……」

　アンデッドサタンの自爆に巻き込まれた葉子はというと、実は無事だった。

　落下中に防御魔法を発動したため、大けがをせずに済んだのだ。

「下手を打ってしまったわ……」

　服の汚れを払いながら、立ち上がる葉子。

　もうもうとした土煙で汚れてしまっているものの、かすり傷一つ負っていない。

　おそらく、騎士の鎧より硬いスーツのおかげだろう。

　汚れも、手で払うとすぐに落ちていく。

「洗濯する必要がないのは良いけど、そろそろ着替えたいわ」

　召喚された勇者たちの服はその時点で強化されており、今日まで決して破れることはなかった。

　しかし、いつまでも同じ服というのは女性として耐えがたいのだろう。

「まずは、小沢君たちに追いつかないと。彼らだけで魔王と戦わせるわけにはいかないわ」

　それは、教師としての意地だろうか。

　強い決意の感じられる言葉だった。

　自分の身体に怪我がないことを確認すると、起き上がって自分が落ちてきた穴を見上げた。

　どうやら、彼女は数階分を一気に落ちてしまったようだ。

「ここから昇るのは無理そうね……」

　身体能力的には可能だろうが、登っている途中で瓦礫が崩れたら今度こそ危ない。

　魔王城は石造りであちこちに巨大な岩があるので、それに挟まれれば圧死する可能性もあるのだ。

「仕方ないわ、階段を探しましょう」

　確実な方法を決断し、葉子は瓦礫の間から抜け出した。

「ええっと、こっちかしら？」

　王国の城並みに巨大な魔王城は、一フロアだけでもかなりの広さがある。

　その上、敵に攻められたときに守りやすいようになのか、造りも複雑だ。

　階段も現代のように連なっておらず、あちこちに分散していた。

「やっと見つけたわ、これでようやく一階上に行ける」

　先ほど広宣たちと通った階段であれば道を覚えていただろうが、生憎と別の階段だった。

　彼女は、次の階でも階段を探す羽目になってしまう。

　しかし、数分歩き回ったところで見覚えのある場所に出た。

「これで迷わず上に行けるわね」

　ほっと息をつくと、すぐさま記憶を頼りに進んでいく。

「確か、ここを右に……っ!?」

　そして、ようやく階段に出るというところで何かを見つけて足を止めた。

　葉子は素早く身を隠す。

　彼女はどちらかというと魔法を使って戦う後衛タイプなので、ひとりで戦う場合は敵を見極めなければならない。

「幹部級が出てくるのは勘弁してほしいけど……」

　葉子の願いどおり、敵は幹部ではなかった。ただし、魔物でもない。

　葉子の前に居たのは、死んだはずの生徒、みゆきだったのだ。

　思わず身を硬くする彼女。

　みゆきは、あたりを警戒しながら階段を登っている。

「彼女がここに居るなんて……」

　広宣たちを裏切っているかもしれない人物だ。

　緊張するのも無理はない。

「でも、話し合えるならそれに越したことはないわね」

　自分の生徒を信じる気持ちが蘇ったのか、葉子は物陰から姿を出す。

「あなた、雨あま野のみゆきさんよね？」

　声をかけられたみゆきはビクッとした様子で振り返った。

　しかし、相手が葉子だとわかると警戒を続けながらも降りてくる。

「はい、七草先生。お久しぶりです」

　みゆきは、どこか冷めたような瞳で葉子を見つめる。

　元からクールな性格だった彼女だが、この一年で雰囲気がさらに鋭くなったのではないか。

　葉子は、みゆきの刺すような目線にさらされて思わず一歩さがってしまう。

　しかし、気を取り直して今度は自分から近づいた。

「本当に良かったわ、もうダメかと思っていたの」

「そうですね、先生にとってはそっちのほうが良かったのかもしれません」

　しかし、みゆきはそう言って葉子との距離を保とうと数歩下がる。

　明らかに彼女のことを警戒している動きだった。

「どうしたの？　もしかして、怪我？　服もボロボロだし……」

　みゆきも妖精や彩花と同じ強化された制服を着ているが、そのふたりとは違ってかなりボロボロだった。

　剣で斬られたり魔法を食らっても無事な制服がボロボロということは、それだけで彼女がいくつもの修羅場をくぐってきたことを窺うかがわせる。

　見るからに強者の雰囲気を出しているみゆきが、自分に敵意を持っている。

　葉子は苦々しく思いつつ、頭の中で戦闘の準備を始めるのだった。

「ねえ、今小沢君たちと魔王を倒すために来ているの。良かったら協力してほしいわ」

「随分と笑わせてくれますね、先生？」

　その言葉を、みゆきは切り捨てた。

　完全に敵対するつもりだ。

　この期に及んでは、葉子も気持ちを固めるしかなかった。

「もう言葉もいらないでしょう。死んでもらいます」

　次の瞬間、みゆきが武器を抜いて襲い掛かった。

　みゆきの武器は取り回しのいい短めの槍で、速度を生かしたまま突きを繰り出す。

　その動きは熟練の戦士のもので、葉子にはステータス以上に素速く感じた。

「くっ！」

　無理やり身体をひねるようにして避ける。

　後衛の彼女が回避できたのは、その高ステータスのおかげだろう。

「今のを避けますか……でも、動きは素人臭いですね」

　自分の攻撃を避けられても、冷静に分析するみゆき。

　彼女の学生離れしたような落ち着きは生来のもので、それが修羅場をくぐったことで更に鍛えられたのだろう。

「まるで、ステータスだけを無理矢理強化したようですね」

　彼女の観察眼は、葉子の力を一瞬で見抜いた。

　おそらく、自分より相当上だということも察しただろう。

　しかし、それでも戦意に乱れはなかった。

　まるで、挌上との戦いに慣れているような雰囲気だ。

「できれば、訓練方法も教えてもらいたいですが……」

「それは無理ね、先生の専門は現代文なの。体育は他の人にあたってくれるかしら？」

「わかりました。倒した後で身体に聞くことにします」

　会話を終了させると、再び飛び出すみゆき。

　ジグザグに動きながら葉子を翻弄する。

　しかし、今度は葉子も魔法で応戦した。

「魔法なら先生のほうが上手なのよ！」

　彼女が両手を向けると、その間に発光する球体が生まれる。

「大人しく掴まりなさい！」

　そして、その球体からいくつもの光の矢が飛び出した。

　みゆきは飛んでくる矢を回避しようとするが、そこで目を見開く。

　その矢は、彼女を追尾して追いかけてきたのだ。

「私では追いきれないけど、この魔法から逃げきれるかしら？」

　殺さないように威力は抑えているが、直撃すれば凄まじい衝撃だろう。

　みゆきの制服がボロボロなら、数発当たれば勝負がつくかもしれない。

　その矢が、十本以上彼女を追いかけているのだ。

「舐めないでください！」

　しかし、彼女もそれくらいでやられはしない。

　早口で呪文を唱えると、手に持つ槍が青白く発光する。

　そして、そのまま器用に光の矢を打ち払ったのだ。

「雨野さん、魔法も使えるのね……」

　広宣たちのなかでは、妖精が似たような戦い方をする。

　魔法を使えるということは、相手の魔法にも対処できるということ。

　故に、葉子は速攻で決着をつけることにした。

　みゆきが接近してきたタイミングで、溜めていた魔法を解き放った。

「くっ、ぐぅ！」

　さすがのみゆきも、至近距離から放たれた魔法を避けられず吹き飛ばされる。

「手間をかけさせてくれたわね。でも、これで終わりよ」

　葉子はそう言って、ゆっくりとみゆきに近づいていくのであった。
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　葉子とはぐれてからも、広宣たちは魔王城の攻略を再開していた。

　アンデッドサタンとの戦闘で彼らの潜入は見破られてしまったのか、守衛が続々と集まってきた。

　人間サイズのゴーレムや、首が二つある狼の魔物。

　さらに、小型の悪魔のような敵が、頭上から魔法を撃ち降ろしてくる。

　しかし、その程度で止まる彼らではなかった。

「ご主人様の邪魔はさせませんわ！」

「はははっ！　吹き飛んじゃえ！」

　彩花が立ちふさがるゴーレムたちを一瞬で解体し、妖精が双頭狼を切り捨てる。

　空飛ぶ悪魔は、ヴァレリアが得意の弓矢で撃墜していく。

　死角からの攻撃はフィラナが全て防御していた。

　広宣自身も、後ろから魔法で彼女たちを援護する。

　そうして十数体ほどの魔物を倒すと、ぱったりと襲撃が止む。

「何かの罠か、それとも敵の戦力切れか？」

　広宣のつぶやきに、フィラナが答える。

「下のほうで騒ぎが大きくなっているようです」

「わたしが確認してみよう」

　ヴァレリアが近くの窓から身を乗り出して、下を覗く。

「……どうやら、先ほど分かれた勇者たちと魔物が戦っているようで」

「なるほど、あいつらに敵が引きつけられているのか」

　ヴァレリアの言葉で、今の状況に納得する。

「なら、こっちも急ごう」

　そう言うと、さっそく走り出す広宣。

　フィラナたちも続き、一行はスピードを上げて進んでいった。

　そして、いよいよ最上階への扉の前にたどり着く。

　他の扉よりも一回り大きく、装飾も施されている。

　いかにも、という感じの扉だ。

「ここが魔王に繋がる扉か、覚悟はいいな？」

　広宣が振り返ると、彼女たちはそれぞれの武器を握って闘志をみなぎらせている。

「よし、行くぞ！」

　彼はついに、その扉へと手をかける。

　しかし、その時。

「待って、ヒロ！」

　後ろから聞こえた声に、広宣の手が止まる。

　その声は、しばらく聞いていなかったものだ。

　しかし、彼がそれを聞き間違えることはない。

　ハッとしながら振り返ると、思ったとおりの人物が歩いてきていた。

「みゆき、やっぱり生きてたんだな！」

　見ると、その身体は傷だらけだった。

　丈夫なはずの制服もボロボロになっている。

　広宣はすぐさま駆け寄ろうとするが、それを止める者がいた。

「待ってくださいご主人様、危険ですわ」

　彩花が彼の前に出て、みゆきに剣を向ける。

「彼女のことは、先生も怪しいとおっしゃっていましたわ。油断できません」

　そう言う彩花は、今にも斬り掛かりそうだ。

　周りのフィラナたちも、警戒を崩していない。

「おい、待て！　俺が話す、手出しはするな」

「そんな、ご主人様！」

　しかし、広宣は関係ないとばかりに歩を進める。

　彩花は奴隷であるため、彼の命令には逆らえない。

「ヒロノブ様!?」

「大丈夫だフィラナ、俺に任せてくれ」

　心配する彼女を手で制すると、そのままみゆきの前まで進んでいった。

「ヒロ、あたし……」

「良いんだ、まずは傷を見せてくれ」

　彼女が何か言おうとするのを遮って、怪我の具合を訪ねる。

　みゆきはそれに頷いて、武器を置いて制服を脱いでいった。

　彼女も、無防備な姿を見せることで周りに信用して貰おうと思ったのかもしれない。

　シャツまで脱ぐと、いくつもの傷が目に入った。

　そのうちのいくつかは、すでに完治してから何ヶ月も経ったような雰囲気がある。

（こんなになるまで、ひとりで過ごしていたのか……いや、それより今は傷のことだ）

　広宣はここ一年の彼女がどのように過ごしてきたのか気になったが、それは横に置くことにした。

　改めて新しい傷を見てみると、腹部に受けた傷が一番大きなもののようだ。

　強い衝撃を受けたのだろう、青黒くなってしまっている。

「おー、かなりやられちゃってるねぇ」

　いつの間にか、妖精が広宣の肩越しにみゆきを覗いている。

　どうやら、警戒するのは止めたようだ。

「まぁでも、これくらいなら楽勝だよ。ふぇありぃにお任せってね！」

　そう言うと、両手を傷に当てる。

　すると彼女の手が淡い光を纏い、みゆきの傷を一瞬で癒してしまったのだ。

　妖精の特殊能力《瞬間回復》によるものだろう。

「妖精、ありがとう。でも、あたしのことは疑わないの？」

「だって、武器を捨てた相手を警戒するのも馬鹿らしいじゃん」

「そうね、でも……」

　みゆきが手を上げると、その掌に火球が現れる。

「相手が魔法を使える場合もあるから注意しなさい」

　顔を炎で照らされて、妖精が目を見開く。

「う、嘘!?　だって、みゆきって前衛タイプじゃなかった？」

「あれから一年も経ってるのよ？　魔法も覚えたし、大抵の武器は使いこなせるわ」

　驚く妖精に、みゆきは淡々と告げる。

「へぇ、すごいね、みゆきは」

　それは、妖精の本心からの言葉だろう。

　広宣も、妖精と同じように感心している。

　この世界にはゲームのようなステータスがあり、それに沿った鍛え方をするのが最善とされている。

　しかし、別に魔力のステータスが低くとも魔法は扱えるのだ。

　威力の低い攻撃魔法でも、使い方によっては窮地を切り抜ける鍵になる場合もある。

　みゆきは広宣たちのようにチームで行動できなかったということもあって、学べること全てを習得してきたのだ。

「何にしろ、みゆきが生きてて良かった。でも、崖から落ちてよく助かったな」

　彼の問いに、みゆきは表情を険しくする。

「そうね、いろいろと話さなきゃいけないこともあるわ。少し聞いてもらえるかしら？」

「ああ、わかった。だけど、あの扉の向こうで魔王が眠ってるんだぞ」

「その前に、どうしても知っておいて欲しいこともあるわ。本当の裏切り者の話とか……ね」

「なんだって……みゆきはそれを知ってるのか？」

　その言葉に、表情を険しくする広宣。

　何しろ、彼らは以前その裏切り者のせいで情報が漏れ、敵の罠にかかりそうだったのだ。

「もちろん、あたしの話を信じるなら……だけど」

　みゆきが周りの彩花たちを見る。

　彼女たちは、未だにみゆきのことを完全には信じていないようだった。

「それは、聞いてから判断しよう。お前たちもそれでいいな？」

　広宣が振り返ってそう言うと、彼女たちもようやく武器を降ろした。

「さあ、聞かせてくれみゆき。お前に何があったのか、裏切り者は誰なのか」

「わかったわ」

　そして、彼女はまず自分の身に起きたことを語りだしたのだった。
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　一年前、女クラの生徒たちが初めての実戦を迎えた日。

　彼女たちが戦いに慣れるために計画された作戦は順調に進んでいた。

　かねてより目をつけていた魔王軍の拠点を、入念な準備の上で襲撃したのだ。

　女生徒たちの活躍もあり、次々に魔物が倒されていく。

　しかし、途中で状況が一変した。

　魔王軍の幹部、ダークサタンが表れたのだ。

　ダークサタンの力は強く、護衛の騎士団は崩壊。

　女クラにも死亡者が出る事態にまでなってしまう。

　みゆきはクラスメイトを庇って前に出るが、ダークサタンの手で崖下に突き落とされてしまう。

（嘘、あたしが死ぬの？）

　腹部に大穴が開いた状態で落下しながら、彼女の脳内では思考が続いていた。

　普段から年齢に不相応な冷静さを持っているみゆきだ。

　彼女は、その状況でも生きることを諦めていなかった。

（冗談じゃない、どうにかして……っ!!）

　しかし、現実は非情だった。

　彼女が打開策を考えつく前に、その身体は崖下を流れる川に叩きつけられる。

　数十メートルの高さから落下した衝撃は、腹の傷をさらに広げた。

「がっ、ごばっ、ごぼぼぼ……」

　みゆきは、川に流されながら溺れてしまう。

　そんななかでも、激痛にさいなまれながらも何とか意識を保つことに成功する。

　溺れないように身体を浮かせようとするが、そこで問題が発生した。

　落下の衝撃を受けたのか、左腕は動かなかったのだ。さらに、下半身の感覚がない。

（このままじゃ、溺死か失血死であの世行きじゃない！）

　みゆきは唯一動く右腕で、何か掴まるものを探る。

　幸い、すぐに近くの岩場へ手がかかった。

　それを頼って、全力で身体を岸に上げようと試みる。

　火事場の馬鹿力か、訓練で鍛えたステータスのおかげか、何とか身体だけは水から出すことに成功した。

　しかし、溺死の危機から脱したのもつかの間、死神はすぐそこまでやってきていた。

　一分も経たないうちに、唯一動いていた右腕の感覚がなくなってきたのだ。

　みゆきが首を動かすと、自分の倒れている岩場が真っ赤に染まっているのが見えた。

　ダークサタンに与えられた傷から、大量の血液が流れ出ている。

　彼女は、自分の命が後数分も保たないことを悟った。

　同時に、走馬灯が見え始める。

　まず頭に浮かんだのは、クラスメイトのこと。

（あの後、ちゃんと逃げられたのかしら？）

　自分が命をかけて成したことだ。

　無事に逃げ延びてくれたら……と思う。

　次に、召喚に巻き込まれた幼馴染みの少年のこと。

（ヒロ……こんなことになるんだったら、もっと話しておけばよかった……）

　ここ数年は疎遠になっていた関係だが、すこし前までは仲が良かった。

　家族ぐるみの付き合いで、物心つくころから傍に居た存在だ。

　あまり語ることのない彼女だが、心の中では広宣のことを気にしている。

　だが、高校に入ってからは彼のほうからみゆきを避けている雰囲気があったので、それで遠慮してしまっていた。

　そのことに対して、今更ながら後悔を感じているのだ。

　そして最後に思い出したのは、実の姉のこと。

（姉さん、ついに探し出せなかった……ごめん）

　彼女の姉のひかりは、数年前に失踪していた。

　みゆきはあらゆる方法を使って情報を集めていたが、一介の学生では手がかりすら掴めなかった。

　だが、最近になってようやくその足跡が見えてきたのだ。

　それも、今ここで終わりを迎えようとしている。

「ねえ……さ……ん……」

　かすれるような声で姉を呼ぶ。

　しかし、返事が返って来ることはなかった。

　代わりに、目の前に影が現れる。

　もう目も霞んで何者かはわからないが、彼女にはそれがダークサタンに思えた。

（もしかして、わざわざトドメを刺しに？　ご苦労なことね）

　そう皮肉を言ってやりたいような気分だ。

　しかし、彼女はもう口も動かせない。

（もう、ダメね）

　とうとう諦めて目を瞑ろうとしたとき、腹部に温かい何かを感じた。

　同時に、消えかけそうになっていた意識が復活する。

（いったい何があったっていうの？）

　徐々に痛みが引いていき、呼吸も楽になっていく。

　薄く目を開けると、視界に色が戻っていた。

　目の前の影の姿がはっきり見えてくる。

　それは、まるでデフォルメされたクマのような動物だった。

　それが何匹も、二足歩行でみゆきの周りをわたわたと歩き回っているのだ。

　さらに、そのうちの一匹は彼女の腹に短い手を当てている。

　元の世界でなら抱きしめたくなるような可愛さだが、ここは異世界。

　人間を食べる魔物の類いかもしれなかった。

「あなたたち、誰なの？」

　どうせ死ぬ一歩手前だったのだからと試しに声をかけてみる。

　すると、意外にも反応があった。

　彼らは、みゆきの意識が戻ったことに気付くと、彼女の近くへ集まってくる。

「ひかり、ひかり」

「ひかりー、ひかりー？」

「ひかりひかり！　ひかり！」

　一瞬そういう鳴き声のなのかと思った彼女だが、小さなクマたちはみゆきに向かってそう言っている。

　ならば、自分が発光でもしているのかと考えるが、人間が光るはずもない。

　彼女の特殊能力も、光を生み出すものではなかった。

　そんなとき、ある一匹が決定的な言葉を発する。

「あまの、ひかり」

　その瞬間、みゆきは電撃に撃たれたように飛び起きる。

　腹部の穴は塞がっていた。傷は残っているが、贅沢は言えないだろう。

　そんなことよりも重要なことがある。

　あまのひかり……雨野ひかり。

　そては、失踪した姉の名前と同じだったのだ。

「あなたたち、姉さんを知ってるの!?」

　その気迫にクマたちは波が引くように離れる。

（しまった、やりすぎた）

　いつも冷静なみゆきだが、姉のこととなると感情をむき出しにしてしまう。

　焦るみゆきだが、クマたちの集団から一匹が進み出てきた。

　他のクマたちとは違い、簡単な服を着ている。

　おそらく、リーダーのような存在なんだろう。

「ひかり、ちがうのか？」

　どうやら、単語しか話せないクマよりも、多少は会話が通じるようだ。

　みゆきは一息つくと、改めて話し始める。

「あたしは雨野みゆき。雨野ひかりの妹よ」

「みゆき、ひかりの妹か」

「そう、あなたたちは姉を知ってるの？」

　みゆきの問いかけに、クマは頷く。

「ひかりは恩人、友達だ」

「生きてるのね？　すぐに合わせてほしいの」

　しかし、今度は首を横に振った。

「どういうことなの？　姉さんは今どこに？」

　それに対するクマの答えは、みゆきの予想だにしないものだった。

「ひかりは、魔王城に捕まってる」
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　姉が魔王城に囚われていると言われ、みゆきは驚く。

　しかし、彼女は自分の取柄が冷静さであることをわかっていたので、何とか気持ちを落ち着ける。

　そして、状況を整理し始めた。

（もともと魔王を倒すのは予定どおり。それなら、今すぐにでも攻め込みたいけど……）

　今のみゆきのステータスでは、並みの魔物はともかくダークサタンのような幹部には勝てない。

　それは、先ほど嫌というほど思い知っていた。

　それなら女クラに合流すればいいと思うが、そうもいかない理由があったのだ。

（やっぱり、あの人は怪しい。下手をすると、逆にあたしが吊し上げられる）

　みゆきは、召喚された人間の中に裏切り者がいると確信していた。

　なかなか尻尾を掴ませない狡猾な相手だということもわかっている。

　そんな人間のいる場所に戻るのは危険だと思ったからだ。

　なので、彼女は別の方法を選択する。

「ねえ、お願いがあるの」

「なんだ？」

「あたしをしばらく匿ってほしいのよ」

　相手は喋るクマのぬいぐるみのような存在だ。

　はた目から見ればバカバカしい光景だったが、みゆきは真剣だった。

　すると、クマはみゆきをまっすぐに見て頷く。

「わかった。ひかりに助けられた、今度はみゆきを助ける」

「ありがとう」

　しゃがみ込んでクマの手を握り、彼女は感謝の気持ちを伝える。

「へへへ……」

　彼らも、みゆきに感謝されて嬉しいようだ。

「僕たちはマグー、この近くの森に住んでる。僕は族長」

「よろしくね。そう言えば、あなたたちは姉さんとどうやって知り合ったの？」

　その問いに、マグーたちはそわそわとし始める。

　悪いこと聞いてしまったか、と思ったみゆきだが、目の前の族長が話し始めた。

「あれは、千年前。マグーたちの森に魔王がやって来て……」

「ちょ、ちょっと待って！」

　見た目に似合わず重々しい口調で話しだした族長。

　しかし、みゆきは聞き捨てならない言葉に割って入る。

「千年前？　姉さんは、もう千年もこの異世界にいるの？」

「そう、だいたい千年。でも、大丈夫」

「……どういうこと？」

　あまりの時間に取り乱しそうになるも、ぐっとこらえて冷静に聞き返す。

「みゆきは異世界人？」

「そうよ……それが関係あるのね」

　族長は頷き、続きを話す。

「異世界人は、この世界では年を取らない。だから、ひかりもここに来たときのまま」

「それは良かったわ。再会したときにおばあさんになってたとかは嫌だしね」

　元の世界に帰ったときに逆の問題になるかもしれないが、老婆になっているよりは、何倍も良かった。

「ありがとう、話を続けてもらえる？」

　族長は、その言葉で語りを再開した。

「魔王がやって来て、僕たちに従うよう言ってきた。それで、人間と戦えって」

　だとすると、目の前のマグーたちは魔物の一種なのだろうか。

　しかし、みゆきにとって味方であれば、魔物だろうと関係なかった。

「でも、魔王が直接来るなんて……もしかして、マグーたちって強いの？」

　みゆきが問いかけると、族長が後ろに振り返って何か合図する。

　すると、一体のマグーが出てきて手を地面に振り下ろす。

　次の瞬間、ドガンッ！　と音がして地面に直径数メートルのクレーターが出来上がった。

　現時点で一番ステータスの高い彩花でも、同じことはできないだろう。

　見た目からは想像もできない力に、みゆきは若干表情を引きつらせた。

　そんな彼女を尻目に、族長は説明を続ける。

「でも、魔王はもっと強かった。そんなとき、ひかりが来た」

「姉さんが魔王と戦ったの？」

「うん、追い払ってくれた。だからひかりは恩人」

　このマグーたちが束になっても敵わない魔王。

　そして、それを退けたというひかり。

　自分のなかの姉のイメージとはかけ離れた姿に、頭を抱えたくなった。

　記憶にある姉は、包容力のある優しい性格だった。武器を振る姿は想像できない。

「その後ひかりは魔王を退治しに行った。だけど、負けて捕まった」

　そこまで話して、一気に気落ちしてしまう族長。

「ひかりは、今、魔王の傷を癒す入れ物になってるんだ」

「入れ物？」

「ひかりに受けた傷で身体を維持できなくなった魔王は、魂になってひかりの中に入ってる」

「……それなら、今がチャンスね」

　魔王が活動できないのなら、まずは魔王城から姉を奪い返す。

　中の魔王のことは後で何とかすればいい。

　みゆきはそう決めて、再び族長に視線を向ける。

「あたしは姉さんを救い出したい。そのためにあなたたちに協力してほしいの」

「マグーたちが？」

「あたしは魔王城に乗り込んで、姉さんを取り返す。力が必要なのよ」

「……わかった。僕たちもひかりにお礼がしたい、頑張る」

　それから、みゆきの猛特訓が始まった。

　生来の怪力を持つマグーたちを相手にした訓練で、みゆきはどんどんステータスを上げていく。

　騎士団相手の訓練よりも危なく、時には命の危険もあった。

　しかし、そのおかげでステータスの上がる速度も倍以上だった。

　彼女自身にも戦闘の才能があったのか、適正のあった剣以外にも槍・槌・素手まで様々な格闘技術を学んでいく。

　さらには、この世界の人間と比べれば豊富な魔力も利用して、いくつかの魔法も覚えていく。

　結果、たった一年で目を見張るような成長があった。
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　広宣の特殊能力を使っていないことを考えれば、その成長ぶりが良くわかる。

　ついに敵の幹部にも引けを取らないステータスを持った彼女は、いよいよ魔王城に向かって出発したのだった。





◆　　　　　◆






「そして先日、いざ攻め込もうとしたときに、教会跡でダークサタンと戦っているヒロたちと鉢合わせしたのよ」

「そうだったのか……」

　みゆきの回想を聞いた広宣は、その内容についていろいろ聞きたくなった。

　特に、裏切り者についてだ。

　しかし、それよりも先に聞いておきたいことがあった。

「みゆき、お前はここに来るまで何と戦ってたんだ？　まだ幹部が残っていたのか？」

　このまま魔王の部屋へ突入して、挟み撃ちにされることは避けたかった。

　女クラの生徒に勝るとも劣らないステータスのみゆきをここまで傷つけるのは、相当な強敵に限られる。

「あたしがさっき戦ったのは、七草先生だよ」

　しかし、彼女の答えは予想の上を行くものだった。

「まさか、先生が!?　いや、しかし……」

　確かに、葉子ほどのステータスとなればみゆきも苦戦を免れないだろう。

「先生は、今までわたくしたちを支えてくださった方ですわ。信じられません！」

「うーん、ふぇありぃもちょっと信じ難いかなぁ……」

　異世界に来た当初、精神的支柱として女クラを支えてきたのは彼女だ。

　疑えないのも仕方ないことだろう。

　一方で、冷静な意見もある。

「ヨウコ様が……でも、それなら偵察作戦の情報漏れにも納得できます」

「しかし、裏切るならヒロノブたちが成長する前に芽を摘み取っているはずでは？」

　信じる信じないはあるが、フィラナとヴァレリアの意見ももっともだ。

　全員が説明を求めるような視線をみゆきに送る。

「そうだな、みゆきが先生を裏切り者だと考えた理由を聞かせてほしい」

　広宣の言葉も受け、彼女は再び語り始める。

「わかったわ。あれは、姉さんが消えてからしばらくしたころよ……」
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　十年前、雨野ひかりは消えた。

　ただ消えたのではない、当時通っていた女子校の彼女のクラスが丸ごと失踪したのだ。しかも、時間は平日の授業中。

　三十人前後の人間が、昼の学校から誰にも見られることなく姿を消した。

　当然のように、それは大きなニュースとなった。

　警察も数百人態勢で捜査を始めたが、証拠は何一つ残っていなかった。

　当然だ、超常の力で異世界へと召喚されたのだから。

　事件は数週間に渡って報道されたが、進展がなくなると世間の目は別の場所へと移っていった。

　警察も一年後には、謎の集団失踪事件として捜査を打ち切った。

　家族たちもグループを作るなどして独自の調査をしていたが、警察に見つからないものを一般人が捜し出すのは難しい。

　次第に、その活動は小さくなっていった。

　しかし、そんな状況でもみゆきは信じ続けていた。

　あの優しかった姉が自分で姿を消すはずがないと。

　当時まだ幼かった彼女だが、それ故に強い気持ちで姉のことを信じ続けていたのだ。

　そして数年後、みゆきの元に一通の手紙が届いた。

　雑な造りの紙で、更には送り主の名前もない。

「これ、まさか……！」

　いかにも怪しい手紙だったが、みゆきは書いてある字を見ただけで姉からの物だと確信した。

　すぐさま部屋に戻って、姉のノートを引っ張り出す。

『久しぶりね、みゆき。私よ』

「やっぱり、姉さんだ！」

　そして、文字を照らし合わせてそれは確信に変わった。

『信じられないかもしれないけど、私は今異世界にいるの。おとぎ話のような世界よ』

　その一文に眉を顰めるみゆき。

『この手紙は私の特殊能力で、一回だけ元の世界に物を送れるの』

　しかし、読み進めていくと次第に身体が震えてきた。

『私はここで魔王を倒さなければならないの。そして、この世界で死ぬと、元の世界でも存在が消えてしまうのよ』

　その文章の後に、死亡した生徒の名前が何人か書かれていた。

「嘘、思い出せない……？」

　事件の資料には何度も目を通した。

　何人かはひかりと一緒に家へ遊びに来たとも書いてある。

　しかし、いくら思い出そうとしても顔が浮かばないのだ。

　みゆきは焦りながら、続きを読んでいく。

　すると、信じられない言葉がでてきた。

『私、死んじゃうかもしれないわ』

　その文が目に入った瞬間、みゆきの身体が固まる。

　しかし、視線は手紙の先に向かっていた。

『なんとか魔王と対決するところまでは行ったのだけど、そこで仲間から裏切りがあったの。名前は、七草葉子』

「七草、葉子……あの人！」

　幸か不幸か、すぐに顔が思い出せた。

　つまり、彼女は自分の姉を裏切った上で、のうのうと生きているということ。

　みゆきの中に、怒りの感情が生まれる。

『彼女は土壇場で魔王側についたの。そのせいで多くの仲間が死んだわ、私もすぐに死んでしまうかもしれない』

「い、嫌だよ……姉さんのこと忘れたくない！」

　感情を抑えきれずに、手紙を握ってくしゃくしゃにしてしまうみゆき。

『みんなを差し置いて私だけ手紙を送るのは気が引けたけど、書いてよかったわ。今までありがとうみゆき、あなたと一緒で幸せだった』

　手紙はそこで途切れていた。

「ねえ、さん……」

　みゆきはそのまま、手紙を抱えてうずくまった。

　しかし、しばらくすると立ち上がってそれを大事そうにしまう。

「絶対に、捜し出すからね」

　顔を上げた彼女の目には、今まで以上に強い決意があった。

　その後しばらくすると、ひかりの言っていた七草葉子だけが、こちらの世界で発見された。

　当然騒ぎになったが、報道されるのは彼女とひかりのことのみ。

　残りの生徒の情報は、綺麗さっぱりなくなっていた。手紙を読んですぐにメモした内容がなければ、みゆきの意識からも消えていただろう。

　警察の発表では、彼女たちは謎の男に連れ去られたことになっている。

　以前の一クラス分の人数ではありえない話も、女子生徒ふたりなら不可能ではない。

　当然それを信じられないみゆきは、葉子に直接会いに行った。

　彼女は病院に居て、精密検査を受けていた。

「七草葉子さん、ですよね？」

　煮えたぎるような気持ちを抑えて、みゆきは問いかける。

「ええ、あなたはひかりさんの妹ね」

「姉さんのこと、教えてほしいんです」

「残念だけど、よくわからないの。個室で監禁されていたから……」

　報道された情報どおりのことを繰り返す葉子。

　彼女はひかりが手紙を送ったことを知らないようだ。

（でも、ここで問い詰めてもはぐらかされるだけね）

　そう思ったみゆきは、諦めて引くことにする。

「わかりました、入院中すみません」

「良いのよ、私も彼女のことが心配だし……」

　その言葉に怒鳴り返さなかったのは、みゆきの忍耐力のおかげだろう。

「失礼、しました……」

　それからしばらくふたりが会うことはなかったが、みゆきは葉子の情報を集め続けた。

　そして、彼女が社会復帰して教師になったことを知る。

（怪しい、どうして教師なんかに……それに、このクラスは！）

　担当しているのは、共学の高校のなかにある、女子だけのクラス。

（もしかして、また異世界に行こうとしている？）

　そう想像したみゆきは、その学校へ進学することに決めた。

　幸い近くの高校だったおかげで不自然さもなく入り込むことができる。

　そして、予想どおりに葉子は、女クラと共に再び異世界に召喚されたのだった。





◆　　　　　◆






「どうして、今までそれを黙っていたんだ？」

　彼女の話に周りが沈黙するなか、広宣だけが問いかけた。

「先生はこの異世界のシステムを知り尽くしていて、唯一の大人だったわ」

「それで？」

「私が暴露していたら、下手をするとエルフの彼女が言ったように、皆殺しにされていたかもしれないの」

「ステータスがリセットされていたのに？」

　広宣が見たときは、とても一回異世界で戦い抜いたような数値ではなかった。

「もしも最初の時点でダークサタンを呼び寄せられたら、そうなっていたでしょうね」

「うっ、そうだな……」

　情報漏れがあったということは、連絡手段を持っていたということ。

　広宣の能力も、最初の草原でダークサタンに襲われていれば役に立たなかっただろう。

「それに、あたしがダークサタンに攻撃を受けて崖に落ちそうなとき、こっちに向かっていた先生の顔を見たけど笑っていたわ」

「なっ……」

「あたしが調べていることに気づいていたのかしれないわ。だから、ダークサタンに殺させようとした」

「あれも先生の仕組んだことだっていうのか？」

「私だけを排除しようとしたのは、他のみんなに利用価値があったからよ。何かはわからないけどね」

　そこで広宣も沈黙する。

　最初に自分を助けてくれた先生が、幼馴染とその姉を殺そうとしていた。

　ショックで口を開けないのも無理はない。

「マグー族の情報によると、魔王の復活には莫大な魔力が必要らしいわ。何か心当たりはない？」

「莫大な魔力っていうと……あれしかないな」

「何かあるの!?」

　詰め寄るみゆきに、思わず身体を引く広宣。

「俺の能力は特殊でな、その……」

「もったいぶらずに早く言って」

　有無を言わさぬ口調に、諦めた広宣が話す。

「《性交報酬》といって、俺とセックスした相手のステータスを上げるんだ。それで先生は魔力を上げてたんだと思う」

「えっ、はっ？　セ、セックス？」

　思いもよらない言葉だったのだろう。顔を赤くして固まるみゆき。

　そんななか、ヴァレリアが何かに気づいたように近づいてくる。

「そうだ、これでいけるじゃないか。一つ目の方法が使えるぞ！」

「一つ目の方法って、まさか……」

　広宣も気づいたのか、目の前のみゆきを見る。

　そして、ふたりの肩に手を置いたヴァレリアが言い放った。

「ふたりとも、魔王を倒すために今すぐセックスしてほしい！」
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「セックスって……あれのこと？　それを、あたしとヒロにやれっていうの？」

　ふざけているのかと、今度はヴァレリアに向かっていくみゆき。

「わたしはヴァレリア、見ての通りエルフだ。実は、エルフには千年前から伝わる文献があってだな……」

　ヴァレリアは物怖じせず、逆にみゆきを説き伏せていく。

　彼女も、説明をうけていくうちに納得したようだが、今度は逆に羞恥心が生まれたのか、もじもじとし始めた。

「理屈はわかったわ。でも、ここで？」

　今いる場所は魔王城の中。下は石畳で、とても性交する雰囲気ではない。

「そこを曲げて、なんとか頼む！」

「あの、あたしまだ処女なんだけど……」

　異世界に来てからも普段どおり冷静で、戦闘能力も高い。

　まさに高校生離れしているみゆきだが、根は普通の女の子だ。

　性に関することには、いろいろと複雑な感情を持っているのだろう。

「心配いらない。なにせ相手はヒロノブだ。ここ一年、毎日のように女を抱いてきたからな」

「ヒロ、そうなの？」

「あ、ああ。そうだよ」

　特殊能力を考えれば当たり前だ。せっかくの能力を使わない手はない。

　しかしみゆきも本心では、彼が不特定多数の女性とセックスをしているのは、ショックだったようだ。

　憎からず思っていた異性が一年も爛ただれた生活を送っていたとなれば、視線が厳しくなるのも仕方ない。

「……はあ、わかったわ」

　だが、さすがに現状において最善の手を逃すことはできない。

　みゆきはヴァレリアの提案に頷くのだった。

「でも、せめて人払いはしてくれると嬉しいんだけど？」

「それじゃ、ふぇありぃたちは見張りに行って来るねぇ。小沢、頑張ってね？」

　妖精はいち早く動き、フィラナの腕を取って歩き出す。

「あ、ちょっ、引っ張らないでくださいぃぃ！」

　ふたりはそのまま、廊下を曲がって姿を消す。

「護衛は大丈夫なのか？」

　そう言うヴァレリアに、みゆきは近くにある石柱に軽く拳を打ちつける。

　すると、動作から予想される以上に大きな音が鳴り、石柱にヒビが入った。

「不要なようだな。それでは失礼する」

　そう言うと、彼女も先ほどのふたりのように廊下の先に姿を消したのだった。

　ふたりきりになった空間で、微妙な雰囲気が訪れる。

　しかし、そうのんびりしているわけにもいかない。

　まずは広宣が切り出した。

「こんなところだけど、任せてくれれば精一杯やるからさ」

　そう言って肩に手を置くと、彼女がビクリと震える。

「ほ、本当に任せて大丈夫なのよね？」

「ああ、もちろん。こんな特殊能力だけど、最大限に活かしてきたし」

「そんなに自信満々なヒロ、初めて見たかも。わかった、任せるわ」

　そう言うと、彼女は身体の力を抜いて目を閉じた。

　流石にこれで、何を求めているかわからないほど広宣も鈍くない。

　彼は優しくみゆきを抱き寄せ、その唇にキスをした。

「んっ、んむ……ちゅっ」

　最初は撫でるように軽く。

　慣れていくと、どんどん繋がる時間が長くなる。

　そして舌まで絡ませるようになると、広宣はみゆきの秘部に手を伸ばした。

「んぐぅ、そこはっ！　むうぅぅ！」

　何か言おうとするみゆきの口を塞ぎ、そのままスカートへ手を入り込ませる。

　制服はボロボロだったが、ショーツは無事のようだった。

　彼女の大事なところを守っていた布の内側に指を入れて愛撫を始める。

「嘘、これ、自分でするときより……うくぅ！」

　訓練ばかりで、オナニーもしていなかったのだろう。

　久しぶりに刺激されたそこは、待ってましたとばかりに性感を目覚めさせる。

　広宣は、挿入こそしないものの指で膣口を撫でまわして刺激していく。

　そのテクニックはまさに熟練のそれで、瞬く間にみゆきの身体に火をつけていった。

「なにこれ、あたしもう濡れてるの？」

　自分の身体の変化に驚くみゆき。

　今の広宣の腕ならば、例え処女でもすぐに準備万端の状態にまで持っていくことができる。

　彼女は未体験の快感に、思わず倒れそうになってしまう。

「おっと、危ない。でも、これだけ濡れてれば大丈夫だな」

「はぁはぁ……んはぁ……」

　荒い息を吐く彼女を壁に寄りかからせ、広宣はその片足を持ち上げる。

「ちょっと、ヒロ……んぐっ！　これ!?」

　自分の秘部に熱いものを押し付けられたみゆきが目を見開く。

「不安なら、俺にしがみついてろ」

　その言葉に、彼女は腕をぎゅっと巻きつける。

（まさかみゆきとセックスするなんてな……まあ、今は楽にしてやらないと）

　広宣の狙いは、一度射精してその発情効果で緊張を解くことだ。

　みゆきが身体を預けてきたのを確認すると、そのまま腰を進めた。

「んっ、ううぅぅぅぅ！」

　前戯で多少慣らしてはいたが、さすがにまだ未開の場所。

　広宣の肉槍を強烈に締め付けている。

　しかし、抵抗を受けつつも進んでいくと、ついに再奥にまでたどり着いた。

「うぐ……お、奥まで入ったの？」

　広宣が頷くと、みゆきが安心したかのように身体の力を抜く。

（こんなに余裕のないみゆきは初めて見た……でも、可愛いかも）

　みゆきは幼なじみの広宣の前でも、めったに隙を見せなかった。

　それが、今では彼にしがみついて身体を任せきりにしている。

　そんな彼女の姿に、広宣の気持ちは昂っていた。

　膣内の締め付けが弱まったのと同時に、ゆっくりと腰を動かし始める。

「これ、奥がズンズン突かれて、何か変な感じがするわ」

「まだ性感が開発されてないからな、すぐに良くなる」

　そう言って、ピストンのスピードを徐々に上げていく。

　すると、みゆきの反応にも変化が現れた。

「はぁ、はぁ、はうっ！　あんん！」

　突かれるたびに出てくる声が次第に大きくなってきた。

　彼女が感じ始めていることを受けて広宣は、もう片方の足も抱えあげる。

　みゆきの体重が、広宣の両腕と結合部にかかる。

　すると、重力に従って膣は肉槍をより深くまで咥え込んだのだった。

「え、待って！　あひっ、これ、深いぃ！」

　今までで一番深い挿入が彼女の子宮口を刺激する。

　敏感なそこを刺激されたみゆきは、身体を震わせて広宣に抱き付いた。

　せめて、結合部にかかる体重を減らそうと思ったのだろう。

「まだまだ、ここからが本番だぞ？」

　しかし、その努力も広宣の前にはほとんど意味をなさない。

　彼はみゆきの腰をしっかりと掴み、そこへ思い切り腰を打ちつけたのだ。

「ひっ、あっ、ああああぁぁっ！」

「くっ、すごい締め付けだ！」

「ヒロ、ヒロ！　これ、何か来ちゃうの！」

「そうだ、それが快楽だよ。快楽に身を投げ出すんだ」

「嫌、これ怖いよ！　あたしの身体が言うことを聞かないみたいで怖いの！」

　今まで以上にしがみつく……いや、縋りつくようなみゆき。

　そんな姿を見ると、広宣もみゆきが未だに同い年の少女なのだと実感する。

「俺も一緒にイってやる。だから、安心して気持ち良くなれ」

「わ、わかったわ。ヒロと一緒なら……あうぅぅ！」

　もう限界なのか、みゆきの膣内が痙攣し始める。

　ペニスを突き上げるように膣内を刺激して、絶頂への枷を外す。

「いぃぃいいぃ！　くる、イク！　イクゥゥゥウウウ！」

「うぅ……！」

　みゆきの絶頂を受けて、広宣もつられるように射精した。

　白濁としたものが、瞬く間に膣内を満たしていく。

　しかし、これで終わりではない。

　発射された精液は、その媚薬効果でみゆきを発情させていくのだった。
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　絶頂後、未だに痙攣しているみゆきを支えるように広宣が腰を下ろす。

　肉槍はまだ中に入っており、みゆきの膣は反射的にそれを締め付けていた。

　そのせいで、射精後にも関わらず未だに勃起が収まらない。

「みゆき、大丈夫か？」

　広宣が問いかけると、彼女はゆっくりと顔を上げる。

「あたし、イっちゃったの？」

「ああ、結構可愛かったぞ」

「えっ……う、バカ……。なんでそんなこと言うのよ……」

「だって、あんなみゆき見たことなかったからな」

　そう言うと、羞恥で顔を赤くする彼女。

「それは、ヒロの前で無様なところを見せる訳にはいかないから……」

「なんでだ？　ひかりさんのことだって、話してくれれば協力したのに」

　実は、みゆきの姉であるひかりは、広宣の初恋の相手だった。

　自分の面倒をよく見てくれるお姉さんとして彼の記憶に残っている。

　もちろん、失踪したときにはかなり心配していた。

（でも、妹のみゆきが気丈に振る舞っていたのに、俺が口出しできる雰囲気じゃなかったしな……）

　その後、世間の騒ぎが落ち着くころには再び同じような関係に戻ったが、ひかりについて話すことはいつの間にかタブーになっていた。

　それから幾年も経って、自分たちと同じ異世界にひかりが居ることがわかった。さらに、みゆきはそれを前から知っていたというではないか。彼女からすれば自分はその程度の存在だったのか。

　そんな気持ちが広宣のなかに生じて、軽くないショックを受けていたのだった。

　しかし、みゆきはそれについて首を横に振る。

「だって、クラスメイトを殺すような人が相手なのよ？　ヒロを巻き込める訳ないじゃない」

「みゆき……」

　彼女の言葉でショックは消えていくが、今度は別の感情が湧いてきた。

（これ以上、みゆきをひとりで戦わせるわけにはいかない）

　広宣は自分にそう誓うのだった。

「あの……そろそろこれを抜いてくれない？　何だか身体が熱くなってきちゃって」

「ああ、それならちょうどいいな。効果が出てきた証拠だ」

「効果？　ヒロ、あたしの身体になにかしたの？」

　鋭い視線を向けてくるみゆきに一瞬たじろぐ広宣。

　しかし、その目にいつもほど力が入っていないのを見て余裕を取り戻す。

「実は、俺の精液には媚薬効果があってな。今のみゆきは発情状態になってる訳だ」

「び、媚薬って、そんなバカなことが……ああん！」

　疑わしく思っているみゆきに、彼は腰を動かすことで答える。

「なに……これ!?　そんな、イったばかりなのにぃ！」

　ペニスを少し動かしただけでも、彼女の膣内は敏感に感じ取る。

　そして、それを普段の何倍もの快感に変換してみゆきに感じさせるのだ。

「ひっ、あっ、あっ、ああぁぁ……」

　ビクビクと痙攣しながら、また広宣にしがみつくみゆき。

　そのまま彼女の身体を支えつつ、彼は自分の上着を脱いで床に敷いた。

　しがみついていた割には力が入っていなかったようで、そのまま仰向けに寝かされるみゆき。

「ヒロ……こんなことして、ただじゃおかないからぁ」

　本人は睨みつけているつもりのようだが、端から見れば媚を売っているようにしか見えない表情だった。

「ひかりさんを助けて魔王を倒した後なら、好きにしろ」

　そう言いつつ、今度は今まで触れていなかった胸へ手をのばす。

「ひゃっ、そこは！　ダメ、いやぁ……」

　みゆきの言葉を聞き流して、広宣はシャツのボタンを外していく。

　すると、彼女らしいシンプルな下着に包まれたおっぱいが現れた。

「ダメって言ってるのに、あきゅぅぅ！」

　なおも抵抗するみゆきは、再び膣奥を突くことで黙らせる。このころになると、一突きされただけで声を我慢できないほどの快感が流れ込むようになっていた。

「じゃあ、みゆきのおっぱいを見せてもらうかな」

　そう言って、彼はブラジャーを上に押し上げた。

　すると、自らの柔らかさを主張するようにプルンと乳房が飛び出した。

　大きさはそこそこだが、重力に逆らって上を向く姿は、まさに芸術品のようだ。

「おお、綺麗だ……」

　さっそく手を伸ばして揉む広宣。見たときに感じたように、実際も餅のような柔らかさだった。

　さらに、掌に吸い付くような弾力もあわせ持っている。

　その極上の感触に興奮した広宣は、そのまま腰を動かし始めた。

（上も下も両方味わって……マジで最高……）

　恍惚とした表情になりつつも、そのピストンは正確だ。みゆきの弱い場所を探り出し、容赦なく先端で突いていく。あるいは、笠の部分で引っ張りだすように刺激する。

「ひっ、はぁはぁ……イク、あたしまたっ、あひぃぃいいい！」

　自分の下で喘ぐ彼女を見ていると、彼はさらにみゆきを苛めたくなってしまう。

　普段とのギャップのある姿に興奮しているのだろう。

「ははは、またイったな。まだまだイカせるぞ」

「待ってヒロ、これ以上は壊れちゃうから！」

「ダメだ、もっとみゆきの崩れた顔が見てみたい」

「そんな……酷いぃぃいい!?」

　会話の最中にも、腰を振り続けてみゆきをイカせる。

　自分の動きの一つ一つで彼女が絶頂するのが楽しいのだ。

　最早いつもの凛々しくキリッとした表情はなく、涙やら何やらで濡れた顔になってしまっている。

　そんななか、力が抜けていると思った彼女が広宣に手を巻きつけてきた。

　突然のことに驚く広宣は、そのまま彼女のほうへ引き寄せられてしまう。

「や、やられっぱなしじゃ済まないんだから……！」

　すると彼女は、不慣れながらも膣内でペニスを締め上げようと試みた。

「うわっ、く……！」

　その予想もしなかった反撃に、広宣は思わず動きを止めてしまう。

　そこに、みゆきはすかさず足も絡ませた。

「もう、逃がさないわよ。このままヒロをイカせてあげる」

　停止した彼に、追い討ちをかけるように膣内をうごめかせる。

　ヒダが肉槍に絡みつき射精させようと刺激した。

「この……舐めんなよ」

　だが、このまま終わるほど広宣もやわではない。

　この一年鍛えた性技で、みるみる形勢を逆転していく。

　しかし、最初に受けた予想外の刺激を切っ掛けに、広宣の体内でも性感が高まっていった。

「もう、出るぞ！」

　自分を抱きしめるみゆきにそう告げる広宣。

「うん、今度はちゃんと感じさせてね。あたしだって、別に義務感だけでこんなことをしてるわけじゃないんだから」

「……そうか、なら思いっきりイカせてやる」

　その言葉を受けて、彼はさらにピストンを加速させた。

　最早、ここが魔王城の中であることも忘れて交わり合うふたり。

　そして、広宣が覆い被さるように深く肉槍を撃ち込んだところで限界を迎えた。

「ぐ、うぅ！」

　びゅくびゅくと濃い精液が発射され、次々に子宮へと送り込まれていく。

「ひぁああ！　熱い、熱いよぉ、お腹の中が一杯にぃ！」

　中出しされたことを感じたみゆきは、惚けたような表情で言った。

　しかし、彼の射精はまだ終わらず、精液の吹き出る肉槍を子宮口へグリグリと押し付けた。

　敏感な先端部への刺激に、一時的に射精の勢いが増すほどだった。

　当然、刺激されたほうのみゆきもただでは済まない。

「あぅ、今そこはぁ！　イッ、イク、イクイクイクゥゥッッ!!」

　今までで一番大きく絶頂した彼女は、今度こそ力がぬけたように床へ両手足を投げ出した。

「はぁ、はぁ……」

　広宣も大きく息をして身体の熱を外に出そうと必死だ。それだけ、激しい行為だった証拠だろう。

　それにも関わらず、彼のものは固く張りつめたままだった。

「まだ治まりがつかねえよ、こうなりゃとことん付き合ってもらうからな」

　脱力するみゆきを見下ろしながら、広宣はそう言うのだった。
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　広宣は再びみゆきを犯す前に、その服を脱がすことにした。

　着崩した状態も魅力的だったが、やはり一糸纏わぬ姿も見てみたくなったのだ。

「はぁはぁ、ヒロ、何してるの？」

　彼がみゆきの服に手をかけると、絶頂の余韻から彼女が復活していた。

　そして、自分の服に手をかけている広宣を睨む。

　しかし、彼はそしらぬ振りで服を脱がせていく。

　素早く慣れた手際で、一分と掛からずに全裸になってしまうみゆき。

　女クラの生徒たちも基本的に同じ制服なので、その構造も隅々まで知っているのだ。

「う、これ、はずかしい……」

　既に身体を重ねた仲だが、やはり目の前で全裸になるというのは抵抗があるのだろう。

　両手で胸と秘部を覆い隠している。

「仕方ないなあ……」

（恥ずかしがるみゆきを見ているのも良いけど、ここで揉めて時間を潰すのもダメだし……）

　今のところ大きな動きはないが、この城には裏切り者がいるのだ。

　普段のようにゆっくりと時間をかけているわけにはいかない。

　広宣はため息をつくと、彼女の身体に手をかける。

「ちょっと何を……あうっ！」

　そのままみゆきの身体を回転させて、こちらに背を向けさせた。

「これなら、少しは恥ずかしくないだろ？」

「そうだけど、そういう問題じゃないわよ！」

「少しくらいはわがままを聞いてくれよ。俺だって本当はもっと、数日くらい時間をかけてやりたいんだ」

　その言葉に、みゆきがビクリと身体を震わせた。

「まさか、その間ずっと……？」

「当然だろ、二徹三徹くらいは余裕だぜ」

　その光景を想像したのだろうか、彼女は身体を固くする。

「もしかして今、ちょっと良いかもとか思ったか？」

「お、思ってないわよ！　その前に身体が壊れちゃうじゃない！」

「そうか？　だって、ここも濡れてるぞ」

　そう言って、広宣は指を秘部へと滑らせる。

　確かに、そこは先ほど彼が愛撫したとき以上に濡れていた。

「これだけ濡れてればもう準備は要らないな」

「あんた、まさかまた……っくうぅ！」

　みゆきが止める隙もなく、広宣はまた肉槍を挿入する。

　彼女のほうも三回目ともなると、すんなり受け入れることができた。

　一気に奥のほうまでペニスを咥えこむと、うごめくようにして刺激する。

（うわ、エッロいなあ……）

　みゆき本人は四つん這いになって声を漏らさないように耐えているが、その肉体は広宣とのセックスに喜んでいる。

　その事実が、彼に笑みを浮かべさせた。

　今まではみゆきに感じてもらうために自分の快楽を後回しにしていたが、この光景を見ればそれももう不要だろう。

　今度は自分の快楽のために好き勝手に腰を振り始める。

「気持ちいいんだ、中がビクビク動いてるぞ」

「バカ、そんなこと言わないでよっ！」

　焦ったように言うみゆきだが、それで自分の身体のことを意識してしまったのだろう。

　先ほどよりもさらに、膣内の動きが激しくなっていく。

　それにつられるように、広宣も腰の動きを強めていった。

「はぁはぁ……そんなに激しくしたら、中で動いてるのがわかっちゃうぅ……」

　だんだんと性感が覚醒してきたみゆきは、もう自分の中で広宣がどんな動きをしているのかも把握できるようだ。

　それは彼が激しい動きで、どれだけ自分を求めているのかがわかるということでもある。

「もう、今度はあたしより先にヒロがイっちゃうんじゃないの？」

　絶頂の波が治まったこともあって、彼女にはちょっとした余裕もあった。

　だからこそそんなことを言ったのだろう。

　しかし、それは広宣相手には悪手だった。

「へえ、だったら試してみようか」

　彼がそこまで言われて黙っているはずもない。

　この幼馴染を乱れに乱れさせてやろうと決意を固めるのだった。

「下に敷いてるのは俺の制服だからな、まさか漏らしたりするなよ？」

「そんな恥ずかしいことするわけないじゃない！」

　顔を赤くして怒るみゆきだが、さて、どうなるのか。

　広宣は彼女の尻をがっしりと掴むと、それに向かって思い切り腰を叩きつけた。

「ひっ、いぎぃぃ!?」

　数秒前までは余裕さえ見えていたみゆきの顔が一瞬で崩れる。

　太い肉槍で一瞬にして子宮口まで貫かれたからだ。

　普段は感覚の鈍いそこも、今までの丁寧な開発によって性感に目覚めている。

　一突きすれば、嬌声を上げずにはいられないほどに。

「どうしたんだ、みゆき。何か言ってみろよ」

　そう言いながら、二度三度と膣内を貫くように腰を動かす広宣。

「なんでっ、こんなっ！　ひっ、らめ、イクゥ！」

　彼の制服をぎゅっと握りしめながら絶頂するみゆき。
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　ブルブルと痙攣する尻に向かって、広宣はなおもピストンを続けた。

　次第にパンパンという乾いた音に、ズチュズチュという水音が混じる。

　みゆきの膣が彼女の興奮に反応して大量の愛液を分泌したのだ。

　今度はその淫靡な音が、耳からみゆきを犯していく。

「ああああ、ひっ、いいぃぃぃぃ！」

　最早照れ隠しの挑発的な言葉を吐くこともできなくなった彼女。

　ただただ襲い来る快感に対して、次第に嬌声をあげることしかできなくなる。

「良い声だなあ、どんな顔で喘いでるのか見てみたいけど……」

「いや、らめぇ！　見ちゃらめなのぉ！」

　自分がどれだけだらしない顔をしているのかは自覚しているのだろう。

　それだけは譲れないとみゆきは首を横に振る。

　実際、今の彼女をクラスメイトが見て、これがみゆきだと言わても相手の目を疑うだろう。

　それほど、普段のクールなイメージとはかけ離れた表情なのだ。

　広宣に与えられる快感に蕩け、キリッとした目は赤くなり、引き締めていた口元は解けている。

「そりゃ残念だな。じゃあ、今度見せてもらうことにするか」

「嫌、絶対見せないぃ！」

「強情だな……ま、これで素直にしてやるよ！」

　そう言って、膣へまっすぐ突き込んでいたピストンの動きを変化させる。

　一直線に子宮口へ向かう動きから、わざわざヒダを押しつぶすかのように膣壁へ先端を押し付けながら突く。

　硬く勃起した肉棒に蕩けた膣ヒダが敵うわけもない。

「ああっ！　な、中がすり潰されるぅ！」

　更に肉の奥に隠れたポイントを探り出すと、そこを亀頭でもって掻きだすように刺激した。

「ぃぃいいいいっ！　そこも、感じるのぉ！」

　次々と自分も知らないポイントを開発されて、みゆきには休む暇もない。

　逆に広宣にとっては、新しい場所を刺激するたびに新鮮な反応が見られるので、興奮が高まるばかりだ。

「も、もうダメ……あたし壊れる、壊れちゃうよ！」

　息も絶え絶えに言うみゆきに、広宣が一端動きを止める。

「なら、最後に思いっきりイカせる！」

　実は、この時点で広宣のほうにも限界が近づいていた。

　十分に名器と言っていいみゆきの膣は、完全な受け身になりながらも彼の性感を高めていたのだ。

　だが、それでも力強く腰を打ちつける。

「らめらめらめぇ！　もうイク、イクからっ！」

　その言葉を聞いて、広宣のペニスが一段と大きくなる。

「また大きくなってるの!?」

　これ以上はないだろうと思っていたみゆきは、もう限界だった。

　パンパンに張り詰めた肉槍に子宮まで貫かれて限界を迎える。

「イク、ほんとに、もうっ！」

「俺も、出すぞ……みゆき！」

「きてヒロ、あたしの中に注ぎ込んでぇっ!!」

　広宣もみゆきの尻に腰をこれでもかと押し付けて、大量の精液を射精した。

　ホースから飛び出たような勢いのそれは、蕩けた子宮口を打ち破って内部に注ぎ込まれていく。

「うぅ……あぅ……」

　大きな絶頂で体の力が抜けたのか、潮を吹きながら崩れ落ちるみゆき。

　広宣はその姿を見て、満足そうな表情を浮かべるのだった。
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　激しいセックスで力の抜けたみゆきのために小休止を取ると、広宣は身支度を整える。

　汚れてしまったものは、魔法で強引に洗って乾燥させた。

　雑な扱いをしてもなかなか痛まないというのは、この制服の利点だった。

　その後は、警戒に出ていたフィラナたちを呼び寄せる。

「では、ヒロノブ様。魔王と闇のオーブを分離する力を得たのですね？」

　フィラナの答えに彼は頷いた。

「まあ、魔王が簡単にセックスさせてくれればの話だけどな」

「そこはわたしたちに任せてくれ。必ずやつの動きを封じて見せる」

　広宣の心配を打ち消すように、ヴァレリアが自分の獲物である弓矢を取り出す。

　葉子ほどではないとはいえ、特殊能力の力でかなりステータスが向上されている。

　倒すことはできずとも、動きを止めるくらいはやってやるという意気込みだった。

「向こうには先生もいるみたいだけど、それでもふぇありぃたちのほうが倍以上いるしねっ！」

　妖精のポジティブな性格は、担任の教師が裏切っても変わらない。

　それに、ビッチなことを差し引けば、女クラにいるだけあって秀才なのだ。

　案外、彼女のような存在がいざというときに力を発揮できるのかもしれない。

「ご主人様は魔王の隙をつくことだけを考えてください」

「先生はあたしが食い止めるわ」

　そうして、全員の覚悟が固まった。

「よし、ここからが最後の戦いだ。だからって死ぬんじゃないぞ」

　広宣はそう言って、最上階の扉を開くのだった。

　扉の向こう側は、長い回廊になっていた。

　広宣たちは警戒して進むが、敵や罠の類はいっこうに現れない。

「俺たちをバカにしてるのか、それとも手駒を使い切ったのか……」

「考えても仕方ないよ、先に進もう！」

　そう言うと、妖精はひとりでどんどん進んでいってしまう。

「おい、もう少し警戒してだな……」

　呆れる彼をよそに、彼女はついに一番奥にある扉にまでたどり着いてしまった。

「何にもないみたいだよ。早く来なって！」

　思わずため息をつきそうになるも、気を取り直して進んでいく一行。

　妖精に追いつくと、四メートルはあろうかという大きな扉を開く。

　今度も鍵などはかかっておらず、まるで広宣たちを迎え入れるように滑らかに開いていった。

　扉の先は豪華な謁見室のようになっており、その奥の壇上に立派な椅子が置かれていた。

　そして、そこにはひとりの人間が座っている。

「あれは、姉さん！」

　気づいたみゆきが飛び出そうとするのを、広宣が押しとどめる。

「待て、俺が先頭だ」

　そう言って彼はゆっくりと進んでいく。

　近づくにつれ、その姿ははっきりしていった。

　確かに、広宣の記憶の中にある雨野ひかりそのままだった。

　姉妹なだけあって顔はみゆきに似ているが、ひかりのほうが優しい風貌をしている。

　最後に見たときのまま、広宣たちと同年代ほどの姿をしていた。

「ひかりさん、聞こえますか？　俺です、広宣です」

　そう話しかけると、瞑っていた彼女の目が開かれる。

「ああ、聞こえているぞ。もっとも、中身は違うがな」

　しかし、顔に似合わない獰猛な笑みを浮かべる姿は、記憶のひかりに似ても似つかなかった。

　広宣は、相手がひかりの身体を依より代しろにしている魔王だと瞬時に悟る。

「千年もひかりさんの身体を好き勝手にしやがって、今すぐそこから引きずり出してやるからな……！」

　未だ完全に復活していないのなら、それは好都合。

　他人の身体に入り込んだ状態で全力を出せるはずもない。

（手早く全員で囲んで、気絶させる！）

　今にも襲い掛かろうという彼らに、魔王は手を突きだして制止した。

「まあ待て、お前たちに言われなくても出ていってやるわ」

「何だと？　どういうつもりだ」

「なに、我の復活に必要な魔力が溜まっただけのこと……葉子！」

　魔王が名前を呼ぶと、柱の陰から葉子が現れた。

「来るのだ。そして、我に魔力をよこせ」

「はっ、魔王様……」

　忠実な臣下のように魔王の声に応えて、王座へ向かう葉子。

「葉子は千年前の戦いで我の力に恐れをなし、命の保証と引き換えに勇者どもを裏切ったのだ」

　自分の過去をさらけ出されながらも、葉子は眉一つ動かさず行動する。

「そして、我が復活するためにひたすら魔力を集めさせたのだ。特に貴様には随分と可愛がってもらったらしいではないか、なぁ？」

　広宣を指差しながら、葉子に問いかける魔王。

「はい、そのとおりです」

「よし、お前の魔力を寄越せ」

　その言葉で、葉子が魔王にキスをし始める。

　しかもお互いの舌を絡ませるほど深いものだ。

（なっ、そんなやり方で……！　しかもすげえエロい！）

　広宣が驚くなか、一分ほど続けた彼女たちはようやく身体を離す。

　ふたりの間に唾液で銀の橋が架かり、その行為がどれだけ深いものだったかを物語っていた。

「おお、これだけの魔力があれば！」

　ひかりの身に宿る魔力を感じたのだろう。

　歓喜の様子で魔王は何か魔法を唱え始める。

　長い詠唱を終えると、ひかりの身体が淡く輝き始めた。

　そして、一際大きく輝いたと思うと、それが収まったところには新たにひとりの少女が立っていた。

　胸の谷間を強調するようなドレスに、二の腕まで伸びたグローブ。

　そして、先ほどと同じような獰猛な笑みを、それがぴったり似合う気の強そうな顔でしている。

「久しぶりの我の身体だが、やはりこちらのほうがしっくりくるな」

　手足を軽く動かして、身体の調子を確かめる魔王。

　そして、魔王の抜けたひかりはというと、王座に力なく座っていた。

（ひかりさんと魔王が離れたのは良いけど、このままふたりを突破して確保できるのか？）

　広宣の心配は、またしても魔王によって解決される。

「では、我は傷ついたオーブの修復に移るとしよう」

「……俺たちを放っておくつもりか？」

「ふん、どうせその勇者も助けにきたのだろう？　ならばそちらを優先しなければ、拙まずいことになるぞ」

「……それなら、好きにさせてもらう」

　広宣がそう言うと、後ろにいたみゆきが飛び出した。

「姉さん！」

　彼も一瞬遅れて駆けだすが、魔王は手出ししようとしない。

　そのまま王座にまでたどり着いたふたりは、ひかりの様子を確認する。

　意識はないようだが、呼吸はしていた。

「良かった、生きてる！」

　抱き起そうとするみゆきを、広宣が制止する。

「待ってくれ、様子がおかしい」

　確かによく見ると、魔王が入っていたときに比べて顔色が良くない。

「くそ、何が起こってるんだ？」

　ふたりは魔王に背を向けて無防備な状態だが、彼女は手を出そうともしない。

　むしろ、この光景を楽しんでいるようにさえ見える。

　そんな魔王に、傍に控えていた葉子が話しかける。

「魔王様、私が闇のオーブを修復いたします」

「良いだろう、しばし預けるとしよう」

　彼女が胸に手を当てると、浮き出るようにして黒いオーブが姿を現した。

　全ての光を吸収するように真っ黒な球体が、魔王の手から葉子へ渡される。

　オーブを破壊するには絶好の機会だが、広宣たちはそれどころではなかった。

　葉子はオーブをうやうやしく受け取り、そのまま奥の部屋に消える。

「おい、魔王。お前は今のひかりさんがどういう状態かわかっているんだろう？　教えてもらおうか」

　立ち上がって、魔王のほうを振り返る広宣。

「ああ、もちろん知っているぞ」

「なら、教えてもらおう。嫌だと言っても力づくで聞き出す」

　そう言って右手に魔力を溜める広宣を、魔王は笑いながら制止した。

「くくく、そう焦るな。ちゃんと教えてやるさ」

「さっきもそうだが、妙に親切だな。てっきり襲い掛かってくると思ったが……」

「千年も使っていた身体だ、多少なりとも愛着が湧いても不思議はないだろう？　それに、このところ娯楽に飢えていたからなぁ」

　まるで自分が楽しむために教えてやっているという言い方に、広宣は敵意をむき出しにする。

「良い目だなぁ、それほど強い感情を向けられるは久しぶりでゾクゾクするぞ」

　広宣はその言葉を無視して、先を促すように目で促す。

「ふふ、では教えてやろう。まず、その女はあと数十分もしないうちに死に絶える」

　魔王が楽しそうに言い放ったのは、ひかりの死の宣告だった。
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　魔王に死の宣告をされ、みゆきの身体が固まる。

　ようやく会えた姉が死の淵に瀕しているというのだ、ショックを受けるのも無理はない。

　広宣は魔王が嘘をついているという可能性も考える。

　しかし、この短い間でもこの魔王は嘘をついていなかった。

　それに、享楽的な思考を持っているらしい魔王が、わざわざ嘘をついてまで危機感を煽ることはないだろう。

（少なくとも、自分でお膳立てをするタイプじゃないよな）

　嘘でないとわかったところで、状況は変わらない。

　数十分後にはひかりは死んでしまうのだ。

「そうだなぁ、ヒロインが眠ったままというのは面白くない」

　そう言うと、彼女はひかりに向かって何か魔法を唱える。

「何をするの!?」

　それを見て姉の前に立ちふさがるみゆき。

　しかし、青白い光となって発動した魔法は、彼女をするりと避けてひかりに当たった。

　この時点で、魔王の卓越した魔法技術がうかがえる。

　一度発動した魔法の軌道を変えることなど、そうそうできることではない。

「これで、あと数分もすれば起きるだろう」

「……ならば、それまでにひかりさんの身に起きたことを説明してもらうぞ」

　有無を言わさぬような目線で魔王を睨みつける広宣。

　それを受けてなお、魔王は面白そうな表情を崩さない。

「では、我が直々に説明してやろう。その女……ひかりの身体は、我を封印する一種の結界のようなものに変じていた」

「ただ身体を乗っ取っていたわけじゃないのね？」

　みゆきの言葉に魔王は頷く。

「だとしたら、もっと早くに復活できたんだがなぁ……ともかく、その身体は我の魂と外界を遮断するために変化していた。肉体そのものが異界と化していたのだよ」

「そんなことが、可能なのですか？」

　肉体を変化させるという言葉にフィラナが言葉を震わせている。

「別に不可能ではない。貴様の能力も他人のステータスへ干渉できるだろうに」

　魔王が広宣に向いてそう言った。

「どこで覚えたのかは知らんが、正当な術ではないだろうな。我が復活したことで、こやつの身体も、異界から真にこの世へ戻って来たのだ。そして今、千年の時の流れに襲われている」

「時の流れって……でも、マグーたちは異世界人は年を取らないって言ってたわ」

　みゆきがそう言うと、魔王は片方の眉を吊り上げた。

「ほう、面白い。姉がそうだったように、妹もマグー族と関わるとはな……はははは！」

　心底面白そうに笑う魔王に、苛立ちを募らせる広宣たち。

「はぁ、話を戻すぞ。肉体はそうであっても、魂はそうではない」

　そして、魔王は自分と広宣たちを交互に指さす。

「我は魔王ゆえに問題ないが、人間の魂は千年の時に耐えられるようにできてはおらん」

「肉体の前に、魂が死ぬってのか？」

「ああ、だが一つ救える方法を教えてやる」

　魔王は、広宣をまっすぐに見据えて言った。

「貴様とひかりがセックスをすることだ」

「なに!?　そんなふざけたことが……！」

「ふざけてなどいないさ。それに、貴様にとっては得意技だろう？」

　残念だが、魔王は嘘を言っているようには見えなかった。

　真実であるがゆえに、ここまで楽しそうにしているのだ。

「ひかりの魂は千年前からの時間の狂いを修正するように一気に摩耗する。その前に、今の時代で変化を起こせばいいわけだ」

「つまり、ひかりさんのステータスを変化させればいいんだな？」

「簡単に言えば、そうなるか」

（ゲームで言えば、上書きでセーブをしろってことか）

　ステータスはこの世界の重要な要素。

　それが変化すれば、その人間は今の時代で無事生きていることになる。

　まさに、広宣の能力でしかできない方法だろう。

「ルールは説明したぞ。では、我はその様子をじっくり鑑賞させてもらうとするか」

　魔王はそう言うと、止める間もなく一瞬で消えてしまった。

　おそらく、瞬間移動のような魔法を使ったのだ。

　しかし、それに驚いている暇もなく、ひかりに変化があった。

「姉さん、気が付いたのね！　あたしよ、わかる!?」

　少しぼうっとしているようだが、みゆきの顔を見ると驚いたように意識を覚醒させた。

「まさか、本当にみゆきなの？　それに、あなたは……ヒロくん？」

「わかるんですね……そうです、小沢広宣です」

「わかるわよ、どれだけ遊んであげたと思っているの？」

「確かに、ほぼ毎日のように遊んでましたけど、まさか十年も経ってるのに分かってもらえるとは思いませんよ」

　広宣の言葉に、ひかりは険しい表情をする。

「十年……むこうではそれだけ時間が経ってしまったのね。でも、それより今は魔王よ。彼女はどうしたの？」

「時間がないので、手短に説明します」

　広宣はそう言うと、自分たちや魔王、そしてひかりの状況を説明していった。

「そう、葉子はまたこの世界に来たのね……」

　声色こそ変わらないが、彼はその雰囲気から、ひかりが静かな怒りを発していることを感じた。

「先生のことは後回しです。今はひかりさんを救わないと」

「そうね、でも……」

　伏し目がちになりながら躊躇う様子を見せるひかり。

「どうしたんですか？」

「その……私まだ処女なのよ」

　彼女がそう言うと、みゆきが姉の肩を叩く。

「大丈夫よ姉さん、ヒロに任せればあっという間に終わっちゃうわよ」

（おいおい、それだと俺が早漏みたいに思われるじゃねえか）

　そう思った広宣だが、口には出さないでおく。

「……みゆき、あなたもしかしてヒロくんと、もう？」

「えっ!?　いや、その……」

　いつもは落ち着いているみゆきだが、図星を突かれて慌てている。

　やはり、実の姉だけあって大抵のことはお見通しなのだろう。

「その様子だと、もうしちゃったみたいね。それなら良かったわ」

「良かった……ですか？」

　てっきり、何かお小言でも言われるかと思っていた広宣。

　予想とは別の反応に思わず聞き返した。

「ええ、みゆきより先にヒロくんとしてしまったら悪いでしょう？　ふふふふ」

　そう言って意味深に笑うひかり。

　みゆきが広宣に好意を持っていることに、気づいたのだろう。

　流石に十年前から、恋愛感情があったわけがない。

　ということは、ここで出会ってからのわずかな間で見抜いたということだ。

（やっぱり、ひかりさんには敵わないな……）

　子供のころは良く面倒を見てもらっていたが、見た目が同い年になっても手玉に取られている。

　ひかりにそういった素質があるとしても、掌の上にいるような感じがして、広宣は自分が情けなく感じた。

「それより、はやくしたほうが良いんじゃないのぉ？」

　雰囲気が若干和んできた感じさえするところに、妖精が声をかけた。

　たしかにあまりゆっくりはしていられないと、広宣がひかりに向き直る。

「そういうわけで、俺と今からセックスしてもらいます。いいですか？」

「もちろんよ、お願いするわ。でも……」

　そう言って周りを見るひかり。

「では、私たちは離れていますね」

　フィラナたちは気を使って、王座の間から一端外に出る。

「あたしは姉さんが心配だから残るわ」

「ダメよ、みゆき」

「だって、姉さん！」

　心配する彼女の肩に手を置いてひかりが説得する。

「ヒロくんと私を信じて、きっと大丈夫よ。それに、あなたは初めてのときにじっと見られていて集中できたの？」

「……わかった、また後でね」

　姉の言葉に頷くと、フィラナたちの後を追って部屋を出るみゆき。

「これでふたりきりね、ヒロくん」

　そう言うと、彼女は広宣の正面に立つ。

「それじゃあ、私の処女を上手く貰って頂戴ね？」

　ひかりは微笑みながら、彼の手を握るのだった。
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　ひかりを前に、広宣はかなり緊張していた。

　今からするのはセックスで、それは彼の得意分野だ。

　処女が相手というのも何度も経験してきた。

　テクニックが十分なのは疑う余地もない。

　さらに、彼の精液は発情効果を持っていて、一度相手に射精すれば絶頂しなかったことはない。

　だが、内心ではそれらの存在がまったく頼りにならないほどの緊張に襲われている。

　何しろ相手は幼なじみの実姉で、自分の初恋の相手でもある。

　さらに、この行為の結果によっては彼女が死んでしまうかもしれないのだ。

　こうなると、普通なら喜んでいるはずの処女という情報も重しになっていた。

　そんな彼の様子を見て取ったのか、ひかりは正面から近づいて手を握った。

「大丈夫よ、何とかなるわ。それに、みゆきには言わなかったけど私もヒロくんのことは気に入ってるのよ？」

「え、それは……」

「もちろん、男性としてね。自分の身を任せてもいいと思うくらいに」

　そうまで言われると、広宣も肩の荷が少し軽くなったような気がした。

（俺の緊張を解こうとお世辞でも言ってくれたのかもしれないけど、ひかりさんに言ってもらえるならそれでも良いかな……）

　実際、彼女に言葉をかけられてから、次第に自分が興奮しているのを広宣は感じていた。

　それに、命の危険というスリルが燃え移って爆発的に高まっていくのだ。

　通常なら不謹慎だと思うかもしれないが、今の広宣にこの後押しは嬉しいものだった。

　ゴクンと喉を鳴らして、ひかりに手を伸ばす。

　そして、そのまま彼女を抱きしめた。

「ヒロくん、こんなに逞しくなって……」

　がっしりと身体を包む広宣に、ひかりも自分の女の部分が興奮しているのを感じていた。

　彼女の記憶の中では、広宣はいつもみゆきと一緒に自分の後をついてくるような存在だ。

　しかし、今は男性の力強さを感じるまでに成長して自分の前に居る。

　今までは守る存在だった自分が守られる側に回ったことで、目の前の広宣に親愛以上のものを感じていた。

「上手くやってみせますよ」

　彼はそう言うと、まずひかりの制服のスカートを脱がせた。

　広宣たちのものとは若干デザインが違うが、やはり異世界に来たことで強化されているのか丈夫だ。それと自分のものを合わせて床に敷き、その上に彼女を寝かせる。

「まず、入れる前に濡らさないとダメですね」

　前戯でもして、一度広宣の射精を受けていればそれも必要ないほど濡れるだろう。

　しかし、今はそんな時間はなかった。

　広宣はしゃがみ込むと、ひかりに両足を開かせる。

「うぅ、やっぱりちょっと恥ずかしいわ……」

　魔王をあと一歩まで追い詰めた勇者のひかりも、こちらの方面に対しては無垢なようだ。

　広宣にショーツを見られただけでも羞恥で顔を赤くしている。

「こんなことで恥ずかしがってると後が続きませんよ」

　タイツを下ろし、彼は続いて下着の中に指を滑り込ませ愛撫する。

　流石の彼女も魔王に死を宣告されて緊張しているようだ。

　膣はぴったりと侵入者を拒むように閉じている。

「これで、どうだ？」

　しかし、そこは広宣。慣れた手つきで周りをマッサージして解していく。

　それに加えて、もう片方の手をひかりの胸元にのばした。

　そして、シャツと下着をずらして露わになった乳房を撫でるように揉む。

　肉体年齢が同じにも関わらず明らかに妹よりも豊満なそこは、いつまでも揉んでいたくなるようなさわり心地だ。

（なんでここまで差が出たんだろうな、性格の違いか？）

　みゆきに聞かれると怒られそうなことを考えながら、しっかりと愛撫を続けていく。

　すると、我慢できずといった感じに、ひかりから声が漏れた。

「んん……くっ、はぅ……」

　いきなり喘ぐようなことはないが、快楽の片りんくらいは感じているようだ。次第に表情も崩れてくる。

　それに気を良くした広宣は、さらに愛撫を激しくする。

　指の腹で陰核を擦り、乳首を指先で掴むように弄った。

「ヒロくん、私だんだん気持ちよくなってきてるわ」

　彼女も自分の身体が発情してきたことに気づいたのだろう。

「まあ、そろそろ大丈夫でしょう」

　彼が秘部から指を離すと、そこに半透明の糸が引かれた。

　膣内が十分に濡れてきている証拠だ。

　広宣はそこで、彼女の股の間に自分の身体を入り込ませる。

　そして、ペニスを露出させてそれを膣口へと押し当てた。

　ここまでの興奮で、彼のものは痛いほどに張り詰めている。

「いよいよね……来て、遠慮せずに一気に奥へ来て頂戴」

「わかりました、行きますよ」

　広宣はひかりの言葉に腰を進ませていく。一番太い亀頭の部分で一度つかえたが、力を入れるとそこも飲み込まれ、一気に中へと挿入された。

「あっ、くううぅぅぅぅ！」

　途中で処女膜を破りながら、そのまま奥へと突き進んでいく。

　ひかりが痛みに耐えるように敷かれた制服を掴む。

　それを見ながらも、彼は最初に言ったとおり腰を押しつけて、膣の最奥まで肉槍を到達させた。

「ひかりさん、奥まで入りましたよ」

　彼の言葉に、大きく息をしながらひかりが応える。

「はぁ、はぁ、これで全部入ったのね。凄いわ、中から押し広げられているみたいよ」

　硬く勃起したペニスが、一瞬前まで処女だった膣にみっちりと詰まれているのだ。

　当然、広宣も締め付けを感じている。

　自制心を全力で働かせなければ、今すぐ思い切り腰を振ってしまいそうだった。

「俺も、こうやってるのが精一杯ですよ。すごく気持ちいいです」

「そう言ってもらえると嬉しいわ。私はもう大丈夫だから、ヒロくんの好きに動いて？」

「良いんですか、まだ入れたばかりなのに」

「これでも身体は丈夫なのよ。それに、あまりゆっくりしていられないわ」

「そういうことなら、動かさせてもらいますよ」

　彼は言い終わると同時に、ゆっくりと腰を動かし始めた。

　そうすることで徐々に肉槍が膣内に馴染んでいき、出てくる愛液も合わさって動かしやすくなる。

「あぁ、出たり入ったりしてるのがわかる……私も気持ちよくなってきたかも」

　確かに、先ほどよりも愛液の量が増していた。

　広宣は頃合いを見計らって、更に大きく腰を振る。

　身体がぶつかるたびにパンッパンッと音が鳴り、そのピストンの力強さが伝わってくる。

　速さはそれほどではないが、一回一回が奥まで突き刺さるような勢いだ。
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「ひかりさんも、感じてますか？」

「うんっ、デコボコが中を引っ張るような感じが……んうぅぅ！」

「だいぶ気持ちよくなってきたみたいですね。じゃあ俺も本気でいきますよ」

「へ？　本気って……あうぅぅ!?」

　何か良くわかっていないようなひかりを差し置いて、彼はピストンのスピードを上げた。

　その強力な責めに、彼女の身体が悲鳴を上げる。

　今まではピストンに合わせるように反応していた膣内も、与えられる快感に制御が追い付かない。

　ただビクビクと痙攣し、無造作に肉槍を締め付けていった。

「中が……うおっ！」

　しかし、不規則で乱雑な刺激も自分の責めの結果だと思えば可愛いものだ。

　それに加えて、不慣れなひかりが反応している結果だと思えば興奮もする。

　予想より早く、広宣のほうに終わりが訪れようとしていた。

（ひかりさんの身体、どこも最高だ！）

　腰を動かすのにも加えて、貪欲にもおっぱいにまで手を出す。

　そして、自分の性感を高めるために好き勝手に揉み込んだ。

　手から伝わって来る感覚が、彼を一気に絶頂まで押し上げる。

「ひかりさん、もう……」

「イクのね？　いいわ、このまま中で……！」

　彼女は広宣の言葉に、慣れない感覚を頼って精一杯膣内を締め付けた。

（それ、ヤバッ……出る！）

　堪えきれなくなった広宣は、最後に腰を目いっぱい押し付けて膣奥で射精した。

「ああっ、中でビクビクって動いて……ッ！」

　ひかりも最後の最後に大きな快感を感じたのか、ブルッと身体を震わせた。

「ひゃっ！　出てる……の？　中がヒロくんの精液でいっぱいになってる……」

　うわごとのようにつぶやく彼女。

　そして、ふたりは繋がったまま予告された時間を迎えるのだった。
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　初めての中出しに呆然としているひかりの上で、広宣は時間を確認した。

　すると、あと数秒で魔王に死を宣告されてから一時間が経とうというところだった。

「ひかりさん、ステータスを出してもらえますか」

「うん、わかったわ」

　おぼつかない手つきで、自分のスタータスを表示する彼女。

　見ると、みゆきやフィラナたちに勝るとも劣らない高ステータスだった。

　広宣の能力を使わずここまでステータスを強化できるということは、やはりみゆきの姉だけあって才能があったのだろう。

　包容力のあるお姉さんといったひかりには、妹以上に似合わない才能だが。

「どうですか、最後に見たときと変わってます？」

「えっと、少し待ってね。前に見たのがかなり前だから……」

　広宣は固唾をのんで見守る。

「……うん、ちゃんと上がっているわ。本当にすごい能力ね」

　高ステータスになればなるほど上がりにくくなるものだが、能力はしっかり働いたようだ。

「良かった……でも時間は予定よりも過ぎてます。身体に異常はないですか？」

「そうね、痛みや苦しい感じはないかしら。下半身もあまり痛くはないわね」

「はあ……これで一安心ですね」

　ひかりの無事を確認して、力が抜けたように腰を下ろす広宣。

　彼のペニスが抜けた穴からは、わずかに白濁液が漏れていた。

「本当に白くて沢山あるわね、普通にこれだけ出されたら妊娠しちゃうんじゃないかしら？」

　ひかりは垂れた精液を掬い取ると、目の前に持って行って眺める。

「異世界人はこの世界で年を取らないみたいですし、ここ一年ずっとしてましたけど、そんな報告は誰からも受けてませんよ」

　妖精や彩花はともかく、フィラナは普通にこの世界の人間だ。

　その上で数えきれないほどセックスしてきたが、妊娠するなどという事態にはならなかった。

（俺の精液が媚薬になってるのも、生殖能力と引き換えに……なんてことだったら結構へこむな）

　種無しと言われるのは、広宣に限らず男性にとってはショックなことだ。

　彼は、これも異世界召喚の効果だと思うことにして頭の端に置いておくことにした。

「でも、本当にありがとう。またみゆきとゆっくり話せるわ」

「俺も再会して即別れなんてことにならなくて良かったです」

　ひかりが無事生き残って、面白そうにしていた魔王は今頃、どんな顔をしているのだろう。

　それでも、前哨戦に勝ったような気分になって、広宣の機嫌も良くなっていた。

　だから、こっそりと忍び寄るひかりにも気づかなかったのだ。

「えい！」

「あ、ちょっ、うわ！」

　不意を突かれた広宣は、そのまま彼女に押し倒されてしまう。

「ど、どうしたんでうすか？」

「ふふ、ヒロくんには助けてくれたお礼をしないとね」

　そのとき広宣は、自分の上に乗っているひかりの目が情欲に濡れていることに初めて気が付いた。

　命の危険が去って、抑え込まれていた精液による発情効果が現れたのだろう。

　抑制されていたぶん、通常のものよりも激しい衝動になっているはずだった。

「ヒロくんの準備も良いみたいだし、さっそく入れるわね」

　そう言うと、ひかりは広宣の肉槍を手に取って自分の膣へとあてがう。

　そして、そのまま一気に腰を落としたのだ。

　ズリュン！　と音が聞こえそうな勢いで咥えこまれた肉槍は、瞬きする間に最奥へと到達した。

　さらに、その状態で彼女は腰を回すように動かす。

「奥に当たってるの、わかるかしら。先端がぐりぐり子宮を押してるの」

「先がすごい刺激されて……！　でもなんでこんな？」

「ヒロくんも私とするの嫌いじゃないでしょう？」

「むしろ好きです！　それにしても、激し過ぎますよ！」

　ひかりは腰を回して子宮への刺激を堪能すると、今度は激しく上下に動き出した。

　膣内を締めながら腰を振って、肉槍をしごき上げている。

　人が変わったかのような変化に、戸惑いながらも犯される広宣。

　そう、まさに今は彼のほうがひかりに犯されている状態だ。

「自分でも、良くわからないの。気が付いたら目の前にみゆきが居て、突然死ぬと言われて、ヒロくんとセックスして……」

　若干涙声が混ざりつつも続けるひかり。

「それでもう安心だってわかったら、いろんな感情が爆発しちゃったの」

　年齢相応以上に落ち着いた、優しさのある彼女。

　しかし、心は普通の人間だ。

　召喚されたときから死の危険に晒され続けたのだろう。

　広宣の能力がないぶん、クラスメイトたちも次々と死んでいったはずだ。

　それが先ほど、広宣に抱かれたことで唐突に開放されたのだろう。

　不安定な状態になった彼女の心が縋ったものが、肉体の発情だったようだ。

「なら、俺は満足するまで付き合わないといけませんね」

　広宣はそう言って、自分の両手をひかりのものと繋げる。

「ヒロくん……私、もう我慢できないから」

　彼女は両手をしっかり握って、思う存分腰を振り始めた。

　先ほど見た高ステータスを存分に生かして、ダイナミックに動いていく。

「はぁはぁ、どう？　上手くできてる？」

「良いですよ、とても初めて動くとは思えない」

「快感に身を任せて身体を動かすとね、なぜか滑らかに動くのよ」

「それって、元々ひかりさんが淫乱ってことですか？　……いだだっ！」

　広宣がからかうと、彼女は表情を変えずにそのまま手に力をこめる。

　ひかりと彼ではパワーの差は歴然。

　結果、彼女の爪が食い込んだ広宣は悲鳴を上げることになった。

「今はこれくらいで許してあげるわ。その代わり、満足するまで萎えさせないでね？」

「ひかりさん相手なら、十回でも二十回でも歓迎します」

「ふふ……なら、まず一回目よ！」

　彼女が腰の動きに変化を加え、肉槍と自分への刺激を変えてくる。

　そして、絶頂に向けて腰を振り、自分の性感を高めるのだ。

「あぁ……ああん！　イク、今度は自分でイっちゃう！」

「ひかりさんのイクところ、見せてください」

「ひぃっ、あふぅん！　イクイク、イックゥゥ！」

　パンパンと腰を振り下ろし、最後には肉槍を奥まで突き差して絶頂する。

　ビクビクと痙攣している様子が、彼女と繋がっている腰と両手から広宣へ伝わった。

「すごいイキっぷりですよ。でも、まだ満足してないんですよね？」

「ひぃ、はぁ、はぁ！　……もちろん、よ。まだこれから……！」

　ひかりは足を震わせながらも腰を持ち上げ、再び広宣へ打ちつけた。

「うひっ、いいぃぃぃぃ!?」

　しかし、完全に絶頂の抜けていない状態で無理に動いたのは自殺行為だった。

　座りっぱなしで痺れた足のまま走り出すようなものだ。

　一度ピストンしたところで、彼女は新たな絶頂に襲われる。

　こうなると、もう動けば動くだけイクようになってしまうのだ。

「あれ、ひかりさんが動けないなら俺がやりますよ？」

「あ、今動かれたら……ダメ、待っ……ぐひぅぅぅぅ!!」

　凄まじい声を発しながらひかりが絶頂する。

「潮まで吹いてるじゃないですか、ガチイキですね」

　快感を制御する術をなくしたひかりに、広宣は容赦なく追撃する。

「言ったとおり、満足するまで付き合いますからねっ！」

「ひっ、ああああぁぁぁぁ！　イグ、イグ！　イってるのぉぉ！」

「今度は俺も一緒に……！」

　広宣は彼女が倒れないように両手で支えながら、滅茶苦茶に突き上げた。

　一突きすればひかりが絶頂し、引き抜こうとするとヒダが絡みついて離さない。

　当然これほど激しく責めて広宣だけ無事なはずもない。

「ひかりさん、イク、出すからね！」

「イクッ！　私も一緒にぃ！　ヒロくんイってぇぇぇ!!」

　広宣は最後に思い切り突き上げて、ひかりも応えるように腰を落とす。

　ふたりが同時に密着させたことで亀頭が子宮口にめり込むほどになり、広宣は直接子宮内へと精液を発射した。

　それを一滴残らず飲み込んだひかりは、身体の力が抜けたように倒れてしまう。

（おっとっと、あっぶねえ！）

　後ろに倒れそうだった彼女を、慌てて引き寄せ自分の胸に抱く。

「ひかりさんも色々と無理をしてたんだな……」

　広宣は自分の上で気を失っている彼女の髪を撫でる。

（早くひかりさんを親の元に返してあげたい。これで魔王を倒す理由が一つ増えたな）

　今もどこかでこちらを観察しているであろう魔王に言葉を向ける。

「お前に恨みがあるわけじゃないが、俺は必ず倒しに行くからな。首を洗って待っとけよ」

　広宣は、改めて魔王に宣戦布告したのだった。
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（ようやく……ようやく闇のオーブを手に入れたわ！）

　葉子は魔王から黒いオーブを受け取り、内心歓喜していた。

　もちろん、そのことを表情に出したりはしない。

　反抗的な態度をとれば、すぐさま魔王に殺されてオーブを奪われてしまうからだ。

　彼女の狙いはこのオーブを手に入れることだった。

　その発端は、千年前にまでさかのぼる。

　当時、勇者として召喚された葉子はクラスメイトたちと一緒に魔王を倒そうと戦い続けていた。

　勇者として能力の高い傾向のある彼女たちは、少し訓練しただけで並みの騎士以上のステータスを手に入れられたのだ。

　それを使って魔物を討伐し、当時劣勢だった人間たちの勢力を盛り返していった。

　もちろんその中には雨野ひかりもいて、特に成長度の高いステータスでエースとして活躍している。

　しかし、順調なのは途中までだった。

　勇者たちによる被害が大きくなると、なんと魔王が直接、戦場に姿を表したのだ。

　その時点でも、並みの騎士よりもはるかに強く、多少の戦闘経験も詰んでいた彼女たちだが、逆に言えばそれまでだった。

　魔王としては面白半分だったが、人類にとってはまさに悪夢だ。

　葉子もその目で魔王を見た瞬間、足がすくんで動けなくなってしまった。

　それでもひかりを始めとする精鋭たちの活躍で全滅は免れる。

　だが、その戦いだけで半数のクラスメイトを失った葉子たちは、大きく撤退することになってしまう。

　さらに、今まで三十人ほどで盛り返していた戦いも、半分になった彼女たちでは手が足りない。

　普通の兵士たちとは違って、勇者は替えが効かないのだ。

　形勢逆転とまでは行かなかったが、膠着状態に陥った。

　その結果、当時の勇者たちは広宣たちと同じ問題を抱えることとなった。

　つまり、勇者たちを支援していた王国の経営が立ち行かなくなったのだ。

　そして、同じく残りの勇者たちで魔王城へ潜入し、奇襲で取り巻きを倒して魔王との対決に持ち込んだ。

　しかし、ひかりを除けば今の広宣たちに並ぶステータスの者がいないなか、次々と勇者たちは倒れてしまう。

　とうとう立っている者が魔王を含めて三人となったとき、奴は葉子に声をかけてきた。

「そこの女、後ろからこいつを撃てば命だけは助けてやるぞ？」

　ひかりも魔王も傷を負っていたが、形勢は魔王が有利な状況だった。

「あ……わ、私……」

「大丈夫、葉子ちゃんは私が守るよ」

　背中越しにひかりはそう言って彼女を落ち着けようとしたが、恐怖に支配された葉子は手をひかりへ向ける。

　あるいは、この時点で魔王の圧倒的な力に魅せられていたのかもしれない。

　結果、ひかりは魔王に敗れたが、倒れる寸前に意表を突いた一撃で彼女に深い傷を与えることに成功する。

　それは肉体だけでなく闇のオーブにまで達し、魔王の力が弱まったところで、ひかりはその魂を自分の身体に封じたのだ。

　残された葉子は、魔王の力の源が闇のオーブだと知り、それを手に入れるために忠実な臣下となったふりをしていた。

　それから、彼女はひとり王国に帰って、魔王とひかりが相討ちになったことを伝えた。

　リーダーがいなくなり、烏合の衆となった魔物は普通の軍隊でも勝つことが出来た。

　本来それを纏めるはずの幹部たちは、誰が次の魔王になるかで内輪もめを始めていたのだ。

　高い知性を持つ代わりに、人間よりもよほど強欲な彼らは、魔王なくして協力することなど不可能だった。

　そもそも、その魔王でさえ絶対的な力を背景にしなければ幹部を纏められないほどだ。

　魔族の配下になったとしても、幹部相手にすら殺されるかもしれない葉子は、自分の裏切りを隠して王国に帰ったのだ。

　そして、役目を果たしたと認められ、葉子は地球へと返された。

　だが、彼女はまた自分が異世界に呼ばれるだろうと、確信していた。

　魔王は死んでいない以上、復活するからだ。

　葉子は勇者が選ばれる条件を知っていたため、それに合うような場所に勤め、その時を待った。

　しかしようやく今、長年の苦労が報われようとしている。

　復活した魔王は、自分の教え子たちに意識が向いていた。

　そして、闇のオーブは葉子の手の内にある。

（これで、オーブを私の物にすれば！）

　オーブの力はステータスの上限を取り払うもの。それさえあれば、この異世界を支配することもできる。そのためにはまずオーブを修復しなければならない。

「大丈夫よ、今日のために準備していたのだから」

　彼女は残った魔力を注ぎ込み、オーブの傷を修復していった。

　そして、それが終わるとオーブを、魔王と同じように自分の身体に埋め込んだのだった。

「オーブのない魔王なら小沢君たちと相討ちするのにちょうどいいわ。そして残るのは私だけ……」

　しかし、恍惚とした笑みすら浮かべている葉子に後ろから声がかかった。

「ほう、我を出し抜けると思っていたか。我を恐れたにしては従順すぎると思っていたが、これを企んでいたとはな」

「なっ、魔王！　小沢君たちがあなたを見逃したっていうの!?」

　勇者と魔王が相対したのだ、てっきり戦闘が始まると思っていた彼女には予想外だった。

「あの小僧は我の生死よりも女のほうが大事らしいぞ」

「女……ひかりのことね。でも、赤の他人のはずでしょう？」

「そうでもないらしい。小僧とあの女は知り合いのようだったからな、あの女の妹も含めて」

「そんな、小沢君と雨野姉妹が？　そんな素振りは見せなかったのに！」

　ここで、広宣が高校に入ってみゆきと疎遠だったことが、意外な効果を発揮したのだ。

　葉子は、ひかりとみゆきが姉妹だったことは知っていても、広宣がひかりと深い仲だとは思っていなかった。

（私の、計算が……）

　魔王が広宣にひかりのことで話しかけたこと。彼がそれを信じること。

　全てが予想の範疇を超えていた。

　彼女は魔王が何かしら広宣を挑発し、そこから戦闘になだれ込むと思っていたのだ。

「……こうなれば、仕方ないわね。病み上がりの魔王になら私だって！」

　葉子は素早く魔法を唱え、それを目の前の魔王に叩きつけた。

　勇者たちのなかでも随一の魔力を誇る葉子の攻撃だ。

　例え幹部クラスでも、まともに食らえば致命傷を免れない。

「これを顔面に食らって、無傷じゃすまないわよ？」

　ただ立っているだけの魔王は、防御する間もなく攻撃を受ける。

　葉子の使った魔法は威力に優れる炎魔法。

　そのなかでも特に破壊力のあるものに、全魔力三割ほどをつぎ込んだのだ。

　直撃を受けた魔王の頭は消し飛んでいても不思議はない……はずだった。

「なんと、我の顔に傷がついてしまったではないか。この責任をどう取るつもりだ？」

　爆炎が晴れると、そこからほぼ無傷と言っていい姿が現れた。

　たしかにいくつかの傷や火傷を負っているようだが、戦闘力に支障はないようだ。

　その傷も瞬く間に再生してしまう。

「バ、バカな！　そんなことが……あぐっ！」

　信じられないと立ち尽くす葉子の胸元を掴み、手繰り寄せる魔王。

　見た目こそ葉子のほうが年上だが、どちらが強者かは一目瞭然だった。

「なあ、どうして闇のオーブなど持つ必要があったのだ？　病み上がりだろうと関係ない、我のステータスは既にこの世界の限界まで鍛えられているのだ」

　そして証拠を示すかのように、魔王はその身から魔力を放出させる。

　葉子の魔力が川をせき止めて溜めたダムの水だとすれば、魔王は川そのものだ。

　世界の法則に許される限界ギリギリまで高まっていた。

「あ、あぁ……ぅ……」

　圧倒的魔力の奔流に気を失いそうになる葉子。

「おい、ここで寝るな。むこうが終わるまで、我も暇つぶしをしなければならないからなぁ」

　魔王の視界の片隅には、王座の間の映像が流れていた。

　そこでは、ちょうど広宣とひかりがふたりきりになったところだ。

「久しぶりに肉体に帰ってムラムラしていたところだ。お前に我の相手をする栄誉をやろう」

　魔王は葉子を引きずって、自分の部屋へと消えていったのだった。
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　葉子は魔王の寝室まで連れていかれると、そこにあったベッドへ放り投げられた。

「きゃっ！」

　受け身をとることもできずに転がる。

「オーブは……ほう、体内に埋め込んだか。そこそこ準備はしてきたようだな」

　少し感心したように葉子を見る魔王。

　身体の中に異物を取り込むのだ、魔法があってもそう簡単にできることではない。

　彼女は千年前、魔王城を去る前にオーブに関する資料を盗んで地球に持ち帰ったのだ。

　そこから、十年の年月をかけて独自に研究を続ける。

　魔力のない地球では実験こそ出来なかったが、再び異世界に召喚されたときのために頭に詰め込んだ。

　そして、見事召喚されてからは広宣たちの目を盗んで実験を重ねたのだ。

　その強欲さから来る執念は、魔王を満足させるものだった。

「今の葉子なら、真に我の臣下となっても不足はないなぁ。アハハハ！」

　まっとうな人間が悪の道に走って黒くなっていくのを見るのも、彼女の楽しみの一つだ。

　仲間を裏切り、平気な顔をして教え子を巻き込む。

　最後に魔王を騙すことも含めて、葉子は彼女のお気に入りの堕ち方をした。

「だが、裏切ったことは許しておけんな。罰を与えた上でもう一度服従させてやる」

　魔王はそう言って、ベッドに登って葉子に近づく。

「ひっ！　嫌、来るな、こないでっ！」

　目の前でクラスメイトを殺された恐怖が蘇ったのだろう。

　葉子は手をばたつかせて彼女が近づくのを拒否する。

　だが、もちろんその程度で止められるわけがない。

「暴れるな、とっとと我にオーブを返すのだ。無理やり引きずり出されたいか？」

　その言葉で、葉子の動きがピタリと止まる。

　しかし、身体は震えたままだ。

　過去、魔王に引き裂かれたクラスメイトに自分を重ねてしまったのかもしれない。

「そうだ、大人しくしておけよ。お前も闇のオーブを調べたのだから方法くらいわかるだろう？」

　そう聞く魔王に、葉子は首を横に振った。

「と、取り出すつもりなんてなかったから知りません！」

　その答えに呆れたようにため息をつく魔王。

「強欲な上に保険もかけない。そこまで幹部たちのようにならなくても良いんだがなぁ……」

　昔はしばしば、同じ理由で人間に討ち取られる幹部がいたことを、魔王は思い出す。

「まあ良い、それ以外にも方法はあるからなぁ」

　そう言われた葉子が表情を変える。

　ヴァレリアが解読した文献に書かれていたことを、思い出したのだ。

「まさか、私に快楽を与えて!?」

「なんだ、知っているではないか。それを使うのだ」

「そんな、無理よ。あれには王族と勇者がいなければいけないわ！」

「それが出来るのが魔王たるゆえんよ。理由を教えるつもりはないがな」

　魔王が特殊な方法を知っているのか、それともオーブを使っているうちに自分で改造でもしたのか。葉子には分らなかったが、どうにかして取り出すことができるらしい。

「ただ、葉子は随分淫乱のようだからな、普通の方法では簡単に取り出せまい」

　そう言うと、魔王は葉子の下半身に手を当てて何かの魔法を唱えた。

「なに、これ？　腰のあたりが熱くて……ムズムズするのっ！」

　そして、下を向いた彼女は信じられないものを目にする。

「嘘……な、なんでおちんちんが!?」

　めくり上がったスカートの下から、見覚えのないペニスが生えていたのだ。

　いつも相手にしていた広宣のものよりも小ぶりだが、ビクビクと脈を打ちながら天井を向いている。

「さすがの葉子でもこっちの快楽を受けたことはあるまい？」

「ありえない、こんな……こんなこと……」

「ありえないことを可能にするのが魔法だろう。では、そろそろ取り掛かるか」

　葉子が愕然としている間に、魔王は彼女の下の服を脱がせてしまったのだ。

　そして、そのまま足を開かせるとその間にしゃがみ込む。

「さあ、我の前でだらしなく喘いでみせろ」

　言うな否や、魔王は勃起した肉槍を咥えこんだのだった。

「いぃ!?　な、なにこれ？　あっ、あっ、ああああぁぁぁぁ！」

　生えたばかりのペニスをフェラされ、未体験の快感に身体を震わせる葉子。

「知らない！　こんなの知らないのぉ！」

　思わず腰を引こうとするが、そこは魔王がガッチリ腰を抱え込んでしまっているので不可能だ。

「んぐ、れろれろ、ちゅぶっ！」

　対して魔王は、慣れた様子で葉子の肉槍を責めている。

　千年前、ひかりたち勇者が来る前もこうして楽しんだことがあったのかもしれない。

「はぁはぁ、何これ……何なのよぉ！」

　本来自分にない器官からの快楽に、感覚を制御することもできず喘ぐ葉子。

　そのうち、腰の奥から痺れるような感覚が昇ってきたことに気付く。

「これ、もしかして……ダメ、イっちゃダメェ！」

　自分のペニスを咥える魔王を退かそうと手を伸ばすが、それも力が入っておらず叶わない。

「ぷはぁ！　そら、初めての射精だぞ。しっかり感じておけよ？」

　そう言い終わると、すぐにまたフェラに戻る魔王。

「出る、出る出る！　出ちゃうぅぅぅ！」

　耐える方法も知らない葉子は、性感がいっぱいになった瞬間に射精した。

「イク、イってる！　私のおちんちんから精液出ちゃってるのぉ!!」

　ガックガックと腰を跳ねさせながら射精を続ける葉子のペニス。

「ごくごく、じゅるる……」

　並みの数倍はある射精を魔王は苦もなく呑み込んでいく。

　絶頂が終わった後も、葉子は全身を痙攣させ続けた。

　その時、葉子の胸のあたりが一瞬光った。

　それを見た魔王は、ようやくペニスから口を離した。

　溜まっていたものを全て出し切ったようなそれは、ぐにゃりと萎えている。

「まぁ、上々か。この様子なら十回もイカせれば取り出せる」

「これを、あと十回も？　無理よ、死んじゃうわ！」

「我は性交で死んだ者など見たことがないがなぁ」

　近づく魔王から逃げようとするも、葉子は力が入らず後ずさりもできない。

　数秒とせずに腰が掴まってしまう。

「十発、口で抜くとするか……あと九回あれを味わうぞ？」

　先ほどの感覚を思い出したのか、葉子は嫌々と首を横に振る。

「いいぞぉ、その表情は。どこまで崩れるか見物だなぁ」

　魔王はそう言うと、萎えたペニスを口に咥えた。

「ぺろぺろ、じゅるるるん！」

　彼女の舌技に掛かれば、どんなペニスもすぐさま勃起してしまうだろう。

　ましてや、今さっき精通を迎えたばかりの葉子なら言うまでもない。

　勃起したことを確認すると、すぐさま精液を搾り取るための動きに変える魔王。

「ひゅいいぃぃ！　ひっ、ああああ！」

　一度男の絶頂を覚えてしまった葉子の身体は、与えられる快感にすぐさま反応を返す。

　数分も持たずに二度目の射精を迎えた。

「ま、またイクゥゥゥゥおおぉぉっ！」

　腰をガクガクと痙攣させながら精液を垂れ流す葉子。

　まだ絶頂中の彼女に、さらなる快感が襲い掛かった。

「待って、待ってください！　今はイってるとちゅ……うぅぅぅううう!?」

　魔王は敏感になっている先端を舌で丹念に刺激し、さらなる射精を促した。

「溶け、溶けりゅ！　腰なくなるぅぅぅぅ！」

　連続射精を強いられた葉子は、背を反らしながら快楽に震える。

　陰謀を巡らせていたときのしたり顔は、快楽でだらしなく歪んでいた。

　その後も、魔王のフェラで休む間もなく精液を絞りと取られる葉子。

　精通から数えて九発目が終わるころには、肉槍の下にある膣からも洪水のように愛液を漏らしていた。

　抑えきれない快楽が身体の中を巡り、膣内の性感までも刺激したのだ。

「ひぃ、はぁ、ひぃ、はぁ！」

　大きく息をする。もはや下半身からは、気持ちいいという快感しか伝わってこない。

　だがそんな宿主をよそに、肉槍だけは変わらず勃起していた。

「あと一発でちょうど十回だぞぉ。もう少し頑張れよぉ？」

　ひぃひぃと声を漏らす葉子に笑って言いながら、魔王は肉槍を咥えていた。

「最期はとっておきで吸い出してやるぞ」

「な、なんなの？」

「こうやるんだよ……じゅる、じゅずぞぞぞぞ！」

　麺類をすするような音を出しながら肉槍を吸引する魔王。

　経験したことのないバキュームフェラに、葉子は一瞬も耐えることなく絶頂する。

「イック!?　イク、イクイク！　イックゥゥゥゥ!!」

　まるで感電したかのように痙攣する葉子を見ながら、魔王は楽しそうに精液を飲み込む。

　それと同時に、葉子の胸からはゆっくりとオーブが浮き上がってくるのだった。
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　十連続のフェラチオで精根尽き果てた葉子は、ぐったりした様子でベッドに横たわっている。

「ふぅ、十発分ともなるとさすがに腹に溜まるなぁ」

　搾り取ったほうの魔王は、そんなふうに言いながら起き上がる。

　そして、葉子に近づくとその胸部に目を向けた。

　彼女の豊かな乳房の谷間、そのちょうど上のあたりからオーブが顔をのぞかせている。

「ここまで出ていれば、後は我がやってしまえるな」

　そう言うと、片手を伸ばしてオーブを掴んだ。

　そのまま、ゆっくりと持ち上げるように、葉子からオーブを取り出す魔王。

　まだ半分ほど埋まっていたオーブは、それに従って姿を現していく。

　たっぷり数分の時間をかけて葉子からオーブを分離させると、それを目の前まで持っていく。

　そして、隅々まで検分した魔王は満足そうに頷いた。

「なかなか見事に修復しているではないか。人間にしては見事なものだ」

　オーブに入っていた傷は跡形もなく、魔王でさえも見分けられないほどだ。

「中途半端に直されていたらたまらないからなぁ……葉子、命拾いしたぞ？」

　そう言って声をかけるが、未だに力が入らないのか顔の向きを変えることさえできないようだ。

「なんだ、たかが十回でだらしない。あの広宣とかいう小僧もそれくらいは軽くこなすと言っていたではないか」

　呆れる魔王だが、先ほどペニスを生やされたばかりの葉子には酷な話だろう。

　しかし、このままでは話もできない。仕方なく魔王は魔法で葉子の体力を回復させるのだった。

「はぁはぁ、私、生きてるの？」

「オーブを取り込んだまま死なれたら困るからなぁ」

　そこで自分を見る魔王の存在に気づいてビクッと身体を強張らせる。

「お前は我を裏切ったが、オーブを修復した腕は見事だ。だから、チャンスをやろう」

「チャンス……ですか？」

「そうだ、お前がその肉槍で我を満足させることができたら許してやる」

「満足って、まさか……！」

「我とセックスしろと言ってるんだ」

　そう言うと、足をＭ字に開いて膣を見せつける魔王。普通の男なら飛びつきたくなるような肉体が惜しげもなく晒されている。だが、彼女に与えられる快感を知っている葉子は躊躇してしまう。

「葉子がやらぬなら、我が犯すぞ？」

「う……や、やります」

　責められるより責めたほうがマシだと思った彼女は、自分のペニスを魔王の膣に押し当てる。

「童貞卒業の相手が我など、これほど名誉なことはないぞ？　さぁ、腰を進めろ」

　言われるがままに、肉槍を挿入していく葉子。

　しかし、先端が入ったところで動きを止めてしまう。

「どうした、まだ入り切ってすらいないぞ？」

「だって……も、もう出そうなの！」

　見れば、彼女の肉槍が今にも爆発しそうに暴れている。

　フェラであれだけ絞り取られた葉子だが、魔王の膣内の感触に早くも限界を感じていた。

「これ以上動かしたら、絶対に出ちゃうわ……少し、一分だけでいいから！」

「断る、我は焦らされるのが嫌いだからな」

　葉子の懇願を切り捨て、魔王は彼女の腰に足を巻きつける。そして、それを一気に引き寄せたのだった。肉槍が一気に膣奥まで飲み込まれ、肉厚のヒダがペニスを刺激する。

「あっ、ダメェェェ！」

　悲痛な叫び声を出しながら、葉子は射精してしまった。

「あっ、ああ、あうぅっ！」

　初めての中出しの感覚に、彼女は言葉を失う。

「一往復すら持たないとは、情けなさすぎるぞ。これほど軟弱では我でなくても呆れるな」

　ドプドプと精液を流し込まれながらも顔色一つ変えない魔王。

　その表情からは、自分の肉体に対する自信と、これからどうやって葉子を弄ろうかという気持ちが透けて見えていた。

「これでは腰を振るどころではないなぁ、攻守交代だ」

　魔王は膣から肉槍を引き離すと、葉子を押し倒す。

　そして、その上に足のほうを向いて馬乗りになった。

「ここからは我を裏切ったお仕置きの時間だ。存分に苦しむが良いぞ」

　葉子が止める間もなく魔王は肉槍を挿入してしまう。

「うっ、くううぅぅ！」

「おぉ、今度は入れるまで耐えたか。さて、どれくらい持つかな？」

　楽しそうに言いながら、彼女は腰を動かし始める。

「あうっ！　ダメ、無理よ。今イったばかりなのに！」

　悲痛な声をあげる葉子をよそに、魔王の膣は肉槍を的確にしごいていた。

　ペニスがその刺激に反応してビクンビクンと暴れる。しかし、その動きも自らの快感を増幅されるだけだ。ベッドのシーツを掴んで快楽に耐えようとする葉子。

　ようやく肉槍からの感覚に慣れてきたようだが、魔王はその上を行く。葉子の股間に密着させた状態で腰を回したのだ。ペニスの隅々にまで膣内のヒダが襲い掛かり、極上の快感を与える。

「ほうら、こういうのはどうだ？」

「くひっ！　ううぅぅぅぅ！」

　上下のピストン運動には慣れてきた彼女だが、ここで新たな刺激を与えられると対処しきれない。

「こんなの、すぐにイっちゃう！　ザーメン出ちゃうのぉ！」

「そうか、ならイってしまえ！」

　魔王がグリグリと腰を回して追撃すると、葉子は耐え切れず射精してしまう。

「イクッ、また出る、ザーメン出るぅ！」

　再び精液が魔王の膣内に吐き出されるが、すでに中は先ほどの射精でいっぱいだ。

　その結果、居場所のない精液が結合部から押し出されるように漏れることとなる。

「あ……あひっ！　な、なんでこんなに？」

「なんだ、精液のことか？　聞いて驚け、これは葉子のステータスを吸い出してるのだぞ」

「な、なんですって……？」

「我がいくつも編み出したステータス強化方法の一つだ」

「じゃ、じゃあ今のも!?」

　葉子がステータスを確認すると、確かに若干数値が下がっていた。

「あまり効率は良くないが、お仕置きとしては良いだろう？　行き過ぎた快楽は苦痛にもなるからなぁ」

　愕然とする葉子の姿をあざ笑いながらも、腰振りを再開する魔王。

　作り物の肉槍はその刺激にさっそく限界まで勃起する。

「あくっ！　いやぁ、もう射精したくないのに！」

　絶頂というのは人の体力を大きく奪う。連続でイカされればさらに数割増しで披露するだろう。

　葉子の体力はステータスで強化されているが、それも今、魔王に吸い出されているのだ。

　腕を動かせても、魔王を押しのけるほどの力は出ない。

　それを良いことに、魔王は好き勝手に腰を動かして葉子から精液を搾り取っていく。

「んああああっ！　イクイク、イっちゃう！　もうダメ……おかしくなる！」

「ハハハハ！　面白いように出るなぁ……普通は二、三回で枯れてしまうが」

　魔王は腰を振りながら、余裕の表情で語る。対する葉子はマラソンを終えたランナーのように息が荒い。

「もう限界のようだなぁ。そろそろとどめを刺してやるか」

　彼女はそう言うと、初めて明確な意志を持って膣内を締め付けた。

「いっ、ぎぃぃいいいい!?」

　その瞬間、膣内が別の生き物になったかのようにうごめいて、肉槍を強烈に締め付けたのだ。

　今までとは別格の強い締め付けに、葉子は少しも堪えることが出来ずに射精する。

「出る出る出るっ、イッッグゥゥ!!　あっ、ああっ……あぁぁ……」

　全身をぐったりとさせた葉子だが、肉槍だけは固く勃起して精液を吐き出し続けている。

　蛇口が壊れたかのような射精は、魔王の子宮を押し広げる勢いで精液を溜めていったのだ。

「おっ、あふぅ……もう中がパンパンだな。普通の人間だったら妊娠確実だったぞ？」

　若干顔を赤くしているがまだ余裕の見られる魔王は、そのまま腰を上げて肉槍を引き抜く。

　すると、栓を失った膣内の精液が流れ出して葉子の身体を汚す。

「言いざまだなぁ、葉子。お前はそのまま精液濡れになっていろ」

　魔王はそう言うと、彼女から奪い返したオーブを自分の体内に埋め込む。

「うむ、いい調子だ。では、奴らの元に向かうとするかな」

　そして、全ての傷が完治して完全復活した魔王が、再び広宣たちの前に立ちはだかろうとしていた。
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　ひかりとセックスして、命の危機を救った広宣。

　ふたりは行為の熱も冷めぬうちに身支度を整えて、フィラナたちを呼び寄せる。

（本当はもっとしっかり相手をしたいけど、ここじゃいくら何でもまずいしなぁ）

　彼としても、初恋の相手であるひかりのことはもっと丁寧に扱いたかった。

　しかし、状況がそれを許さなかったのだ。

　魔王の気まぐれで、ひかりを救うチャンスを得ただけでも儲けものと思っておくことにした。

「みんな、準備はいいか？」

　広宣が女性陣を見回すと、それぞれが強く頷いた。

「魔王は俺たちを弱いと思っているから、正面から来ると思う」

　彼の言葉にひかりも頷く。

「そうね、彼女は自尊心が強いから。私もそう思うわ」

　実際に魔王と戦った彼女が言うならば、確率はかなり高いだろう。

「魔王の攻略法は二つ。覚えてるよな？」

「忘れるわけがない。直接攻撃か性的快感を与えること、だろう？」

　ヴァレリアの答えに頷く広宣。

「一つ目の方法はひかり様が試したんですよね？」

「そうね。でも、あれは魔王が油断したところで隙を突いたからだわ。私がいると警戒されると思うの」

　能力的には頼もしいひかりだが、その存在が同時に魔王を警戒させているのだ。

「ああ、そうだな。だから、俺はそれを利用しようと思う」

「ご主人様、具体的にはどうするんですの？」

「それはだな……」

　広宣が説明しようとしたところで、声がかかった。

「なんだ、随分楽しそうだなぁ。我も混ぜてもらおうじゃないか」

　広宣たちが一斉に王座のほうへ向く。

　そこには、いつの間にか魔王が我が物顔で座っていたのだ。

　元々彼女の席であることを考えれば当然だが、その不敵な笑みは見る者に敵対心を抱かせる。

　魔王の頭上にあるティアラが、この城における身分の差を示すようにきらりと光った。

「戻って来たなら言ってくれればいいじゃないか。こっちに来て話そうぜ」

　しかし、広宣はあえて親し気に手招きする。

「なぜ我が貴様に言われて動かなければならないのだ。そっちが近くに来ればよかろう」

「なんだ、魔王でもひかりさんは怖いんだな？」

　魔王の言葉にそう返すと、彼女が表情を好戦的にゆがめる。

「小僧、あまり死に急ぐなよ？　千年ぶりに現れた玩具だ、じっくり遊びたいからなぁ」

　そして、魔王は席から立ち上がる。

「コソコソとした話し合いは終わりだ。これからは派手に、暴力的に話し合おうじゃないか」

「みんな、来るぞ。作戦は隙を見て伝える、まずは魔王の手の内を探る」

　広宣がそれだけ伝えると、みゆきたち前衛が前に出た。

「まずは小手調べにこれを食らってみろ。ブラックボール！」

　魔王が両手に黒い球体を生み出すと、それを広宣たちに射出する。

「受けてはダメよ、避けて！」

　その技を見たひかりが警告する。

　彼らはその声に従い、冷静に動きを見極めて飛び退いた。

　球体は床に着弾し、そこに黒い渦を発生させる。

　それが収まると、先ほどまで広宣たちがいた場所には直径一メートルほどのクレーターができていた。

　まるで当たった部分を消滅させるような効果に、歴戦のみゆきや彩花も息をのむ。

「あれは魔王の得意魔法で、よほど大きな防御魔法でなければ術者ごと飲み込んでしまうわ。連続で使ってくるから注意して」

「確かに……一発二発程度なら止められますが、それ以上は難しいです」

「フィラナでもそれが限界だとすれば、俺たちには一発も受けられないな」

　強化された制服でも受けられはしても、当たれば一瞬で飲み込まれてしまうだろう。

「おいおい、逃げてばかりでは面白くないぞ？」

　そう言うと魔王は、更に魔法を唱え、その手に剣を呼び出した。

　いかにも彼女が好きそうな、禍々しい装飾が施された大剣だ。

「我をもっと楽しませろ！」

　そして、それを振りかぶると広宣に向かって一気に突進した。

　まるで新幹線のような速さに彼は対応できない。

　しかし、比較的近くにいた彩花が何とか反応して間に割り込む。

「ご主人様は、やらせませんわ！」

　と言っても、魔王の剣と彩花の剣ではリーチも重さも違う。

　さらに本人のステータス差も相まって、なんとか軌道を反らすので精一杯だった。

　だが、魔王もこれほど勢いよく飛び出して、その上軌道を変えられては身体のバランスを崩してしまう。

　それを立て直す一瞬の間に、続けて駆け寄ってきた妖精が斬りかかる。

「食らっちゃえぇ！」

　しっかりと魔法で強化された剣は、鉄の鎧すらバターのように切り裂ける威力だ。

「ふっ、甘いわ！　それしきの物で我を傷つけられると思ったか？」

　それでも、魔王の能力は圧倒的だった。

　片腕を剣から離して、その素手のまま妖精の攻撃を受け止めたのだ。

「うっそぉ!?」

「嘘ではないんだなぁ。それより、今度は貴様が隙だらけだぞ」

　驚愕する妖精の腹に、強烈なキックを繰り出す魔王。

「あがぁっ!?」

　彼女はその攻撃をまともに食らって、十メートルほども吹き飛ばされてしまう。

「フィラナは妖精を確保して、時間を稼ぐ。フレイムピラー！」

　広宣はいくつもの炎の柱を呼び出し、魔王の視界と遮る。

「小賢しい、これでは火傷もしないぞ！」

　魔王は炎を突っ切って外に出ると、フィラナに治療を受けている妖精を狙う。

「纏めてふたり……ちっ！」

「さすがに、眼球までは強化されていないようだな」

　前に進もうとする魔王は自分を狙う気配を感じて咄嗟に顔を防御する。

　一瞬後、目を覆っていた部分に寸分の狂いもなく矢が直撃した。

「ええい、鬱陶しい！　ブラックランス！」

　彼女は黒い球体と同質の投げ槍を生み出し、ヴァレリアを串刺しにしようとする。

　しかし、そこは弓矢の名手であるエルフ。相手の遠距離攻撃にも的確に対応して躱す。

　その間に治療で回復した妖精が戦線復帰した、

「数で押し込め、相手に休む時間を与えるな！」

　いくら圧倒的ステータスの魔王と言えども、考える脳と動かせる手足はひとり分しかない。

　魔法によってある程度対処できる数は上がるものの、広宣たち七人全てに対応はできない。

　彼らが狙ってバラバラに動いているのなら、なおさらだ。

「ちょこまかと動くな、人間ども！」

　苛立たし気に魔法を打ち込む魔王だが、最初のように突撃することはしない。

　後ろからひかりが狙っていることに気づいているからだ。

　彼女は積極的に攻撃せず、魔王が誰かに接近しようとするときに、後背から襲い掛かれるように位置を調整している。

　その手にはみゆきから渡された予備の剣を握っており、魔王が油断すれば即座にその首を掻き切るだろう。

　一度致命傷を受けた相手だけに、魔王も本能的に警戒を解けないでいる。

（そして、俺はその間にみんなに作戦を伝える……と）

　広宣は散開した女性陣の元へ順番に近づきながら、話し損ねた作戦の内容を伝えていく。

　彼が全員に内容を話し終えたとき、それまで部屋の中心から魔法を放っていた魔王が怒声をあげた。

「ああ、面倒だ。これでは我が楽しくないではないかぁ！」

　そして、得物の大剣を逆手に持つと、それを床に突き差した。

　突き差した部分から床に蜘蛛の巣状の亀裂が入り、そこから黒い炎が湧き上がったのだ。

「まずい、みんな離れろ！」

　ヴァレリアの警告が間に合って回避には成功するが、お互いの距離が話されてしまった。

　今までは適度な距離を保って魔王を包囲していたが、それが破れたのだ。

「まずは、お前だひかりぃ！」

　広宣たちの連携を崩した魔王は、一番目障りだったひかりに向かって突撃する。

「くっ、ぐぅ！」

　ひかりも何とか防御するが、地力の差で押され気味だ。

　そのまま二合三合と剣を合わせるが、四合目には武器を弾き飛ばされてしまう。

「まずは、貴様からだ。千年越しの雪辱を晴らさせてもらおう！」

　魔王は大上段に振りかぶった大剣を、丸腰のひかりに向かって斬り下ろしたのだった。
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　魔王が、丸腰のひかりに向かって大剣を振り下ろす。

　その切っ先が彼女に触れる直前、横合いから突きだされた槍によってわずかに反らされた。

　ひかり自身もどうにか身体を捻ることで、致命の一撃は彼女の制服を切り裂くだけに終わる。

「せっかく会えた姉さんを、あんたなんかに殺させるわけない！」

　ひかりの命を救ったのはみゆきだ。

　彼女は包囲のなかでも、魔王がひかりを必要以上に警戒していることに気づいていた。

　そして、なぜ彼女が放っておいても死ぬひかりを広宣に助けさせたのか悟ったのだ。

　それは、千年前の恨みを果たすため。

　プライドの高い彼女にとって、これだけ長い間不自由させられたことは強い恨みになっていた。

　どうしても自分の手でひかりを殺すために、広宣に助けさせたのだ。

　そのことに思い至ったみゆきは、いつでも姉のフォローに入れるように準備をしていたのだった。

「最初にヒロを狙ったのもブラフでしょう？　あたしたちの目を姉さんから離れさせるための」

　そう言って油断なく魔王を睨むみゆき。

　その姿を見た魔王は、くつくつと笑い始めたのだ。

「くふっ、あはははは！　まず姉が立ちふさがり、それを殺そうとすればさらに妹が邪魔をする。なんとも運命的だなぁ」

　そして、だらんとぶら下げていた大剣を構え直す。

「ひとりかふたりは生かして飼ってやろうかと思っていたが……止めた」

　そのまま彼女が大剣に魔力を注ぎ込むと、刀身が紫色に発光し始めたのだ。

　蛍光色のようなその光は、武器が魔力で強化されたことを意味する。

「貴様ら、皆殺しにしてやる」

　言い終わると、その瞬間魔王の姿が掻き消える。

「フィラナ、後ろだ！」

　広宣の叫び声に、咄嗟に防御を張るフィラナ。

　魔王は、容赦なく一行の一番弱い部分を狙いにきたのだ。

　危ういところで剣を受け止めることに成功したが、数秒と持たずに突破されてしまう。

　しかし、その数秒で援護が間に合った。

　広宣がフィラナを確保して、彩花と妖精がふたりがかりで迎え撃つ。

　それでも押され続け、みゆきが加わったところで何とか互角に持ち込む。

「死ね、死ね、死ねぇぇええ！」

　一撃ごとに殺意の乗った攻撃が繰り出され、彼女たちはそれを防ぐことで精一杯だ。

　しかも、妖精たちの武器は打ち合うごとに傷ついていく。

（長く持たないな、早く作戦を実行に移さないと……）

　状況の悪さに苦い顔をする広宣へ、ひかりが声をかける。

「大丈夫よ、計画どおり私に任せて」

「ひかりさん……でも、武器は？」

「ふふ、ヒロくんはそこで見ていなさい」

　先ほど死にかけたというのに、いつもと相変わらないままの雰囲気で進み出るひかり。

　広宣はその言葉を信じることにして、自分の準備を進める。

「来たか、ひかり！」

　彼女が再び前線に出てきたのを見た魔王は、獰猛に笑った。

　そして、目の前の三人を捨て置くと、ひかりへ接近する。

　ヴァレリアが阻止しようと矢を射かけるが、大剣を盾に防がれてしまう。

「丸腰で出てくるとはいい度胸だなぁ！　今すぐ切り裂いてやる！」

　先ほどと同じような勢いで剣を振り下ろす魔王。

「あまり感情的になると、剣筋がぶれるわ」

　豪速の大剣。それを、ひかりは拳ではじいて防いだのだ。

「な、にぃ!?」

　見ると、彼女の拳にはみゆきや妖精の剣のように魔力が纏わりついている。

　しかし、自分自身の身体に使ったためか、彼女たちの物より一回り厚いように見受けられた。

「剣が折れても、魔力があればまだ戦えるわ。どんな手を使っても魔王を倒す、それが勇者の使命よ」

「何を偉そうなことを……元はと言えば、この世界の住人でもない奴が！」

「だからと言って、黙ってやられるわけにもいかないのよ」

　再び、両者が激突する。

　剣と拳の応酬で、どういう訳か火花まで散ってしまっている。

　まさに千年前の戦いの再現といった風景に、息をのむ広宣たち。

　しかし、ひかりが魔王の注意を引き付けている今はチャンスだ。

　彼らは静かに行動を開始した。

「いい加減に、くたばれ、勇者ぁ！」

「最後に倒されるのは、魔王と相場が決まっているのよ！」

　感情的になって大振りな攻撃になっている魔王を、上手く捌いているように見えるひかり。

　しかし、それでも無手と大剣の差を埋めので精一杯だ。

　総合的には魔王が優勢で、いずれ押し切られるのは彼女にも予想できていた。

　なので、ひかりは広宣たちが展開するのを見るとすぐに仕掛けた。

「そろそろ終わりにするのはどうかしら、ナフィン？」

「ッ！　その名前で、呼ぶなっ!!」

　ひかりの言葉で一瞬動きを止めた魔王だが、次の瞬間には前に向かって思い切り踏む込む。

　そして、この一瞬でさらに魔力をつぎ込んだ大剣は、その濃すぎる魔力が炎のように揺らめくほどになっていた。

　こうなってしまっては、いくら強化してあるとはいえ拳で受けることはできない。

　しかし、これこそが彼女の狙いだった。

「ヒロくん、今よ！」

「わかってますって！」

　ここでようやく罠だと悟った魔王だが、すべては遅かった。

　タイミングを合わせて左右から襲い掛かったみゆきたちが、魔王の四肢をつかみ取ったのだ。

　確かに、速度は最初の広宣への突進以上のものだった。

　だが、進むコースと飛び出すタイミングさえわかっていれば捕らえることは可能だ。

　いくら彼女でも、腕一本の力でみゆきたちを引きはがすことはできない。

　四肢すべてが別々に拘束されているのなら、なおさらに。

「がああああぁぁぁぁ！」

　魔王は悪あがきに大剣を投擲するが、それはフィラナの防御に防がれる。

　と言っても、その刀身は防御魔法を半ばまで貫通していた。

　不自然な体勢からの投擲でこの威力だ。

　広宣は、もしこれを使って全力で切りつけられたらと思うとぞっとした。

「ひかりさん、怪我はありませんか？」

　近づく広宣に、彼女は首を横に振る。

「大丈夫よ、魔力はかなり削られてしまったみたいだけど……」

「それなら無傷も同然ですよ」

　彼はそう言うと、捕らえられた魔王を見る。

「さっき何か言ってましたけど、何だったんですか？」

（あれを言った瞬間魔王がブチ切れたように見えたから、かなりのものだと思うけど……）

「あれは、彼女の名前なの」

「名前……ですか。エルフの文献には乗ってなかったですね」

「千年前は魔王に関する情報も今よりは豊富だったと思うわ」

　たしかに、当時の記録であれば正確だろう。

「私も当時は魔王について調査したこともあったわ」

「しかし、たかが名前であれだけの反応を？　まあ、自分からは名乗ってませんでしたけど」

「それはね、彼女にとって思い出したくない名前だったからよ」

「へえ、魔王にもそういうものはあるんですね……」

　広宣はそう言って、捕えられた魔王を見る。

　未だに暴れようとしているが、みゆきたちに押さえつけられて動けないようだ。

　一件無防備な状態だが、超高ステータスのおかげで、仮に剣を心臓に突き立てたとしてもオーブを壊すには攻撃力が足りない。

　封印しようとしても、彼女を拘束できる道具は存在しなかった。

　そして、このままいつまでも押さえつけておく訳にもいかないのだ。

　よって、ここで魔王を倒すには、凄まじい快感を与えてオーブを分離するしかない。

　広宣は、こちらを睨み付ける魔王の元へ足を進めるのだった。
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「この、離せ！　皆殺しにしてやる！」

　四肢を拘束されながらも、まだ足掻いている魔王ことナフィン。

　広宣が彼女に近づくと、向こうもそれに気付いたようだ。

「貴様、ただで済むと思うなよ？　必ず復讐してやるからな」

　完全に拘束されている以上は脱出できず、魔法も使えない。

　どうやら無駄な抵抗を止めて、反撃の機会を伺っているようだ。

　自分のステータスを超える者はおらず、広宣たちに殺されることはないと思っているのだろう。

　千年前は無防備なところを突かれたが、ナフィンはこの戦闘の前にオーブへ防御魔法をかけていた。

　後は、広宣たちの緊張が切れたところで、一気に反撃しようという算段だ。

「我の手足を捕まえている女たちが一瞬でも気を抜けば、振り払って真っ先に貴様の首を掻き斬ってやるぞ」

　ひかりの件でもわかるように、彼女の執着心は相当なものだ。

　それこそ、広宣を殺すためなら異世界にまで進出するかもしれない。

　一瞬、気圧されそうになった彼だが、気を取り直してナフィンの前に立つ。

「そう睨むなよ、俺もそんなに時間をかけるつもりはない」

「ほう……我の防御を貫く方法を持っているとでも？　我自身の魔法でも使わないかぎり、そんなことは不可能だ」

　もちろん、彼女は自殺などする気はない。

　洗脳という線も考えたが、オーブと同じように身体にも様々な魔法をかけていた。

　妖精の魔法剣を素手で受け止められたのも、そのおかげだ。

　さすがの魔王も、素の状態では無傷でいられない。

「いや、暴力はなしだ。もう一つの方法だよ」

「まさか……我をこれ以上辱めようという訳か。下劣な人間め……」

　闇のオーブのことについて彼女が知らないことはない。

　すぐに快楽を与えてオーブを取り出す方法だと悟ったのだ。

「一方的に人を滅ぼそうとしている奴に言われたくないな」

「ふん、好きにするが良い。どうせ人間のものなどで、我をイカせられるはずがない」

　しかし、魔王は堂々とした態度を崩さない。

「これから犯されるってのに、随分と冷静だな」

「ついさっき、葉子をそれで泣かせてきたばかりだからなぁ」

　あの葉子をセックスで倒したという言葉に、広宣は少し驚いた。

　しかし、それが止める理由にはならない。

「まあ、今からやるのはお前のテクニックに関係ないけどな」

　そう言うと、仰向けに寝かされているナフィンの上に跨がったのだ。

「我の上に乗るなど……あっ、何をする！」

　彼女が何か言う前に、広宣はそのドレスを引き裂いた。

　元々露出度の高い服だったが、これで完全にナフィンの身体を隠すものは無くなる。

　そして、ドレスの下からはなかなかの大きさを誇る乳房がこぼれ落ちた。

「へえ、良いものを持ってるな。噛まれたらたまらないし、こっちを使わせてもらうか」

　彼は開放されてぶるんと揺れるおっぱいを両側から揉む。

　柔らかい乳房がぐにゃりと歪んで、中央に深い谷間が作られた。

「くっ、我の胸を好き勝手に……！」

「そう言っていられるのも今のうちだぞ。これからおかしくなるほど気持ち良くしてやるからな」

　そう言いながら、大きく形が変わるほど強く揉み込む。

　ナフィンのステータスなら、これくらいでは痛みも感じないからだ。

　しかし、身体に害のない快感は次々生み出されていく。

「この程度で、我が喚くとでも思ったか？」

　しかし、彼女は広宣の愛撫で感じている様子もない。

　相変わらず好戦的な目で睨みつけていた。

　自分よりも強い存在を組み敷いて、犯している。

　しかも、彼女は目線だけでも人を殺せそうなほどに広宣を強く睨みつけているのだ。

　彼の中の征服欲が存分に満たされてゆく。

（このままじっくり眺めたいけど、そろそろ進めないとな）

　心の中で若干惜しがりつつも、彼は次の段階へ移る。

　まず広宣は、自身のペニスを取り出した。

「うっ……」

　それを見た魔王は、自分で生やすものよりも大きなそれに息を飲む。

　彼女は自分で作ったものはかなりの大きさだと思っていただけにショックを受けていた。

　もちろん、この世界の基準からすれば大きかったが、異世界人に敵うほどではなかったのだ。

「なんだ、ビビったのか？」

「そ、そんなことあるわけがないだろう！」

「ふうん、まあ良いけどな」

　ここまでの行為で十分に固くなっているそれを、ナフィンの乳房の間へ挟み込む。

　彼女の巨乳は、広宣のものを包み込んで余りある。

　全方位から肉槍へ柔らかい感触が襲いかかった。

「揉んでる段階でもかなり良かったが、やっぱりエロい乳だな……」

　彼は、それに思わず感嘆の声を上げた。

　肉槍をしっとりと包み込む胸は、ローションなど無くても十分な快感を広宣へ与える。

　その感触に興奮したまま、さっそく腰を動かし始める。

　大きな胸に腰を打ちつけるような激しい動きに、ナフィンを拘束しているみゆきたちも息を飲む。

　広宣も相手に気を使う場面もあるが、今回はそれも必要ない。

　まるで物を使っているように、獣性をむき出しにして襲いかかっているのだ。

「う、ぐぅ……んん……」

　さすがにナフィンのほうも胸を圧迫されて息苦しさを感じているのか、声も漏らす。

　しかし、けして嬌声というわけではなかった。

　彼女自身、広宣が胸に標的を定めたことをいぶかしげに思っていた。

　魔王といえども身体は女。

　性感を刺激するなら、局部が一番効率が良いはず。

　それでも感じ易い乳首などを責めるのならわかるが、広宣は自分の肉槍を胸でしごき始めたのだ。

　ただ、情欲に身を任せているとしか思えなかった。

　だが、そこで彼女は葉子から上がっていた報告の一つを思い出す。

「き、貴様……我に媚薬を盛るつもりか!?」

　そう、広宣の精液は強力な媚薬効果があるという話だった。

　それも、葉子の持つ異常状態を無効化する能力でさえ捉えられないほどのものだ。

　この媚薬ばかりは、いくらステータスが高くても耐えられない。

　特殊能力は魔法の及ばない場所にある文字通り特別な力で、ナフィンといえど防ぐことはできないのだ。

　初めて危機感を覚えた彼女は、今まで以上に暴れだす。

「ふざけるなっ、どけ！」

「おっと、もうすぐだからな。暴れると酷いことになるぞ」

　広宣が目配せすると、手の空いていたヴァレリアがやって来てナフィンの頭を抑える。

　まっすぐ自分の胸を見るように抑えられた彼女の目の前では、胸の谷間から肉槍が出たり入ったりしていた。

　先走りで濡れた谷間と肉槍が擦れるたびに、僅かに卑猥な音が出ている。

　そして、ナフィンの身体に変化が現れたのだった。

「うっ、なんだこれは……身体が熱い？」

　多少動いただけにも関わらず、全身にじっとりと汗をかき始めたのだ。

　心なしか、胸で動く肉槍の感触も敏感に伝わってくるように思える。

「どうやら、効き始めたみたいだな」

「効き始めた？　貴様はまだ……」

「実は、先走りのも微妙に効果があるみたいなんだよな。それに、皮膚からも浸透するし」

「なんだと!?　それでは……っく！」

　そう言われて意識してしまうと、彼女は余計に敏感になったように感じた。

「俺も、そろそろ出そうだからな……一発ぶっかけてやるぜ」

「止めろ！　汚いものを出すな!!」

　一般人が居たら視線の重圧で腰を抜かしてしまいそうになるだろう。

　だが、広宣は不敵に笑うだけだった。

「良いぞ、その目。これからそれが崩れていくと思うとゾクゾクするな」

　これまでより腰の振りを激しくして、彼はさらに快感を得ようとする。

　射精を前にビクビクと痙攣する肉槍を見せつけられる、魔王ナフィン。

　その表情には、次第に恐れが現れ始めていた。

　この射精を受けたら、自分はどうなってしまうのか。

　そんな思いが、彼女の中で次第に大きくなってゆく。

「出すぞ、しっかり受け止めろ!?」

　やがて限界になった広宣は、思い切り腰を突き出して欲望を解き放った。

　まるで水鉄砲のように勢いのある射精で、ナフィンの顔を精液濡れにしてゆく。

「うぐぅ！　ん、んんんん！　はぁ……うっ！」

　もちろん口に入れないようにしっかりと閉じていたナフィンだが、息をしようとして精液の濃厚な臭いを嗅いでしまった。

　精液そのものが媚薬であれば、その臭いにも効果がないはずはない。

　一気に吸収されたそれは、媚薬効果を発揮して肉体を弛緩させる。

　しっかりと締めていたはずの唇が緩んだところで、広宣が命令した。

「まだ油断はできないからな、残さず飲み込ませろ」

　フィラナとひかりもやって来て、魔王の顔にぶちまけられた精液をすくっては、その口に入れてゆく。

「貴様らぁ、ただでは殺さっ……ぐっ、んうう、むぅぅぅ！」

　彼女たちは非力な抵抗を続けるナフィンを押さえつけて、そのまま最後の一滴まで精液を飲み込ませるのだった。
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　フィラナたちが最後の精液を魔王に飲み込ませるころには、すでに媚薬の効果が出始めていた。

　彼女の白い肌はうっすらと赤く色づき、興奮しているのがわかる。

　それを見下ろした広宣は、周りを押さえていたみゆきたちに声をかける。

「もう大丈夫だと思う。離れてくれ」

「ご主人様、正気ですか!?」

　彩花がそう言って止める、フィラナたちも心配そうな顔で彼を見ていた。

「ああ、任せてくれ」

　そう言ってようやく、彼女たちは手を離す。

（どっちみち押さえ続けられるわけじゃない、ここで試しておかないといけないしな）

　もし媚薬の効果が薄ければ、やられる前に全力で逃げなければならないだろう。

　しかし、今見た限りでは十分に発情しているようだった。

　彼が見守る中、全ての拘束が外される。

「はぁはぁはぁ、ううぅ……」

　ナフィンは起き上がろうとするが、上手くバランスを取れないのか倒れてしまう。

「どうやら、もう抵抗できないみたいだな」

「くそっ、貴様ぁ……！」

　ナフィンは変わらず睨み付けてくるものの、逆に言えばそれくらいしかできなくなっていた。

　広宣は彼女に近づき、腕を持って持ち上げる。

「もう自分で立ちあがれないくらいにまで力がはいらないか、良い感じだ……」

　そう言うと、彼女の股間に手を伸ばす。

「そこは、触るな！」

　ナフィンは彼の手を掴むが、やはり力が出ないのか止められない。

　広宣の手はそのまま下半身へと到達し、服の下に潜り込む。

「や、やめっ、ひくっ!?」

「なんだ、こっちもかなり濡れているな」

「貴様が媚薬を使ったからだろう！」

「そうだが、実際にびしょびしょだしな」

　広宣が指を動かすたびに、周りにも聞こえるほどの水音が響く。

　ナフィンのあそこがかなりの量の愛液を出している証拠だ。

「はぁはぁ、そうやって粋がっているのも今のうちだぞ」

　興奮を隠せない様子ながら、その言葉には強い敵意がこもっていた。

「こんな状態で、お前に何ができるんだ？」

「我の身体は、人間の女などと比べ物にならん。貴様がいくら性豪でも、堕とすことはできないぞ」

「随分と自信があるな」

「ふん、せいぜい入れた瞬間に射精したりしないよう、腰に力を入れておけよ？」

「そっちこそ、すぐにだらしない顔にしてやる」

　広宣はナフィンを後ろ向きにすると、ドレスをめくりあげる。

　そして、愛液で濡れた下着をはぎ取ると、自分のペニスをそこへあてがった。

「じゃあ、魔王の身体をいただくとするかな」

「はぁ、はぁ……ぬぐぅ！」

　挿入と同時に、ナフィンがうめき声をあげる。

　媚薬の効果は、膣内にまで行きわたって快感を高めているようだ。

　しかし、広宣のほうも予想以上の感触に表情を険しくしていた。

（なんだこれ、中の肉がぐりぐり押し付けられてる!?）

　今まで体験したことのないような感覚に、思わず腰を引いてしまいそうだった。

（だけど、ここで止まるわけにはいかねえよな）

　意識を総動員して、ナフィンを責めることに集中する。

「ああ、硬い、大きいい！　こ、こんなものが！」

　彼女も、広宣の肉槍を挿入されて戸惑っている。

　何しろ、この世界の住人から見れば企画外の大きさだ。

　ナフィンが魔法で作り出したペニスと比べても、二回りは大きい。

　文字通り、想像したことのないようなものだった。

　そこまでのものを初めて受け入れた膣内は、みちみちといっぱいにペニスが詰まっている。
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　本来はデコボコとしているヒダの部分も、肉槍に押しつぶされてしまったのだ。

　当然、先端はあっさりと子宮口にまで届いて奥を小突いている。

「マジでキツいな、食いちぎられそうだ」

「できるなら、そうしてやりたいぞ？」

「勘弁してほしいね、とっととほぐしてやる」

　そう言うと広宣は、いったん奥まで入れた肉槍を引く抜く。

「ま、待て！　まだ動かすなっ！　ああ、うぅっ！」

　亀頭の段差で中のヒダが引きずり出されるように刺激され、たまらず嬌声を上げるナフィン。

　しっかりと彼女の腰を掴んだ広宣は、一度限界まで引き抜くと今度は一気に突き差す。

　元の形に戻ろうと小さくなる膣穴に、肉槍が再び挿入された。

　そのまま、彼はぱんぱんと腰を振り始める。

「あっ、んん！　広げられて、いるぅ！」

　ナフィンは中をいっぱいにまで広げられる苦しさと、全ての性感を刺激されているような快楽に襲われる。

　今はまだ冷静さを保っているが、膣が肉槍に慣らされてしまえばもう抗えない。

　そう悟った彼女は、流れ込んでくる快楽を振り切って膣を締めた。

「あぐっ、うぅ！」

　その快感に、思わず腰の動きを緩めてしまう広宣。

「そうだ、そのまま射精してしまえ。我が枯れ果てるまで搾り取ってやる」

「お断りだね。何が何でも、イカせる！」

　広宣は、そう言ってピストンのスピードを上げた。

「この状態で動かせるなど……普通の男なら何回も射精しているはずなのに！」

「舐めるなよ、俺はこれを使って異世界で生き残ってきたんだからな」

「く、ぐぅ、あう！」

　ピストンに与えられる快感に耐えながら、ナフィンは何とか広宣を射精させようとする。

　お互いに快感を得ているのは確かだが、媚薬のおかげで形勢は広宣に有利だった。

「そうだ、良いことを教えてやろう」

　腰を突きながら、ナフィンに話しかける広宣。

「お前が媚びるようにねだれば、射精してもいいぞ」

「なっ、何を言うかと思えば……我をバカにしているな」

「だが、このままだとそっちのほうが先にイクんじゃないか？」

　数々のセックスをこなしてきた広宣には、女がどれだけの快感を得ているか、その反応で想像がつく。

　痛いところを突かれて、押し黙るナフィン。

「このままだと確実に負けるが、俺が先にイケば互角に持ち込めるかもしれないぞ」

「下種め……」

　振り返って広宣を睨み付ける彼女だが、何か諦めたように目を伏せる。

「き、貴様の、精液を我の中に射精してくれ……」

「それは、人にものを頼む態度じゃないだろ？」

　そう言われて歯をかみしめるようにしながらも、彼女は言い直す。

「貴方の、精液を我の中に射精してください！」

「そうそう、初めからそう言ってくれればいいんだ」

　広宣は笑みを浮かべると、勢いよく腰を振り始めた。

「いぎっ、いっ、あ、ああああ！」

　突然始まった拘束ピストンに、ナフィンは成す術もなく喘ぐ。

　先ほどの屈辱の言葉で、今まで頑なな態度をとっていた魔王の心にヒビが入った。

　そこを、広宣は快楽によって押し広げようとしているのだ。

「イクって……射精するって言っただろう!?」

「まだ、もう少し気持ちよくならないといけないからな。お前の中を使わせてもらうぞ」

「そんな、我を道具のように使うなど、許さんからなぁ！」

「怒るなよ、もうすぐだ。濃いのを中に出してやるからな」

「なっ、やめろ！　今そんなものを中に出されたら……！」

　広宣の精液の力は、先ほど身をもって思い知っている。

　それを今の膣内に中出しなどされたら、彼女は正気を保っていられる自信が無かった。

　ナフィンはどうにか逃れようと暴れるが、広宣にがっちりと抱きかかえられている。

　媚薬によって大幅に力を落とした彼女では、抜け出すことができなかった。

　そして、ついに広宣が限界を迎える。

「おおおおっ、出す……出すぞ！」

「いや、ダメ、待って、出すなぁぁぁぁ！」

　ナフィンの制止を振り切り、広宣は彼女の尻にぴったりと腰を押し付けながら射精した。

「ひぃ！　熱いのが出てる！　ま、まだ収まらない!?」

　最奥まで突き込まれた肉槍から精液が排出され、膣内に注がれていった。

　広宣はそのまま腰をぐりぐりと押し付け、最後まで精液を出し切っていく。

「だ、出した……本当に出されてしまった……」

　呆然とする彼女を見ながら、広宣は告げる。

「さあ、これで魔王様がどれだけ乱れるのか見物だな」

　変化はすぐに訪れる。

　ナフィンが中出しされた精液にあてられて、発情を始めたのだった。







[image: ]







　広宣に中出しされたナフィンは、その媚薬効果に身体の内側から襲われていた。

　元々口から飲まされていたところに、今度は膣内に射精されたのだ。

　特殊能力の一部である媚薬効果は、体内の仕組みを無視して相手を発情させる。

　つまり、飲んで吸収するよりも中出ししたほうが効果が高いのだ。

「はぁはぁはぁ……」

　熱い息を吐きながら、だらんと脱力しているナフィン。

　広宣はそれを見て、再び硬くなった肉槍を膣内で動かし始める。

「ふううぅぅぅぅ!?　待て、今動かされたら……！」

「へえ、どうなるんだ？」

「が、我慢できなくなってしまう！」

　その言葉を聞いて彼はニヤリと笑った。

「そりゃ良いな。どんどん乱れさせてやるぜ」

　ナフィンのたっぷりと肉の詰まった尻を揉み、腰を激しく動かす。

「ひぃぃぃ！　それ、気持ちいいのぉ！」

　とうとう誤魔化すこともなく喘ぎ声を上げ始めた。

「どこが良いんだ？　教えてくれよ」

「おくっ、我の一番奥が気持ちいい！」

「なるほど、これが良いのか」

「いっ、あっ、あふぅぅん！　いひぃぃっ！」

　広宣が強調するように膣奥を突くと、ナフィンは背を反らせてビクビクと震える。

「そんなに奥がいいなら、自分の身体は自分で支えろ。そうすればもっと激しく突いてやれるからな」

「立つ！　自分でちゃんと立つからぁ！　もっとズボズボしてくれ！」

　しかし、すでに彼女の足は快楽で震えている。

　とてもひとりでは身体を支えられそうにない。

　確か王座があったはずだと辺りを見回したが、戦闘の余波で粉々になっていた。

　こうなれば、室内で原型を保っているのは壁くらいしかない。

「仕方ない、抱えていってやるか」

　広宣はナフィンの足に手を伸ばすと、そのまま太ももを持ち上げて抱えた。

　Ｍ字開脚のまま正面を向くようになった彼女は、秘部を大胆に晒してしまっている。

　未だに残っていた羞恥心が彼女を動かす。

「やっ、これ、恥ずかしい！　下ろせぇ！」

「ちょっと黙ってろ」

「はひっ！　んくぅぅ！」

　しかし、この状態はかなり広宣に負担がかかってる。

　彼はその状態のまま二、三度腰を突き上げて、彼女を黙らせた。

　ビクビクと痙攣するナフィンを抱えたまま壁にたどり着くと、そこへ手をつくようにして身体を支えさせる。

　これで、ようやく全力で腰を動かせるようになった。

「お望みどおり、全力で突くぞ」

「きて、きてきてぇ！　我をめちゃくちゃにしてくれぇ！」

　ようやくのことで立っていられる彼女が、淫らに腰を動かして誘っている。

　たまらず、広宣はまた腰を突きだした。

「きたぁっ！　気持ちいいのが、すっごいぃぃ！」

　髪を振り乱して喘ぐ魔王。

　すでに、最初の尊大な態度は微塵も残っていなかった。

　ここに居るのは、ただ快楽に堕ちてペニスに媚びを売っている少女だ。

「こうなれば、魔王も形無しだな」

「うぅ、貴様がぁ……あっ、ああん！」

「貴様じゃない、俺の名前は広宣だ。それくらいは覚えろよ」

　ほぼ堕ち切った彼女へ、徹底的に躾けるように肉槍を打ち込んでいく広宣。

　すでにキツキツだった膣内もほどよく蕩けて、難なく彼の物を飲み込むほどになっている。

　そして開発された膣内は、彼が一突きすればビクビクと痙攣して愛液をこぼすのだ。

「あひっ、あへぇぇぇ！」

「ほら、俺の名前を言ってみろよ」

「ヒロノブ……ヒロノブ様です！　ヒロノブ様のおちんちん気持ちいのぉぉぉ！」

「ははは、完全に堕ちたなぁ」

　笑いながら、腰を振って快楽を貪ってゆく。

　広宣に開発された膣内は、彼がどう動かしても一番気持ちよくなるような造りになっているのだ。

　腰を動かせば動かすだけ、快楽がたまる。

「もう無理、イク、イっちゃう！」

　そう言って振り向いたナフィンの顔は、完全に蕩けきっていた。

　すっかり発情した表情で、口をだらんと広げで荒く呼吸している。

「良い顔だな、ナフィン」

「な、なんだぁ？　我をこんなにしたのはヒロノブ様だろう！」

「自覚はあるんだな、自分がどんなふうになっているのか」

「こんな姿を見られたら、我は破滅だ。雑魚の魔物にも笑われてしまう……」

　そして、自分から腰を広宣に押し付けるようにしながら続ける。

「でも、もうこのおちんちんじゃないとダメなんだ。これがないと生きていけない身体にされてしまった」

　もはや、この世界の男の物では一生満足できないだろう。

　そう思うと、彼の心の独占欲が一気に満たされる。

「頼む、もう一度射精してくれ！　今度は我も一緒に！」

「いいだろう。気絶するほど強烈な快感を与えてやるぜ」

　そう言って広宣が腰を激しく動かすと、すぐさま嬌声が聞こえる。

「イクイクッ！　すごい、ヒロノブ様すごいよぉ！」

　足をガクガクと震わせながらも、一生懸命腰を押し付けてくるナフィン。

「ああっ、ひあぁ、んん、あううぅぅ！　おちんちん、ゴリゴリってきてる！」

「俺も、ナフィンの中気持ちいいぞ」

「あひぃぃ、嬉しいですぅぅぅぅ！」

　もはや、嫌っていたはずの名前で呼ばれても素直に反応を返してしまう。

　それほど広宣に従属してしまっているのだ。

　もし、この場に葉子が居れば、衝撃のあまり気絶してしまったかもしれない。

　フィラナたちも、恐怖と羨望が入り混じったような視線でナフィンを見つめている。

　心が変わってしまうほどの快楽を恐ろしいと思いつつも、それを味わってみたいと思う気持ちに引かれているのだ。

　もちろん、広宣を独り占めにしている状態のナフィンに対する嫉妬も、少なからず含まれているが。

　当の広宣はその視線に気付きつつも、気にしていないように振る舞った。

　嫉妬されるということに精神的な満足感を感じているのだ。

　もっとも、痴情のもつれで刺されるなどということは御免だが。

　そうしているうちに、三度目の射精までが近づいていることを感じた。

「ヒロノブ様のおちんちん、ビクビクってなってる!?」

　ナフィンもそれを感じたのか、今まで以上に積極的に尻を押し付けてきた。

「俺に合わせて、ナフィンもイクんだぞ？」

「わ、わかった！　しっかり締めて精液搾り取るからな！」

　堕ちたことで逆に身体の自由を取り戻したのか、彼女本来のテクニックがいかんなく発揮される。

　ヒダが肉槍にこれでもかと押し付けられ、段差のある亀頭を重点的に責めた。

　これには、さすがに広宣も耐えられなかった。

「だ、出すぞ、どこに欲しい？」

「中に、中出しして！　思いっきり突き込んでえええええ！」

　即答した彼女の言葉どおりに、広宣は肉槍で膣を貫いた。

　そのあまりの勢いに、亀頭が子宮口へ半分ほど埋まってしまう。

「イクイクイクイクッ、出る、我も出てしまうぅぅぅ！」

　背筋を反らせて絶頂するナフィンの中へ、広宣は射精した。

　精液は子宮内を真っ白に染め、収まりきらなかった分は外へあふれ出てくるほどだった。

「ああああ……ああ、あ……」

　ビクンビクンと絶頂する彼女の胸元で、何かが光った。

　広宣がナフィンを抱えるように引き寄せると、身体の正面が目に入る。

　彼女の豊かな胸の谷間、その上あたりから闇のオーブがせり出していたのだ。

　広宣がそれを掴むと、残りの部分も引き出すように力を入れた。

　すると、ずるりと全ての部分が抜け落ちて、闇のオーブは彼の手に収まる。

　ナフィンはぐったりした様子で、広宣に寄りかかっていた。

「とうとう、手に入れたか」

　自分の目の前にオーブを持って来て、じっくり眺める。

　光さえ吸い込まれそうな黒いオーブは、見ているだけで中に引き込まれそうだ。

（なるほど、いかにも危険な香りがプンプンする）

　そこに、待機していたフィラナたちも寄って来た。

「ヒロノブ様、オーブを奪い取ったのですね？　ならば、さっそくそれを……」

　フィラナが何か言おうとしたところで、オーブに変化が起きる。

　突然、禍々しいオーラを纏って光り出したのだ。
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　ようやく闇のオーブを手に入れたと思ったところで、異常事態が発生した。

　オーブが禍々しく光り出したのだ。

　それが収まると、今度は赤黒いオーラがオーブを包みだした。

　次の瞬間、オーブを持った手に激痛が走る。

「あぐっ！」

「ヒロノブ様、手を離してください！」

　フィラナに言われるのとほぼ同時に、オーブを投げ捨てる。

　それは部屋の中央まで飛んでいくと、そこで止まって浮遊しはじめたのだ。

「ああ、くっそ……！」

「大丈夫ですか？　これは、酷い……」

　すぐさま近寄って来た彼女が、俺の手を見て顔をしかめる。

　まるで、焼けた鉄を握ったかのように酷いやけどを負っていたのだ。

「今すぐ治癒します！」

　そう言って、フィラナは傷ついた手の上に両手をかぶせる。

　そして、魔法を唱えると俺の手が白い光に包まれたのだ。

　まるでそこだけ温水に浸かっているような温かさを感じる。

「……これで大丈夫です」

　そう言って彼女が手を離すと、そこには何事も無かったかのように綺麗な手があった。

　普通はかすり傷しか治せないような短時間でも、高ステータスのフィラナなら重症部分も治すことができる。

「ありがとう、助かった」

「とんでもないです、これが私の役割ですから」

　戦闘では目立つことのない彼女だが、それ以外の部分では一番活躍が多いだろう。

　俺は手を握ったり開いたりしながら、異常がないことを確かめる。

　そして、目の前で浮遊を続けるオーブへ目を向けた。

　前よりもオーラの勢いを強めているように見えるが、広宣たちに襲い掛かって来る気配もない。

　器である魔王が倒されて、不安定な状態にあるのだろう。

「あのオーブ、壊していいんだよな？」

　その問いにフィラナは頷く。

「はい、アレが残っていても良いことは一つもありません。第二第三の魔王を生み出しかねない物です」

「欲に溺れて、オーブの力を手に入れようとすれば破滅しかないだろうな。しかし、その言い方だと魔王はオーブが生み出したように聞こえるが？」

「それは……」

　彼女はなにか言い辛そうにしてためらう。

「なら、私から説明するわ」

　出てきたのはひかりだった。

　そして彼女は、オーブについて話しだす。

「元々は、どこかの魔法使いが作った道具とも、古代の遺跡から発掘された遺物とも言われていたわ。はっきりしているのは、それが人を操るということ」

「人を操る？」

「細かい命令を出したりとかではなくて、負の感情を引きずり出して育てるといった感じね」

「悪行は自分で考えてやらせるということですか。たちが悪いですね」

「ええ、そうね。さらにたちが悪いのは、そこのナフィンは千年前に私を召喚した国の血統なの」

「なんですって、ナフィンが!?　ということは、フィラナの……」

　気を失っている彼女と、フィラナを見比べる。

　しかし、顔立ちはそこまで似ていないように広宣は思えた。

　唯一同じなのは、その真っ青な髪色だ。

（確かに特徴的だけど、鮮やかな髪色の人が居すぎて気にしてなかったな）

　何しろ、異世界に来てから広宣に近い人間で黒髪だったのは葉子だけだ。

　そのあたりの感覚が麻痺していたのだろう。

「だが、フィラナはこのことを知ってたのか？」

「はい。しかし、遠い先祖とはいえ外聞が悪いので公言しないようにと言われていました。申し訳ありません！」

　頭を下げる彼女に、広宣は手をのばして慰める。

「まあ、王の気持ちもわからなくはない。知ってたから何かできたわけでもないし、仕方ない」

　広宣の言葉にホッとした様子のフィラナ。

「ねぇねぇ、それよりあのオーブを壊せる方法とかないの？」

　待ちくたびれたのか、妖精がそう急かした。

「方法は一つ、物理的に粉々にすることです」

「うーん、単純だけど一番確実かな？」

　妖精の言葉に俺も頷く。

　そして、やるからには徹底的に壊さなければならない。

「しかし、そう簡単に壊させてくれる雰囲気ではないぞ」

　ヴァレリアが油断なくオーブを見つめている。

「見るからに、怒っているというか暴走しているというか、そんな感じですわよね」

「それについては同感だ」

　珍しく彩花と意見が合い、苦笑する広宣。

「幸いアレは動いていない。一発で破壊しよう」

「近づくと反応すると思うので、魔法が良いかと思います」

「それなら、あたしはヒロとフィラナに任せたほうが良いと思う。魔王との戦いで魔力が切れかかってるから……」

「ふぇありぃも大きいのは撃てないかなぁ」

「残念だが、わたしの弓矢では威力にかけるだろうしな」

「私も賛成するわ」

　こうして緊急の作戦会議は終わり、広宣とフィラナはオーブの前へと進み出た。

　他の仲間は、失敗したときのカバーに入っている。

「……あのオーブ、さっきより大きくなってないか？」

「はい、今にも爆発しそうですね……」

　彼らの目の前では、掌サイズから直径一メートルほどまで巨大化したオーブがあった。

　このまま放っておけば間違いなく大惨事になりそうな雰囲気だ。

「時間がない、一発勝負だが……やるぞ」

「はい、ヒロノブ様！」

　彼らはふたりで両手を上げ、そこへ全身からかき集めた魔力を充填してゆく。

　余計な詠唱は不要。純粋に魔力を砲弾として射出する。

　お互いに手の中で半透明な砲弾を作り出していく。

「もっと矢みたいに細長く圧縮して固くするんだ、それで貫通力が上がる」

「わかりました」

　広宣はネットで聞きかじったような知識で、丸い砲弾だったフィラナの魔力を修正する。

　細かいことまで本物の砲弾にはできないが、そこは魔法だ。

　頭の中でイメージを重ねて独自に修正する。

　徐々に砲弾の形が変わり、フィラナの額に汗が浮かんでいく。

（これ以上は持たないな、やってみるしかないか）

「フィラナ、俺と同じ軌道で魔法を打ち込めるか？」

「はい、やってみます」

　魔法の精度については、この世界の住人であるフィラナのほうが上だ。

　広宣は彼女を信じることにした。

「よし、カウントダウンだ。三、二、一、今だ！」

　彼の合図とともに、ふたりの魔法が放たれる。

　オーブはそこで自分に対する攻撃に気づいたのか、オーラを波打たせるように広げた。

　だが、その速度は遅い。やはり、その力を万全に発揮させるには人間の身体が必要なようだ。

　オーラに、広宣の魔法が直撃する。

　二つの力は一瞬せめぎ合うが、すぐに広宣の魔法が突破する。

　そして、そのまま闇のオーブにまで到達した。

　さすがにそのまま破壊することはできなかったが、そこに無傷のフィラナの魔法が直撃する。

　防御を失ったオーブは、彼女の攻撃で崩壊していく。

　そして、最後には粉々に砕け散って消滅したのだった。

「これで、終わったか……」

　オーブの消滅を確認した広宣が、そう言った。

「はい、これで……ナフィン様もオーブの呪縛から解放されると思います」
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　その言葉からは、安堵したような気持ちがうかがえた。

　彼女も、先祖を殺したくはなかったのだろう。そのうちに、当のナフィンも目を覚ます。

「う、うぅ……我は……あのオーブは？」

　どうやら、記憶が混乱しているようだ。広宣は彼女の前にしゃがみ込んで話しかける。

「闇のオーブなら、今さっき破壊したぞ。もう跡形もない」

「そうか、貴公らが破壊してくれたのか……我は、うぅ！」

　頭を抱えるナフィンを支えて立ち上がる。

「とりあえず、魔王城から脱出しよう。葉子先生はどこに？」

「ヒロ、裏切り者も拾っていくの？」

　みゆきが鋭い視線で広宣を見る。

「戦いは終わったんだ。それに、見殺しにするのも後味が悪いし」

「……はぁ、仕方ないわね」

　そのままみゆきはナフィンから情報を聞き出すと、奥の部屋へ向かっていった。

「彩花は、女クラの女子たちと合流して、一足早く脱出してくれ」

「いいんですの？」

「ああ、マルグリットさんにも早く連絡しないといけないからな」

　魔王軍の主力を引きつけている彼女には、この情報は何よりの援軍となるはずだ。

「ここまできて怪我するのも馬鹿らしい。全員無事に帰るぞ！」

　彼の言葉に全員が頷き、それぞれが行動を開始したのだった。
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　魔王を倒し、城へ戻った広宣たちは大歓迎された。

　すぐさま伝令によって、マルグリット率いる連合軍にもその情報は伝わる。

　連合軍と魔王軍は一進一退の攻防を繰り広げていたが、情報が届いたあたりから魔王軍の動きが鈍りはじめた。

　彼らにも魔王が倒されたという情報が伝わったのだろう。

　浮足立ったところへ、マルグリット自ら先頭に立って突撃を仕掛け、追い散らしたようだ。

　久しぶりの人類側の快勝に、王国はもとより様々な国が喜びの声をあげた。

　連合軍はそれからも数日ほど警戒していたが、魔物が襲ってきたという情報は入らない。

　ナフィンを失い烏合の衆となった魔王軍は、予想通り内乱を始めたようだ。

　そんななか、広宣たちは城で戦いの疲れを癒していた。

「ああぁ、天国だな……」

　ふかふかのソファーへもたれかかり、彼は身体の力を抜く。

　王は国を救った英雄に対して極上のもてなしを用意していた。

　それこそ、広宣が元の世界に帰ろうと思わなくなるほどに。

「ヒロ、入るわよ」

　そんな時、部屋の扉が開かれた。

　入ってきたのは、みゆき、ひかり、葉子の三人だ。

　葉子はあの後みゆきに救出され、事なきを得た。

　あのまま放置されていたら、戻って来た幹部たちになぶり殺しにされていただろう。

　彼女自身もそれを理解しているのか、すっかり大人しくなって広宣たちの言うことに従っている。

「この組み合わせは珍しいな、もう仲直りは済んだのか？」

「一応ね、あたしはあまり納得していないけど……」

「みゆき、もう済んだことでしょう？　私も、もう怒ってないわよ」

「む、そうだけど……わかったわよ……」

　ひかりが諭すことで、不承不承といった感じながらも矛を収めるみゆき。

（何にしても、ひかりさんが死ななくて良かった。存在しなかったことにされたらたまらないしな）

　そうなれば、いくら広宣といえども、みゆきが復讐するのを止めないだろう。

　それに、彼からすれば自分の能力に絶望していたところを救ってくれたのは葉子だ。

　例え別の思惑があったとしても、彼女には感謝していた。

　それをみゆきが殺すようなことがあれば、彼の心にも大きな穴が開いていただろう。

　広宣たちの会話が終わったところを見計らって、葉子が切り出す。

「今日来たのは、元の世界に帰るための打ち合わせよ」

「元の世界……ですか」

「あまり乗り気じゃないみたいね？」

「そりゃあ、あっちではあまりいい思い出はないですから」

　元の世界に帰れば、ステータスはリセットされ魔法も使えなくなる。

　当然女クラの女子たちも奴隷契約から解放されるのだ。

　そこで倍返しとばかりに攻撃されないか、広宣には少し不安があった。

　それに、彼は今の生活に満足しているのだ。

　この世界にひとり残されても良いとさえ考えていた。

　その話を聞いた葉子が首を横に振る。

「それはダメよ。用が終われば、異世界人は帰らなければならないの」

「なにか問題でもあるんですか？」

「元々、先生たちはこの世界にとって異物なの。数年以上留まれば、必ず天変地異のような災いが起こってしまうわ」

「そんなことが本当に？　俺はなにも聞かされてないですけど」

　すると、ひかりが出てきて葉子の話を肯定する。

「私も、召喚されたときに王から聞かされたわ」

「それに多分、今の王はギリギリまで、小沢君たちの能力を使おうとするんじゃないかしら？」

「たしかに、あの王ならやりかねませんが……」

　いろいろと便宜を図っている王だが、広宣たちを手元に置きたいがための方法と思えばそれらしい雰囲気はあった。

「俺も、政治とかに利用されるのは嫌ですね……」

　特に、広宣は能力を使って王国の戦力を強化してくれなどと言われるかもしれない。

（セックスは好きだけど、無理やりやらされるのは御免だな）

　そうして彼は、元の世界に帰ることを決めた。

「じゃあ、女クラの奴らには……」

「大丈夫よ、そこはあたしに任せなさい」

　みゆきがそう言って胸を叩く。

「あの子たちだって広宣の能力のおかげで戦いに生き残れたんだから、変なことはさせないわ」

　その目には、しっかりとした意志が宿っていた。

　広宣は、みゆきの言葉を信じることにする。

「わかった、そっちは任せる」

「決まったなら、善は急げね。王様に気づかれる前に帰ってしまいましょう」

「そんなに簡単にできるんですか？」

　葉子の言葉に驚いた様子の広宣。

　確かに、それほど簡単に世界を行き来できれば苦労はないだろう。

「先生が前に帰るときに使った遺跡が残っているのを確認したわ。ここから移動して数日……といったところかしら」

「そこに行けば、帰れるんですね？」

「ええ、この世界の人も災いは起こされたくないから、そういう施設がいくつかあるのよ」

「警備はいると思うけど、ヒロくんたちなら怪我をさせずに無力化出来るわ」

　葉子の言葉をひかりが補足する。

　確かに、今この世界で広宣たちを止められる戦力はそうないだろう。

「わかりました。でもその前に、会っておきたい人が居るので待ってもらえませんか？」

「小沢君ならそう言うだろうと思ったわ。なら先生たちは他の女子たちを集めてくるわね」

「集合は、この部屋にしよう。忘れないでよ？」

「ヒロくん、あまり遅れないようにね」

　そう言うと、三人は部屋を出ていった。

「さて、行くか」

　広宣も腰を上げて、部屋を出る。

　と言っても、向かう先はすぐ近くだ。

　十秒もしないうちにその部屋へたどり着いて、ノックをする。

「はい、どうそ」

　中から聞きなれた、しかしどこか緊張したような声が聞こえる。

　広宣は、扉を開けて中に入っていく。

　中で待っていたのはフィラナだ。

「ヒロノブ様、元の世界へ帰られるのですね？」

「ああ、みゆきたちから聞いたんだね」

「はい、決断してくださってありがとうございます。陛下には、彼女のようになって欲しくありませんから」

　おそらく、ナフィンのことを言っているのだろう。

　彼女は今、フィラナ付きの侍女として城に居る。

　戦争で混乱するこの国では、身元を偽造するのもそう難しいことではなかった。

　彼女は自分のしたことに罪悪感を抱きつつも、前向きに生きて行くことにしたようだ。

　それに、魔王の姿を見た者たちは、口外しないと約束したので、ばれる心配もない。

　さらに、そのうちのほとんどは元の世界へ帰ってしまうからだ。

「俺も、せっかく助けたこの国を自分のせいで壊したくないし」

「私も近いうちに城を出ることにします。そこで静かに暮らせればと」

　彼女も、自分の力を利用されないために、ここを離れるつもりらしい。

　国を救った英雄にしてはあまり報われていないのではないかと広宣は言ったが、フィラナはそれで良いという。

「それより、私は嬉しいです。最後に広宣様のほうから会いに来ていただけて」

「はは、こんなことで感謝されるのも気が引けるけど」

「……では、一つわがままを言ってもいいですか？」

「できることなら何でも」

「最後に、私をもう一度抱いて欲しいのです」

　そう言って寄りかかって来る彼女を、広宣は受け止める。

「フィラナ……」

「これで最後かもしれません、どうか！」

　ぎゅっと袖を握りながら、その声は涙ぐんでいた。

「せめて、ヒロノブ様との思い出を作らせてください……」

　そこまで言われては、彼も黙っている訳にはいかない。

　彼女の顔を上に向けると、その目を見て言う。

「もちろん、嫌なんていう訳ないだろ？　どうしてここまで来たと思ってるんだ？」

　能力のおかげで勘違いされることもあるが、広宣のエロ好きなところは少しも変わっていない。

　彼は頬を赤く染めるフィラナを抱え、ベッドに押し倒すのだった。
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（やっぱり、たまらないなあ……これが最後なんて残念だ）

　広宣は押し倒したフィラナの身体を舐めるように眺めながら、そんなことを考えていた。

　女クラの女子たちと比べても豊かに育った胸、そこからキュッと締まったくびれがあって、丸く魅力的な尻に繋がっている。

　改めて見直しても、かなり魅力的な肉体だった。

　さらに、ここから成長の余地が残っていると思うと、生唾を飲み込んでしまうほどだ。

「ヒロノブ様、そんなに見つめられると私も恥ずかしいです……」

　彼女はそう言って、自分の身体を隠すように腕を動かす。

　今までお互いの身体で見たことのない場所はないというほど身体を重ねてきたふたりだが、こういう場合はまた違った羞恥心が湧くのだろう。

「俺は、もっとじっくりみたいんだけどな……」

「う、うぅ……」

　残念そうにそう言うと、フィラナは顔を真っ赤にしながら腕を退かす。

　すかさず、服を脱がしにかかった。

　いつもの服装だったので、ものの一分もかからず全裸にしてしまう。

「や、やっぱり恥ずかしい……です」

「そんなことないって、写真に撮って帰りたいくらいだよ」

「写真って、あれですか？　ぜ、絶対にダメです！」

　以前スマホで写真を撮って見せたときのことを思い出したのだろう。

　全力で拒否している。

「大丈夫だって、もう電源切れてるし」

　いくら高性能な物でも、一年もバッテリーがもつことはない。

「あまりからかわないで下さい。それに、もう我慢できないんです」

　フィラナはそう言うと、ゆっくりと足を開いていく。

　すると、触ってもいないのに愛液で光る秘部が現れる。

（この一年でマジでエロく成長したなあ）

　初めてセックスしたときと比べても、各段に淫乱さが上がっている。

　それも広宣との生活の成果だと思えば、彼を興奮させないわけがない。

「ん、んぐっ……ヒロノブ様!?」

　恥じらうフィラナにキスをすると、その足の間に身体を滑り込ませる。

「もう我慢できねえ、入れるよ？」

「はい、どうかヒロノブ様のお好きなようにして下さ、いぃ!?」

　彼女が言い終わる直前に、待ちきれないとばかりに挿入する広宣。

　全開状態にまで勃起した肉槍が、濡れた膣にズルリと飲み込まれる。

「うおっ、一気に入っちまった」

　見かけだけではなく、膣の奥まで愛液で濡れていた。

　自分とするというだけでこれだけ期待してくれるフィラナに、彼はさらに興奮する。

「ああ、私の中がいっぱいになって……幸せ、です」

「俺もいつまでだって繋がっていたいよ」

　ふたりは身体を密着させ、お互いがどれだけ興奮しているのかを身体の熱で伝え合った。

　さらに、フィラナの巨乳が広宣の胸板で潰れ、その柔らかさを十分以上に感じさせる。

「俺としたことが、こっちを弄ってなかったな」

　それでおっぱいの存在を思い出したように身体を起こすと、手を伸ばして乳房を揉む。

　彼の手の中でぐにゃりと形を変えるそれは、まるで特大の大福のようだった。

「ここもちゃんと刺激して……」

「ひゃっ、あうぅ！」

　胸の頂点にある乳首を指でコリコリと刺激すると、フィラナが抑えることもなく喘ぎ声を漏らす。

「そうだ、もっとフィラナの声を聞かせて」

「ひぅ、んっ、はあぁっ！　そんなに強く揉んだら、元に戻らなくなっちゃいます！」

「大丈夫だよ、いくら揉んでも綺麗な形のままだったんだから。それに、なんだか最初より大きくなってる気もするし」

　異世界人で成長しない広宣たちと違い、フィラナはこの世界の住人だ。

　彼女の胸は、この一年でサイズが一回り大きくなったのではないかとすら思っていた。

「もう、ヒロノブ様が一生懸命揉んでるからですよ？」

　肯定ともとれる言葉に、彼は内心で喜んだ。そして、名残惜し気にその手を彼女の腰に移す。

「じゃあ、こっちのほうもどれだけ成長したか確認しないとな」

　そして、今度は本命の腰を振り始めたのだ。

「ああっ！　いきなり、激しい！」

　ガツガツとした力強いピストンで、フィラナの身体が上下に揺れる。

　しかし、そんな激しい動きにも関わらず彼女の膣内は肉槍をしっかり捕らえていた。

　中のヒダがペニスに絡みつき、押し付けていく。

「すごいね、中がめちゃくちゃ動いてるよ」

「ヒロノブ様、気持ちいいですか？　私の中、ちゃんと気持ちよくできてますか？」

「ああ、もう射精しそうなくらい気持ちいい！」

「嬉しいです、気持ちよく射精していただけるように、もっと締め付けますね！」

　そう言うと、フィラナは腰のあたりに力を入れて膣内を締め付ける。

「うっ、ヤバッ……！」

　突然の締め付けは、肉槍から精液を搾り取るかのように刺激する。

　その奇襲的な刺激に、広宣は耐えられなかった。

　フィラナの膣内に、ドクドクと精液を注ぎ込んでしまう。

「あ、あははは、お腹の中が温かいです。初めて広宣様を先にイカせられましたね」

　まさに射精させられるといった感じで、精液と一緒に体力まで絞り出されているかのようだ。

「はぁ、はぁ、やってくれたな」

　前のめりになりながら荒く息を吐く彼の頭をフィラナが優しく抱える。

「いつもヒロノブ様にイカされてばかりでしたから……でも、もう力を使い切ってしまいました……」

「なら、これからは俺の番かな」

「はい、私の身体に刻み付けるくらい、強く犯してください……」

　広宣はその願いどおりに、再び腰を動かす。

「ふぁ、んぐぅぅ！　はぁはぁ……うっ！」

　耳元に直接吹きかけられるような嬌声が、彼の興奮を高め、動きを激しくしていく。

　最初はパンパンと鳴っていた音が、より力強く淫らになっていく。

　大量の愛液による水音まで追加されたそれは、部屋全体に響いていた。

「き、気持ちよすぎりゅ！　おかしく、わらひおかしくなっちゃうぅぅ！」

「いいぞ、もっと乱れるんだ。気持ちよくなって壊れろ！」

「ひっ、いひいいぃぃぃぃ！　おちんちんが、おく、突いてぇ！」

「奥がいいのか？　ここがいいんだな!?」

　遠慮せずに、突き崩すような強い腰振りで責めたてる広宣。

　フィラナはその腰に足を絡ませていたが、激しさと快感で今にも外れそうだった。

「あぎぃ!?　そこっ、そこでしゅぅぅ！　イク、イクイクッ!!」

　子宮口を突かれて、ガクガクと痙攣するフィラナ。

　もはや、どこを責められても簡単に絶頂するだろう。

　しかし、広宣にはとっておきが残っていた。

　その場所に手を伸ばすと、フィラナの身体が一瞬強張った。

「そこ、はっ！　ひぎぃっ！」

　広宣が触った場所は、陰核だ。いままで触れられずに焦らされていたそこが、待望の刺激に喜んでフィラナに大量の快感を送り込む。

　そのおかげで、彼女は潮を吹くほど激しい絶頂へ至ってしまったのだ。

「顔がグズグズになっちゃってるぞ、フィラナ」

「ふぇ、うぅ、ヒロノブ様がいじめるからぁ……」

「だって、放っておけるわけないだろう？　こんなに可愛い子が誘ってくれてるのに」

「わ、私も、ヒロノブ様以外の男性なんか、考えられません。元の世界に帰られても、ずっとお慕いしていますから！」

「フィラナ……！」

　その言葉で広宣の気持ちは最高潮にまで高まり、それは彼の身体を更に激しく動かした。

「ああああっ！　強すぎましゅ、ほんとに、こわれるぅぅぅ！」

「フィラナ、俺も！」

「ヒロノブ様ぁ！　きて、いっしょに、ひぐぅ！」

　彼はラストスパートで肉槍を膣奥へ突き立てるように挿入し、フィラナを絶頂させる。

「イクッ、イクッ、ひああああぁぁぁぁ！　イッグゥゥゥ!!」

「あっ、で、出る！」

　肉槍を飲み込まんとする膣内の動きに、ヒロノブもたまらず射精する。

　精液がドクドクと注ぎ込まれた子宮は、一瞬で満タン状態になってしまった。

　ふたりは、お互いの存在を確かめるように抱き合いながら一時を過ごしたのだった。

　その後、身支度を整えたふたりは集合場所へ向かう。

　そこには、すでに準備を終えた面々が待っていた。

「下は警備が居るので、窓から脱出するわ。今さら怖いなんて言う人はいないわよね？」

　みゆきの言葉に、周りから苦笑が漏れる。

「それじゃあ、先生についてきて。行くわよ」

　そう言うなり、葉子が窓から身を躍らせた。

　それに次々と続く女子たち。

「あの、ヒロノブ様……」

　そのとき彼に、フィラナが話しかける。まだ情交の熱が残る手で広宣の手を握った。

「私、信じていますから。また、きっとヒロノブ様に会えると」

「ああ、俺もそう思ってる。ヴァレリアやマルグリットさんにも、よろしく言っておいてくれよ」

「はい、わかりました」

　もう部屋に残っているのも彼だけになり、窓枠へと足をかける。

「じゃ、またな」

　最後にそう言うと、彼も夜の闇の中に消えていったのだった。
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　それから広宣たちは、葉子の案内で元の世界へと戻って来ることができた。

　彼らが戻ったのは、異世界に召喚されてから数分後の世界。

　時間帯が早朝で登校している生徒や職員も少ないこともあり、大した騒ぎになることもなかった。

　しかし、教室の机にはポツポツと空きが見える。

　それが、異世界で犠牲になった生徒たちの存在を辛うじて元の世界に留めていた。

「戻って来た……か」

　広宣がそうつぶやきながら、壁にかかった時計を見る。

　まだ、始業時間までかなり間があった。

　教室の前にある巨大な黒板の前まで行き、置いてあるチョークを握ってみる。

　しかし、手に白い粉が付くくらいで、ビクともしなかった。

　異世界で強化されたステータスも、完全にリセットされているようだ。

　彼の横に誰かが近づいてきた。みゆきだ。

「ええ、戻って来たわ。生きて戻ってこれた……」

　どこか、ホッとするように彼女が言う。

　ふたりの後ろでは、女クラの生徒たちが騒いでいた。

　自分たちが生きて帰ったという喜びを露わにしているのだろう。

「そういえば、あいつらの奴隷契約も切れてるよな？」

「ええ。だけど、もうヒロを下に見たりはしないわよ。よく言い含めておいたから」

「お、おう」

　あの姦かしましい女子たちにいうことを聞かせるために、みゆきがどんなことをしたのかはわからない。

　しかし、何やら冷たい雰囲気を感じ取った広宣は、別の話を切り出した。

「それより、ひかりさんはどうするんだ？」

「ああ、姉さんなら……」

　みゆきが何か言おうとしたところで、ふたりの側にひかりが現れる。

「なに、私の話かしら？」

「ひかりさん、その姿だといろいろ問題になりませんか？」

　広宣が心配するのも無理はない。

　彼女は、高校生のときに失踪してから十年もの時間が経っているのだ。

　その時の姿のまま現れれば、騒ぎになることは避けられない。

「まあ、なんとかなるんじゃないかしら？　とりあえずは、うちに帰って洋服を着替えたいけれど」

「姉さん、そんな呑気なことを言ってる場合じゃないのに……」

　そのふたりのやりとりに、場の空気が和む。

「みんな、こっちを向いて！　これから、緊急の学級会議を始めるわよ」

　そんななか、葉子が教壇に上がって注目を集める。

「議題は、異世界についてどうするか。まずは……」

　そのまま葉子の仕切りで、会議が始まっていく。

　広宣はそれを横目に見ながら、これからの生活について考えることにしたのだ。

　結果から言えば、諸々の心配は杞憂だった。

　広宣たちが異世界に召喚されていたなどと思う人間はおらず、消えた生徒のことも噂にすらならない。

　女クラの女子たちも、これについては沈黙を貫いている。

　唯一ひかりのことについてはちょっとした騒ぎになったが、幸い政府やら警察やらが乗り出す事態にもならなかった。

　すでに異世界から戻って数週間、広宣は以前とさほど変わらない日常を送っていた。

　ただ、女クラからのちょっかいがないところは快適に変わったと言えるだろう。

　その日も広宣は、すでに内容を覚えていない授業の続きを聞いて、家に帰って来たところだ。

　自室でゴロゴロとしながら、異世界に行くきっかけとなったペンダントを弄っていた。

「あれから、うんともすんとも言わねえんだよな……」

　寝るときには毎回頭の上に置いているものの、まだフィラナとは会えない。

　他人からすれば馬鹿らしいと映るだろうが、彼はいたって本気だった。

「一度できたんだし、そのうちなんとかなるだろう」

　そう言ってペンダントを枕元に置き、寝床へ潜り込む。

　すると、すぐに睡魔がやってきて、彼の意識はゆっくり沈んでいったのだった。





◆　　　　　◆






「……、……！」

　何か音が聞こえた。

　薄く目を開けると、そこはぼんやりと白みがかった空間だった。

（なんだ、もう朝か？　もう少し寝かせてくれ）

　心地よい感覚に包まれている彼は、そう言って瞼を閉じようとする。

　布団から光が透けているのだろうと思ったのだ。

「……ま、……様！」

「ッ!?　フィラナか？」

　しかし、次に聞こえてきた声で飛び起きる。

　もう一度あたりを見回すと、記憶にある最初の夢の中に似ていた。

「フィラナ、どこだ！　どこに居る!?」

　広宣は、大声で叫んで彼女の名前を呼ぶ。

　その声に、応える声があった。

「こちらです、ヒロノブ様！　お迎えに上がりました！」

　今度は、しっかりと聞こえた。

　全力でその方向に向かって駆け出す。

「今いくぞ、そこを動くなよ！」

　しかし、異世界に居たときほどの超人的な速さはない。

　今だけは、ステータスがリセットされたことが恨めしく感じていた。

　しかし、声の方向へと進むにつれて、確実に霧が晴れていく。

　そしてついに、霧の向こうに人影が見える。

「フィラナ！」

「ヒロノブ様ぁ！」

　目の前に居る彼女を抱きしめる広宣。

　その手の中には、しっかりと相手の温かさが伝わっていた。

「本当に会えました、良かったぁ……」

　そう言って涙ぐむ彼女の目元を拭って、広宣は言う。

「またなって言ったろ？　必ず会えるって」

「はい、そうですね。信じていて良かったです」

　再会を喜ぶふたりの間で、件のペンダントが揺れている。

「やっぱり、これの力か？」

「そのとおりです。ペンダントに籠った魔力を頼りに、ヒロノブ様の世界を再び見つけました」

　広宣は、そう言うフィラナの、ある心配ごとを思い出した。

「もしかして、結構時間がかかった？」

　広宣たちの世界で十年進む間に、異世界では千年が過ぎ去っていたのだ。
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　こちらで数週間ほどの時間でも、年単位で進んでいるかもしれなかった。

「いえ、ほんの半年くらいです。ペンダントのおかげでズレが縮まったんだと思います。これから何度か行き来すれば、もっと縮まると思います」

「それでも、結構な時間だな。ありがとう」

　それだけの時間を自分を探すことに費やしてくれたフィラナに感謝する。

「と、とんでもありません！　お城を出てからは、あまり忙しくもなかったですし」

　聞くと、フィラナは田舎に屋敷を貰って暮らしているそうだ。

　もちろん、ナフィンも一緒に。

「王がよく許したな。一応フィラナも英雄だろ？」

「陛下はヒロノブ様たちが一夜にして消えたことでショックを受け、皇太子に王座を譲って隠居されました」

「そりゃあいい。そろそろいい歳だっただろうし」

「新しく王となった皇太子……お兄様は、国の立て直しに忙しいらしく、あっさり許可してくださったんです」

「なら、本当に結構なんだな……。よし、今からそっちに行くぞ」

　幸い翌日は日曜日なので、時間はたっぷりある。

「え、今からですか!?」

「ああ、まさかできないってことはないだろう？」

「もちろん、そのペンダントを身に着けていればいつでも大丈夫ですが……」

「なら、今すぐだ。それに、半年もほったらかしにしてたら大変なことになってるだろうし」

　広宣はそこでニヤッと笑いながら、フィラナの尻を揉む。

「も、もう！　いきなりそれですか!?」

「まさか、嫌だったか？」

「そんなことはないですが……他にも、その……」

　もじもじとする彼女を見て、その気持ちを悟る広宣。

「わかったわかった。ちゃんとそれ以外にも時間を作って遊びに行こう」

「う、我がままを言ったようですみません」

「でも、せっかくふたりっきりなんだから楽しもうぜ」

「ヒロノブ様と、ふたりっきり……あっ！　でも、ナフィンさんに良く言っておかないと！」

「こっちはいつでもいいから、フィラナの準備が終わったら呼んでくれ」

「はい、今すぐに！　すぐに話しをしてきますから！」

　彼女は嬉しそうにそう言うと、広宣から手を放す。

　すると、彼の意識は急速に薄れ、気が付くと自分の部屋で目覚めていた。

「ああ言ったけど、一応お土産か何かは用意しておくか」

　広宣はそう考えると、適当に着替えて部屋を出る。

　台所へお菓子を物色しに行くのだ。

「饅頭と煎餅、ろくなもんがないな。仕方ない、買いに行くしかねえか！」

　広宣は自分の財布を掴むと、弾むように近くのコンビニまで向かったのだった。
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　フィラナとの再会から少し経ち、広宣は簡単に異世界へ行き来するようになっていた。

　回数をこなすのに伴って時間差も改善されていき、今ではほとんど同じ時間の進み方をするようになっている。

　無論、訪問にはある程度の間隔を空けることで、大きな災いが起こるリスクを減らしながら。

　そのうち、みゆきたちも同じように異世界へ行くようになり、週末には向こうでちょっとした集まりを行うのが定例になっていた。

　その日も広宣は、葉子、みゆき、ひかりの三人を連れて異世界に召喚された。

　目立たないようにフィラナの屋敷から少し離れた場所に召喚された四人は、ナフィンに誘導されて中に入る。

「その服けっこう似合ってるぞ。誰も、まさか元魔王だとは思わないだろうな」

「貴様、バカにしているのか!?　魔法で吹き飛ばすぞ？」

「止めとけ、後でフィラナに知られたら、ただじゃ済まないぞ」

「ぐ、ぐぬぅ……」

　元々は高貴な王族だったらしい彼女も、千年以上も魔王をやっていたせいか、トゲトゲしい態度が直らないようだ。たびたび広宣に魔法をぶつけては、フィラナにお仕置きを受けている。

　ステータスはリセットされても能力は据え置きなようで、広宣とことあるごとにセックスしているフィラナは、すでにステータスが限界近くにまで上がっていたのだ。

　闇のオーブと分離したときに力の弱まったナフィンでは、今のフィラナには勝てない。

　そんなもどかしい思いをしているナフィンだが、何かを思い出したかのように立ち止まる。

「ああ、そうだ。今日は客人も来ているぞ、マルグリットだ」

「ほう、そりゃあ楽しみだな」

　マルグリットの国でも無事に平和を満喫できているようで、暇を見つけてはこの屋敷に通っているようだ。

「それじゃあ、七人ね。良かった、持ってきたお菓子は足りそう」

　みゆきが傍らのバックに目を落とす。

　種類が豊富で凝った物の多い菓子類は、特に人気のお土産だった。

　それから広宣たちはフィラナの待つ部屋まで行き、そこで談笑しながら楽しい時間を過ごした。

　時には外に出かけて、元の世界では簡単に見られないような大自然を楽しむこともある。

　極まれに野良の魔物が襲ってくることもあったが、フィラナが短く呪文を唱えるだけで消し炭と化してしまうので問題にもならなかった。

　それよりも、皆が心待ちにしていたのは夜の時間だ。

　広宣の能力が発揮される異世界でのセックスは特に凄まじく、気を抜けば数日ほど入り浸ってしまうほど。

　今夜は特に人数が多いので、それは派手なことになってしまうだろう。

　夕食を終えると、それぞれ身体を清めて寝室に集まる。

　六人もの美女・美少女が集合すると、まさにハーレム状態だ。

　広宣はこれからのことに期待して、すでに股間を硬くしていた。

　ベッドの上に座る彼へ、フィラナが近づいていく。

「今日のお相手は六人一緒ですから、ヒロノブ様には頑張っていただかないと」

　そう言うとフィラナが傍らからグラスを取り出し、広宣に勧める。

　グラスの中に入った液体を、彼はすべて飲み干していった。

「……ふぅ。これ、媚薬か？」

　その言葉には、いつの間にか横に侍はべっていたマルグリットが応える。

「いつもは私たちが飲まされるからな。今夜は人数もいることだし、ヒロノブにも存分に昂ってもらうぞ」

「ああ、そうだな」

　すでに全裸になっている彼女に大きな胸を押し当てられ、広宣は返事を返す。

「なに釘付けになっちゃってるのよ。あたしたちも居るのよ？」

　そう言ってマルグリットの反対側に身体を押し付けるのはみゆきだ。

　その美乳がふたりの間で潰れると、心地よい感触が広がっていく。

「なら、私は空いている背中を貰っちゃおうかしら？　ほら、気持ちいいでしょう？」

　後ろ側にはひかりが陣取り、その巨乳を存分にアピールしている。

「随分贅沢な使い方ねぇ、小沢君？　淫行生徒にはお仕置きするわよ」

　正面では葉子が、広宣のペニスに口をつけていた。

「れろれろ、じゅる、じゅるるるん」

　そのテクニックは、広宣が経験した中でもトップレベルだ。

　そこに、追加でふたりが加わった。

「ヒロノブ様を気持ちよくするのは、私です！」

「我も、負けていられんからなぁ」

「おっ、ううぅぅ！」

　三枚の舌で肉槍をねぶられる感覚に、思わず声を漏らす広宣。

　フィラナの献身的な奉仕に、葉子の絡みつくような舌技、ナフィンの容赦のない強い責めに、早くも限界を迎えようとしていた。

「うあっ、もう、出そっ、くっ……」

　彼は気を紛らわせようと、みゆきとマルグリットの身体に手をのばす。

　そして、ふたりの秘部を愛撫し始めたのだ。

「ふぁっ！　あっ、んん！　ヒ、ヒロぉ！」

「はぁはぁ、ああ！　そこ、ダメだぁ！」

　しかし、ふたりの出す嬌声はかえって広宣を興奮させてしまったようだ。

　いよいよ射精を我慢するのも限界になってくる。

　そんな時、耳元で甘い声がささやかれる。

「三人の女の子にフェラされて、それでも足らずにみゆきたちまで苛めるなんて……。でも、もうすぐイキそうね」

　後ろから回されたひかりの手が、広宣の身体をマッサージする。

　首筋から肩に降り、さらに下へ行って乳首まで。

「このまま、ヒロくんが射精するまで弄ってあげるからね。六人の女の子に囲まれてイっちゃいなさい？」

「ふぅ、はぁ……ひかりさん、一つお願いがあるんですけど……」

「あら、何かしら？　なんでも言ってみて、今の私たちはヒロくんの為ならなんでもしちゃうわ」

「このまま、キス、してくれませんか？」

「……ふふっ、いいわよ。んっ、はむ、ちゅうぅぅ」

　彼はひかりとキスをして、そのまま抑えていた欲求を解き放った。

　発射された精液が弧を描いて飛んでいき、真正面にいた葉子の顔に降りかかる。

「あんっ！　もう、顔が真っ白になっちゃうわ」

　彼女が顔を射精で犯されている最中も、フィラナとナフィンのふたりはフェラを続けている。

　そのおかげで、彼にはいつもより多くの精液が放出されたように思えた。

「あれだけ出しておいて、まだ硬いな。それに、この中にもまだまだ詰まっていそうだ」

　ナフィンはそう言いながら、ずっしりと重い金玉を持ち上げる。

「ちょっと、次ぎはあたしよ？　指だけじゃ火照って仕方ないんだから」

「あら、みゆきが貰うなら、私も一緒にいいかしら？」

　その問いに頷く広宣。次の相手は、雨野姉妹のようだ。

（そう言えば、姉妹丼ってのは初めてだな。楽しみだ）

　ひかりが仰向けに横になり、その上にみゆきが跨がる。

　ふたりの秘部が重なっているように見えて、まさに丼という光景だ。

「じゃあ、入れるからな……」

　広宣は肉槍を押さえながら、まずはみゆきの膣へ挿入していく。

　前戯でよく解された膣内は、彼の肉槍を抵抗もなく飲み込んだ。

「ぅあ、おっきい……」

　自分の中に侵入してくる物の感触に、彼女は熱っぽい息を漏らす。

「ふふ、もう気持ちよさそうな顔になっちゃってるわよ、みゆき？」

「いや、そんなこと言わないでよ……」

　姉に自分の痴態を間近で見られた彼女は、恥ずかしそうに身じろぎする。

　しかし、同時にきゅっと膣内を締め付けてもいた。

（やっぱり、みゆきは素直じゃないなあ。そこが可愛いんだけど）

　言葉にはトゲがあるが、その実、広宣と疎遠になっていた時間を埋めようと積極的に接してくるみゆきを愛おしく思っていた。

「んっ、あっ、あふっ！　はぁはぁ、あん！」

　腰を振り始めると、すぐに甘い声が聞こえてくる。

　それで興奮が高まった彼は、さらに責める勢いを強めるのだった。

　そんな中、激しく腰を動かしている広宣に声がかかる。

「ヒロくん、みゆきだけじゃなくて私にもちょうだい？」

　ひかりはそう言いながら自ら足を広げて、秘部を見せつけるようにしながら広宣を誘う。

「ひかりさん……」

　憧れの女性の誘いを、彼が断るはずがない。

　そのままみゆきの中で果てたいという思いを横に置き、肉槍を引き抜く。

　そして、すぐさまひかりの膣へと挿入した。

「んっ、ああっ！　来てるわ、ヒロくんのが……！」

　目の前で妹が喘いでいる姿を見て、彼女も興奮が高まっていたのだろう。

　彼の肉槍を咥え込むような勢いで迎え入れ、ヒダを絡み付かせる。

（姉妹なのに、こんなに反応が違うなんて……！）

　肉体年齢が同じこともあって、膣の造り自体は似ている。

　しかし、みゆきは肉槍全体を抱きしめるように締め付ける刺激を与え、ひかりは柔らかく纏わり付くような締め付けだ。

　本人たちの性格がよく出ているとも思えた。

　そのまま姉妹の中を味わっていれば、如い何かな広宣といえども耐えられない。

「うあっ、もう……！」

「出して、ヒロ。な、中に欲しいの！　精液いっぱいぃ！」

「ヒロくん、私たちでイって！　搾り取ってあげるから……」

　その言葉を合図に、ふたりの中へ交互に射精する広宣。

　一回分の射精にもかかわらず、その精液は彼女たちの膣内を真っ白に染め上げるほどだった。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

「ヒロノブ、休んでいる暇はないぞ？」

　荒く息をつく彼に声をかけたのは、マルグリットだった。

　見れば、ナフィンと葉子も含めた三人が広宣を待ち構えている。

　すでに部屋に立ちこめる濃厚な性臭によって発情しているようだ。

「ああ、まだまだいけるぜ」

　しかし、それは広宣のほうも同じだった。

　彼はそう言うなり、マルグリットへ手を伸ばした。

「なっ、何かいつもより目が怖いな？　ちょっと待っ……!?」

「こらこら、危ないわよ小沢君？　いくら媚薬を飲まされたからって、女の子に乱暴しちゃダメよ」

　勢い良く押し倒されそうだったマルグリットを葉子が支える。

「っ！　すみません……」

「いいのよ。でも、そんなに興奮している小沢君に責められたらどうなっちゃうのかしらね。ねえ、マルグリットさん？」

「け、結局、私なのか!?」

「大丈夫よ、ちゃんと手伝ってあげるから」

「そういう問題では……んひゃっ！」

　葉子が後ろから手をまわし、マルグリットの秘部を弄る。

「もう準備できてるわね。さあ、小沢君？」

　葉子に促され、広宣がペニスを取り出して膣に押し当てる。

「あっ、んぐぅ……押し広げられてっ……！」

　抵抗を受けながらも、愛液が潤滑剤となることで肉槍は奥へと進んでいく。

「ヒロノブ、我を忘れるなよ」

　同時に彼の後ろからナフィンが抱きついたことによって、肉槍がさらに奥へと突き刺さった。

「んひぃぃっ！　ダ、ダメだっ、動かなっ……ああああっ!!」

　亀頭が子宮口を押しつぶし、マルグリットを簡単に絶頂させる。

　しかし、それに構わず広宣は腰を動かし始めた。

「それでこそ小沢君ね、先生も濡れて我慢できなくなっちゃうわ……」

　自分の腕の中でビクビクと痙攣するマルグリットを見ながら、葉子が言う。

「んはぁ、んっ、ちゅっ……犯せば犯すほど発情してしまうからなぁ。我も期待しているぞ？」

　ナフィンも言葉は挑発的だが、その手は淫らに動いて彼の身体の上を滑り、刻々と性感を高めていく。

「ああ、十発でも二十発でも注ぎ込んでやるよっ！」

　彼はもう我慢することもなく、快楽のままに射精した。

「あついのが流れ込んでくる!?　これっ、ああっ！　イクゥゥゥぅ!!」

　注ぎ込まれた精液の熱に当てられて、連続で絶頂するマルグリット。

　歯を噛み締めながらガクガクと、引き締まった身体を震えさせている。

　連続のセックスで荒く息を吐いている広宣の身体が、急にマルグリットアから離される。

　誰なのかと見てみると、頬を上気させ、完全に発情状態となったフィラナだった。

「私が、お相手いたしますね」

　そう言って広宣を押し倒すと、間髪入れずに騎乗位の体勢で挿入する。

「おちんちん、いつもより大きいですね。もう子宮まで届いて……はぁ、潰されちゃいそうです」

　最後まで肉槍を咥え込むと、腰を上下にピストンさせ始めた。

「先っぽがゴリゴリって、中が削られてます！」

「フィラナの締め付けも、いいよ……！」

　流石に一番長い付き合いとあって、広宣の弱点を熟知している。

「ヒロノブ様はこのまま、気持ち良くなってください。私たちが、精一杯ご奉仕しますから」

　彼女の言葉につられるように、絶頂で倒れていたみゆきたちも集まってくる。

　右手でマルグリットの膣を愛撫し、左手はナフィンの巨乳を好き勝手に揉む。

　顔にはみゆきとひかりが自慢の巨乳を押しつけ、息もできないほど揉みくちゃにされる。

　さらには葉子がフィラナの背後に回り、その胸と陰核を愛撫しているのだ。

　当然、感じやすい陰核を刺激されたフィラナの膣は、精液を絞り上げるかのように肉棒を締め付ける。

「……っ、……はぁ！　……ックゥ！」

　絶頂しつつも、腰振りを止めないフィラナ。

「もうおちんちんがビクビクって……イキますか？　イクんですね？」
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「ああ、出るよ。中に出すから！」

「はいっ！　たくさん、出してください！　ヒロノブ様の子種で、私を孕ませてくらさいぃ!!」

「うっ、おおおおっ！」

　最後に彼は勢いよく腰を突き上げ、鈴口を子宮口に密着させて射精した。

「あひいいいぃぃぃ！　イクッ、イっひゃうぅぅ！　きゃああんうぅぅぅぅ!!」

　言葉にならない叫び声を上げながら、フィラナも絶頂する。

「ひっ……ん……ぁ……」

　何分も続いたかと思うような長い射精が終わると、それに合わせてフィラナは力が抜けたように倒れた。

「はぁはぁ、ふぅ……。い、一気に出しすぎたな……」

　心地よい疲労感に包まれる広宣だったが、セックスの相手が尽きることはない。

　さっそく、下半身が生温かい感覚に包まれる。

「次は我の番だな。たっぷりと精液を流し込んでもらうぞ？」

　魔王城での借りを返すとばかりに意気込むナフィン。

　気付けば広宣の周りは、怪しい笑顔の葉子や復活したマルグリットアたちが囲んでいた。

「い、いや、数分だけ休ませ……あぁっ！」

　彼が制止するのもきかず、その身体は女体によって覆い隠されてしまう。

　こうして異世界での夜は、いつもどおり更けていくのであった。










あとがき




　どうも、成田ハーレム王です。１巻から読んで下さった方は、ありがとうございます！　いきなり２巻からという方は、どうだったでしょうか……？　ご興味を持っていただけたら、ぜひ１巻から読んでいただければと思います！

　さて、多くの方々の助けもあり、２巻を発売することができました。最後まで出版できたら嬉しいな、と思っておりましたが、実現することができ、ただただ感謝の気持ちばかりです。

『巻き込まれクラス転移』ですが、２巻で最後となっております。もともと考えていたとおりに書くことができ、ひとまずほっとしております。冊数にすると二冊分ですが、気持ち的には五冊分くらいを書いたような感じです。それくらい密度の濃いものになっていると良いなと思います（笑）。

　ちなみに、２巻発売に合わせて、ＷＥＢ上で特別編を連載しております。こちらも目を通してもらえると、さらに楽しめる内容になっていると思います。

　本当に、無事に２巻まで出すことができてよかったです。

　よかったことと言えばもう一つ！　実は『巻き込まれクラス転移』の２巻と同時発売で、『エルレイス魔法女学院のハーレム教師 ～バレずに教え子とヤれるかな？～』も発売しております。こちらは、『巻き込まれクラス転移』を書き終わった後に連載を始めたものでして、出版に至りました。

　内容を簡単に説明しますと、「ゲスな主人公がチート能力を使って巨乳の女の子たちを好き勝手していくお話」といったところです（笑）。副題にあるとおり、教師である主人公が見つからないように教え子とエッチするストーリーになっております。ゲスという部分を、妄想の世界ではありますが興味を持って下さるのであれば、ぜひとも書店に足を運んでいただければ幸いです。書店でなかなか見つからないという方は、ネット通販などご利用なさって下さいませ。

　ハーレム教師のイラストレータは「ＣＡＭ」様です。むちむちな女性を書くことが大変お上手で、かなりイメージにあっておりました。

　……さて、残りはお礼の言葉で締めたいと思います。

　担当様、１巻に引き続き２巻も担当していただき、ありがとうございます。ハーレム教師のほうでも何卒よろしくお願いします！

　続いて、イラストを描いて下さった「鎖ノム」様。１巻の時もとても可愛らしいイラストでしたが、２巻も素晴らしいイラストでした。特に、２巻は重要なキャラが多かったと思うのですが、とても掴んでいただいたイラストになっていたと思います。作者として、これほど嬉しいことはありません……！

　最後は、ここまで読んで下さった読者の方。１巻を楽しんでいただいて、２巻目も読んでくださったのであれば非常に嬉しいです。２巻からの人は……わかっていますね？

　広宣たちの旅は一区切りついたかと思いますが、ここまで来られたのもみなさまの応援があったおかげです！　本当にありがとうございます！

『巻き込まれクラス転移』はこれで終わりですが、『ハーレム教師』は続きます……！　引き続き、応援のほうも、「よろしくお願いします！





二〇一六年八月　成田ハーレム王
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